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FACOM-212 は IBM と 結合 し て 
今 す ど お 使 い に な 泌 ま す . 


FACOM-212 


貴方 の 会 社 の 経営 方 針 策 決定 に オフ マ ィ スズ ス オ ー ト マ 
ーション の 用 具 と し て FACOM-212 "は こと こん な に 役 
ホホ 

例え ば 

予算 統制 , 資材 管理 , 在庫 管理 , 工程 管理 , 

料 計算 販売 統計 事務 の 他 , 市 場 調査 と 関す る 
諸 統 計 処 理 や 経営 分 析 計 算 は この FACOM-212 

に と つて 最も 得意 と する 分 野 で す 


語 士 通信 反 製 貴様 式 貸 詩 


東京 都 千代 田 区 丸の内 3 の 2 電話 (28) 6221・6231 ( 代 ) 
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パル ス 帆 変 復調 方 式 の 
計 漠 


テー プ コ ー ゲ ダー 


オシ ロコ ーー ダー i W- 3-6L 堪り 


この 装置 は PWM 方 式 を 使い 、 波 形 下 
の くそ SINI 比 の 良い に こよ が 特長 で す 
エン ドレ ス ・ テ ー プ に より 各種 の 振動 
現象 な ど を 線 り 返し 観測 する こと が 出 
来 ま す 。 全 装置 は トラ ンジ スタ 化 さ れ 
変 復調 器 は 、 チ ャ ン ネ ル 毎 に 、 ブ ラグ 
な で も いよ ます 。 


支 他 に リー ル 使 用 の ォ シ ロコ ュ コーダ ーTPW-2-6 や 
人 簡易 型 の ォ シ ョ ロ ュ ー ダ ーTPW-1-3 型 も あり ます 


主 仕 様 


1. 25cm 最 大 10m エン ドレ ステ ー プ フ 
19cem チャ ン ネ ルル 数 6 

圭 1.5V 5kQ 以 上 

土 1V 5kO BE 

D120% で 24qdb 以内 

2% SN 上 40db 

50% 又は 609% 100V 


な 


日 本 の 生ん だ 世界 の マー ク 


SON YY 


ン ニ ー 株 式 会 社 (も と の 東通 工 ) 
東京 都 品川 区 北 品 川 6-357 (カタ ログ 旦 ) 


直流 VHF 吉 の 万 能 可 変 抵抗 減 和 酸 八 


VHFE 可 放 抵 岳 泌 桂 術 (AL-_36 型 ) 


本 回 は 直流 より VHF 帯 秘 の 広範 囲 の 周波 数 に 豆 っ て 使用 出来 る 築 型 可変 抵抗 減衰 器 で あぁ ありま 


す . 減 誤 器 だ け を 簡単 に 各種 機器 に 取付 けら れる よう な 構造 に な っ て お り ま す -. 


AL-36-A 1 AL-36-B1 H AL-36-A 2 x AL-36-B2 型 


か 和 ‘500 750 500 750 


次 量 81db 91 db 


| ey | 20dbx3, 10db, 5db, 3db, | 30db,20dbx2, 10db, 5db, 
a ‘4 2db, 1db 3db, 2db, 1ldb 


使用 周波 数 0~200 Mc 0~100 Mc 


1 1.5db 以下 (0~100 Mc 
| 減資 明 本 2 ! - 5db TF 
AL 36 弄り 革 a 2db 以下 (100~200 Mc 1.5db 以 「 
EE 1db 以下 (0~100 Mc 
ケー ス 付 195x85Xx115mm 1.5 kg | 残留 減 誤 量 1.5db AF (100~200 Me db 
誠 誤 器 の み 170x62x 7 2 0 
誠 甘 夫 170x6 75 mm 0.8 kg 4 Ww R 1.8 MT 1.8 以下 


UHF 各 ま て 手 軽 に 使用 出来 る 周 定 抵抗 減 酸 状 


同軸 沼 固 定 抵抗 減衰 条 A 3 電 


本 器 は 直流 より UHF 帯 迄 の 広範 囲 の 周波 数 に 使用 する こと が 出来 る 同軸 型 固 定 抵抗 減衰 尋 で あり 
ます . 超 高 周波 の 電力 加減 用 , 発振 器 と 周波 計 の 緩衝 用 , 反射 率 の 減少 等 に 使用 する こと が 出来 ま 
ポ 。 


| 
3db 用 | 0~2.0 kMe 500 3 db Lt Oab 
| 


6db 用 


6db 0.8db 


10 db 用 ” 9 10db ”~ r 1.0db 


20db 用 | . 20db 1.5 | 上 2.0db | 


安藤 電気 株 式 会 社 


東京 都 大 田 区 仲 蒲 田 3 一 4 Tel(73)1161( 民 ) 
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-TR- 110 
Universal Electronic Counter 


A 4 i 様 


周波 数 男 囲 : 0.0000lcps 2.5Mc 

時 間 範 :3g sec —100,000sec (27.8h) 

精 度 :( キ 1 カウ ント グ ゲ 計 数 され た 総数 ) + 安定 度 

安 定 度 :1x メ X10Xh , 2 ゞ X10- グ week 

ゲー ト 時 間 : 0.001、0.01, 0.1, 1 . 10sec, 及び 手動 . 
末 知 周波 数 の 1 周期 又は 10 周 期 。 

時 間 単 位 : 1gsec, 0.01, 1msec, 0.1sec, 及 


び 外 部 。 
電 カ :100v キ 10% , 50 /60cps, 約 320W 
形 状 :520 (h ) x390 (w) X550 (D). 約 35kg. 


周 波数 測定 
10cps 2.5Mc の 周波 数 が 精密 に 直読 で 測定 で きま す 。 


周期 油 定 
非常 に ゆっ くり な 周 流 数 の 1 周 基 駐 は 10 周 期 で ゲー ト を 
林 閉 させ 。、 そ の 問 の 時 間 を 測定 する こと が で きま す 。 


< tL キキ 皇 デシ HI ーー 
周波 数 , 時 間 の 精密 測定 に は 0 


~~ NN > NN \ — ッ プ ・ チ テ チャン シンキ ネル 共 , 進行 波形 に た いし 
3 ル e ウ 々 が 委 } 商 で スタ ー ナ . スト ッ 
ee 最適 で す 。 て 一 300V か +300V の 問 の 竹 意 の トリ ガー 電圧 レベ ル と 、 


その 電 レ ベル に お ける トリ ガー 渡 形 の 個 将 を 正 進 行 叉 
は 頁 造 行 に えら ぶ ニ と が で きま す 。 

それ に よっ て 一 義 的 に 渡 形 上 の 住 意 の 2 点 が 決り 、 そ の 
2 点 千 の 時 間 が 3 選 s か ら 10"s ま で 測定 で きま す 。 


周波 給 上 上 ヒ ・ 時 間 上 上 ヒ 混 り 定 
低い 方 の 周波 数 の 1 周期 又は 10 周 期 で ゲー ト を 開閉 させ , 
その 問 高 い 方 の 周 渡 数 を 計 致 させ る こと が で きま す 。 計 
数 値 は 低い 方 の 周波 数 を 1 又は 10 と し た 周波 数 比 ・ 時 叶 , 
比 を みあ ら わ し ます 。 


TI 


工業 株 式 人 会 社 


東京 才 練馬 区 四 町 2 8 5 
TEL (933) 05.8 6'-・ 2 6:.3.8 


FR et 利 得 140dB.120dB.100dB.80dB 
N- 1 0 直 損 増 忠 に ‘ 4 段 切換 
Scns 起 注 ano09? 中 : 出力 電圧 最大 土 10V, 
] 10 kD 負荷 に ぉ いて 
重圧 最小 +0.1 gV, 
最大 +lmV 
最大 指示 14V.10 &V. 
100 V1 mV 4 段 切換 
DC~2c/s 
定格 値 の +2% 
+0.05 gV/HAT 
+0.05 zV 以 下 
約 209 
AC 100V 50/60 c/s 
約 60 VA 
482X222X272 m/m 
約 15 kg 


# 40dB, 
2ke~150 Mc の 四 囲 で 
10 V 100 0 負荷 に 対し 


高 域 100Mc 迄 -0.5dB 以 内 
150Mc 迄 一 1.5dB 以 内 
(10 ke 記 0.5dB 以 内 
2 ke 迄 一 3dB 以 内 
但し 100 9 電源 より 0.1 pF で 結合 
雑音 指数 10dB 以 下 
遅延 時 間 約 0.014 ps 
立上り 時 間 約 0.005 xs オー バー 
シン シュート 殆 ん ど な し 
入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス 
各 100 QD, N 型 接 栓 
電 源 A.C100V 50/60 c/s 
460 VA 
法 600X410X380 m/m 
量 約 51kg 


日 本 電波 株 式 会 社 i 


東京 都 品川 区 東 中 延 四 丁 目 一 四 〇 二 番 地 電話 (78) 7181( 代 ) 7155 ( 代 ) 
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小型 軽量 200w X105hx135dmm 2.7kg 

指示 計 付 トラ ン デ スタ ー 化 

癌 性 能 ASA 規 格 に 準 ず 

音 閣 分 析 , S/N 比 の 向上 , 折 色 雑音 の 切 取 

入力 の 範囲 一 40ー 二 10dBm 

指 示 計 範囲 20dBB 全 波平 均 値 指 示 
時 定数 -・ 0.2 一 0.25 秒 

入力 イン ピー ダン ス 60092 不平 衡 

出力 イン ピー ダン ス 6002 不平 衡 

挿入 損失 2.5d 紀 以内 

電 源 電池 , 指示 計 動 作 時 の み 使 用 
ROO PE 

携帯 用 ビビ ニー ルカ ポン 付 


広い 用 者 と 測定 男 閉 を 有する 


JEIC 音 級 ・ 振 動 測定 


万 能 フイ ルター UF -1 型 
研究 用 最新 型 ミ 


麻 副 
に 拉 5 


特 徴 広い 周波 数 細 囲 … 夫 オク ター ププ ご と で 5 一 10000%& 


ロー マス ・ ハ イッ マス ・ ノ パンド パス フィ ルター と 
ーー し て 夫々 36 点 の カッ ト ォ オフ 周波 数 を 住 意 に 組合 せ 
て 使用 で きる 


低い 周波 数 で も 特性 が 均一 で ある 
急 帳 な 諾 上 断 特 人 性 で オク ター ププ 当り 一 40d 弓 の 減衰 特 
性 を 有 し ーー804dB 明 迄 直線 的 に 減 誤 す る 
小形 ・ 軽 量 …410w X250h X250 dm 13kg 
指示 計 付 … 周 波数 分 株 時 の と ヒ ベ ル 指 示 が で きる 
高い S/N 比 … 微 少な 成分 の 検出 が で きる 
: : を # RC 方 式 の た め ゅ 誘導 を 受け る 心配 が な い 
ニニ ーー sol 性 能 周 波 数 純 囲 … 夫 オク タク タープ 毎 5 一 1000%% 
周波 数 選 択 度 … 公 称 遮 断 彫 小 に 対し て 
1 オォ オタ ター マー40dBB 以上 一 80dB 迄 直線 的 に 減 坦 
周 呈 統計 尋 全 持株 ニオ キー ラペ ポー オール 

29 一 200009 一 1 dB 以内 


0 入 カ イン ピー ダン ス ぇ …2 MQ 不平 術 
日 本 電子 測 器 株 式 会 社 指 示 訓 押 飼 A V 全 0aBE し て 


中 央 区 月 島 西 仲通り 10 の 7 Tel (531)0101 一 5 +20dB 一 40dB 29% 一 20000% 平 均 値 指示 方 式 
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自動 115V150A 


CARLN LNINM TN 
SS っ ^ 8 の 会 つる 
て J 一 競 補 皿 くに ゃ も 
っ "ませ 剛 細 8 此 
人 8 世 明 人 全 … 肖 過 ! 
ぶら &% 燈 園 刀 民 所 ペペ 
>CS 選 漠 路 上 邊 v っ 
ーー トド 圭 蜂 や 誤 K8 各 陸 
| 記 ^ 絆 っ P=# セ や 
~~ 殿 志 難 境 田 各層 お ジ 田 山 幅員 
|# 婚 都 過 居 閑 六 出 尋 


骨 門 ( 医 1 国 ) 世 還 上 同 K( ギ 違 ) 


浮動 充電 器 


目 動 


特殊 磁気 増 貼 
器 応 用 装置 


ELECTRO INSTRUMENTS 


Totally 
Transisterized/ 


Drift 2AV 


Gain 1,000 、 シン Eight Model A—|2's can :be 
Input Impedance 100MQ ‘mounted in'a 19"panel 


yr Ft Pt Ft Pt EF 


Frequency Response 50ke 2 ; 運休 
; Ww ト P を も 重 
oe て て 


D.C. WIDE .BAND 


AMPLIFIERS 
Model A-12 


Plug-in attenuator.s 
SPECIFICATIONS 


Single Ended input Differentlal Input 


Fixed gain set to any value from 10 to 1000 Fixea gain set to any value trom 10 to 1000 
inclusive by front panel plug-in attenuator inclusive by front panel plug-in attenuator 
available with gains of 0, 10, 20, 50, 100, available with gains of 0, 10, 20, 50, 100, 
200, 500 and 1000. Adjustable upward with 200, 500 and 1000. Adjustable upward with 
potentiometer 2-1/2 to 1 or more from potentiometer 2-1/2 to 1 or more from 
gain setting. gain setting. 


Input Impedance: 100 megohms shunted by 0.001 mfd (typical) 10,000 ohms 


DC Output Impedance: 40 milliohms 40 milliohms 


Drift: Less than 2 microvolts in 200 hours at Less then 4 microvolts in 200 hours at 
constant ambient temperature. Less than 0.4 constant ambient temperature. Less than 0.8 
microvolt per degree centigrade. microvolt per degree centigrade. 

Ambient Temperature: to 50°€, 0° t0.00% 


Noise (Referred to Input): 0-3 cps 5 microvolts peak to peak; 0-750 cps 0-3 cps 10 microvolts peak to peak; 0-750 cps 
5 microvolts rms; 0-50 kc 10 microvolts rms. 7 microvolts rms; 0-50 kc 14 microvolts rms, 


Frequency Response: 土 3db to 50 kc (typical); 土 1.0% to 2 kc. 土 3db to 5 kc (typical); 土 1,.0% to 2 kc. 
Output Capability: 填 10 volts at + 100ma DC or peak AC to 10kc. 土 10 volts at +100 ma DC or peak AC to 10 ke. 


Power Requirements: 115 填 10 volts, 50 to 400 cps, 7 watts 115 t 10 volts, 50 to 400 cps, 7 watts 


A : 
エレ クト ロ : イ シス トル メン ツ 社 日 本 総代 理 店 

通信 工業 ・ 電 子 工業 ・ 原 子 力 工業 用 設備 0 
測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 具 伯 東 村 朱 会 = ネ 土 
EN 洒 用 導 計 M4 ス ・ 国内 取 : 究 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 1 一 3 英 同 ビル 
電 話 (24):6201ー-2. 3206-8 


EITEL-McCULLOUGH 


CALIFORNIA 


SAN CARLOS, 


INC. 


EIMAC CERAMIC-METAL REFLEX KLYSTRONS 
FOR SEVERE ENVIRONMENT APPLICATIONS 


In modern airborne and missile sys. 
tems, reflex klystrons must be capable 
of maintaining exceptional frequency 
stability under conditions of severe 
shock, vibration and acceleration. 
Eimac's new ruggedized X.and K.Band 
reflex klystrons achieve this stability 
through an advanced system of stacked.- 
ceramic construction and integral 
brazed ‘dual.cavity’ design, 

Ceramic construction permits inter: 
nal electrodes to be supported on rigid 
concentric cones and allows the entire 
vacuum assembly to be furnace-brazed 
jinto a single rugged structure. The 
resonant cavity 8 consists of a 
fixed-tuned (and hence rugged ) inner 


Gn 
総代 理 店 


cavity closely coupled through a ce- 
ramic window to a secondary tunable 
cavity outside the vacuum envelope. 
The external cavity is tuned by means 
of a capacitive slug over a minimum 
range of 700 megacycles per tube, 

is WA design has resulted 
ina series of fourexceptionally stable 
reflex klystrons covering the 8500 to 
11,500 megacycle range at a typical 
output power level of 75 milliwatts. 
At vibration levels of 15 to 20G the 
peak.to-peak deviation of these tubes 
is less than 50 kilocycles for any vib- 
rating frequency from 20 to 2000 
cycles per second, with the force 
applied in any plane of the tube, The 


商 事 株 


東京 都 千代 田 区 神田 東 福 田町 1 
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advantage of this low FM noise level 
in local oscillator service is obvious, 
Ceramic construction and the superior 
tube manufacturing techniques it 
makes possible permit tube or seal 
temperatures of 250°C without impair- 
ment of operation. 

For severe environment microwave 
applications investigate the advan. 


tages of Eimac ceramic.metal reflex 
klystrons. 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


a 


ーー 


San Carios* California 


式 会 


電話 (866) 代表 3136 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 


Palo Alto, California, U.S.A. 


P 524C Precision Electronic Counter 


Bright, big-number readout 

New stabilityー3 parts in 108 short-term 
Direct, instantaneous, automatic readings 
Covers frequencies 10 cps to 220 MC* 
Measures time interval 1 pwsec to 100 days 
Measures period © cps to 10 KC 
Resolution O.1 microseconds 

No calculation or complex setup 

Easily used by non-technical personnel 
High sensitivity, impedance, reliability 

* With proper plug-ins. 


ETT a 


ne ihture 4 
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"Direet raadin 


10 eh te ot MG 
polations stab 


{Freag.} £4 le) 


hp- 5248 
Frequency 


5 PLUG-IN UNITS INCREASE ii 


FLEXIBILITY, USEFULNESS 


Frequency, eriad 
meéasurements 


S Ey a 9 i 
Frequesnc Frogq.) 6 ¢pt ie) poiation; stabllity abouyt 
FOR MANY MEASUREMENTS Cn * measuramentk 7 KE (Pariod) 5/10" per wk 
‘hp- 524D io epi fo, 404 NG. | bicect raading;na 
A perm 
Fr tf ent | “Freq,h 0.¢pt to nbarpolatiorn; stabili 
-hp- 525A Frequency -hp- 525B NY ' Gaunter " MGA TF 0 KC (Ratiod) 5/104 per wk \ 
] on t ts A ER EEA CP TEN SO RE 5 3 
Corverter a Eade kroge 


UY hs 


Frequancy to 100 MC; inereases 10 cps to 100 MC tf stability; ly ems 
| | tionverter basic sensitivity min. input 
a 258 | Eteqds 524 Panae A 内 _ Accuracy 鶴 1 PR 
from T1009 to 220 M 100 MG to 220 MG tabllity; 0.2 v rms 


Frequeney 
0) Convarter 


min; nput 
eeuraey $ame 4s basie ル 
tounter; U0 my ems 


high tons MP 


Fireiiadiiths thanein tats iri ott egetirtrd 
tN 机 


0 eps to WL MG 


ign 0 du 


mxwtma 関 商 事 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 東 福 田 町 一 
幸 (060607 人 表 ーー 上 9 6 
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MSG-280 FM,AM 超短波 標準 信号 発生 器 


特 長 500 Mc まで の 基本 波 発 振 一 運 倍 増 巾 方 式 で FM/AM 兼 a 
用 , 周波 数 微 調 は メー タ 直読 可能 , 変調 歪 が 小さ く 


S/N 良好 . - 
規 格 
1) 周 渋 数 範囲 60~500Mc 3 バン ド ト )) 
2) 周波 数 確 度 土 0.5% 
3) 出力 電圧 範囲 100dB~-10dB (1gV=0dB) 負荷 端 ’ 
4) 出力 電圧 確度 キ +1.5dB 届 * 
5) 出力 イン ピー ダン ス 509 VSWR 1.2 以内 ‘ a 
6) 変 調 AM 0~50% 確度 定格 値 の 10% 以 内 
FM 0~50kc 及び 0~150 kc 士 5% 以 内 

7) 内 部 変調 周波 数 1000c/s 土 5% 
8) 外部 変調 入力 6009 圭 10% 2V 以下 に て 最大 変調 可能 - 
9) ヶ 周波 数 特性 FM 30c/s~15kc 1dB 以内 0 : 

” AM 50 c/s~10kc 2dB 以内 ee 
10) 変 調 全 FM 75 kc 偏 移 に て 外部 1% 以 下 内 部 2% 以 下 4 

AM 30% に て 外部 2% 以 下 , 50% に て 内 部 5 % 以 下 < 
11) SIN FM75 kc 偏 移 に て 60dB 以上 

2 AM30% に て 50dB 以上 
12)- デア スス 60. dB DF Wy 


13) 周 波 数 徴 調 FM と 同一 範囲 , 同 確度 に て 役 調 可能 


MSG-281 FM 放送 用 標準 信号 発生 器 (2 信号 用 ) 


特 長 本 器 は FM 放送 受信 機 の 調整 並び に 測定 に 使用 する 性 能 


標準 信号 発生 器 で ある が , 特に 二 信 号 用 と し て 1D) 発振 周波 数 臣下 80~90Mec 
. PE 2) 周 波 数 確 度 +0.5% 以内 
(1) 高 出力 10 V) 2) 高い 周波 数 安定 度 (10) 5 向 波数 因 動 動 60 分 検 2 分 間 で 0.0012% 以下 


(3) 微細 な 周波 数 調整 (メー タ 指 示 に より 最小 目盛 4) 出 カ X 圧 0 へ ~120 dB 及び 120~140 dB 
508 cjs の 計 取 ) が 可能 な る よう に 設計 され て いる in i Ee 
100dB 以上 1.5 dB 以内 
8) 冊 あの ee ず ず x 759 VSWR 1.3 以内 
7) 最 大 周 波数 偏 移 0~25kc 土 5% 以内 
0~100 ke ~ 
8) 内 部 変 再 周波 数 400cl/s 土 5% 以内 
9) 外 部 変調 周 渋 数 50~15000cjs +1dB 以内 
10) 外部 変調 入力 イン ビー ダン ス 6009 寺 10% 以内 
11) 変 調 互 75kc 偏 移 に て 1% 以下 
12) 変調 に よる 控 送 周波 数 の 偏差 22.5kc 変調 で 0.001% 以下 
13) A M 信 有 率 22.5kc 変調 で 0.5% 以下 
14) 残 Nl F M 10kc 偏 移 に 対し -45dB 以下 
15) 搬 送 波 愉 第 二 高調 波 -35dB 以下 
スプ リア ス -60dB 以下 
16) 電源 電圧 に 対す る 宏 定 度 電源 電圧 +10% の 変化 に 対し 
周 波 数 土 0.001% 以下 
変調 周波 数 上 2% 以下 
員 : カ . 電 庄 上 0.5dB 以下 


(9) 目黒 宣 渡 測 喜 株 式 会 簿 eu 


五本木 下車 組 
東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁目 二 太 五 八 番 地 電話 目黒 (712) 1166 ( 代 ) - 9・1160 
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ワイ ポー ルン フリ ッッ ジン よる 
ビデ オ 発 振 器 

CR- 10K 型 
広帯域 信号 発生 器 


発振 周波 数 10C/S~I0MC 6 レン ジ 
周波 数 確度 10C/S~100KC +(2% 十 1C/S) 以 内 
100KC~IOMC +3% 
出 カカ 100/S~I0MC _ 759 3Vp-p 以上 
20C/S~20KC 6009 3Vrms 以上 


nk ld CC AE 
季 で す 。 

2」 単 一 目盛 6 レヒ レンジ 

3. 周波 数 の 自己 較正 装置 を 内 蔵 し て いま す 。 

4. 標準 架 に 実装 が 可能 で す 


最小 の トラ ンジ スタ 
レベ ル 測 定 器 
LMー8T 型 レベ ル 計 


周波 数 範囲 0.2KC~500KC 

測定 レベ ル 範囲 -30dB~ 十 30dB +0.5dB 以 内 

入 カカ インピーダンス 0.2KC~60KC 600Q. High 

3 50KC~500KC 75Q. High 
十 法 ・ 重 量 150( 巾 )x115( 高 )X80( 奥 墓 付 ) 

1 ・ 約 |. 5Kg 

電 源 乾電池 9V(BL-006P)| 箇 


"$8990 


1. 現存 する 此 の 種 レ し マル 計 の うち 一 番 小 形 軽 量 で す 。 

2 電池 は 一 般 に ある ラジ オォ オ 用 の 9V 電 池 1 人 箇 で す 。 

3 ドド z ァ ーー スイ タチ 及び UU リン クッ ケッ ト を 持っ て な お なり ます s 
4. 携帯 用 革 装 に 収納 し た ま ・ ゝ 測定 で きま す 。 


社 


社 東京 都 新宿 区 諏訪 町 2 3 5 4… 電 話 東京 (369) 0101( 代 ) 


大 阪 市 東 区 淡路 町 3 の 6 船場 ビル ・ 電 話 大 阪 :(23) 6 5 4 7 
サー ビス 福岡 市 昭和 通り 55 日 興 電 気 商会 内 ・ 電 話 福岡 (4) 4910 
カタ ログ 贈呈 ステ ーション 名 古屋 市 中 区 朝日 町 2 の 5 朝日 エレ クト ロン KK 内 電話 ()5232 


只 
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iif FOUI—A1& ff frOl 
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Ot 
pd 
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生き 


や せれ 綻 鶴 隊 誠 K 看 
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!— 


凍 


ーー150MC 之 成一 


ドジ ノン スタ ダー 遮断 周波 数 測定 回 


IU 詩 室 生還 省 時 10=150MG MODEL TMH—|50S 


A) 0~25ME B) 22~60MC CC) 55—155M C 


3 


EE 鐘 所 1 の - や .10:001 ま で 詩 取 可 能 き 、/ へ 
"EN 8 電流 50k A 士 10%( 全 レン デ ) 

IV コレ クタ 一 氏 菅 500 ィ / 

V エミッタ ー 直 烈 抵抗 5Kk 0 

V 7 ベ —~ = Ee 

: y 8 SE 0 10mA 


コレ クタ ー 和 電圧 0=50V 


東京 電波 工業 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 原町 1236 (712) 1906・1907・2434 
支 社 大 阪 市 北 区 木幡 町 34(36)7220 


トラ ン シ ス ター 吾 抵抗 測定 因 


本 測定 器 は トラ ンジ スタ ー に 入力 を 加え る こと ・、 温 ‘= 

度 を 上 昇 さ せる こと に より 熱 抵 抗 を 測定 し 、 そ れ に よっ MODEL_TMR—702 
て その トラ ンジ スタ ー の 許容 損失 を 知る 目的 で 製作 され た 
の で 838908 ま すす 。 


コレ クタ ー 和 電 許 : 0 —10V , 0 100V (PーP) 2 レン ジ 
エミ ッ タ ー 電 流 0—100mA, 0—2A, 2 レン ジ 
I co 測定 細 囲 0—50k A, 0-—500k A 
0o0—5mA, 0—50mA, 4 レン ジ 
恒 温 横 S50 2 交 桂 放 
\ 法 赴 - 芋 500x 250 x 320 15kg 


OO CO 
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既 発売 シリ コン 整流 体 


了 弄 式 失 頭 逆 耐 電圧 
45 L 刑 50~800 V 
25  H 下 ) 50~600 

S 刑 100 ~600 

T 弄 100~ 600 

K 吊 600~1, 200 
ぇ タッ ププ 型 200~500 


| 1, 500 ~16, 000 


| 200, 400, 600 
| 
{ 


300 mA 
800 mA 
100 mA 
1.25 A 
45 mA, 250 mA 


600 mA (金波 ) 


6A 型 の 特長 
は 最新 技 され た も の で , 
度 の 要求 され に 特に 設計 製作 さ 
れ た も の で す 。 人 冷却 板 を 使用 し ます 
構造 上 の 特色 
コー ド ・ シ ー ル ド さ れ た この 撃 流体 は , 耐 湿性 , 証 
熱性 ,- 耐 衝撃 性 , に 優れ て す 
陽極 端子 を 大 きく し , サー ジ 電 大 ささ で で 
あり ます 
ケー ス 及 び ベ ー ス は ニッ ケ し 接触 抵抗 を 小 
くし , 酸 触 か らち ら も 保護 し て 
電気 的 特性 
出力 電流 6A ( 自 冷 )ー20A 風 冷 
使用 温度 130°C ー ス に て 
正方 向 電圧 降下 1.0V 以下 
. 人 10mA 以下 
連 上 電 」 定格 PIV の 509 以下 
保 存 温 度 20°C~ +130°C 
宣 晶 15g 


カタ ログ No. S 一 813 
6A 型 の 型式 ・ 定 格 


東京 営業 所 東京 者 千代田 区 有楽 町 1 の 14 番 地 ( 有 有楽 ビル 内 ) 
大 阪 市 車 区 北 久太郎 町 3 一 16 番地 ( 丸 全 ピル) 
神奈 川 県 秦野 市 曽 屋 1204 番地 TEL 秦 野 848 番 


大 阪 出張 所 
本 社 ・ 工 場 


型 式 | 面 記 、 力 電 
sj LV 4 V 
6A 5 50 | 35 
6 A10 100 70 
6A15 | 150 105 50 
6A20 | 200 | 140 67 
6 A 25 250 | 175 83 
6 A 30 300 | 210 100 
6 A 40 400 280 133 
6A 50 500 350 167 
6 A 60 600 420 200 
i 


TEL (59) 7057~8 
BD) 173i28 


本 和 器 は 各種 コア ァ の 試験 研究 用 の 電流 ペル ス 発 
生 只 で 、 電 流 励 振 部 は . 正 お ょ び 負 の 2 つの 
職 締 感 撮 部 6 な と の の 2 っ の 入力 回 
路 も クリ ッ プ 回 路 を 有 し て おぉ り , 谷 計 4 種類 
の 電流 値 を 独立 に 選定 で きる ょ うに な っ て い 

選定 きれ な だ なす 4 種類 の 電流 ペル ee 
2 の が ム スイッチ に は よっ て プロ ョ a 
が て きる は ほか, 任意 の も の を 基準 と し て 遅 症 
る な る こと みて きる 


性 衣 
結 返 し 周波 数 2kecー20k ec 連続 可変 
振 由 1 4 
た 00 E01=1%S 
下り 時 間 0.3-igzS 
>* に 1 1—10gkS 
サ グ お よび オーパ バー シュ ー ト 圭 2% 以下 


ダブ ル パ ル ス セ ゼネ レー ター プロ グラ ム パ ルス ゼネ レー ター 
MODEL SCP-201 型 


性 能 (SPG-3 型 ) 


パル ス 中 0.2pS ~20gS 
出力 極性 直 及 
出力 電圧 10002 負荷 一 150V, +30V 


3 75D 負 荷 一 10V, + 2V 
MODEL SPG-3 型 出力 波形 立上り 時間 0.07gS 


下り 時 間 0.2 gzS 
サ グ 及 び ォ オォ ー バ ーシュ ー ト 
平均 振 巾 の + 5% 以下 
ルス 間隔 0 ~—100gS 
パル ス 線 返し 周波 数 
内 部 1PPS-10000PPS 


A Ed m} 
PG be 間 A En 
. ) LS 同期 信号 正 10V, 第 1 パル ス の 前 5kS 先 役 
PG 4 1 [EE on gg0 胡 由 條 欠 17S 
0.2~20 iE Li 
PG 3 ETN 
le 


mR = 和 電 子 製 作 所 


wo TT Er a 電話 Pe IF 
( 三 和 無線 測 器 研究 所 の パル ス 部 ・ 電 子 部 が 以上 の ょ うに 独立 いた し まし な た 。) 
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新 製 品 


PDE-60 型 


能 
出 力 75Q 60W/ 相 
出力 可 談 範囲 10W 一 60W/ 相 
り 時 間 5kZS 
i 5 ke 一 50kec の 内 の 1 周波 数 

又は 5 kc 一 50kc 連 続 可 談 : 

パラ メト ロン 励 振 数 800 プ ラメ トワ ロン / 相 
発振 周波 数 2,007MC 


長 
発振 回 路 及 び 電 圧 増 巾 股 に は トラ ンジ スズ 名 
ー を 使用 し 保守 調整 は 簡単 に な っ て お り 消 
費 電 力 が 極め て 僅少 。 填 
直流 電源 装置 は トラ ンジ スズ ス ター 使用 の 安夫 
化 回 路 の 採用 に 依り 電源 変動 に 対し 出力 変 
動 を 圧 繕 し て いる 。 : 
パラ メト ロロ ン 2400 ケ (標準 > ネル 4 ノド 不 et 
ル ) を 励 振出 来る 。 が 
ネル は カー ド 式 プリ ント 配線 を 採用 し プ だ 
2 注 こ に な っ て いる PDE-60 型 外観 図 


造 口 サ 448%m ヨコ 430 奥行 250%。 “(CTYPE PO 89) 
重 上 型 筐 体 に 完 装 標準 鉄 架 実 装 可 能 


5 ke 出力 60W 10kc 出力 60W 10 ke 出力 30W 50kc 出力 60W 
使用 トラ ンジ スタ ー 及 び 真 空 管 


mE me me 
ET 間 ETTTETTTT 胃 ETTTT 直 TUTTIT 相 TOT 


線 返 し 周波 数 固定 
3&2 2 N29X1 2N218xX12 | 2N219x1 2 N28x12 | 2 N219x 1 2 NAGx12 線 返 し 周波 数 可変 
DR & Power Amp 2N219X1 HJ-6x1| 2N219x1 HJ-76x1 |2N2a9x1 HJ こく x2 
(1 相当 り ) 6BQ5x2 6BQ5xX4 6BQ5Sx6 
DC 2N217X2 TX-109-1x2 | 2N217X2 TX-109-1X2 | 2N217X2 TX 1091x2 
2S26X2 0C-i9x1 |123 S26x2 OC-l9x1 | 2582%x2 00C こ 0 
| Meh Vol Re CA—21xX 8(at+390V) | 0A-211x 8 (at+390V) | 0A-2l1x 16(ac +390 V) ( ) 内 は プレ ー ト 電圧 を 示 + 


上 記 の 他 PDE 一 30 型 (max75Q30W/ 相 ) 
の 品種 を 製作 し て 居り 仕様 変更 も 致し ます 。 


NN 
る = 大 井 電 


東京 ・ 品 川 ・ 五 反田 1-429 電話 白金 (44)1176( 代 表 ), 


PDE-—90 型 (max75Q90W/ 相 ) 
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Mae 


人 低 周 波 7 タ シ ョ ン ・ ゼ ネ レ ー タ 452 型 


O.008% ~~ 1200% の 
正弦 波 ・ 三 角 波 お よび 短 形 波 を 


10 進 法 5 レン ジ に 分 割 し て 発生 する 極め て 害 な 超 低 
周波 発振 器 で 、 出 力 電圧 の 周波 数 特性 は 本 質 的 に フラ ッ 
ト 、 波 形 お よび レン ジ の 切換 え に よ りほ と ん ど ト ラン ジ 
エン ト を 発生 せ ず 、 た だ ち に 新た に 与え られ た 波形 で 発 
振 し ます 。 

開放 出力 電圧 を 指示 する peak to peak 型 電圧 計 が 組 込 
まれ て いま す , 


電 交信 本 下位 邊 信朗 祝 邊 O 100V 50/609& 約 150V A 
十 度 重量 ( 披 大 作 了 ーー・ 519X260 X363 m/m* 

周波 数 (10 有 伯 法 5 レン ジ ) ーー 0.008 —1. 200 % 

信号 出力 OO 平衡 お よび 不平 衝 

Ee 正弦 波 、 三 角 波 および 和 壮 形 波 

出力 電圧 (2k92 負 大 に 対し 3 波形 と も ) 30Vp 一 p 

圧 周 波数 特性 sas st Ba eo saws se ada + 2 % 


RS coe i oe lee re ea 2596 
M10V p 一 p (極性 負 ) バルス 由 ・・・ 


本 機 は 安定 な 負 人 袖 増幅器 に ゲル マニ ウム 
ダイ オード に よる 全 波 整流 型 の 交流 電流 計 を 
組合 せ 、 周 波数 5 炎 ー1Mc, lmV~500V 
(一 60~+56dBm) を 等 比 (10dB) の 10 レ ンジ 
に 分 割 し て 直読 する こと が で きま す 。・ 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 67 電話 ( 771) 9191 一 5 
玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 の 1175 電話 (中 原 )3073・6224・6281 


kw? 電子 計算 機 ・ 自 動 制 御 回 路 に 高速 記憶 回 路 素子 
EC トリ ラル クス 
虹 DIRE2 モリ ーー マト トル ク ペ は て 電 示 計算機 々 
自動 制御 回 路 の 高速 記憶 回 路 素子 で 、TDK オ を 
サイ ドコ アー を 数 万 個 も 組合 せ た も の で す 。 
その 優秀 な 特性 は 広く 世界 に 認め られ 、 多 く の 科 
学者 に 深い 感銘 を 与え て いま す 。 


東京 電気 化学 工業 株 式 旨 款 


高 信頼 性 綴 縁 形 皮 膜 抵抗 閑 


理論 的 研究 と 高度 の 技術 で 画 期 的 な 小型 抵抗 器 ( 略 称 : RM 形 抵抗 器 ) 人 が 補 
: 4 } = が 

し た 氏 は J2: 年 の 期 に 記 サ * 数 王 個 の 試作 実験 に よっ て 品質 > 能 

0 D S 規格 お 、 よび 米 軍用 M I L 規格 の 最高 特性 を 満足 いた し ます 。 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 者 板橋 区 志村 小 品 沢 4 の 6 _ 電話 (90)6176( 代 表 ) 


4 生 。 


用 途 PATING/ 4187%45 


4 2 ¢ 
る 温度 変化 の 直接 記録 
。 風速 、 潮 位 、 日 射 の 記録 半 の 
変位 、p 日 計 、 真空 計 の 記 
表面 検査 、 圧 力 、 蹴 音 計 の 8 i - TET 
その 他 各 種 計 測 の 自動 記録 se Eke 
日 ロ 尼 小 目 


50z A 又は 10mV 以上 な 
れ ば 増 巾 器 無 し で 直接 記 
録 が 取れ る 特 丈 記録 計 NW 40 型 1 要素 


云 各 種 型式 あり 。 カ タロ グ 進 時 支 


製造 販売 元 
株 式 会 社 品 * 攻 : 


東京 都 千代 田 区 大 手 町 一 ノ 六 富士 銀行 本 店 六 階 
電話 (23) 5816・5845 (直通) 3 441 一 5 


MA 


送り ロー ラー 
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詳 夫 の 台 理 的 設計 に は ……・ 


目 動 制御 


AC リ レー の 欠点 を 除い た 


ex 
に 


Es mg セレ ン 持 和 密閉 リレー 3 - 
聞 (ご が た (4 | 二 極 マイ クロ SW 利用 NE 0 


マイ クロ SW リレー 


Yi 当 3 平 洪 肖 下 


爺 遂 切 アク リル 製 カ の 
0 


定格 作 合 が 500 万 回 の 
高 性 能 MC リレー 


衣 高 
を @ 織 多 の 特許 と 
> 我 都 最 大 の 品種 者 
ペ 2 殊 太 三 ト ガ ル ・ 押 印 ス イッ チ 確 
J a NW “4d 
受 高 精 度 の マイ クロ S W 作 


大 容量 り D ロ ー タ リーSW 


株 


東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 Tel. (771) 8841 一 2, 8379 


か ら ee 4G 
OO 710 


の 
庄 計 i 記入 記 7 
補 管 電 1. 周 波数 特性 10%s~50ke 填 0.5db 


際 馬 ーー E13 レンジ 
10kV ~10V 


9 3 00N200N 30000 7000% 
4 4. 精 度 フィ ルター な し で 2~3% 以 下 


0 容 定 度 電 源 AC 100V 土 10V 安 定 


各種 測定 器 製 造 DkaL 
東海 科学 工業 株 式 会 社 
本 社 港 区 麻布 富士 見 町 47 (473) 2245 

王 場 ) 大 田 区 下丸子 町 187 (738) 1166( 代 ) . 


M 半 


期 的 な 新 製品 / 低下 率 ・ 高 精 友 


動 電圧 安定 


(9) 
っ 


山 


計測 


の 


この 他 , 鉄 共振 型 自動 電圧 安定 装置 も あり ます 。 
御 照 会 下さ い 。 


水 


カタ ログ 折 編 求 下さ い 


製造 品目 
電子 計数 器 シ リー ズ 


音 客 計 


粉塵 言 


f 


リプ 


測 シ リー ズ 


株 式 


社 


市 リ 算 けり の 自動化 !「 


上 ト 種類 


・ 高 能率 


本 装置 の 検出 器 に は 最新 の シリ コン 定 電 圧 ダ イ ォ ー ド ト 


本 繧 置 は 、 検 出 器 、 夏 気 増 巾 器 可 銘 和 リア タク トッ 
わる れ て あり ます の で 、10% cs 3 


従来 の 装置 本 装置 

出 
8 
Ee 
- 全 

貸 
る wv 110>90V 
二 社 車 京都 杉並 区 和泉 町 760 TEL (328) 代 0111~⑲ 
大 阪 営業 所 , 32 TEL 声 (75) 5172 
名 古屋 営業 所 


大 


は 、 可 角 和 リア クト ル に よる 波形 帯 を 完 
、 従 来 の 装置 の ょ うに 出力 側 に 渡 波 器 
” 普通 の 電源 ( 奏 率 3 % 以 下 ) に 用 いた 

5 4 $ % 以下 で あり ます t) 


を 用 いて お 
E 精 度 を 一 段 と 改善 し て ぉ おり 


が 合理 的 に 組合 
+ 秒 ) 以下 の 遠 応 性 を 得 て お 


cs> 答 び WU 越 親 作 所 


東京 都 此 東 区 御徒 町 3 一 1 電話 下谷 (83)5101・6065・8553・2848・0651 
大 阪 出張 所 大阪 市 東 区 淡路 町 3 一 6 船場 ピ ャ 電話 北浜 (23) 3544 
福岡 出張 所 神岡 市 春吉 上 四 十 川 町 1 7 0 の 6 電話 西 (2)6155 » 


cme> 日 潮 雷 子 工業 揚 天 合計 


G27E 型 映像 掃引 信号 発生 器 
TG-475A ぎ て T 層 迷 和 2 偽 相 計 差 別 定 器 
TG-515A 広 刺 ' 域 掃引 信号 侍 生 器 
TG-200D 広帯域 征 形 波 発 : 生 器 
TG- 導 55A 映像 所 周 波 . 信 . 号 発 党 年 器 
TG:95A% 和 KP V 特 秒 波 江 儲 号 発生 器 
TG-560A 高 出 力 掃 引 人 信号 発 生 器 
TG-495A' 階段 波谷 号 発生 器 
BS SB ビオ ロー 
TG-2 稔 己 標準 テレ ビ 芝 ョ ン ニ ニニ 信 導 発生 器 
TG-345 明 。 TV 握 引 試験 信 発 生 器 
TG-12 A*% エ エー V 人 科 * 閑 ” en 発生 吉 
TG-480A TW 上 選 測 定 器 


掃引 問 流 数 押 囲 
掃引 出力 レ と ペ ヶ 
掃引 出力 備 華 


100k¢e ~ 2Me ~—lsMc 
1.6V (p—prp) 以上 

100k c 15Mc 1 dB 以内 
200kce 一 12Mc 0.5dB 有 以内 


本 把 俗 機 桂 実 鶴 穫 


掃引 繰 返 則 波数 氏 歯 状 波 約 40-709%g (電源 ・ 華 直 同 期 
格 規 灯 相 圭 ) 本 社 及 工 場 川崎 市 田尻 町 9 0 電話 川崎 (3)3049・(2)3658 

= ァ ー ヵ ーー 周波 数 100k ce 一 15M ec 連続 可変 及び 水 品 マ (3 04 i i 
ー ヵ ォ ー (1,.25,7,10M < ) ci Ee - 

寸法 及 了 重 基 358x228x260m/m 13kg( 小 型 軽 苦 ) 東京 出張 所 東京 都 港 区 芝 三 田 1 一 25 電話 (45) 1544 ・ 9423 


快適 な 技 揺 適度 の 接 
触 が 第 一 真空 管 を 痛 
め ま せ ん 

ミッ ミン ケッ ト は 最新 
め の 技 術 ょ 最高 の 材料 を 
採用 し て 品質 を 一 段 
と 高 ゅ まし だ た 

ン ケ ッ ト な ら 最 高 の 品 
質 、 最 許 の 価格 を そ 
し て 最大 の 生産 量 の 
0 


一 席 お 使い 下 き い 


lr/ 
/ 


jt, 


LA 


N\) 


N 


科 ノ そ S あ 坊 - 機 3 抹 る 誰 ) 会 : 社 
東京 都 北 多摩 郡 洛 江 町 小 足 立 1056 一 1 TEL (41) 9219・9619・9692 


SDSHIN ソ シル バー ド マイ カ コン デン サ 
高い Q・ 高 安定 度 


防衛 庁 NDS 規格 認定 試験 合格 会 社 


搬送 機器 用 
定子 機 幸 用 叉 信 電 機 株 式 会 社 
ラジ オ ・ テ レビ 用 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 
長野 工場 長野 県 北 佐 ノ 部 洲 間 町 3 


johnson Matthey 


771) 8111 ( 代 


i Le “ A\- 


Fior¥*’Semi- Conductor Devices *“ 
、 Woh CE 
allium, indium; ‘Platinum, Telliirium, ArseuiEX" esas ; 
Noble’ Metal’ cAMP eon. Antimo A PS 
| 6 NY : Gold- Galligm, る ゃ 9 


' A “Silver- Lead- Atimony, -. 
Base’ Metal, Allsys — Indium. Silver- Gallium % 
N ums Antimony ret 


i 


R OWT Ne 


Exeius te “Agent 


本 邦 随 一 / 


VEM-302A 


VEM-304B 大 阪 市 北 


最も 信頼 度 の 高い CoronaClectric o 


振動 容量 弄 i 


型 式 
VEM-302A 


電位 局 度 ズ 1 目 記 | 電流 感 度 ズ 1 目盛 | 抵抗 感度 ググ 1 目盛 
10™%—10°* A 101%~10109 
TO A 和 101088 
0 10 
101*~101°%9 


VEM-302B 5mV —500mV 


VEM-303B 
VEM-304 B 


0.1mV —100 mV 0 0 A 
O.1mV —100mV| 10°! $10 コ 3A 


旦 カ タロ グ 名 誌 名 記入 


_ ロ ロナ 電気 株 式 会 入 


VEM-302B 


る » 


取締 役 社長 柳生 販 
本 社 茨城 県 勝田 市 天 字 市 EL 隊 田 663 


Oe P98 5926 
勝 


E 
水戸 工場 茨城 県 勝田 市 大 字 市 i 
j nk < 宇 - et 1915 


日 立 工場 茨城 県 日 Y 
関西 地区 代理 店 - 


所 TT 

東京 事務 所 東京 都 台 東 区 車 坂 2 1 T 
ーー 

} 


: 社 
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FANT 
バイ 7 イッ パパ - ク 2. バイ コッ パー 


オー トラ ジオ ・ 宜 伝 カー 拡声 機 用 
航空 機 ・ 船 舶 ・ 車 輌 無線 機 用 


UAC DL Fa 
直流 徴 少 電圧 の 変 流 一 自動 制御 , 記録 , 測定 用 
の V0 Vt mA 


駆 動 _ AC50~60CPS.6.3V 60mA. 
その 他 400cps 駆 動 チ ョ ッ パ 等 各種 


次 ーー 働 
東京 都 品川 区 北 品 川 4 の 564 電話 白金 (401126 (ft)-8 
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テ デ テン ジタル 


応用 回 路 に 
表示 管 計数 放電 


GR- 1 DK23 (4 CG-10A) 10 進 1 出力 
( 

GR-11 DK24 (4 CG-10B) 10 進 10 出力 

数 字 及 び DK 25..(4CG- 8 BS 進呈 結語 

記号 飼 DK26 (4CG- 6B) 6 進 6 出 カ 

=] 業 品目 


計数 放電 管 , リレー 放電 管 , 表示 管 , カウ ン テ ン グ ニ ユニット 
自動 計数 制御 器 , 微少 時 間 測 定 器 , パル スジ ェ ネ レー ター. 


岡谷 無線 株 式 会 社 


東京 都 世 田谷 区 三軒茶屋 町 243 414) 8196 
大 阪 取 扱 店 BON 電 気 ・ 北 区 貸 根 崎 上 2 一 7 (34) 3531 


通信 機 部 呂 検査 に / 
パネ ル の 中 間 検 査 に / 


C メー ター 
リ ~~C 5 井 | 
最小 0~0. 012 xF~ 最 - た 0~ 200 pF 
PF メー ター 
PF-1 型 ~PF-3 型 
最小 0~60 pF へ ~ 最 大 0~6000 PF 
電源 は 1000 c/s 発振 器 別 付 
( 営 業 品 目 ) 
し LCR チェ ッ カ ー 周波 計 セル メー ター 電子 管 式 記録 計 
テレ メー ター 装置 各種 工業 計器 各種 通信 機 員 
誌 争 記 入 申 込 に カ タ el グ 進 星 


大 騙 き 気 株 式 登 調 


本 社 、 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番地 (398) 5 1.1 1 (Rl 胡 ) 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 db 5791~5, 5891 へ ~5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富士 ビル 44 品 . 室 っ 起 話 。 小 .。 倉 (5) LE 
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Gt te 

[ニー ea 
高見 沢 電機 製作 所 は 創業 以来 40 年 , 継電器 
の 還 メー カー と し て 各種 継電器 の 研究 と 生 


産 に 努力 を 重ね て まい いり まし た が , また 継 電 
豆 群 の 人 各種 3 4 も イィ 所 面 よ 菩 伯 ! 相 望 い た だ い 
て 設計 , 作製 いた し Rp 9: ます 


A 


TT, - LT1 型 継電器 
六 カ タロ グ 進 量 六 メカ ニカ ル ロ ッ キン グリ レー の 一 種 で す 


一 旦 動 作 す る と 励磁 電流 が 切れ て も 機械 
的 な 構造 に よ つ て その 回 路 は その まま の 


株 式 rE EH 状態 を 保持 し ます . 
エ 
* さ 見 尊 電 検 雷 作 ccs 6 2 ov aa 


動作 電力 最少 1.8W, 通常 3 W (DC) 


本 ” 東京 都 品 有川 区 西 大 崎 3 一 515 接点 構成 切換 接点 1 組 
東京 工 電話 HR (49) 代 2136~9 接点 容量 6A (AC 110V) 無 誘導 負荷 
信州 王 長野 県 南佐久 郡中 込 町 395 寸 法 約 55X50x50mm 


電話 野沢 代表 88~9 


双 モリ オー ん ム 視 補 容 線 抵抗 


ステ アタ イト ボビン 分 割 無 誘導 巻 


MIL-R-93 A 及び JAN-R-93 相当 規格 
モリ オー ム 型 名 | MIL 型 名 | JAN 型 名 | 直径 m/m | 長き mim | 7 ッ ト | 最高 抵 折 値 | 端子 | 分 害 数 


M 52 


; 1% へ ~0.1 19 他 に 鋳 込 脂 型 上 の 他 入 竹 
調 箕 1 っ 0. コ 1 量 作 拓 作 1D 他 に 信 了 弄 基 の 介 


吉江 クロ ムイ 号線 ( 二 1Xx10- う カー マー 線 ⑫② タ x10 つ = 


モリ 通信 機 株 式 会 社 議 SNN 8 


ED | 


す 脂 紗 澤 際 


ラー 映像 管 特性 試験 台 


プ ブラウン管 エ ー デ ング コン ベア ー 
ング コテ ステ ィング 、 コン ペ ベアー 
a 二 短絡 ! 丈 只 用 7 コン 「 ペ アゴ ー 
そ の 他 各 種 設計 製 作 


本 社 ・ 工 場 横浜 市 港北 区 中 山 町 111 9 番地 電話 神奈 川 県 川 和 15 番 334 番 


東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 町 1 の 55 和 田 ビ ル 電話 (50)9588・2662 番 
東京 研究 所 東 京都 文京 区 菊 坂 3 番地 "電話 (2) 9 7 0 を 


9 現象 オシ ロス コー プ ブラウン管 連続 撮影 装置 
BO-253 人 8 型 BR 一 1101 A 型 ,、BR-1201 台 型 


ee 


+ i 


位相 ・ 波 形 の 比較 な ど 広 汎 な 用 途 e 鮮明 な 連続 撮影 の 記録 (一 = マ 撮 影 も 可能 ) 
e 2 電子 銃 方 式 印画 紙 と フイ ルム の いずれ も 使用 で きる 


。 A 季 一 感度 1mm mV,500 ke/s まで 均一 な 周波 数 特性 et oT 人 i 


B 型 一 』 10mm/mV, 50kc/s ll 0.1~50cm/.sec (B 型 ) 
スタ ー ト スト ッ プ 方 式 掃引 e 刻 時 Mo, Mosec 
e 取 扱 は 極め て 容易 e 履 理 番号 1 一 9999 ま で 一 連 番 号 焼 付 


 ; 旧 る 株 式 会 社 イン ク 和 書き オシ ログ ラフ , 電磁 オシ ログ ラフ 


= , を ラウ リン 管 軍 継 掲 W2 
本 粧 東京 都 新宿 区 栖 林 1 一 95 Tel (37)7117~8, 8114~5 主要 製品 二 具 水 オ シロ ス ュ コー アプ ラウ ン 管 較 提 涼 填 
工場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel (022 一 ⑨) 4941, 7825 a 直流 載 貼 咽 下 記録 増 巾 咽 
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エレ クト ロニ クス ダイ ジ エ ス ト PR シリ ー ズ No. 22-1960 


エレ クト ロニ グズ ス 才能 な 投 術 才 の imsc 


»w 現 場 参 考 3 50 
イ ジェ スト 連載 ・ 好 評 の i 


第 14 集 超 音 流 の 技術 第 15 集 デー タプ ロ セ シド 新刊 
超 音 波 工 業 の 展望 と 基礎 問題 … … 実 ョ 吉 純一 ング ご つい て 


中 野 4 i 洗 ・ 大 内 津 閉 る エク プロセシング i 生 放 岡崎 文 次 
音波 装置 の 設計 と に 問 選 志 い Pk  ) 凍 そ 直 人 四 在 例 , その 他 必 人 上 の IR 』 題 達 藤 良明 ( 日 本 電気 ) 
熊野 正雄 (日 本 電気 ) アナ ログ デジ タル 変換 品 ………… 斎 藤 昇 (日 本 電気 ) 
凡 音 波 用 電気 音 変 換 喘 i i デジ タル 情報 電送 over tseriiem 光 上 勉 
一 特に Cavitation に っ いて … 将 地 高 充 磁気 テー プ デ ジ タル レコ ー デ ング 西川 正明 
超 音 波 装 置 の 応用 領域 各論 ………… 霞 音波 工業 営業 部 連載 トレ = ニン グ コー ス 
7] 27 sfr 4 EE A YE lr bE LP pn や ( 81 リレー 導 点 の 接 点 抵抗 c 諸 問 題 ee 攻 野 て 悦 簡 
超 音 波 装 置 の 洗 浴 領 域 ・ OIA et es バラ ッッ ーー i a 
超 音 波 の 動力 分 野 へ の 応 gr …w… 清 水 消 軍 (その 83) ツ エ ナダ イオ ー ド を 使用 し た K ト 下 雄 ・ 加 藤 定 男 
計 a A 礎 下 放 5 
超 音 流 の 加工 機 … … 野 寺山 打 : 婦 ・ 福 本 貞 聞 (+ の 84) > pe 映 ・ 林 0 
9 E で の f オ EE 中 野 誤 映 ・ 水 卓 
超 音 流 の 洗 導 儲 城 各 谷 議 の id tr EE 障 (その 85) 半巾 器 と その 記 用 eneeeeeeeereeeeeteteaenee 飯沼 元 
連載 トレ ー ニ ング コー ス 
(を その 74) 電子 管 の 最大 害 格 eseeestoeeerereeeeeseeerenteeeee 会 田 尚美 
(その 75) 計数 放電 穫 esseeeeeereererreeeereeerceeet … 岩 崎 一 好 
(その 76) トラ ンジ スタ 製造 技術 ee … 伝 田 精 一 
(その 77) 磁気 政 流 に つい て ………… 鳩山 道夫 : TY 
CG > 78) ブロ ャ ス 制 御 の 詳 問 題 石井 修 ⑧ 編集 / 電子 機械 工業 会 
(その 79) 振動 容 時 電位 軒 esacreeeeie : 八 二 * 艇 市東 発行 技術 情報 出版 社 
(その 80) 電磁 遮蔽 宏 の 設計 と 上 の 問題 点 eeeee 阿 部 武夫 
SR ei NM 0 好評 発売 中 グ 
| ° 生命 . 
その 他 各 号 掲載 の エ デ » a _ ル 技術 評議 カ 日 本 で 造 ! っ れ nS A ti = 
ラー レポ ー ト ・ 便 利 な バイ ヤー スガ イド で 測定 器 関 係 技術 者 に と っ て 見 逃 せ な い 便 覧 で す -. 


株 式 会 社 エレ クト ロニ クス ダイ ジェ スト ・ 技 術 情報 出版 社 草間 間 と R00 


古 を 伝統 と 新しい 技術 


コロ デミ ー ニ クー a 
(株 ) 入江 製作 所 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 の 7 
電 日 (643 , 707, 919, 686~7 


村 商 店 

東 喜孝 千代 田 区 神田 五 4 2 
電 下 699 53,4 4 6 

吉沢 精機 工業 株 式 会 社 
東京 都 文京 区 湯 A, RE 
電 小 2 3 988 
営業 所 長野 市 横町 2 0 
電 話 和 R40 
新潟 市 下 大 川 前 石油 企業 会 館内 
電 話 術 当 (3) 0 6 0 3 


ユタ カ 電 業 株 式 会 社 
東京 都 港 区 朗 新橋 5 の 2 2 
電 芝 3)1578, 1718, 4652, 8388 

日 本 電化 工業 社 
京都 市 下京 区 河原 町 通り 四条 下 ル (日 生 ビ ル ) 
電 下 (5;2 5 8 人 盾 詩人 半 0 

沢 電気 機械 株 式 会 社 
大 阪 市 西区 土佐 堀 遂 り 2 の 8 
電 大 43 715 ( 代 表 )~9 


= 


シー リス モー ター 

, シク グ クロ ナス モー な ーー 
キャ パシ ター モー ター 

は 特に 量産 し て お り ま す 。 


その 他 小型 モー ター と 発電 機 に っ いそ は 
御 相 談 下 きい 。 必 ゴ ず 御 期待 に そい ます 。 


: 旧 社 名 も 控 電 機 産 業 株 式 会 社 8 
_ Ea 株式 会 社 


A 東京 都 和 目黒 区 東町 5 2 番地 
‘ , 電話 東京 712 局 代表 3146 一 8 
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半 導 導体 技術 の 先端 を ゆく ; 
新 更 志 の ン シリ 」 ン 整流 


弊社 は 伝統 の 半導体 技術 を も っ て 、 国 産 技術 に よる シリ コン 

議 a 加 流 体 の 開発 研究 を 行い 政府 の 研究 補助 金 交付 を 受け まし た 。 

RD 量産 に 移っ た S 5 BB 型 は 各 方 面 の 御 好評 を 頂き 、 シ リコ ン 整 

a 流 器 に つい て も 印刷 電信 機 、 電 子 交換 機 、 電 子 計算 機 等 の 電 
包 還 固 還 園 園 注 と し て 御 採用 願っ て お り ま す 。 


a RL = a et oh 


| ど 芝 社 が 試作 完成 し た 。 
i 、 パワ ー・ ト ラン ジス タ ・ コ レク ター 
消費 電力 80 W 


S5B 型 シリ コン 整流 価 
静 特 性 


< 


シリ コン と ドラ ンジ スカ クタ を 併用 し た 
電子 計算 機 用 電源 装置 


EE 


スー 


正方 向 電圧 降下 20 A 1.2VTF 
最大 許容 温度 190 で 
最大 サー ジ 電 流 波高 値 (one cycle 50c,p.s.) 500A 
出力 電流 周囲 条件 に 依る 


営業 品目 セレ ン 整 流 器 ゲル マニ ウム 整流 器 シリ コン 整流 器 
條 気 増 巾 器 自動 電圧 調整 器 


0 新 電 元 去 乗 株 式 靖 


本 社 東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 の 4 新 大 手 町 ビル 電話 (211) 2571- 代表 
大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 角田 町 阪急 航空 ビル 8 階 電話 (36) 3294-3295 
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HR We 


栖 つ ン !1 PR ドド KO 填 き S 事 聞 や 還 ペ " 
名 接 & き 中 来 き 協 柚 苦 如 胡 つ 叶 一 時 忌 寺 6 を" 

"odalo」 EK 刻 舌 ( 議 暇 列 ) 全 和民 弓 っ つっ ヤマ 鶴 所 球 時 中 足 
りり 壮 直っ や セー ゼ を 呈 吉 和 > を ” 

り & 臨 * 誤 究 議 直 時 避 来 モ 所 副 ( 報 坂 押 王 牙 副 ) mm” 以下 社 ビ 貴 呈 避 三 副 ( 皿 
二 役 環 折 舞 窒 本 ee こせ 拓 選 選 vm ボー マル 副 多 以 所 ( DD か きき 一 骨 較 
直下 Y 選 一 ( 宴 正 羽 琶 ) や ベベ き ロ 末 叫 や 線 層 つや っ 人 ー つ る ? 


邊 接 評 や ーー » き 8§ 皿 直 呈 起 や ニッ ゃ や 雷 抄 や "や 線 媒 や » 医 鴨 線 中 つ や ラ 


>% つ RR リ NN ポロ 箇 接 生き 電 環 きき 勤 や つき ゃ で 盛 ン 電 忌 量 寺 や 6 や" 
"oaloo」 8 征 避 K ベ KD キー 赤 橋 ささ テー ペー や» つっ つ マ 8&8 折 ささ 波 紀和 寺 古き 
宮 丘 Ee 細 録 中 上 天 き 拉 思 」 和 mo や で し 奄 隊 此 也 ・ 豆 交 避 次 > セ っ つや 9 ? 
抽 や 天 接 きき 還 穴 夫 呈 拉 宮 マン 屋 避 在 李 大 ・ 打 培地 南 ゃ る せ " ) 画 拉 23 
や Sw NV 上 失 避 次 SP ター や ポ セ セ SP りき 8 宴 誤 呈 吉 下 接 避 電 丁 素 功 ペ ew 志 避 
Qe it 1 >° 


選 持 社 征 や 思 十 品 拭 や e 電 事 捧 や 電 舞 店 き 虹 m9 攻 る 量 寺 生 e 無 0 る 6 ? 


1 RR KO uo 代 事 


下 押 基 宗 諾 姜 情 仙 起 


HE 舞 究 日 談 打 生 人 仙 起 
E こ \ xl 
守 エエ 所 倒 


較 


立 宮 由来 李 人 疫 


丘 思 ・ 皿 恩 ・R 李 圭 軟 
環 三 陣 囚 新 祝 4K 宙 


所 


a 


より 本 社 の 電話 番号 が 局番 の み 611 局 t 


設 に 


癌 1 月 15 日 より 向島 電話 局 の 新 


替り ます 。 


i 


a 
) 


( 新 製 品 ) PV 一 13 型 
P 型 真 空 管 電 圧計 (P V 一 13 型 ) は 検波 
部 に クリ スタ ル ダ イ オー ド を 使用 し て い 
る の で 安定 度 は 一 段 と 向上 し 、 プ ロー フ 
を 併用 し た 場合 に は 500Mc まで 誤差 少 
ぐ 電 圧 を 測定 する こと が で きま す 。 電 圧 
測定 範囲 は 交流 ・ 上 直流 と も 0.3V フ ルス 
ケー ル か ら 300V フ ルス ケー ル ま で 測定 
で きま す 。 ま た 従来 の P 型 真空 管 電圧 計 
: に は 必要 で あっ た 計器 の 夫 調 整 を 省く こ 
と が で き 、 取 扱 が 容易 に な っ て いま す 。 


電圧 測定 緒 囲 : 直流 0 .3/1/3/10/30/100/300V 7 レン ジ 


} 交流 ( 端 子 使用 ) 同 に 7 レン ジ 
ぁゃ プロー プ 使 用 }. 0.3/1/3/10V 
4 レンジ 
入力 イン ピー ダン ス : 直流 15M9 土 10% 
) 交流 (端子 使用 ) 約 15MN , 並 列 容量 15pF 以下 
ヶ (プロ ー プ 使用 ) 約 10MN , 並 列 容量 2pF 以 下 
指示 の 許容 開 : 直流 各 レ ンジ と も 定格 値 の キ 3% 
交流 (端子 使用 ) ,( プ ロー プ 使 用 ) 10K ce に お 
t いて , 各 レ ンジ と も 定格 値 の 土 3 


た だ し 0.3V レ ンジ は 周囲 温度 に より , 正確 さ は 
若干 低下 する 、 


言 波数 の 周作 : 各 レ ンジ と も 度 基 の 変化 は 定格 値 に 対し , 
(端子 使用 ) 30%-5Me 3% 以 内 , 

} 20%% 10Mc 10% 以 内 , 

" (プロ ー プ 使用 ) 10Ke 200Me 3 % 以内 , 

x 200Mc~400M ce 10% 以 内 , 

400Mc 一 500Mc 20% 以 内 , 


電源 変動 の 影響 : 電源 電圧 90V-110V に 対し 
談義 の 変化 定格 値 の 二 1 以 内 
使用 電源 : AC100V 寺 10V,50-60% 電力 約 10W 


| 
| 
} 


寸法 , 重 景 : 180X250 X280mm 約 5.5kg 


n 


st 咽 湯 雷 秋 製 作 有 所 


本 社 ・ 工 場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 3000 番 地 電話 時 0 a 


潟 
ci nn 


| 
( 
3 
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ee TS BR 
会 千 ・ 通 知 
電気 通信 技術 委員 会 研 完 専 門 委 員 会 
開 催 通 知 (昭和 35 年 2 月 ) 
1, 回 路 網 理論 研究 専門 委員 会 条 員 長 川 上 正光 
= 時 - 2 月 9 日 ( 火 ) 14 時 へ ~17 時 
昌 所 東京 工業 大 学 講 議 室 (目黒 区 大 岡山 ) 
議 題 ~ 旧 高 誘電 率 磁器 を 用 いた 分 布 回 路 素 子 と その 応用 
美 : 只 ~ 了 笑 - 索 君 * 岡 帳 清 君 ・ 鈴 木 隆 君 (防衛 大 ) 
(2 層 延 回 路 の 小型 化 た に つい て 小野 田 真 穂 樹 君 ( 東 工大 
2. 超 音 波 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 能 本 乙 彰 
日 時 2 月 15 日 (月 )10 時 ~17 時 } : 
瘍 所 東京 工業 大 学 講義 室 (前 掲 ) 
護 (1!) 超 音波 の 反射 波形 の 解析 (その 1) 
欠 水中 超 音 波音 線 の 一 計算 法 
8) 写真 乳剤 微 結 品 の 転位 と 溢 像 
貞 ミ フー へ 発光 に ょ る 超 音 波音 場 の 観察 
(5 欧米 の 超 音 波 研 究 に つい て ( 帰 彰 談 ) 


次 郎 君 (日 電 う 
.・ 等 夫君 (東大 生研 う 
正宮 造 書 8 あ 条 SS 
勝雄 君 で 小林 理研 う 
純一 君 ( 東 工大 )〉 


LE i ee ite 
has 


ee i A 
黄葉 札 庫 呈 
世 天 形 に 厩 


税 4 李 磁 界 中 の 電子 運動 を 利用 し た 新 形 マ イタ クロ 波 管 に つい て 
小野 昭一 君 ・ 山 野内 和 示 君 ・ 福 田 寛 君 ・ 小 池 胃 二 郎 君 ( 東 北 大 〉 

4 マイ ク ョ 波 伝 送 研究 専門 委員 会 委員 長 岩 片 秀 灯 
日 時 2 月 16 日 ( 丈 )14 時 ~17 時 
場 - 所 早稲 田 大 学 21 号 館 共 通 教 室 (新宿 区 戸塚 町 ) 
杜 王 (1) セッ ト 予 備 方 式 の 受信 共用 回 路 に つい て 黒 

(34 年 9 月 の 配布 資料 を お 持ち 下さ い ) 
。 加 有 損 失 立 体 回 路 の 圧 積 エネ ルギー に つい て 。 横 
横 


| 3, マイ ク ョ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 委員 長 小池 勇一 郎 

計時 2 月 15 日 (月 ) 14 時 へ 17 時 

' 場 所 Sr ir ( 広 京 区 本 富士 町 ) 

3 講 。 題 (① 競 電 集束 進行 ] 宮川 達 夫君 ( 窟 士 天 信 ) 
5 | Rat メト リッ ク 増 性器 に 於 ける 上 側 筐 波 の 影響 に つい て 

; ーー パラ メトリック 回 路 の 分 布 結 合理 論 一 音 藤 成文 君 (東大 生研 ) 

-” 


田 隆二 君 (、 電 う 


内 滋 君 ( 阪 大 産 研 う 
A 回 S マ トリ ッ ス の 精密 測定 内 次 君 ( 阪 大 産 研 ) 
5. EN 委員 長 後 藤 以 紀 


時 2 月 18 日 ( 木 )14 時 ~17 時 

場 - 所 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 輪講 室 (前 掲 ) 

x 陣 a PR > Kutta 法 に より 常 微分 方 程 式 を 数 値 積 分 し た 場合 の 誤差 に つい て 

に 坪 松 立 木 君 ・ 泥 堂 多 積 君 ( 電 試 ) 

a 時 直 電 竹 計 入職 を 用 い だ 雰 非 正則 制御 系 の Automatic Optimum Synthesis 

OR MS 」 混 堂 多 積 君 ・ 人 伊藤 正 美玉 * 乗 松 立木 君 ( 電 試 ) 
A Cb イー ド シン デ ン テー 配 栃 半 四 野村 紅 也 君 ・ 五 十 風 良 君 (東大 生研 ) 


i 


6. ト ラン ジス メタ 研 完 専 門 奏 員 会 委員 長 岡部 豊 比 証 
晶 時 2 月 18 日 ( 木 ) 10 時 ~17 時 
場 所 東京 大 学 工 学部 3 号館 31 号 室 (前 掲 ) 
議 題 高周波 トラ ンジ スタ に 関す る 研究 
(1) 高周波 トラ ンジ スタ の 等 価 回 路 と 四 端 子 ペ ラメ ー 災 
唄 日. 消 " 一 君 ・ 平 " 井 実 君 ( 通 。 研 ) 
回 トラ ンジ スタ の 高周波 測定 と 等 価 回 路 
林 壮 博 君 ・ 誰 日 井 敬 族 君 ・ 西 沢 潤一 君 ・ 渡 辺 「 容 君 (東北 大 
(3 トラ ンジ スタ メタ h パ バラ メー 測定 『 と 中 間 周 波 増 編 器 設計 へ の 券 寮 
青井 三郎 君 ・ 大 和久 修三 君 ・ 大 平 隆夫 君 ・ 全 思 政和 夫 3 電 工 ) 
4) Molten Diffused Transistor の 高周波 特性 
徳山 閲 君 ・ 伊 藤 容 吉 君 (日 の 
(5) FT 85 の 超 高周波 特性 た に つい て 司 枝 灯 君 ・ 荒 川 條 君 (冨士 通信 機 う 
(6) ドリ フ プ フ ・ ト トラ ンジ スタ の 生 容 最大 電力 利得 と 帯域 幅 積 
保坂 雄 君 ・ 西 沢 潤一 ・ 渡 辺 憲 君 (東北 大 ) 
人 ダイ オー ド を 用 いた 広帯域 増幅 器 の 利得 制御 回 路 
小野 昭君 ・ 三 浦 。 彰 君 (中 部 日 本 放送 う 
(8) VHF トラ ンジ スタ 水 唱 発信 加 佐山 正 人 敏 君 ( 昌 - 大 ) 
3 月 は 休会 ,:4 月 9 日 ( 土 ) 大 阪 大 学 工学 部 会 議 室 で 行う 予定 , 


7. オ ー ト マト と と 自動 制御 研究 専門 委員 会 委員 長 高 橋 秀 俊 
日 時 2 月 18 日 ( 木 )14 時 へ ~17 時 
場 所 東京 大 学 理学 部 会 議 室 (前 掲 ) 


議 題 ) cry of Autonomous Linear Sequential か B. Elspas | 
IRE Trans. CT-6 1959 の 紹介 田 上 君 ( 通 。 研 う 


(3) Sequential’ Machine a 野 . " 精 「 一 君 .( れ た 3 
8 アン テ ナ 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 加藤 究 太 郎 : 
日 時 。2 月 19 日 ( 金 ) 14 時 ~~17 時 
場 所 日 本 大 学 工学 部 大 学院 会 議 室 (千代 田 区 神田 雄 河 台 ) 
議 題 ( り ) 複 合 69 度 コー ナー レフ レク ター 空中 線 
佐藤 源 貞 君 ・ 安 倍 ・ 豊 君 ・ 高 橋 誠 る 
_( 多 平行 線 ダ イ ポ ボール を 使用 し た 超短波 放送 用 空中 線 
水 井 津 君 ・ 佐 藤 利 三 婦 書 (東北 大 ) 


/ 


9. 医用 電子 装置 研究 専門 委員 会 委員 長 阪 本 控 房 
日 時 2 月 23 日 ( 火 )14 時 ~17 時 i 
場 " 所 東京 大 学 医学 部 本 館 会 議 室 (前掲) を 


議題 _M.E. デー タプ ロ セ シン グ に 関す る 二 三 の 問題 
三浦 茂 君 (東京 女子 医大 )・ 葛 西 晴雄 君 ・ - 石 濾 客 牙 莉 ON 大 
10, イン ホメ ーション 理 論 研 究 専 門 委 員 会 表 員 長大 擬 充 巴 
日 時 2 月 26 日 ( 金 ) 14 時 ~17 時 
場 所 国際 電信 電話 (株 )7 階 第 1 会議 室 (千代 田 区 大 手 町 ) 
涯 題 ①) 無 桁 還 因 電信 方 基 に 3 は る 失 詩 健 
三宅 代 君 ・ ・ 画 沼 康 次 君 ・ ン CE . 
2) 短波 回 線 に お ける 誤字 訂正 方 式 の 改善 
熊谷 黄 君 ・ 坂 ロー ニニ 三 君 ・ he sc (NE 隊 電 うー 


i NY 


ーー 関 西 補 0 
| 11. 電気 音 状 研究 専門 委員 会 員 長 意 田 義男 


日 時 2 月 5 日 ( 金 ) 9 時 30 分 ~17 陸 
場 刻 大 阪 大 学 工学 部 会 議 室 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 ) 
護 (1) 共鳴 法 に ょ る 多孔 質 材 料 の 音 村 性 質 の 測 補 中 村 妥 君 ( 阪 大 産 研 ) 


3 2) 電気 機械 る 波 器 の 定数 測定 法 尾 上 等 夫君 (東大 生研 ) 

3) 日 本 金属 機械 協会 大 阪 支部 の 無 畿 室 に つい て 伊 衣 毅 君 ( 早 大 ) 

S 甘 アイ ッ 株 式 会 社 の 無 響 室 に たつ いて 隔 部 久 郎 土 (アァ イィ wy) 

(5) 静 電 型 スピ ー み の 能率 設計 に つい て 声 :※ 枝 久 腹 (松下 電器 ) 

(6 = ベル ト 鉄 (Co 一 Fe) 合金 の ョ ー ク を 用 いた スピ ビー カ ガ の 試作 結果 

3 藤 木 一 君 (三菱 電機 )- 

§ ( 四 セラ ミッ ク パ イプ を 用 いた ステ レオ カー トリ ッ ジ 

3 5 ; 藤 島 啓 君 ・ 花 岡 英 明 君 (村田 技研 う 

有 有 12. 航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 委員 長 小林 正 次 

日 時 2 月 12 日 ( 金 ) 9 時 530 分 へ 16 時 

- 環 場所 三菱 電機 (株 ) 無線 機 製作 所 

BE Ee (尼崎 市 南 薄 水 字 中 野 80 一 阪急 張 口 駅 下車 , 南側 に 車 の 便 あ り , 9 時 20 分 う 

計 議 題 (① 電子 機器 の 保守 . 藤 沢 俊 男 君 ( 阪 府 大 〉 

力 トラ ンジ スタ 特性 と 周囲 入 件 と の 関係 鶴 見 一 郎 寿 ( 神 戸 工 業 ) 

* 8) 航 宏 機 用 埋込み 形 ア ン テ ナ 喜連川 隆 君 ・ 武 - 市 吾 " 博 君 (三菱 電機 ) 

: 内 ジェ ッ ト 機 用 ラテ ドーム の 実用 化 研 究 i 

ご "尾島 学 二 君 ・ 石 黒 克 巳 君 ・ 前 田 視 雄 君 ・ 間 連 川 隆 君 (三菱 電機 ) 
a ハー バー・ レ ー ダ の 実験 結果 に つい て 盛田 実 君 (海上 保 容 庁 ) 
(6) ドップ ラテ ラ ・ レ ー ダ に つい て 、 岡 田 実 君 (東大 航 研 ) 

1 華 性 材料 研究 専門 委員 会 委員 長 博 田 双 太 


日 時 2 月 23 日 ( 火 ) 13 時 ~17 時 
場 所 中 央 電気 クラ ブ 4206 号 室 大阪 市 北 区 堂島 中 2 の 9) 
; 題 ( リ ) フェ ライ ト の 特 丈 応用 a ト RY, マイ クー 牙 , を そり 較 全う 
i 富 氷 。 滋 君 (東京 電気 化学 ) 
回 磁 心 を 用 いた A.D. 変換 器 。 桜井 良文 君 ( 阪 大 ) 
間 異 方 性 バッ ゥ ム フ ェ ライ トス ピー カ の 設計 x 
で 4 章 君 ・ 浅 野 暁 一 君 (竹友 金属 工業 ) 
= MM VER?= = A A UR 
誠に 9 一 苦 ( 下 電器 : 
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@ RA ライ 7 ン テ ナ の 実用 的 設計 
) "織田 隆夫 君 RTM も 
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最近 の 電気 材料 の 著しい 発展 は 物質 に 関す る 新しい 物理 学 ・ 化学 の 発達 の 基礎 の 上 に 立つ 
て いる 。 我々 電気 技術 者 が この よう な 新しい 考え 方 を マス メー し , 最近 の 材料 の 実際 面 へ 
の 応用 の 大 勢 に 通ずる こと は 我 孝 の 電気 ・ 電 子 技術 の 全般 的 向上 と 創 次 了 技 術 態勢 の 確 立 
の た め に 必要 で ある と 考え 本 専門 講習 会 を 開催 する 。 広く 各 方 面 の 技術 者 が 礁 つて 参加 せ 
られ ん こと を 詞 ん で 止ま な い 

1. 本 時 昭和 35 年 3 月 10 日 ( 木 ) ~12 日 ( 土 ) 午前 9 時 年 后 5 時 半 

2. 会 場 大 阪 商工 会 議 所 (大 阪 市 北 区 堂島 西町 1 番地 市 電 堂 島 中 町 下車 ) 

3. 題目 お よび 講師 


10 日 ( 木 ) 


111 C%) 


12 日 ( 土 ) 


4 配 講 料 


a 3 予稿 集 


申込 むこ と 。( 宅 送 希望 者 は 50 円 同封 の こと ) 


電気 三 学会 関西 支部 専門 講 牧 会 
新しい 電気 材料 と その 応用 


大 日 | 庄 師 
電 休 の 物性 豊田 実 君 ( 尋 路 工大 ) 
2。 高 分 子 材料 吉賀 衣 君 く 日立 製 作 ) 
3. 強 誘電 体 と その 応用 田 中 折 郎 君 (京都 大) 
欧米 に お ける 電気 材料 の 研究 状況 阿 部 薄 君 て 同志 社 大 ) 
4… 抵抗 及び 著 電 可 扶 料 平井 平 人 郎 君 (大 阪 市 大 ) 
5. 電気 材料 の 放射 線 効果 吹 田 徳 暴君 ( 犬 阪 大 ) 
電気 機器 絶縁 の 進歩 と 絶縁 診断 | 如 仁 圭 君 (三菱 電気 ) 
7. 半導体 物性 犬 石 嘉 護 君 (大 阪 大 ) 
8 シリ ョ コン 半導体 山戸 次郎 君 ( 大 阪 大) 
9. 化合 物 半 導体 と その 応用 計 金 井 康 堆 君 (回 研 ) 
10. 半導体 応用 (トラ ンジ スタ ・ ダ イオ ー ド )I| 塚 本 質 男 君 ( ツ = つつ 
1 (マイク r 波 応用 ) 上 彡 本 - 利 夫君 ( 阪 大 産 研 ) 
12. ゲ 〆 (EL 及び 電子 冷凍 ) 也 大 谷 秦 を 君 (京都 大 ) 
13. < / - (電子 写真 ) IV 吉田 滋 三 書 て 大 阪 府 大 ) 
14. 鉄心 材料 の 進歩 今井 光 堆 天 " 州 崎 製 鉄 う 
CT 痢 田 武 一 吾 て 板 下 電器 ) 
16. 強 磁性 体 応用 
(パラ メト ロン メモリ, マイ クウ r 波 応用 等 】 富永 滋 午 (東京 電化 ) 
17、 接 点 材 料 に 玉 四 元久 圭 ( 僅 友 電 工 ) 
18.- 電気 材料 の 分 析 法 橋 。 芳 実 周 て 謝 溝 製作 ) 
費 田 ' 和 治 暑 大阪 大) 


19. 肌 画 : Fild Emission Microscope に 
ょ る Thw 険 極 の 観察 

= 
正 員 200 円 , 港 員 及び 学生 100 円 。 会 員 外 300 円 
活版 印加 CB 5 版 ) 約 190 頁 2 月 末 出 版 予定 , 代金 500 円 CARER UE 作 
料 50 円 ) 予 策 集 の み も 希望 者 に お 分 け 致 し ます , (代金 同 操 ) ; 
財 講 希望 者 は 住所 , 氏名 及び 正 員 , 准 員 , "学生 , 会 員 外 の 区 別 を 明記 の 上 聴講 料 及び 
予 績 集 代 金 を そえ て 申込 むこ と 。 巴 和 県 の み の 佑 記者 は 巴 本 集 代 金 と 台 送 料 を そえ て I 


電気 三 学会 関本 部 (大 阪 市 北 区 渡島 お 財 209 回 本 角 失 る MatrniiXm200s0 っ 
申込 の 先着 270 名 の 


tay Mm ーー 
ee ; 


10 年 後 を 目標 と し た 研究 の 推進 方 策 


に 関す る アン ケー ト に つい て 
科学 技術 会 議 で は 。 内 闘 総理 大 臣 の 譜 問 第 1 号 「10 年 後 を 目標 と する 科学 技術 振興 の 総合 的 基本 方 策 
に つい て J」 に 対す る 答申 を 行なう た め , 現在 5 つの 分 科 会 (目標 , 人 材 , 研究 , 情報 , 制度 ) を 設け て 
審議 中 と の こと で す 。 研 究 活動 の 観点 か ら 科 学 技術 振興 の 総合 的 基本 方 策 を 検討 する 第 3 (研究 ) 分科 
会 主査 山内 俊 吉 氏 か ら 関 係 学 協会 に 対し 下記 アン ケー ト を 求め られ まし た が , な お , 広く 識者 の 御 音 見 
に 半 作 雪上 省 お 時 ちの 記 は , 害 つ て ホアン ケト . ド KK 販 お R68 が 
うぅ 希 望 致し ます * 


トト 


質 問 1 (応用 的 研究 ) 
() 今後 長期 間 て 5 ~10 年 ) 継続 し て 重点 的 に 推進 すれ ば , 特に 豊富 な 研究 戚 果 が 予想 され , 将 
来 わ が 国 の 産業 ジ よ び 国 民生 活 の 発展 に 直接 買 献 する 技術 開発 を 導く よう な 研究 目標 な いし 
研究 プロ グラ ム が ある か ? 
(2) ある と すれ ば その 研究 目標 な いし プロ ョ グラム は 何 か ? 
(C3) その 具体 的 推進 方 策 (研究 者 , 研究 組織 , 研究 費 , 研究 施設 , 設備 等 に 関す る 諸 問 題 う 
は 何 か ? 
( カ ゎ 挫 進 する こと が 必要 な 理由 は 何 か ? 
質問 2 (基礎 的 研 補う 
。①) 基礎 的 分 野 に お いて , 時 販 に 失 六 する と と が 本 必 6 了 な 0 
目標 な いし 研究 プロ グラ ム は 何 か ? 
(2) その 具 体 的 な 推進 方 策 (上 記 1 の (3) 参照 〉 は 何 か ? 
"(3) 推進 する こと の 必要 な 理由 は 何 か ? 
E08 入線 EE が 5 グーテ な は っ まり た は る で RC 
完全 般 を 発展 させ る た め に , 特別 必要 な 施設 , 設備 てく た と えば , その 分 野 の 全国 的 セン ター と 
な る よう な 施設 , 設備 〕 が ある か ? 
"(5) ある と すれ ば , それ は 伺か? 
(6) その 必要 な 理由 は 何 か ? 


1 


0) お が 還 に 3: な る 当 了 丹野 の 記 完 発展 の た め Ic。 - その 研 寺 分 野 に お いて 理科 的 に 莉 類 を は 
っ て 欲し い 諸 問題 が ある か ? 


) (の ある と すれ ば どう いう 問題 か の 


③ 解決 を 必要 と する 理由 は 何 か ? 


Ee C6 当該 全 野 の 研 完 爺 民 の た め に , 確立 し て ほし い 制 度 。 規格) 変 全 等 に 関す る 規制, 束 し 
折 。 て ほし い デ ニー ター, 実 拘 し で て ほしい 技術 水準 。 利用 で きる サー ビス (計算 分析 設 験 、 憶 量 


。 資料 の 分 類 , 保存 , 情 報 処理 等 々 ) 等 が ある か ? 
ーー (53 ある と すれ ば それ は 何 か ? 
er tn 

3 計 


RN 祥 吉 大 学 学生 同学 術 語 人 
RI RE ND 


ーー 昭和 34 年 度 論文 賞 候補 論文 の 推薦 に つい て ーー 一 


下記 選定 条件 お よび 関係 規程 御 参 照 の 上 , 多数 御 推 謀 あ らん こと を 希望 致し ます 。 
論文 細 定 条件 お よび 規程 
1. 選定 範囲 お よび 推 葉 数 昭和 33 年 10 月 か ら 34 年 9 月 まで の 間 に , 本 会 誌 そ の 他 に 発表 され た 電 
気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る 論文 の 中 か ら 1 編 。 
a 推薦 用 紙 下 の 推 共用 紙 を 切り 取り , 所 定 の 事項 を 小 れ 無く 記入 し て 本 会 宛 那 送 の と 4 
: 推 苑 資 格 本 会 正 員 た に 限る 。 
締切 期日 昭和 35 年 2 月 29 日 
・ 選奨 規定 抜 座 d : 
第 3 宮 論文 党 
第 9 条 論文 賞 は , 本 会 > 規則 第 32 条 に よる 表彰 で 本 会 の 機関 時 その 他 に 発表 きれ た 電気 双 選 お 
び 電 子 応用 に 関す る 論文 の うち , 特に 優秀 な も の を 選び , その 著 考 に 贈呈 する 。 
第 10 条 表彰 する 論 六 は , 毎年 3 編 と する が , 編 数 は 事情 に より 変更 する こと が で きる 。 
第 11 条 選定 の 対象 と な る 論 六 は , 表彰 の 時 期 の 前 々 年 の a 
発表 され た も の で ある と ど を 要する 。 
2. 次 の 各 号 に 該当 する も の は 選定 の 対象 と し な い 。 
イ 電気 通信 技術 委員 会 に 研究 専門 委員 会 資料 
"全国 大 会 よび 電気 四 学会 連合 大 会 に お いて 発表 され か 講演 の 予 入 。 
第 12 条 表彰 する 論 六 が 共著 の 場合 は , 著者 全員 を 表彰 する 。 
第 13 条 論文 賞 は , 同一 著者 に 重ね て 授賞 し て も 差 支え な い 。 
第 14 条 論文 賞 は , 賞状 , 賞 お よび 賞金 と する 。 
2 賞金 は , 論 交 1 坊 に つき 10, 000 円 と する 。 
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淀 10 回 品質 管理 大 会 講演 夢 集 要綱 一 1960 年 6 月 開 作 
重点 テー マ 「 納 入 者 と 愛 入 側 の 関係 
まさ 壮 理 交 答 多加 を 電 ね る に じ た が っ て 上 大 と な っ て まい り ま し た 。 信 年 は 国際 統計 会 際 が ※ る 5 月 示 
"の 初め に か け て 東京 で 行なわ れ ま す の で , を それ を 機会 に QC 大 会 を 同時 期 に 行ない 。 聞 原 の 訪 計 較 
内 し て 貸 い 操 所 管理 泉 の 一 大 年 中 行事 を より 有効 な も の に し た いと 財 い ます 。 侍 年 1 月 に ん 
われ ます 大 会 を 今年 は くり 上 げ て 6 月 に 開催 する こと と に な り ま し た 。 また 1959 年 60 年 度 デミ ング 賞 表 彰 
式 も 同時 に 行 な ち られ ます 。 品 拓 管 理 は 技術 者 や 研究 者 の みな ら ず 営業 や 資材 関係 者 な ど が 互 に 討論 し あう 
こと に よっ て 進 沙 る も の で あり , 他 産 業 の 実施 例 も 互 に 葵 する と ころ 大 で あり ます 。 撤 に る ai の 
語 な 圭 作 肥 作 率い 問 一 で 才 。 3 や セ だ が さて と の 拉 会 た 。 な る べく 多く の 方 みえ から, 深 放 汰 果 
人 新 所 案 な な ど を 発表 され る と と を 希望 し ます 。 下記 に より 講演 を 募集 いた し ます か ら 、 も る っ と 
半 し て いた だ きた いと 思い まま 。 今 年度 は 誕 年 と 同様 に 。 討 答 会 に 相当 重点 を お いた 形式 を と りさ よ ん 
a RA Td EO 
て て の 「 り ポー クタ 方式 」 に より 十分 対 講 ナ る こと に より 。 より 一 層 参 加 者 各位 に お 役に立っ 大 信 で お 
ます よう 念願 いた し て お り ま す 。 、 
1. 内 容 品 買 党 理 並び に 競 計 的 方 法 の 応用 に 関す る 研究 発表 , た と えば 各種 工業 に お ける 品質 管理 の ゃ 
うか た , 効果 , 考え か た , 品質 設計 新 製品 計画 , 管理 ブ ョ ログ ラム, 標 稚 化 呈 検査 品質 規 絡 。 容 環 
| 図 , 実験 計画 , 相 関 分 株 , サン プリ シング, 披 取 検査 ,? 自 動 制御 , 管理 試験 , 下請 管理 , 中 約 の 合理 化 , 
計 光 管 理 , 設備 管理 熱管 理 , 倉庫 管理 安全 管理 , 事務 管理 原価 管理 市 場 調査 、 オ ペレ ニシ 
ョ ンズ ・ リ サー チ , 教育 普及 方 法 及 び 用 具 , 組 識 な ど 。 | 。 
| 2 開催 月 日 生年 6 月 7 日 <) 報告 会 (年 前) 報告 会 XC 年 後 2\ デ ミン グ 党 授賞 式 。 記念 祝 作 史 閉 
” 3 で 会 .( 女 ) 9 月 8 日 ( 水 ) デ 賞 受賞 者 報告 講演 会 (年 前 ) 分 科 会 (午後 か ら 夜 まで ) 
3 6 月 9 日 ( 木 ) 線 合 討論 会 (終日 ) i 
3 形式 導 告 会 は 従来 通り , 一 部 「 リ ポー タク 方 式 皮 た だ し 会 場数 を 増加 する 。 分 科 会 お よび 線 合 対 調 人 
a の テー マ 「 納 入 者 と 受入 側 の 関係 」 
- リポ ー タ 方 式 の 運営 方 法 


放 了 て DD 開 会 “* 半 RC (4) 各論 駐 に 対す る 補足 説明  : 論文 発表 者 
(2) 論文 内 容 説 明 : リポ ー タ (5 質 疾 応答 お よび 討議 く 座 長 の 司会 ) : 参加 者 
: 各部 会 の 論 方 内 容 の 一 括 説明 と これ に 関連 す 注 : 論文 集 は 早 目 た 発行 し ます の で 予 御 通 


: る 内 外 技 術 の 現状 , 動向 な ど に つい て の 発表 。 読 下 さい 。 

1 (3) 発表 論文 た 対す る 問題 点 の 提起 : リ ポー タク 

P 間 題 点 に つい て の 印刷 物 は 当日 各 会 場 で 配布 

4 会 代 参 加 費 (会 場 費 , 印刷 物 等 )1,200 円 別 舞 会費 2.000 円 。 

5. 場 所 第 也 日 目 報告 講演 学士 会 館 , 如水 会 デ 党 授賞 式 ( 未 定 ) 第 2 日 目 デ 賞 授賞 者 報告 講演 会 

ーー (未定) 分 科 討論 会 学 土 会館) 如水 会 仙 第 3 日 目 線 合 討論 会 一 ツ 林 講 堂 

5. 講演 件 20 分 くり ポー タ 方 式 は 別記 ) ud 

「 7, 車 込 和 切 3 月 10 日 "申込 希望 者 は 至急 切手 50 円 同封 の 上 , 申込 用 紙 お よ び 原 稿 用 紙 を 工 備 委員 会 移 
ご 講 求 下さ い 。 申込 は 前 記 規 定 用紙 に 参加 希望 会 名 弄 目 (400 字 詩 原稿 用 紙 1 枚 以 内 の 護 演 要覧 深 

」 付 の と と )。 所 要 時 間 , 発表 者 氏名 な ら び に 所 属 会 社 , 工場 名 な ど 記 載 し て , 申込 むと と 。 

8. 申込 お よび 部 告 送 附 先 品質 管理 大 会 准 施 委員 会 (東京 都 中 央 区 京橋 1 の 2 大 阪 商 船 ビ ル 

ラー a ! 日 本 科学 技術 連盟 内 う 

| 9. 報告 予 入 繝 切 3 月 31 日 講演 者 は 必ず 報告 予 策 を 提出 の と と 。 指 定 の 400 季 詩 原生 用 紙 10 枚 以上 25 

上 要 内 泊地 C25 枚 上 の と さ は 返送 し て 再 提 出 を 求め る か ある い は 当方 で 適 宣 前 除 し ます う 。 

| 孝文 は 治 版 印刷 に し , リポ ボー タ 方 式 を と り ま す の で 特に 期日 厳守 され た し , その 他 報 文 記載 要 償 参照 

110: アン ケー ト 前 記 し た よう に 本 討論 会 の テーマ で ある 「 納 入 者 と 受入 側 の 関係 ] に は いろ いろ な 問題 が 

| デー る と 思 まい の ナ で , どん な 同 題 点 が ある か , ど ん な 分 科 会 を 音 も ち た いか を 3 月 10 日 まで に 大 生地 

備 委 員 会 宛 に 薬 書 で 御 連 絡 下さ い 。 と れ に より 分 科 会 の テー マ を きめ ます 。 

笠 催 団体 日 本 科学 技術 連 昭 お よび 電気 通信 学会 外 20 団 体 
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EE A i 
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岡部 記念 研究 奨励 人 金 の 申請 に つい て 


昭 和 34 年 度 岡 部 記念 研究 奨励 金 の 申請 に た つい て は , 本 会 誌 834 年 ゃ 月 号 お よび 11 月 号 
こと 会 告 し , 12 月 末日 を 期限 と し て 申請 募集 中 で あぁ ありま し た が , 都合 と より, 今回 限り 地 期 
限 を 35 年 2 月 末日 まで 延伸 到 し ます 。 希望 者 は ; 下記 お よび 34 年 7 月 号 会 告 参照 の 上 , 至 
得 所 定 の 手続 に より 申請 し て 下さ い 。 


記 

1. この 装 励 金 は , 申請 者 に つい て 本 会 の 岡部 記念 研究 装 励 金 究 員 会 お よび 理事 会 に お いて 
選 衡 の 上 贈呈 する 。 

2、 奨励 金 の 額 は 1 名 5 万 円 と し , 2 名 に 贈呈 する 。 た だ し 適当 な 者 が な い 時 は 1 名 に 閉め 
ぁ あるいは 贈 量 し な い 。 

8. 申請 者 は 昭和 34 年 12 月 31 日 現在 で 満 35 才 以 下 で ある 者 記 限 る 。 

4。 申請 手続 

( イ 〕 所 定 の 申請 用 紙 (請求 に ょ よ っ て 送付 する ) に 必要 事項 を 記入 し て 申 譜 する 。 

(r) 准 査 の 都合 上 , さら に 詳細 な 資料 の 提出 を 来 め ある と こと が ある 。 

申請 書 提 出 締 切 昭和 35 年 2 月 29 日 

・ 車 請書 提出 先 東京 都 千 代田 区 富士 見 町 2 フ 8 社団 法人 電気 通信 学会 

発 表 : 方 . 法 受領 者 に 遥 知 する 外 , 本 会 の 機関 誌 た 掲載 する 。 

. 申請 書類 は , 特別 の 事情 の な い 限 り 返 却 し な い 。 


0 No Mn 


ーー 昭和 35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 講演 募集 一 ーー 一 


講演 申込 期限 5 月 7 日 (月 う ・ 原 稿 提出 期限 5 月 9 日 て 月 ) 


昭和 .35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 は , 7 月 25 日 か ら 札 幌 に お いて 開催 いた すこ と と な り ま 
し た 。 一般 講演 募集 に た ついては, 各 学 会 誌 11 月 峡 に 掲載 し て あり ます か ら , 下記 お よ ょ び 
1 月 号 会 千 御 参照 の 上 。 つ て 応募 され る よう 希望 し ます 。 

記 
7 球 お と (a)「 講 演 申 込 用 紙 」 は 申し出 に ょ り 交 付す る 。 (郵送 を 要する 場合 は , 返 

び 申 込 其 信 料 8 円 添付 の と ょ ) 

Cb) 講演 申込 用 紙 に 必要 事項 を 記入 し , 講演 者 参加 費 400 円 を 添 %3 月 7 日 
(月 ) 午後 5 時 まで に 申し 込む と と 。( こ の 時 間 後に 到着 し た も の は 受 
理 し な い 。) - 

(c) 講演 の 採否 は , 3 月 26 日 まで に 通知 する 。 採 択 さ れ た 講演 に 対し て は , 
同時 に 「 原 稿 の 書き 方 」 と 「 原 稿 用 紙 」 を 送付 する 。 

(d) 原 稿 は 5 月 9 日 (月 ) 午後 5 時 まで に 提出 する こと 。 (この 時 間 ま で 
に 提出 され な い 場 合 は , 講演 申込 み を 取り 消さ れ た も の と みな す 。 

申込 お よび 原稿 送 付 先 
東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 電気 通信 学会 
振替 東京 35300 番 電話 (33) 7348 番 ・(80) 8231 ~5 番 


電気 学会 ・ 電 気 通信 学会 ・ 照 明 学会 ・ テ レビ ジョ ン 学 会 
連 合 大 会 委員 会 
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文化 勲章 を 受け られ た 寺 羽 保 次 郎 博士 


王 下 各 下 下 下 下 較 下 「 了 二 最 息 了 較 息 孔 引 号 明 下 央 下 玉 下 引 下 下 


明治 26 年 4 
| 太刀 放 5 年 、 交 証 
同 15 年 2 月 
同 6 年 2 月 
同 7 年 6 月 
同 13 年 6 月 
同 13 年 6 月 
自 昭 和 17 年 4 月 
到 同 18 年 3 月 
同 22 年 6 月 
同 24 年 2 月 
同 24 年 4 月 
同 24 年 7 月 
昭和 24 年 8 月 
同 24 年 10 月 
同 25 年 4 月 
同 26 年 4 月 
同 26 年 3 月 
26 年 12 月 
同 30 年 1 月 
同 32 年 1 月 
同 30 年 3 月 
同 34 年 4 月 
同 30 年 11 月 
同 31 年 2 月 
同 31 年 7 月 
同 31 年 3 月 
同 31 年 4 月 
同 33 年 3 月 
同 31 年 10 月 
同 32 年 6 月 
同 31 年 11 月 
同 32 年 1 月 
同 32 年 12 月 
同 32 年 3 月 
同 32 年 6 月 
同 32 年 8 月 
同 33 年 2 月 
同 33 年 10 月 
同 34 年 3 月 
自 同 34 年 4 月 
| 自 同 34 年 8 月 
大 正 15 年 9 月 17 日 
昭和 4 年 1 月 26 日 


月 1. 日 


三重 県 松阪 に 生ま る 
東京 帝国 大 学 電 気 工学 科 卒 

東京 帝国 大 学 ょ り 工 学 博 士 の 学位 
を 受 く 
電気 試験 所 技師 

依 願 免 本 官 

日 本 電気 株 式 会 社 入社 

電気 通信 学会 会 長 に 就任 

日 本 電気 株 式 会 社 専務 取締 役 辞任 
東北 金属 工業 株 式 会 社 々 長 に 就任 
東京 電機 大 学 々 長 に 就任 

東北 金属 工業 株 式 会 社 々 長 辞 任 , 
取締 役 会 長 に 就任 

日 本 工業 標準 調査 会 (標準 会 議 ) 
委員 (通産 省 ) 

電波 技術 審議 会 委員 (郵政 省 ) 
電気 学会 々 長 就 任 
学校 法人 電機 学園 理事 

東北 金属 工業 (株 ) 取 締 役 会 長 退 任 
テレ ビジ ョ ン 学 会 々 長 就 任 
学校 法人 東京 電機 大 学 理事 長 


テレ ビジ ョ ン 放 送 機器 改善 委員 会 
委員 長 (電波 技術 協会 ) 


店 時 放送 法 審議 会 委員 (郵政 省 ) 
電波 監理 審議 会 委員 (郵政 省 ) 
日 本 音 才 学 会 々 長 就任 


機械 工業 審議 会 専門 委員 (通産 省 ) 


工業 技術 協議 会 導 員 (工業 技術 協 
会 電子 技術 部 長 ) (工業 技術 院 ) 
米国 無線 掌 会 CInstitute of Radio 
Engineers) の 一 会 長 就 任 
特許 庁 願 問 (特許 庁 ) 

カラ ー テ レビ ジョ ン 調 査 会 長 ( 電 
波 技 術 協会 ) 

電子 工業 式 議 会 委員 (通産 省 ) 
基 訂 研 究 強 化 計 画 会 議 答 員 (日 本 
電信 電話 公社 ) 

電子 技術 沿 議 会 衝 員 (通産 省 ) 
日 本 科学 技術 情報 セン ター 理事 長 
に 就任 (内 闘 ) 
EE 
社会 教育 審議 会 (通信 教育 分 科 会 ) 
委員 (文部 省 ) 


【 表 朝 】 


帝国 発明 協会 ( 現 , 発明 協会 ) ょ 
り 「 導 磁率 の 測定 方 式 」 の 発明 に 
対し 進歩 賞 を 受 く . 

電気 学会 より 「 国 産 写真 電送 方 式 
の 完成 」 に 対し 浅野 賞 を 受 く . 


同 


同 


本 


屯 


対 羽 保 次 郎 博士 略歴 


4 年 3 月 1 日 


5 年 12 月 11 日 


8 年 4 月 22 日 


9 年 4 月 29 日 


12 年 5 月 13 日 


12 年 7 月 17 日 


15 年 10 月 14 日 


15 年 11 月 10 日 


17 年 4 月 25 日 
17 年 5 月 5 日 
18 年 2 月 20 日 


18 年 6 月 10 日 


23 年 12 月 20 日 


26 年 10 月 3 日 


29 年 1 月 1 日 


31 年 3 月 22 日 


32 年 5 月 18 日 
33 年 5 月 20 日 


34 年 10 月 20 日 


同 34 年 11 月 3 日 


大 阪 毎 日 新聞 社 , 東京 毎日 新聞 社 
より 写 真 電送 に 関し 感謝 状 を 受 
く 


十 発 明 功労 者 と し て 宮中 賜 響 に 召 
さる . 

帝国 発明 協会 ( 現 , 発明 協会 ) よ 
り 写 真 電送 方 式 の 発明 に 対し 思 賜 
記念 賞 お よび 大 賞 を 受 く . 

賞 勲 局 より 昭和 6 年 な いし 9 年 事 
変 の 功 (日 満 間 写真 電送 の 実施 ) 
に より 銀 杯 一 個 を 受 く . 

帝国 学士 院 ( 現 , 日 本 学士 院 ) よ 
り 「 写 真 電送 装置 の 研究 」 に 対し 
思 賜 賞 を 受 く . 

東京 朝日 新聞 社 等 より ダ ゲ ー ル 百 
年 祭 応 当り 写真 功労 者 と し て 感謝 
状 を 受 く . 

運 信 大 臣 よ り 電 話 事業 創始 70 年 , 
電信 事業 創始 50 年 記念 式 虹 に 際 し 
電信 電話 事業 の 進歩 発達 に 貢献 し 
た る 功 に ょ り , 木 杯 一 組 を 贈ら れ 
表彰 さる . 


紀元 二 千 六 百 年 式典 に 際 し 通信 文 | 


化 に 対す る 功労 に ょ り 勲 五 等 に 叙 
し 双 光 旭日 章 を 賜 う . 

電気 通信 学会 より 功績 賞 を 贈ら 
る . 
大 阪 毎日 新聞 社 , 東京 日 日 新聞 社 
より 通信 賞 を 贈ら ちる. 

日 本 電波 協会 より 名 准 員 に 推 蘭 さ 
る . 

通信 大 臣 よ り わ が 国電 気 技術 発達 
に 寄与 せる 功績 に ょ り 感 謝 捧 を 贈 
ら る . 

毎日 新聞 社 よ り 写 真 電送 実施 20 年 
記念 式 た に 際 し 功労 者 と し て 表彰 さ 
る 


適 商 産業 大 臣 よ ょ り 規 格 制 定 30 周 年 
記念 式 た 当り 工業 標準 化 事業 功績 
者 と し て 感謝 捧 を 受 く . 

米国 無線 学会 より , 写真 電送 技術 
お よび 日 本 た における 無線 技術 の 指 
導 的 功績 た にょ り 名 准 員 (Fellow) 
に 推 培 さる . 

日 本 放送 協会 より 放送 文化 特に 大 
電力 放送 機 の 国産 化 お ょ よび テレ ビ 


ジョ ン 技 術 の 発達 に 対す る 功績 に 


より 放送 文化 賞 を 贈ら る ・. 

テレ ビジ ョ ン 学 会 より 名 汰 会 員 応 
推 燕 さる. 

電気 通信 協会 より 創立 20 周 年 記念 
式 に 際 し 電気 通信 の 発展 に 寄与 し 
た る 功績 に ょ り 感 謝 状 お ょ び 記 念 
品 を 贈ら る. 

日 本 工業 標準 規格 の 制定 と 普及 に 


革 南 し た 功 に より 臣 大 実 光 玩 水 


文化 勲章 を 授与 さる . 
文化 功労 者 に 指定 さる ・ 


TKS-124350-D 型 


前 面 パ ネル を 開い た と ころ ーー 


I 特 
i 出力 電圧 の 可変 範囲 は 完全 に クラ イス トロ ン の 特性 を カバ ー す る 。 
出力 電圧 の 可変 範囲 が 広い の で クラ イス トロ ン に 最適 の 電圧 を 供給 し 最良 の 動作 状態 で 操作 出来 る 。 
ii 安定 度 が 高い 。 
入力 及び 負荷 の 土 10% の 変化 に 対 し 出力 変動 は 
2000V に 於 いて R22V RE 250V に 於 いて 005Y 
. ヒ ー タ ー は 直流 点火 安定 度 1% 
ijii リッ プル が 極小 で あぁ る 。 
電圧 2000V に 於 いて 3mV (PP) 500V に 於 いて lmV (P—P) 以下 
これ は 従来 の 電源 の リッ プル (た と えば Polytechnic Type 801A) の 1/10 以 下 で ぁ る 。 


iv 保護 回 路 が 設け られ て お り 、 万 一 の 故障 の 際 も 人 身 は 勿論 クラ イス トロ ン 発 振 管 を 破損 する 事 が 
な い 。 
| I 装置 の 概要 クラ イス トロ ン の 特性 に 応じ 次 の 様 な 種類 の 電源 が 有り ます 。 
. (i) TKS-1SBM. TKS-1PM. TKS-3R 
: これ は 空 胴 電圧 500V 以下 、 リ ペラ ー350V 以下 の クラ イス トロ ン 発 振 管 用 の も の で 、 主 と し て 
2K 54A~C, 2K26, 7V40, 2K25, 723A 等 の 10Gc 以下 の 発振 管 を 主要 対象 と し て いま す 。 
(ii) TKS-24, TKS-35, TKS-50, TKS-24350 
これ は 空 胴 電圧 1600~2500V _ リ ペラ ー 500V 以下 、 グ リッ ト 200V 程度 の クラ イス トロ ン 
を 対象 と し 、 主 と し て 、2K33, R5146, R9521, 35V-10, 50V-10 等 に 使用 され ます 。 、 
. リ ペ ラ 端子 に は A. F.C. 信号 及び 、 変 調 波 、 グ リッ ト に は 変調 波 が それ ぞ れ 重 財 出 来る よう に 
科 外部 変調 端子 が 設け られ て いま す 。 変調 端子 は Re 


(1)" 低 周波 用 DC~15ke_ -3 db (2) ビデ オ 用 DC~5Mc/s -3db 
が 有る 。 変 調 器 を 取付 けた 場合 は 、 変 調 器 ユ ニッ ト か ら 、 同 軸 コ ー ド で 、 結 合 さ れ ま す 。 
(jj) 変調 器 ユ ニッ ト は 、 独 立 し た エ ユニット に な っ て お り 、 低 周波 変調 器 の TMU-5A 及び 、 ビ デオ 


1 

. 変調 器 の TMU-250V と が 有り 、 パ ネル 面 か ら 、 自 由 に 正弦 波 簿 形 波 鍋 歯 状 波 の 撰 択 が 出来 ま 
* i 

nl 


す 。 
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1. 電気 試験 所 時 代 の 丹羽 博士 


正 員 波 見 


本 会 の 元 会 長 で あら れ た 丹羽 先生 が と の た びび 文化 勲 
章 の 御 受賞 に と 煙 か れ た と と は , 単に 本 会 の た め 許 り で 
な く , 広く わが 工学 技術 界 の た め に 慶 賀 に 堪え な い . 
対 羽 先生 の 場合 は その 御 研 究 の 大 部 分 は 大 学 で な 
く | 電気 試験 所 と 日 本 電気 と で 行なわ れ た も の で あう っ 
て , 産業 と 密接 な 関係 に ある 御 研 究 に と た ず さ わ りな が 
ら 5 偉大 な 功績 を な し 遂げ られ た 点 で 特に 意味 深い る の 
ど 思 われ る の で ある . 

私 は 大 正 11 年 東大 卒業 と 同時 に 電気 試験 所 に 入所 
し , 丹羽 先生 の 直接 御 指導 の を と に , 初め て 研究 生活 
を 始め た と いう 関係 に あり , 嶋津 編集 長 か ら 価 か 試験 
所 時 代 の 丹羽 先生 の 想い 出 を と いう 御 申 越 が あっ た の 
で , せん 越 と は 思い な が ら る も る , 先生 に は 種々 御 厚 情 を 
受け て いる の で , 喜ん で 筆 を 執っ た 次 第 で ある . 

当時 電気 試験 所 は 所 長 に は , 鳥海 右 一 博士 , 各部 の 
部 長 や 技師 に は 電気 学界 , 電気 通信 学界 の 俊 才 が 居 並 
び , 活発 な 研究 を 進め て いた . 特に 第 三 部 は 電力 関係 
の 研究 を 行なっ て いた が , 密 田 良太 郎 博 士 を 部 長 と し 
て 丹羽 , 別宮 両 技師 な ど が 研究 に 精進 せら れ て お り , 
いわ ゆる 庄 羽 ・ 別 宮 時 代 と 言っ て , 電気 試験 所 の 歴史 


| に 均 か し い 足 及 を 残し た の で ある . 


丹羽 先生 の 電気 試験 所 御 在 職 は 東大 御座 業 後 約 7 年 
で あぁ っ た が , その 御 研 究 は 誠に 活発 で , 数 々 の 業績 を 
残さ れ た の で ある . た と えば , 「 電 気 収 鹿 法 に 関す る 
研究 」「 角 形 コ イル の イィ ンダ クタ ンス の 計算 式 」「NS 
透 磁率 計 の 発明 」「 電 気 薄 鉄 板 に お よ ぼ す 畔 延 操作 の 
研究 」「 鉄 の 非対称 ヒス テリ シス 損失 お よび 交流 を 重 
展 し た 場合 の 静 的 磁化 特性 の 研究 」 な ど が その 主 な る 
御 研 究 で あっ て , 次 の よう な 題名 で 発表 せれ ら て い 
る . な お 多く の 論文 は 英文 で 書か れ 広 く 海 外 に も 配布 
され て いる . ) 

1.1 Singte Layer Solenoid with Rectangular 
Cross Section and Derived Formulae of 
the Field Intensity Inside &. Outside of 
the Solenoid and also of the Self In- 
ductance. 


( 電 試 研究 報告 No.73, 1918) 


義 中 ( 北 海道 大 学 ) 


1.2 On the Calculation of Self Inductance of 

Coils wound on Square Forms. 
(同上 No. 126, 1923) 

1.3 A Study of Coils wound on Rectangular 
Forms with Special Reference' to the 
Calculation of Inductances. 

(同上 No. 141, 1924) 

2.1 New Electrical Precipitation Treater. 

(Am. I. of E.E. Oct. 1920) 

Formation of Fume Ions in Electrical 

Precipitation. 

(I.E.E. of Japan, Jan. 1922) 

3 A Null Method for Testing Magnetic 

Properties of Material. 

( 電 試 研究 報告 No. "142, 1924) 
On the Influence of the Cold Rolling on 
the Properties of Sheet Steel. part 1. 
(同上 No. 117, 1922) 

4.2 グ ‘ 

(同上 No. 122, 1922) 

5.1 Magnetic Properties of Sheet Steel under 

Superposed Alternating Field and Un- 

symmetrical Hysteresis Losses. 

(同上 No. 124, 1923) 
Further Study on the Magnetic..… 
( 同 E No. 144, 1924) 


以上 の 御 研究 の うち , . 角 形 コ イル の ィ イィ ンダ クタ ンス 
の 計算 式 は , 現在 内 外 の 電気 工学 ポケ ッ ト ブ ッ ク な ど 
に 引用 され て お り , NS 忌 磁 率 計 は 磁気 ポテ ン シ ョ メ 
ー タ の 原理 を 利用 し た 非常 に 精密 な 居 磁 率 計 で 7 
[JIS-2501] に は , 磁気 材料 の 測定 に は 本 器 を 用 いな 
けれ ば な ら な いよ うに 規定 し て ある . 叉 後 述 す る よう 
に 米国 の 専門 書 に も 詳し く 引 用 され て いる . 又 電 気 収 
鹿 法 に 関し て は , 高圧 電極 を ガラス な どの 絶縁 物 で 和 包 
ん だ 新しい 装置 を 考案 せら れ , 渋沢 先生 と 連名 で 米国 
の 電気 学会 誌 に 発表 させ られ て いる . 又 鉄 の 非対称 セス 
テリ シス 損失 お よび 交流 を 重ね 合せ た 場合 の 静 的 磁化 
特性 の 御 研 究 は , 先生 御 指導 の も と に 私 も その 研究 に 
参加 し た の で ある が , と れ は NS 避 磁 率 計 と 共に 海外 
で 高く 評価 せら れる に 至っ た . その 経過 に つい て 述べ 
EIR 

私 は 電気 試験 所 で 丹羽 先生 御 指導 の も と に 研究 を 開 
始 し て か ら , 1 か 年 も た た 六 う ち た 試験 所 を 去る こと 


4.1 


parts ll: 


5.2 


(0, 


2 浅見 義弘 : 電気 試験 所 時 代 の 叉 羽 博士 


と な っ た 。 すなわち 北大 に 工学 部 が 新設 され る 運び と 
な り , その 教官 候補 と し て 推薦 せら れ , 直ちに 海外 で 
勉強 する と こと と な っ た の で あぁ ある. 日 本 出発 の 日 る せま 
っ た の で , 先生 の お 手伝い し し な が ら , 上 上述 の 論文 を 答 
いで とり まとめ た . 大 正 12 年 6 月 先生 は 私 の 名 前 も 
加 鈴 連名 で 上 述 (5.1) を 発表 せら れ た . と の 論文 
ば 直流 に 50 サイ クル 交流 を 重ね 合せ , dynamometer 
で 鉄 の 非対称 ヒス テリ シス を 直接 測定 し た 点 に 特徴 が 
あっ た が , 更に に これ に 関連 し て 交流 を 宣 ね 合せ た 場合 
こ 直 流 の B- 刀 曲線 が どう な る か を 明らか に し た も の 
で あっ た . 
| 交流 を 重ね 合せ な が ら B-H 曲線 を 求め た と と ころ, 
| 5- 中 曲線 が 著 じ く 変形 する と いう 面白 い 現象 に 出合 
| うた. この 現象 に は 先生 も 非常 の 興味 を 持た れ , その 
解明 の た め に 更に 詳細 な 研究 を 進め られ た . その 結果 
| 交流 を 重ね 合せ た 場合 の 直流 の 磁化 曲線 の 見 掛け 上 の 
| 若 し い 変形 の 原因 や , 二 つ の 磁界 を 軍 ね 合せ た 場合 の 
相互 作用 の 問題 な ど が 見 事 に 解明 せら れ た . 私 が 試験 
| 所 を 退職 し た 後 も 故 杉浦 詩 治 博士 を 指導 し レ つ つと の 研 
| 完 を 更に 進め られ た が , その 成果 は (5.2) に 報告 せ 
られ て いる . 。 
の の 前 が 出版 され て 癌 も な く 
| 大正 12 年 9 月 , 例 の 関東 大 震 災 が 突発 し た 。 その 災 
大 の た の に が 名 の 論文 も 各 験 所 に 保管 され て いた も 
RRR TE ok し Uc tHe 
| 布 き れ た も の が 残っ て お り , 特に 米国 ウェ スチ ング ゲハ 
| ウス の 砂 人 性 材料 の 研究 者 Thomas Spooner 氏 の 次 の 
| 著 守 に 詳し く 引用 され て いた . 
ジ _Properties and Testing of Magnetic Materials, 
| 927, McGraw-Hill Co.) 
| と の 秋物 の 中 に は 
Some very interesting work on displaced hys- 
fferesis loops has recently bedone in Japan. と 書 
| かれ, GD の i 論文 が 区 面 数 個 を 引用 し な が ら 数 買 に 
tf に 0 YY Niwa Permeameter 


の 
| 鉄心 に 軍 ね 合せ た 場合 の 相互 作用 の 問題 は , か よう に 
有 し で 及 梶 先生 に ょ っ て 解決 せら れ た の で ある が , 当時 


| えて で いた. 先生 の 研究 空 を 去っ て か ら 私 は 間もなく 区 
有 有 国 に 渡り , 当時 エッ ン バラ 大 学 総長 で あら れ た 有名 な 
Ewing 博士 宅 を 訪問 し た . Ewing 博士 は 大 正 11 年 


C2 
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(1922 年 ) 鉄 の 分 子 に 関す る 新しい 模型 を 発表 し た 直 
後 で あっ た が , 博士 宅 の 一 室 に は その 模型 が 据え られ 
て あっ た . そし て 博士 自身 親しく その 模型 の 説明 を し 
て 下さ っ た . と れ は 従来 の Weber 模型 と 異な っ て , 
電子 論 的 立場 か ら 鉄 分 子 の 模型 を 考察 せら れ た も の で 
あっ た . 又 大 正 14 年 私 は 独逸 ドレ ス デ ン の 工科 大 学 : 
で Barkhausen 先生 に 師事 し て 研究 を 進め て お っ た 
が , Barkhausen 先生 は いわ ゆ ⑦ る バル クハ ウ ギ ゼン 磁気 
効果 を 発見 し , 磁化 の 不 連 続 性 雑音 を 増幅 し て 学生 に 
講義 中 肝 か せ て お られ た ・ 鉄 の 磁性 に 対し て る , や が て 
新しい 物性 論 の 立場 か ら 新 た な 理論 が 誕生 すべ き 論 明 ; 
期 に さしかかっ て いた よう に も る 考え られ る の で ある . 


大 正 14 年 夏 私 は 欧州 か ら 米 国 に 渡っ た . と と ろ な が 


ニュ ー ヨ ー ク で 偶然 丹羽 先生 と 巡り 会 っ た 、 先 生 は 大 
震 炎 後 間 も な く 日 本 電気 に 技師 長 と し て 迎え られ , 次 
いで 米国 に 留学 せら れ , Bell Telephone Laboratories. 
で 勉強 され て 居 た の で あぁ る. 先生 は ニュ ー ヨ ョ ヨーク の 御 ; 
案内 に も 詳し か っ た の で , 見 学 な ど に よく お 伴 し た . 

コロ ン ビ ャ 大 学 に は 有名 な Pupin 教授 を 訪問 し た 
が , あい に くく 教授 は 避暑 不在 で あっ て , Morecroft 教 - 
授 に 面会 し た ;」 双 ベル 研究 所 は 丹羽 先生 の 御 案内 に よ 
っ て 詳し く 見 学 す る こと が で きた 、。、 そ こと で は 磁気 の 


Barkhausen 効果 な ど に つい て も 盛ん に 研究 が 進め ら 「 


な 

その 後 先生 の 日 本 電気 件 在職 中 も , また 終戦 後 電機 
大 学長 に 就任 せら れ て か ら も , 私 は 永い 間 公 私 各種 の 
立場 で 御 交 情 御 指導 | に あぁ づか っ て 居る の で ある が , 先 : 
生 は 何時 も ニ = ニコニ = コ し て 人 に 接 せ られ , "誠に 典型 的 な 
紳士 と 申 さ れ よ う . 非常 に 折 親 切 で , また 他人 の 意見 
に も よく 耳 を や か され る 御 性 格 に は 特に 敬意 を 表す る の 
で ある 

私 は 前 に 述べ た よう に Barkhausen 先生 に も 師事 - 


し た が , 同 先 生 も 稀 に 見 る 温厚 な 御 人 柄 で あっ て , 丹 - 


羽 先生 の 御 人 柄 と 伺か 一 脈 相 通 ずる 点 が ある よう に も 
考え 合せ られ る の で ある . 

昭和 32 年 8 月 米国 I.R.E. の 一 会 長 と し て 米国 に 出 
張 せ られ て お っ た 丹羽 先生 と , 私 は サン フラ フランシス コ 
で 御 目 に か か り , 又 ボ ル ダ ー の 国際 電波 科学 連絡 会 議 
総会 で も 御 目 に か か っ た 、 先 生 は 海外 に あっ て も 何時 
も 御 元気 で 活 忠 せら れ て いた . 

今回 の 先生 の 御 受 賞 に 対し 重ね て 理 心 か ら お 喜び 申 
し 上 げ る と 共に , 先生 が 今後 も ます ます 御 健康 で わ ヵ ま 
国文 化 向上 の た め に 御 活躍 せら れる よう 念願 する 次 第 ; 
で ある . 


胎 " 和 35 年 1 月 電 気 通 { 
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去る 1 月 3 日 文化 の 日 に 丹羽 保 次 郎 博士 が 文化 功 
労 者 と し て 文化 勲章 を 拝 授 せ られ た こと と は 丹羽 博士 御 
自身 の 御 栄 准 は る も ちろ ん の と と で あり ます が , 同時 に 
われ われ 電気 通信 の 技術 に 携わる 者 に 取っ て も 喜び に 
厨 え な い 次 第 で あり ます . 昭和 12 年 に 文化 勲章 が 制 
定 せ られ て か ら そ の 受賞 者 を 見 る と その 大 多数 の 人 々 
が いわ ゆる 文芸 人 , 芸能 人 で あっ て 文化 と 言え ば その 
方 面 に 傾き 易い わが 国 の 現状 に お いて 電気 通信 か ら 先 
岡 部 博士 , 和信 木 博士 , 今回 丹羽 博士 が 受賞 の 恩典 に 
浴 せ られ た こと と は 科学 技術 に 対す る わが 国 の 考え 方 の 
進展 と も 考え られ 御 同 度 に 耐え ませ ん . 

筆者 は 丹羽 博士 が 日 本 電気 株 式 会 社 に 御 在 任 中 常に 
御 指 導 を いた だ いた も の の 一 人 と し て 博士 に 御 よ ょ よろ と 
び の 言葉 を 申し上げ 度 い と 思い ます -. 

博士 は 大 正 13 年 6 月 電気 試験 所 か ら 日 本 電気 株 式 
会 社 に と 入社 せら れ ま し た . 当時 の 日 本 電気 は 関東 大 震 
炎 の た め は に 技術 幹部 を 失い まし た の で , 博士 を 技術 の 
申 心 と し て 御 迎 え し た の で あり まし た . 直ちに Bell 
Telephone Laboratory に 留学 せら れ 約 1 年 の 後 帰 朝 
せら れ 大 正 15 年 2 月 に は 工学 博士 の 学位 を 受け られ 
日 本 電気 の 技術 幹部 と し て 御 仕事 が 始ま っ た の で あり 
ます . 

筆者 が 日 本 電気 に 入社 し た の は 丁度 その 4 月 で 学 窓 
を 出 て 初め て 博士 に 御 目 見 え し た の で あり まし た . 以 
来 30 数 年 絶え ず 博 士 の 御 指導 ゃ を 賜 わっ て 居る こと こと は 
真 に 光栄 の 酸 り で あり ます -. 

博士 は 技術 に 対し て は まこ と と に まじめ な 御 考 え を 持 
っ て お られ ます . 博士 の 日 本 電気 時 代 は 丁度 電気 通信 


| 技術 の 急速 な 発展 期 で あり まし た の で 縦横 の 活躍 を さ 


れ ま し た が , 博士 は その 著書 “技術 の す が た ” の 一 節 
に 「 私 は 技術 者 と し て その 半生 を $ こ と の 発達 の 最も は げ 
し い 時 期 に , その 流れ の 中 に 模 さ し て , 常に 失 端 技術 


有 に 接 能 し , 時 に は いばら を 路 み 分 け そ の ある 部 分 を 開 
| 拓 し つつ 今 まで 生き 甲斐 の ある 技術 生活 を 送り 得 た と 


邊 < を 真 に 幸福 で ある と 思っ て 居 ま す 」 と いっ て お られ 


ます . 博士 は 政治 的 の と こと より る も 技術 や 研究 が ほん と 


好き な 万 で あり ます. 


| きえ 方 は ほとん ど あ り ま せん で し た . 
0 REET I RM 
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博士 が 日 本 電気 に 入ら れ た 頃 は 会 社 に は 研究 と 言う 
ロバ パ バー ト と いう 


正 次 (日 本 電気 株 式 会 社 ) 


仕様 書 を 用 いて 仕事 を する の が 当時 の わが 国 の 技術 で 
あり まし た . そし て 独自 の 研究 の ご ぐ と き は 考え る 人 さ 
えも な か っ た の で あり ます . 博士 は この 困難 な 時 期 に 7 
研究 の 推進 を 計ら れ , 新進 の 技術 者 を 研究 に 向け て 指 
導 激 励 せ られ た の で あぁ あります. 研究 人 員 も 近 次 増加 じ 
研究 室 も 追々 整備 せら れつ い に は 研究 所 に 成長 し た の 
で あめ 」 求 し た : 

と の 間 日 本 電気 式 写真 電送 を 初め と し て 数 々 の 成果 
が 得 ら ちら れ た の は 垣 士 の 研究 に 対す る 熱情 の し か らし あめ 
る と と ころ で あり ます . その 熱情 を 物語 る 一 つの 例 を 想 
い 出 し ます . 写真 電送 の 研究 が よう や く 明 る い 見 通じ 
を 得 た 頃 の と と 博士 は 昭和 3 年 度 大 学卒 業 の 新入 技術 
者 の 全員 を こと の 研究 に 投入 せら れ ま し た . 他 の 工場 部 
門 か ら の 非難 の 声 る も あっ た で せ う が 全く 思い 切っ た 搭 
置 を 採ら ちら れ た も の と 敬服 する 次 第 で あります . この な だ た 
め に 研究 進度 が 早く な っ た と と は 言う まで も あり ませ 
ん . この よう な 措置 は 研究 に 非常 な 熱情 が な けれ ば で 
き な い と と で あり ます . 特に その 当時 の よう に 研究 に 
理解 の 薄い 時 代 に は な お 更 の と と で あぁ あります. 

博士 は 叉 技術 者 の 養成 に 非常 に 熱心 で 各 大 学 と の 連 
絡 を 良く 採ら れ 優れ た 技術 者 を 集め る と こと に 非常 な 努 
力 を せら れ ま し た . 境 士 は と これ を 集め る 許 り で な き そ 
れ ぞ れ の 技術 者 が 生長 し て 行く よう に 不断 の 努力 を 々 せ 
られ まし た . 研究 の 推進 に 努力 せら れ る 結果 と し て そ を 
の 成果 が 実っ て 来る こと は 当然 の 帰結 で あり ませ うう 
博士 は 学位 論文 が で きそう な 人 に は 極力 これ を 実現 す 
る よう に 激励 軸 旋 せら れ ま し た . その 結果 学位 を 授け 
られ る 人 々 も 段々 増え て 来 た の で あり ます ・、 と ころ が 
と れ に 対し て 反論 が 現われ て 来 ま し た . すなわち 学位 
論文 が で き て も 実務 に は な ん の 役に立た な い , きしろ 
論文 を 書く た め に 無駄 な 経費 な り 時 間 な りゃ を 浪費 する 
の で 会 社 と と っ て は 迷惑 で ある と いう の で あり ます -. 
先 を 見 な いこ の よう な 雷 論 に 博士 は 耳 を 傾け られ ませ 
ん で し た . と れ は 丹羽 さん の 教育 方 針 の 一 つの 現われ 
で ある と 思い ます . われ われ 後輩 の る っ て 箇 と すべ き 
@ ど で あす: 

と の よう に し て 日 本 電気 の 技術 の 推進 に 尽 さ れ ま し 
た が それ が 引い て は わが 国 の 電気 通信 技術 界 と も 数 々 


の 貢献 そ を なさ れ た も の で ある こと と は いう まで も あぁ ありま] 


せん . 昭和 17 年 に は 電気 通信 学会 々 長 に 就任 され 学 


4 抜 山 平 一 : 丹羽 保 次 郎 博 士 の 文化 勲章 受賞 を 祝っ て 


会 に 対し て も 尽 す いせ ち れ まし た 。、 こ の よう に し て で て で 昭 


和 4 年 浅野 賞 , 昭和 8 年 帝国 発明 協会 届 賜 賞 , 昭和 12 ・ 


年 学士 院 央 賜 賞 , 昭和 15 年 勲 四 等 双 光 旭日 章 , 昭和 
17 年 電気 通信 学会 功績 賞 等 数 え 切れ な い 程 の 栄 状 を 
得 ら れ た の 博士 の 御 人 徳 と 技術 へ の 熱情 に 対す る 当 
然 の 帰結 と 言う こと が で きる で し ょ う . 

し か し こと の た び の 敗戦 に より 当時 専務 取締 役 の 職 に 
在 ら れ た 博士 は 進駐軍 命令 で いわ ゆる 公職 追放 の 適用 
を 受け られ 昭和 22 年 6 月 に 日 本 電気 を 去ら れ た の で 
あり ます . 筆者 等 日 本 電気 に 居る も の は こと の 良き 指導 
者 に 惜別 の 情 禁 し 難い も の が あぁ り ま し た が 当時 と し て 


は 次 に 止む を 得 な いと こと で あり まし た . し か し や ゃ が て 
上 述 す る よう は に 技術 に 専念 せら れ た 博士 に 対す る 政治 
的 疑い は 晴れ て 公職 追放 の 措置 は 解 か れ , 再び 公 人 と 
し て の 博士 の 活躍 が 復活 する よう に な り ま し た . 昭和 
24 年 東北 金属 社長 に 就任 せら れ 同年 引き 続い て 電機 
大 学 々 長 に 就任 せら れ ま し た .: 今回 博士 の 功績 が 認め 
られ 最高 の 栄 状 あ る 文化 勲章 の 恩典 に 浴 さ れ た こと と は 
まこ と と に 御 目 出 度 い 限 り で 表 心 より 御 よ ろ と び ぴ び を 申 上 
げ る と 共に 今後 な お 一 層 の 御 貢 献 を 御 願い し て 止ま な 
い 次 第 で あり ます . 


3. 英和 羽 保 次 郎 博士 の 文化 勲章 江 賞 を 祝っ て 


正 員 抜 山 平 


学会 の 方 か や ら , 今回 の 丹 馳 保 次 郎 君 の 文化 勲章 受賞 
に つっき 御祝い の 言葉 と し て , 同 君 が 日 本 電気 株 式 会 社 
を 谷 め て か ら 今 日 に 至る まで の と と を , 同 君 の 面目 が 
衣 ] 吾 加 た る ょ うに 了 筆 風 に 書い て くれ と いう 依頼 を 受け 
隊 本 交 が 私 の 同 君 と の 水 い 交友 を 思え ば 難問 題 と は 知り 
議 計 や っ つも, 喜ん で 御 引 き 受け し た の で あっ た . 

私 は 電気 に 関す る 沢山 の 著書 の ほか に , 「『 学 術 研究 
有 有 で 技術 計画 」 と か 「 科 学 ・ 技 術 ・ 生 活 」 と か いう 題目 
| か ら 見 る と 了 打 午 風 な 娠 物 も 書い た と と が ある の で , 重 
有 有 が た っ と 誤解 され る の か , 孔 筑 の 要求 が 多く て 困っ て 
いる 私 は 適 上 期 に 戦時 研究 に 所 わ れ た た め , 研究 の 
i 今日 その 資料 の 重圧 を うけ 


2 け の 話 で あ っ て , 了 頃 筑 は 実際 は 丹羽 さん の 領分 な 
: 紅 ov, 『 技 術 の す が た 」 (科学 新 興 社 )「 ア メリ カ の 旅 」 
4t- と 和 わ な ど 私 の が いた だ いて 読ん だ も の だ け で 見 て 
は よさ ご ん な に 書け た も の だ と 感心 し て いる 位 で あ 
私 の 学生 生活 を 通じ て 落第 点 を と っ て 困っ た 課目 
体操 と 唱歌 と 作文 と で あっ た . 作文 に 至っ て は 話 
Eo. 高等 学 校 在学 中 は 「 著 」 と いう 央 で 赤 か 


今日 と の 落第 点 に 苦し ん だ 3 課目 
放 が が) 外見 上 私 の 最も 得意 と する も の の よう に , 世間 で 
oncvss sbs. 体操 は 中 学 時 代 に 落 征 を の 
| が れ ょ うと , 学校 の 往復 に も 歩調 を と っ て 歩い た と と 
8 紅 と な 今日 で も 毎朝 ラジ オォ 体操 を 欠か し た と 
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ーー ( 度 応 義 毅 大 学 ) 


と は な く , 体操 自身 も る 上手 に ちがい な い . 唱歌 も 同様 
で , 今日 で は 大 分 声 る 落ち た けれ ど , 電気 音 級 学 の 研 
究 に 引か れ て 声楽 に 注意 し て 来 た の で , 宴会 と な れ ば 
必ず 歌わ され る . 作文 は 御覧 の 通り で ある . これ は 財 
羽 さ ん に は 御 気 の 毒 で ある が , 体操 も 唱歌 も 見 る 人 聞 
く 人 に は 相当 な 迷惑 を 掛け て いる こと こと は 必然 で , 私 の 
唱歌 に 拍手 を する と , アン コー ル だ と 思っ て また 歌う 
か ら 拍 手 を し な いと と に K 申 し 合わ せ て いる 連中 も ある 
そう だ か ら , 我慢 し て いた だ きた い . 

御祝い の 言葉 は 大 切な も の だ と 思っ て , ある 日 曜日 
を ゃ 一 日 つぶ し て 一 応 原 稿 を 書き 終っ た 、 二 , 三 日 経 っ 
て と れ を 読み 返し て 見 る と , まる で 丹羽 保 次 郎 論 と で 
も いう べき も の な の で ,。 と れ は 捨て る と こと に し た 、 そ | 
し て 随 策 の 書き 方 の ヒン ト で も 得 た いと 思い , 川端 康 て 
成 著 新 文 章 読本 と いう 書物 を 手 に 入れ 暇 々 た 読ん で 見 
た . こ の 書物 に は , 坪 谷 道 選 , 長谷 川 二葉 亭 , 平家 物 
語 , 谷崎 潤一 郎 , 井川 竜之介 , 里見 強 , 泉 鏡花 , 武者 
小路 実篤 , 横光 利 一 , 宇野 浩二 , 佐藤 春夫 , 室生 必 星 , 
徳田 秋声 , 志賀 直哉 , 尾崎 紅葉 , 菊地 寛 等 の 文章 を 例 
に と っ て , 分 か り 易 く 書 く の が 文章 の 根本 だ と 書い て 
ある が , 私 の 読ん だ 感じ で は , 分 か り 易 い に は ちがい な 


、 い が よく も 大 に も つか な いと と を , くど ぐ ど じ く < く 長 


と 書い た も の だ と 批評 し た く な る . た だ 初め て 学ん だ 
と と は , われ われ は 文章 は 文語 体 と 口語 体 の ニ つ ある 
位 に 考え て いる が , 文 例 を 読ん で みる と , 各 家 お の お の 
独自 の 文章 が あっ て , と れ を 建設 する た め 心 血 を そそ 
いで 努力 し て いる と と は , 丁度 われ われ が 電気 通信 工 
学 の 建設 に 熱中 する と 同様 だ と いう と と で ある . それ 
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で 新 文章 読本 一 冊 よ ん だ と と ろ で , と の 随筆 が うぅ まく 
書け る は ず が な いと いう 結論 に 達し て が っ か り し た . 

ちょ うど その と さき 赤坂 の 料亭 で 丹羽 さん の た め の 視 
賀 の 会 が あっ た . 私 は 同 君 の 隣り に すわ っ て いた だ ので, 
上 述 の よう な 次 第 を 話し て 半ば 同情 を 求め た の で ある 
が 少し も 反応 が な い , 考 えて 見 れ ば , 随 築 を 書く と と 
が 上 手 で 好き な 同 君 と , 随筆 に 書く と と が 下手 で きら 
いな 私 が 随筆 を 書く 苦労 を 述べ た と と ろ で , 理解 し な 
い の は 当然 で , 酒 の まき らい な 人 に K 酒 あす すめ る 酒席 で 
あっ た れ ば こと そ , と の 点 に 気が付い た の で あっ て , 私 
も 血 の め ぐり が 悪い わけ で ある . それ で 同 君 に は 「 分 
か っ な た. と の 席 の で と を 書 と う 」 て こと 言っ て 約束 を し た ・ 
そし て 同 君 の 話 を 聞い て いる と , 思い 出さ れる 苦 話 で 
あっ て , 私 も ずい ぶん 赤坂 と は 縁 が 深かっ た も の で あぁ 
る ・ 話 は 淡々 と し て , 誰 が どこ とこ から どこ と に 移っ た と か , 


誰が 誰 と 結婚 し た と か いう よう な こと と で , 聞い て いる 


私 に とっ て は 面白 くも る おかしく る な いと と で ある . 
新聞 に コー ド と いう と と が ある . と これ は 新聞 , 雑 
誌 , 放送 な ど 社 会 的 の 報道 機関 が , 民主 主義 の 社会 の 
公 器 と し て 守ら な けれ ば な ら な い 個 条 で ある が , その 
主 な と と は , 真実 を 有り の まま 伝え る と と , 取材 に 偏 
向 が な く 意 見 が な いと と な ど で あ る . と これ は 電気 通信 
と 関係 が 深い 方 面 で ある か ら , 読者 は よく 承知 し て お 
られ る こと と で あろ う が , 私 も 電波 監理 委員 時 代 に は よ 
“回 じじ た レ 講 また 米国 で 放送 な ど む し た と と の ある 
題目 で ある . 丹羽 さん の 話 を 聞い て いる と , 完全 に と 
の コー ド に 合致 し て いて , どこ と に 差し 障 り も な い . 一 
時 間 許 り 話 を 聞い た すえ を , 私 は 吐息 を つい て 

「 き さす が は 情報 セン ター 理事 長 だ 」 
と 言っ た . 私 の 方 は 丹羽 さん と は 反対 に , と の よう な 


放 不用 意 の 言葉 を 吐き つづ け て 居る よう で ある . 単に と 


れ だ け 聞 く と , お し ゃ べり の 奥様 連中 を 批評 する 言葉 
と も 聞こ そる で あろ う 3. 丹羽 さん の 場合 は , 専門 の 学 


有 有 問 に 限ら ちず , 社会 一 般 の 事柄 に つい て 情報 を 集め る の 


た 熱心 で 趣味 が 深く , これ を 処 理 す る の に 公平 で 行き 


| 届い て いる と いう 意味 で ある . と の 天才 が 料亭 で の 世 


| 測 話 に る 逃 ば し り 出 る の で ある . 丹羽 さん は 情報 セン 


i 


ター の 理事 長 と し て 毎日 同 所 に 出勤 し て お られ る そう 


で あぁ る が , 私 は その た め に 同 所 は 非常 と サー ビス が よ 
| いと 感心 し て いる . ある 大 学 の 先生 の 研究 を 指導 する 


| た 当たっ て 。 3 本 以上 の 送電 線 の 共通 の 終端 を 求め る 
| 周 題 に ぶつ か っ た . 前 の 情報 セン ター 理事 長 の 別宮 貞 


讐 者 が 。 三 相 送 電線 の 無 反 午 終 燥 の 考察 を され た と と 


| の ある の を 思い 出し , その 先生 に 情報 セン ターK 行 っ 
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て 同 君 の 論文 の 題目 と 内 容 を 調べ て もら 5 よう に 指示 
し た . 2 へ 3 日 経つ と 返事 が あっ て , 思っ た より は る 
か に 詳し く 報 告 が あり , 論文 も 獲 つ か ある と と が 分 が 
っ た . と これ は 一 例 で あっ て 見 本 抽出 と し て は は な は だ 
不 完全 で ある か も 知れ な い . また 我が国 で 一 般 に 各自 
が 情報 局 と な り た が る 風 が あっ て ;, 情報 セン ター の 
うな も の を 利用 し ょ うと する 風 ヵ 少なく, その た る め 情 
報 セ ンタ ー の 人 々 が 陣 な の か る も 知れ な い . し か し し 情報 
ャ ンタ ー の 仕事 は 非常 に 必要 な 仕事 で あっ て , 丹羽 さ 
ん が その 理事 長 で ある と と は , 我が国 で で きる 最良 の 
と こと で ある と 思う . 
電機 大 学 学長 と いう ぅ う 皿 い 名 前 は , 丹羽 さん に は ちょ 
っ と 不 似 合 の よう で も あろ う が , と れ は 特長 の ある 学 
長 と いう 方 が よい と 思う . 何 を 教え て お られ る みみ, ど 
ん な 教育 方 針 を も っ て お られ る の か 私 は 全く 知ら な い 
が , 学生 に 愛情 の あぁ る と と は 確か で , と れ が 万 事 を を 解 
決する も の と 思う . 伝え 聞く と と ろ で ある な が 卒業 証 
に 対す る お 別れ 講 議 で , 新卒 業 生 に 対す る 座右 の 銘 と 
し て , ベン ジャ ゼン, フラ ンク リン の 言葉 で お る 
C3 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
や いう 五 個 条 を 送ら れる そう で ある が , と れ は 丹羽 き 
ん の 言葉 と 言っ て も よい 位 で あぁ る. 第 1, 総 て の 人 に 
礼儀 正しく , 第 2, 多く の 人 に 奉仕 し . 第 3 , わずか 
な 人 こと 親しく . 第 5 , 一 人 も 敵 を 持た な ない. と いう ご 
と は 誠に よく 実行 し て お られ て , 丹 局 さん を 手 本 と し 
て 行 な な ば と の フラ ンク リン の 言葉 の 通り に 行く と 思 
う . 第 4, 一 人 を 真 の 友 と し , と 言う の は 私 に ば よく 
分 か らち な い . 一 人 と いう の は 神様 だ け を と いう 信仰 的 
な 言葉 だ どろ うか .。 私 も フラ ンク リン の 自伝 と か いう 名 


Be.civil_to all; 
Serviceable to many. 
Familiar with few. 
Friend to One. 
Enemy to none 
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上 の 坪 個 条 は 全く 覚え て いな い . 

と のみ 千 9 きん は 二 和 の 
議会 , 電波 監理 答 員 会 な ど 新 分 野 の 問題 に つぎ つぎ と 
取り 組ま な けれ ば な ら な い 会 議 に 参加 し て , 豊富 な 情 
報 と 公平 な 判断 と を も っ て 取り まとめ の 役 を 果して お 
られ る . 誠に 同姓 は 今日 電気 界 で 最も 大 切な 人 の 一 人 
で あろ うぅ . 


勲章 は とれ を 受け る 人 の 価 植 に よっ て その 価値 が 「 


規制 され る . 丹羽 境 士 が 今回 文化 勲章 を 受け られ た と 
と は , 文化 勲章 の た め に も まな た 鹿賀 すべ き と と で あろ 
3. . 
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6 Arthur A. Oliner: 進行 波 ア テン テ ナ の 原理 


講 


進行 波 ア ン 


Arthur A. Oliner 
(ポリ テク タク ニ ツ ク イジ ステ テ ュ ー ト に オプ ブル ウッ ツク) 


概要 一 般 に 進行 波 ア ン テ ナ は その 動作 原理 に ょ っ て 次 の 三 つ の 形 に 分 ける こと が で きる 
(a) 表面 波 ア ン テ ナ , (b) 漏えい 波 ア ン テ ナ , (c) 周期 アン テ ナ は アン テ ナ 列 
と ぇ に は , と これ ら の 形 に つい て その 考え 方 の 違い を 導 波 管 の 概念 を 用 いて 明らか に し 双 そ れ ぞ れ に つい 
て 例 を 挙げ て あぁ ある. そし て その 例 と し て は 樋 ア ン テ ナ (trough wave guide antenna), 近接 アン テ ナ (proxi- 
* mity antenna), 変調 表面 波 ア ン テ ナ (modulated surface wave'antenna) の よう な 新しい 形 の も の を も 含 


ふ あめ て 説明 し て ある . 


2 衝 V ー 


進行 波 ア ン テ ナ と 言う も の は 導 波 管 の 概念 を も っ て 
考え る と 理解 し 易い 形 の アン テ ナ で ある と 思う . 今 と 
| | の 演説 の 中 で は と の 概念 で も っ て と の 基本 的 動作 原理 
| を 説明 し , 色々 な 形 の も の を 例示 し た いと 思う . ちな 
に 進行 流 ア ン テ ナ は し ば し は ば 空気 の 抵抗 を 少な くす 
有る た め の 飛 釣人 用 アン テ ナ と し て 用 いら れる も の で あ 
る 
| この 種 の アン テ ナ は その 基本 的 動作 原理 か ら 見 て 次 
罰 | の 三 っ の 形 に 分 ける ろ と と が で きる . 

8 (a) 表面 波 ア ン テ ナ 

有 | (bb) 漏えい 波 ア ン テ ナ 

放 (ce) 周 項 ア ン テ ナ 又は アン テ ナ 列 

< どれ ら の 間 の 根本 的 な 違い は 次 の よう に 要約 する と と 
My が で きる .・ 

RMRD i を し で い 
| で て それ は 先端 で 終端 され て いる . 表面 波 伝 送 線 そ れ 自 
| 体 は ふく 射す る も の で な く た だ その 先 妖 又は 後 端 で の 
eonien hy 
4 ける わけ で ある か 普通 は その よう な 不 連 続 部 は な 


* 4 of Traveling Wave Antennas, 
By Arthur A. Oliner (Polytechnic Institute of 

ff Brooklyn, Brooklyn, New York, U.S.A.). 
|  [ 准 次 番号 3163] 
及 * 本 次 は 1959 年 11 月 13 日 早 大 に お ける 本 会 アン 
ティ ナ # ょ び マ ィ イク ョ 波 伝 送 研究 専門 委員 会 並び に 
電気 学会 電磁 界 理論 研究 専門 委員 会 共催 講演 会 の 
講演 内 容 で ぁ る . 日 本 電信 電話 公社 電気 通信 研究 
所 知 津 祐 元 氏 に ょ っ て 翻訳 掲載 し た . 
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い ). と の ふく 射 特 性 は 縦 形 (end fire) ピー ぇ ム か 又は 
それ に K 近 い 形 状 の も の で あぁ っ て , その 代表 的 な る の は 
誘電 体 板 や ひだ 付 (corrugated) 面 で つく らち られ る アン 
テ ナ で ある ろ る: 

次 の 漏えい 波 ア ン テ ナ は 根本 的 に は 導 波 管 で あっ て 
その 長 さ の 方 向 に 沿っ て 少し ずつ 電波 が も れ て ふく 入 
する よう な 切れ目 が 連続 し て つけ て ある よう な もの. 
で あぁ ある. こと この 切れ 目付 の 導 波 管 の 電磁 界 談 態 は 切れ 目 
な し の も の と は 多少 異な っ て 来 て , その 切れ 目 全 体 に 
わた り ふ く 射 が 行なわ れる . と の 形 の も の は その 開口 
全体 に 渉 る ふく 射 分布 を 自由 に 調節 する と こと が で きる 
の で 非常 に 失 鋭 な ピー ム を 形成 する と と が で きる . こ 
の ビー ム は 一 般 に 乾 横 又 は 真正 面 か ら 5°* 以上 は ず ざれ. 
て いる どの よう な 方 向 に も 指向 させ る よう に 設計 する . 
と と が で きる が 正 横 又 は 真正 面 に は 指向 させ る と て 
は で き な い 、 漏 えい 波 ア ン テ ナ の 例 と し て は ば スリット ド 
付 導 波 管 や 不平 衡 形 樋 導 波 管 を 挙げ る と と が で きよ 
he 

周期 アン テ ナ 又 は アン テ ナ 列 は 導 波 管 に 周期 的 に 負 . 
荷 を か ける (た と えば スロ ッ ト と か ダイ ボー ル と どか 
で ) よう に し , 多く の 場合 は その 負荷 の 素子 を 半 波 長 . 
以上 , 離し 相 隣 り 合う 素子 の 位相 は 互 に 逆 と な る よう 
に する 、 こ の 形 の アン テ ナ は 実際 は 漏えい 波 ア マテ ナ 
の 一 種 で , 特に その 隣り 合う 素子 の 位相 を 互 に 逆 と す 
る と と に より (後に 説明 する よう に ) 漏えい 波 の 最低 ; 
Ce ド を 抑圧 し た も の で ある と 考え られ る . し た が っ _ 
て その ふく 射 は 二 次 漏 えい モー ド に よる せ の で , その 
た め に 素子 は 充分 離し て 配置 され カッ ト ・ オ フ 以 上 に 
な る よう に な っ て いる . と の 形 も その 開 品 分 布 を 自 曲 
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に 調節 で きる の で 失 鋭 な ビー ム を 形成 で きる 上 , 一 次 
旋 え い モ ー ド を 用 いる の で ある か ら , その ピー ム を 真 
横 で も 真正 面 で も いか な る 方 向 に も 指向 させ る と と が 
で きる . も っ と も 真横 (broad side) と ビー ム を 指向 さ 
せる に は 特に 考慮 を 必要 と する 点 る も ある が , と の 形 で 
最も 広く 知ら れ て いる の は スロ ッ ト ・ ア レイ で ある . 

次 に それ ぞ れ の 形 に つい て , その 基本 的 動作 原理 を 
説明 し , 実際 の アァ アンテ ナ の 例 を 示し , 林 導 波 管 アン テ 
ナ , 近接 アン テ ナ , 正弦 波 変 調 の 表面 波 ア ン テ ナ 人 箋 の 
新しい 形 の も の に つい て も ふれ る と と に する : 

2. 表面 波 ア ン テ ナ 

普通 用 いら れ て いる 表面 波 伝 送 線 の 例 を 図 1 に 示し 

た が , て の 中 誘電 体 板 と コル ゲー ト 板 は 偏平 な る の で 


あう り 他 は 円 形 断面 の も の で ある . と これ ら の 特性 は それ 
ぞ れ 異な る も の で は ある が , 共通 する 重要 な 点 は , と 


| 有 | れ ら は た だ 一 つの 姿態 の 波 を 伝送 する よう に で き て お 


り , この 姿態 は 固有 の , と の 表面 と よっ て いて , ふく 
射 し な いる の で ある と 言う こと と で ある . 又 こ の 波 は お 
そい 波 ( 伝 ぽ ん 速度 が 自由 空間 より 遅い ) で あり 横 の 
方 向 に は 対数 的 に 又は それ に 近く 減少 し て いる し , 技 
ば ん する 方 向 に つい て は 一 定 振幅 で ある と 言う 性 質 を 
る も っ て いる . と これ ら の 詳細 な 特性 に つい て は 既に 御 承 
知 の こと と 思う . 

さて , この 波 は この 線路 が 無限 に 続く 限り それ 自体 
ふく 射る や し な いで , た だ , と の 線路 が 終端 され た と き 

だ け ふ く 射 する . と この 事実 を 無視 し て と の 形 の アン テ 
| ナ の ふく 射 特 人 性 を と の 表面 波 伝 送 線 の 開口 に 沿っ て と 
れ に 固有 の 理論 的 電磁 波 姿 態 が 分 布 し て いる と 考え て 
| 計算 する と と が し ば し ば ある が , と の 計算 法 は (eq- 
| uivaleuce principle- 電 砂 界 等 価 の 法 即 - を 根拠 と する 
わけ で ある が ) その 終端 状況 に よっ て 異な る 実際 の 電 
| 磁界 分 布 を 正確 に 知っ て, と れ に より 求め な けれ ば 意 
有 味 が な い . 物理 的 に 考え る と こと の 近似 的 計算 法 は よく 
| な いよ うに 思え る が , 実際 上 は か な り よ い 結 果 を 得 ら 
計れ る と と が 多い . 


a @ 


誘電 僚 板 ポリ ロッ ド 6G- 療 路 


実際 の ふく 射 は この 伝送 波 の 終端 部 と , 給電 用 導 流 
管 又は ホー ン と の 接続 部 で 起 る わけ で ある の に 価 故 ご 
の よう な 計算 法 が 実際 に 適合 する の で あろ る うか? こと 
の 答 は 最近 米国 空軍 ケン ブリ ッ ジ 研 究 所 の F.J. Zuc- 
ker 氏 に よっ て 与え られ た . 彼 は まず 一 様 振幅 ・ 直 線 
的 位相 変化 の 開口 か ら の ふく 射 特 人 性 は (sin x)/ の 形 
と な り , と の 結果 が 上 述 の 近似 計算 法 に よる 結果 に 族 
応 す る わけ で ある が , と れ は 書き 直す と 


sin'% る 
SN i or 
i TT CT a ) (EN 
と と に x ォ x=AL—kLcos@ (C2) 
2L 
図 2 一 様 表 面 波 アン テ ナ 


と な る . は アンテナ の 全長 の 半分 , 々 は 表面 波 の . 
伝 ば ん 定数 , k は 自由 空間 の 伝 ぽ ん 定数 , 9 は と の 雪 
面 か ら の ふく 射 の 方 向 と する . 今 ふ く 射 位相 の 中 心 を 
アン テ ナ の 中 央 に と る と ( 図 2 を 見 よ ) 式 ① の 存 
辺 は アン テ ナ の 両端 か ら の ふく 射 々 その 位相 を 適当 と 
考慮 し た も の に 相当 し て いる と と が 分 る 。 そ し て その . 
場合 の それ ぞ れ 両端 か ら ふ く 射 する ふく 射 特 性 は 両者 
と ども その 形 は 等 じ く 1/* で 表 わ お す と と な が で きる 計 弐 
(1) 中 の 負 符 号 は 表面 波 が 給電 点 で 励 振 さ れ , 他 の 端 
か ら 出 て 行く と と も 表わし て いる と 考え られ ろ る ぶ く 
射 端 か ら の み の ふ さく 射 特性 は 大 体 1/ 々 で ある と と せ も 
広く 知ら れ て いる . 

か く 考 えれ ば こと の 近似 計算 法 は 表面 波 伝 送 線 の 両端 
か ら 同 形 の ふく 射 を し て いる と 考え た も の に 相当 し て 
いる こと と が 分 る 。 この と と は こと の ふく 射 電磁 界 の 半分 
は 給電 部 に よっ て な され る こと と , すなわち 表面 波 伝 送 
線 の 励 振 能 率 は 50 攻 で ある と と を 示し て いる . と の 
よう な 場合 に は , この 最大 可能 利得 は Hansen-Wood-. 
yard の 式 に よっ て 与え られ る . 

と の Hansen-Woodyard の 式 よ り 高い 利得 の る の 


は , と の 励 振 能 率 を 非常 に 高く し , 先端 で の 横 方 向 の " 


電磁 界 の 広がり を 大 きく する た め に 表面 波 伝 送 線 を 海 
次 テー パ す る と 得る と と が で きる . と この 有 様 を 図 3 に 
示し て ある が , と の よう に 先端 の 電磁 界 を 広げ , 見 掛 
け の 開口 面 を 広げ る と 高利 得 を 得る と こと が で きる . こと 
の テー パ 付 表面 波 ア ン テ ナ の 欠点 は 非常 に 長い テー 


部 を 必要 と する と と と , 全 江 可 で は 令 敵 畠 由 の 信 は が 
‘7 


8 Arthur A. Oliner : 


進行 波 ア ン テ ナ の 原理 


速度 が 自由 空間 の 
それ に 非常 に 近接 
する た め 不 安定 に 
和 5 と で ある 
カ 交 一 方 広 替 域 性 ノノ ン , クン 
起 あ る と 言う 特徴 ) 図 3 テー パ 表 面 波 アン テ ナ 
も る ある. 
Hansen-Woodyard の 式 よ り 高 い 利得 を 得る る も う 一 
つの 方 法 は 図 4 に 例示 する よう な 変調 表面 波 ア ン テ ナ 
で ある . と の 型 は 最初 仏 国 パリ の C.S.F. の Simon に 
所 卓 さ れ “シガー=! リ テン デ ナ と ど 奈 ば れ だ 。 こと れ 


は その 動作 原理 か ら 言っ て (c) 型 に 属す る の で 後に 
述べ る と と に する . 


図 4 変調 され た 表面 波 ア ン テ ナ 


と の テー パ 付 お よび 変調 され た 表面 波 ア ン テ ナ の 研 
究 は ブ プ ブルックリン ・ ポ リ テ ク ニッ ク 研 究 所 で さら に 進 
め ら れ て いる . 

9 性 を ペ 拓 アン シテ ナ 

漏えい 波 ア ン テ ナ は , 一 部 の 電波 だ が も れ て ふく 射 し 
語 で ゆ の さよ うに 適当 に つく られ た 切れ 目 を も っ た 導 波 管 
で 構成 され て いる も の で 図 5 に その 例 が 掲げ て ある . 
有 有 電波 は この 導 波 管 に 沿っ た 切れ 目 か ら 全 長 に わた っ 
で ふくさ 射 し て 行く の で , 導 波 管 の 中 に 残る 電力 は 尊 次 
3 少な く な り 減 次 し て 行く . すなわち 伝 ば ん 定数 は 複素 
」 数 と な る . 叉 管内 伝 ぽ ん 速度 は 切れ 目 の な い 場 合 と 僅 

か じ か 異 な ちら な いか ら こ と れ は 速い (自由 空間 に 比べ て ) 
計 波 に な る . と の 有 様 を 画 い た の が 図 6 で 電磁 界 の 線 を 

有朋 容 に 書い て ある の は それ が 強い と と を 示し て いる . 


7 ? 


’ 


チャ 和則 波 代 
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2 
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図 6 よ り ぇ < の 大 きく な る に し た が っ て 単位 長 当 り 
の ふく 射 電力 は 少な く な り , 一 方 先端 で の 電磁 界 分 布 
を 横 に 破線 に 沿っ て 考え て 見 る と ある 点 ま で は 閣 次 増 
大 し て 行く と と が 分 る . と の 限界 点 を 過ぎ る と 電磁 界 
は 委 に 無く な っ て し まう . と こと まで の 高 さ は どこ と か ら 
ふく 射 が 始ま ゥ ら て いる か に よっ て 定まる ちる の で あろ: 


cos0 ~Allg 


斉 えり 青 誠 飼 


図 6 漏えい 導 波 管 よ り の ふく 射 


漏えい 波 の 特性 は 横 方向 の 共振 界 か ら 又 は 適当 な グ 
リー ン 函 数 の 極 と し て 求め る と と が で きる が , と の 解 
は ある 座 態 に 対応 し て 空間 の どの 点 に も 適応 され る も 
の で な く て は な らら ない. 漏えい 波 の 解 は 無限 達 で 発散 
する 一 一 と の こと は 物理 的 に 無 意 味 で あっ て ある 姿態 
に は 対応 し な い . すなわち 漏えい 波 は 実際 に 連続 スペ 
クト ラム の 一 部 で あぁ っ て (すなわち ふさ く 射 界 で あぁ っ 
て ) 図 6 に 示し た くさ び 形 の 部 分 の 中 だ け で 物理 的 に 
意味 を も つ し 又 有 用 で も ある . 

図 7 に は 表面 波 と 漏えい 波 と を 対比 させ て 表 に し て で 
ポポ ら し に 


表面 波 漏えい 流 

1. 一 定 の 姿態 1. 姿態 不定 

2. 電磁 界 は 表面 か ら 離 れれ | 2.、 電 磁界 は 表面 か ら 離 れ 
る に し た が い 対 数 的 に る に し た が い 対 数 的 選 
減少 する 増加 する 

3. ふく 射 し な い "人生 基 に わっ て 

4. 表面 に 沿っ て は お そい | 4、 表 面 に 沿っ て は 速い 伝 
伝 ぜ ん 速度 ば ん 速度 

5. 電波 姿態 は 各 点 で 明確 | 5.、 電 波 姿 態 は た だ あぁ る 区 
で ある で の る みて で 列 計 き 宙 導 


図 7 
漏えい 波 自 体 は と の よう に 姿態 が 判然 と し な いた め 
複雑 で ある が , その 動作 は 単 刀 直 裁 で ある . すなわち 
半生 


et 


\ 


で よく 一 致 
る 
EP 


NE 
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る の で ある か ら そ の 動作 は 了解 し 上 易い. その ふく 射 特 
性 は 開口 分 布 か や ら 普 通 の 方 法 で 計算 で き て , その 精度 
は 非常 に 高い , 何故 な ら 給 電 端 で は 僅か し か 不 連 続 が 
な いし 叉 大 部 分 の 電力 は 他 端 に 達し な いう ち に ふく 射 
され て し まう 故 で ある . 

と の 開口 分 布 を 適当 に 調節 する と と に より ふく 射 特 
性 を 非常 に よく 制御 する と と が で きる . 漏えい 量 が 多 
i et te tb 

し て 多く の 漏えい アン テ ナ は アン テ ナ の 幾何 学 的 形 
状 と 漏えい 波 と の 関係 の 正確 な 理論 が ある の で , 他 の 
形 の アン テ ナ に 比べ 理論 的 ふく 射 特 性 と 実測 値 と は よ 
く 一 致す る . 


図 8 SRI 漏えい 波 ア ン テ ナ 


と の 理論 値 と 実測 値 の よく 一 致す る と と を 示す 例 と 
し て 図 8 に 示す スタ ン フ ォ ー ド 研究 所 で 設計 され た る も 
の を 取り 上 げ て 見 よう . 開口 分 布 の テー パ 付 け は 導線 
の 間隔 を 変化 させ て 行ない , 撤 物 面 鏡 は 平面 波 を 励 振 
する た め に 用 いら れ で てい る. 電波 は と この 導線 と 直角 の 
方 向 に , こ の 導線 と 底板 の 間 を 進 な が, その 間 に と の 導 
線 の 間 か ら 漏 えい する よう に な っ て いる . 主 ふ く 射 方 


向 は 波長 に よっ て 35° か ら 70° の 間 変 化す る が , そ 


の 一 例 を 示し た も の が 図 9 で あぁ る . 理論 値 と 実験 値 は 
16dB の 点 
の 少 さ い 肩 
の 避 世 る ま 


図 9 " 図 8 の ァ ン テ ナ の ふく 射 特性 
ODOT 


誠人 直 穫 いも れ で い 剛 


10 に 示す 不平 衡 樋 導 波 管 が ある . 樋 導 波 管 は 平衡 形 
] で あれ ば ふく 射 し な い が 庶 板 の 段 違い が 不平 衡 を 起 し 


< く を 生 せ し やる. し た が っ て と の 段違い の 高 さ が 


ふく 射 の 量 を 決定 す 
る EAC 2 


立て らち られ て いる 2 


は その 構成 が 簡単 で 


易 に 接続 で きる と 言 


図 10. 夢 続 し て 不平 衡 な う 長 所 を 持っ て いる 
樋 導 波 管 他 , 中 心 導 板 を た と 


えば 周期 的 に 変化 させ る 等 の と こと と に よっ て 線路 の 伝 ば 
ん 定数 を 容易 に 変化 させ る と こと が で きる 特徴 る ある. 
最近 切れ 目付 角形 導 波 管 よ りな る 漏えい 波 ア ン テ チ ナ 
の 相互 干渉 に つい て の 研究 も な され た . と これ ら の 効果 


は 漏えい 波 ア ン テ ナ で ア ン テ 列 を つく っ たり , 性 波 忠 = 


の 影響 を 考慮 する の に 役立つ も の で あっ て , , ブ ルッ ク 
リン の ポリ テク ニッ ク 研 究 所 で 今 は 東北 大 学 に 帰ら で 


いる S. 西田 博士 と よっ て な され た も の で ある ろ る 減衰 : 
定数 の 影響 の た め 漏 えい 波 ア ン テ ナ の 相互 干渉 は 表 画 


波 ア ン テ ナ の 場合 と 異な っ て 来 て ,, あ る 場合 で は ぷく 


射 特性 に も 影響 や お よ ば す よ うな 重要 な 役割 を する と 


と も る も ある と と が 分 っ ぞ 来 た 、 
4 周期 深 ン シテ ナチ ナ 双 ば が E22 

漏えい 波 ア ン テ ナ に お いて は , その 主 ※ く X 貢 方 向 は 

減衰 定数 が 小さ い 場 合 大 体 
cos 9=2/2, (3 
で 与 系 お 和 れれ る の と る に た 00 は デン の . 面 で 0 
2, 2。 は それ ぞ れ 自由 空間 お よび 管内 の 波長 と する 
と の 式 か ら 漏 えい 波 ア ン テ ナ で は な ん ら か 特殊 な どど 
を 考え な い 限 り 横 又は 終 方 向 に ビー ム を 出す と こと ど は 不 : 
可能 で ある と と が わか る . と の 制限 を 破る 一 つの 方 法 : 
は 一 般 の 漏えい 波 ア ン テ ナ の よう に (少な く と も 基本 
的 に は ) 連続 し た 負荷 と し な いで , 周期 的 に 負荷 する 


と と で ある . と の 周期 的 に 負荷 する 個々 の 素子 は 充分 
互 に 離し て 設置 し 格子 理論 で 言う 第 一 高 次 波 で ある 次 


の ビー ム が 出現 する よう に する 。 と どう すれ ば この ビー 


ム は あら ゆる 方 向 一 一 縦 の 逆 の 方 向 か ら 横 方 邊 ある いて 


は 縦 の 進行 方 向 ま で 一 を 指向 させ る と こと が で きる . 
し か し とれ だ け で は 前 の 漏えい 波 % 同 時 に 存在 する の : 


る 


=< め に 丁 席 これ と 同形 の 逆 位 相 の 一 群 を さら に 加え ら 
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は 相当 正確 な 理論 が 


の よう な 構造 の も の ' 


あぁ あり, 同軸 線路 に 容 : 


Tr 
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プー 


近 織 アンテナ 列 : ダイ ポー ル と 散 行 2 齋 


al 


正 菅 的 変 画 の コル ゲー ト 類 


ーー 
cc  ., 


・ 基 列 形 ス ロッ ト アフ テ ナ 見 


側 清 スロ ッ ト アッ テ ナ 銘 


図 11 周期 アン テ ナ 列 


れ て いる が , 最も る 広く ん 用い られ て いる の は 角形 導 波 管 
1 の 並列 形 ス ロッ ト ア ン テ ナ 列 と 側壁 スロ ッ ト ア ン テ ナ 
列 で ある こと これら の 例 は 図 11 に 掲げ て ある が , と れ ら 
に つい て は 既に 多く の 文献 も ある の で と こと で は 説明 を 
放 略 する こと に する . た だ と これ ら は アン テ ナ 列 の 代表 的 
な る の で あっ て , と これ ら の 主 ふ く 射 の 方 向 は 


i (4) 
g 


で 上 与 殖 られ る て こと を 注意 し て お く . . と と に 2g は 一 つ 
の 和 群 に お ける 相 隣 る 素子 の 間隔 で ある . 


ダイ ポー 並行 2 柏 ダル 
, / 20 
i 並行 2 線 
上 かぁ 見 を 思 Fm 
4 
Rt 有 「 図 12 近接 アン テ ナ 例 : ダイ ポー ル と 


計っ 並行 2 線 


放 1 ポー ル 列 の 比較 的 新しい 形 と し て , 図 12 に 示 
有 よう な その ダイ ィ ホ ポール が 隊 行 一線 式 給電 線 の 近く に 
| 匠 か れ , その 給電 線 の 空間 に 伸び て 来 て いる 電磁 界 に 
| 結合 し 成 振 さ れる よう な 村 造 の も の が ある . と の 形 の 
有 % の は その 励 振 法 が 直接 接続 され ず に た だ 近く に 置い 
| て ある と 言う た め に 近接 アン テ ナ 列 と 称す る . と の 形 
] の も の は 沙流 管 が 大 さく な り 過 ぎ て 不便 で ある よう な 
有 比較 的 低い 周波 数 と お いて 最も 有用 で ある . も ちろ ん 
| その 七 作 原 理 は スロ ッ ト 港 波 管 アン テ ナ 列 と 全く 変り 
無い 

放 5$ う 一 つの 新しい アン テ ナ 列 形 の も の と し て 図 13 
| に 示す 周期 抱 不 平衡 形 栖 導 波 管 アン テ ナ が ある . と れ 


3 


: 式 10 の 連続 不平 衡 形 と は 違っ て , 不平 衡 を 生 ぜ し 


| の る 庶 板 を 中 心 導 板 の 両側 に 周期 的 に 交互 に 設け て 相 
る ー マ の 全 の 拉 え いい 
有 を 抑圧 し て 高 次 波 だ け を 有効 に ふく 射 せ し め る よう に 


| ン デ ナ の 形 の も の と 動作 原理 は 等 し い が , 相当 高い 周 


tm 
1 


C0 


波数 で る 容易 に 工作 で きる と 言う 特徴 を も っ て いる . 
と の 形 の も の の 一 つの 特長 と し て さら た に 次 の と こと が 
ある . それ は 上 述 の と の 種 の アン テ ナ で は 各 ふ く 射 単 
位 素 子 の 点 で 多少 の 線路 に 対し て の 不 連 続 , すなわち 
反射 波 を 生ずる と と に な る が , と これ が 特に 横形 ふく 射 
の 場合 すなわち 各 素 子 間 の 間隔 が 2。 選 で ある と き に 
は 各々 の 反射 
は 同位 相 で 相 
加わ り 入 力 イィ 
ン ピ ー ダ ンス 
も ふく 射 特性 
も 劣化 する と 
と に な る :。 も 
ちろ ん , と れ 
に 対す る 対策 
図 13 周期 的 に 不平 竹 な 樋 導 波 管 。 は 色々 ある が 
そう 簡単 で は な い 場 合 が 多い . と の 林 導 波 管 アン テ ナ 
の 場合 は 図 13 に も 示し て あぁ る よう に 小さ い 棒 を た て 
る と と に よっ て 容易 に 補償 で き て 横 方 向 に も 自由 に 

ビーム を 指向 させ る と こと が で きる . 

今 ま で は 基本 的 漏えい 波 を 位相 を 交互 に 変換 し て ア 
ン テ ナ 列 を 作る と こと に よっ て 抑圧 する 方 法 を と る も の 
を 記し て 来 た が , 周期 的 に 配列 し た 素子 を 速度 の 遅い 
波 で 励 振 す る 方 法 も 又 有 用 で あぁ ある. 補 い 波 で 励 振 す れ 
ば 漏えい 波 は ふく 射 さ れ な いか ら , 位相 の 交互 変換 は 
その 必要 な いと と は 説明 する まで も な いで あろ う . と 
の 遅い 波 を 得る 方 法 の 一 つと し て 普通 の 導 波 管 を 管 
内 波長 2。 が 自由 空間 波長 より 短く な る よう な 充 
分 高い 誘電 率 を も つ 物 質 で 充 た す と と も 考え られ る . 
と の よう な 導 波 管 な ら ば スロ ッ ト は 互 に 位相 逆転 を し 
な いで 配列 し て も よい と と に な る . 遅い 波 と 周期 的 に 
配置 され た 素子 と に よっ て 作ら れる 他 の 一 つの 例 と し 
て は , 誘電 体 棒 又 は G- 線路 や, それ を 囲 よ うに 配 
置 し た 円 環 で 周期 的 に 負荷 する も の も 上 げ る こと と が で 
きる .。 と れ 等 の アン テ ナ の 主 ふ く 射 方 向 は も ちろ ん 式 
(4) に よっ て 求め る と と が で きる . 

最後 に 変調 され た 表面 波 ア ン テ ナ に 目 を 向け て みよ 
う 、 基 本 的 漏えい 波 は と の 場合 ふく 射 さ れ な い . 何故 
な れ ば こと の 変調 され た 表面 波 は 遅い 波 で ある か ら , し 
た が っ て 有効 な ふく 射 を 得る た め に は こと の 変調 の 間隔 
は 第 一 高 次 姿態 の ふく 射 が 超 る よう に 充分 離し て お か 
な けれ ば な ら な いわ け で あっ て , も し この 間隔 が 狭 過 
ぎる と 変調 し て も それ は 単に 表面 波 の 状態 を 少し 変形 
する に 過ぎ な いと と に K な っ て し まう . と の 形 の 代表 的 」 


「 を 揚げ る と と が で きる . と の 他 誘 電 体 板 を 変調 し た も て , RP うな 展 と a sk 
| の や , 八木 アン テ ナ を 変調 し た も の 等 色々 の 形 が 考え 沿 光 ES この 種 の アン テ ナ の 精確 な 理論 は or ‘ 
: られ 提案 され て いる . と の 形 の る の は も ちろ ん 一 般 に まだ 売 分 だ で らち れ で いな い の で ; 将 玉 発達 する と と が 所 

| どの 方 向 に も 主 ビ ー ム を 向け る と と が で きる わけ で あ 期待 され て いる EN 
る が , 多く の 場合 は 高利 得 ・ 縦 形 ア ン テ ナ と し て 考え 
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非 正弦 波 周 期 磁界 に よる 電子 ビー ム の 集束" 


正 員 金田 宣 田 
(大 阪 府 立 大 学 工 業 短 期 大 学部 ) 


正 員 落 田 栄治 
(大 阪 大 学 工 学部 ) 


要約 進行 波 管 等 に 用 いら れる 高 電 流 電子 ビー ム の 周期 磁界 集束 に お いて , 磁界 の 波形 が 電子 ビー ム の 
変動 。 安 定性 に お よ ょ ぼ す 影響 に つき 理論 的 検討 を 行なっ た も の で ある : 結論 的 に は 特殊 な 波形 を も つつ 周期 
磁界 を 用 いる と と に より , 従来 の よう な 正弦 波形 で 変化 を する 周期 磁界 に ょ る 集束 より も 電子 ビー ム の 次 
動 , 安定 性 等 を は る か に 向上 せしめ 得る と と を 理論 的 に 解析 し , アナ ログ ゴン ピュ ー タ に より その 結果 を 
確か め あめ た も の で あぁ ある. そして, と の 種 の 特殊 周期 磁界 は 高 電 力 ) 高 能率 の マイ ク r 波 電子 管 の 電子 ピー ム 
集束 用 周期 磁界 と し て 有効 な も の で あぁ る と と を 示し て いる . 


1 抽 2 言 


進行 波 管 等 に 用 いら れる 細長 い 高 電流 電子 ビー ム の 
形成 の た め に は 適当 な 集束 装置 を 必要 と し , まず 最初 
均一 磁界 が 用 いら れ た が 永久 磁石 に よる 周期 磁界 を 用 
いれ ば 電子 ビーム に 多少 の 変動 は 存在 する が 集束 装置 
の 重量 軽減 や , 集束 に 要する 電力 の 不要 性 等 の 点 よ り 
非常 に 有利 と な り , いわ ゆる パッ ケー ジ 形 の 進行 波 管 
が 製作 され る よう に な っ た . そし て , その よう な 研究 
を 三 , 三 発表 えさ れ て いる の. し しかし, それ ら の 
理論 的 取扱 い は すべ て 簡単 な る た め に , 軸 方 向 に 正弦 
波形 で 変化 する 周期 磁界 に つき 解析 し , こと これ に 近い 磁 
界 を 形成 し て 集束 を 行なっ て いる よう で ある が 正弦 波 
周期 磁界 を 用 いる と と は 必ず し ゃ も 最良 の 条件 と は 考え 
られ な い の で , 一 般 的 な 非 正弦 波形 を も つ 周 期 磁界 の 
場合 の 電子 の 集 東 状態 を 考察 し て みた . と まで いう 最 
良 条件 と は 電子 ピー ム の 変動 の 微小 化 に 主眼 を お き , 
磁界 作成 に 対す る 能率 と いう よう な も の は 第 二 論 的 な 
も の と する . 
| 一般に 周期 磁界 集束 に て 良好 な 集束 を 行なう た め に 
| は, 磁界 集束 力 と 空間 電 共 発 散 力 と の 平衡 条件 と か , 

電子 ビー ム の 周期 磁界 へ の 入射 条件 等 が 均一 磁界 集 東 
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1 
Ee" 


化 , 大 電力 化 た 対し て は 磁界 周期 を 短く する 必要 が あ 


の 場合 より 滋 格 と な る . 更に 周期 磁界 集束 の 場合 は 一 
般 に 大 電力 化 と 共に 電子 ビー ム 変 動 が 大 と な り , か つ 
磁界 の 強 さ , 周期 , 電子 ビー ム の 動作 電圧 等 の 関数 と 
な る ファ クタ に 安定 限界 値 が 存在 する た め ゐ め 変動 の 微小 


i I I I 


り 周 期 磁界 作成 上 種々 の 困難 性 を 生ずる . われ われ は 


非 正弦 波 周 期 磁界 に ょ る 集束 特性 を 理論 的 に 検討 し , 


その 取扱 いで は 一 つの 特別 な 場合 と な る 正 疲 波 周期 磁 


界 に ょ る 集束 特性 と 比較 検討 を 行なっ た . も ちろ ん , 


ぁ ら ゆる 種類 の 波形 の 周期 磁界 に つき 一 般 的 に 取扱 う 
の は 困難 な る 故 , 比較 的 容易 に 形成 し 得る ご と き 液 形 
の 範囲 内 で 検討 を 行なっ た . 


2. 非 正 弦 波 周 期 磁界 に よる 
電子 ビー ム の 集束 


陰極 磁界 界 漫 系 の 電子 の 運動 方 程 式 は 周知 の ど と く 
DN RTD DE 
s+( 2 )r ( 3 ) 0 


に 講 
に 
B。: 四方 向 磁界 *。: 電子 ビー ム 基 準 半 篤 
B。: 陰極 面 磁 東 密度 ァ 。: 陰極 半径 
?: 体積 空間 電荷 密度 。*: 真空 誘電 率 


7: 電子 の 比 電 花 Ce/m) 
紀 。 と し て 一 般 的 な 波形 を も つ 周 期 磁界 と し て は 
B= 3 Bcos( = Fa +0,) (2 
n=0 


ル : 周 期 6: 位相 角 
で 表わさ れ , 磁界 は 直流 分 を 持た ず , 半周 期 の 波形 は 
左右 対称 で , 正負 各 半 周期 の 波形 は 等 し いと すれ ば , 


昭和 235 年 1 月 電 気 通 
還 さ 
x 2n7 
Ba FE 
EE 
ws SB co 人 二 ) 
n=1 


で 表わし 得る . 磁極 の 周期 的 配置 に よっ て は , 一 般 に 
式 3③) の ど ご とき 磁界 と な る 故 . 以下 こと の よう な 磁界 に 
つき 考察 を 進め る . 式 (3) より 5,2? を 求め あれ ば , 
B,'= Be 1+ XP,cos 2 2| (4) 
n=1 
B, : B, の 実効 値 , PP: 磁界 波形 に より 定まる 定数 
の ど と さく 表わし 得る . 式 (④ を 式 1) に 代入 すれ ば 


0 4nz 
+ (23) [1+ XP,cos 7 zr 
RN ON 
Dy [人 か で 半 
と な り , この 非線形 微分 方 程 式 の 解 を 検討 すれ ば 電子 
ビー ム の 集 東 状況 を 知る こと が で きる . 


3. 電子 ビー ム 半 径 の 変動 


電子 ビー ム の 変動 を 調べ る に は は 前節 の 式 (5) を 解け 
ば よい が 正統 波 周 期 磁 界 , 電磁 界 共存 周期 界 等 の 場合 
に こと れ と 同様 な 式 の 近似 解 を 求め , 変動 の 大 き さ , 安 
定 条 件 等 に つき 二 , 三 研 究 が な され て きた いい ~⑰⑦, わ 
れ わ れる も 非 正 編 波 周期 磁界 の 場合 に つき 変動 の 大 き さ 
を 検討 する . 今 , 次 の ど と く 記 号 を 定義 する . 

T= / r= Lh; (ED 0o=2z1n;L, | 


2=Ut, Uo= 27V,, T=ot=27z2/L, 
C= (1/2)° CB ilo)”, &= (7/2)° CBlo)’, 


b= (1/2° (Blo)’, £28 
By =}/ 3 Tar enV 
= (2/7)°*・(p7/2 ¢) ; 
。 : 軸 方 向 電 子 速 度 V。 : 等 電位 空間 電位 


&。: 陰極 面 磁界 パラ メー タ @: 磁界 パラ メー タ 
gp: 空間 電 共 パラ メー タ 5 : Brillouin 磁界 
式 (6⑥) を 用 いれ ば 式 ⑤) は 


+a1 + 3 Pcos 21T 1+ 
n=l 


wt 
{1—8+8° — 8 ey— 70/7 0 Ca 
: (1-359+68°—108°.….}=0 3 


と な る . 式 で 7) に お いて 集束 力 と 発散 力 と が か な り よ 


| く < 平衡 し 電子 ビー ム 変 動 9 が 充分 な る と き を 考え る と 
3 2 + +[a a(1+ FPcos2nT)+38R+h 


第 43 巻 1 号 13 


+a(1+ > 2P sc0s 217 )- ZKk-8=0 


(C8) 
=(e./@)(r./r。)* (陰極 面 磁界 界 温度 係数 ) 
を 得る . 今 式 (⑧ に お いて 


+ (1+ 2 XP cos2nT )+38K+8 b= 0 


(C9) 
な る 同 次 方 程 式 を 考え % て みる . と れ は Hi 江 形 微分 方 
程 式 で ちあ る が Mathieu 方 程 式 と 同様 な 取扱 い に て 解 
く こ と が で きる の . すなわち 2 つの 独立 解 を Cu), 
Sp (7), と し 特別 解 を 8。 と お け ば 式 ⑧ の 完全 解 は 


6=C,Ci(T)+C,S1(T) +8; (10) 
と な る . 今 98。 を 次 の ど ご と さく 仮 定 す る . 
is 5 cos21T (9 
n=0 


初期 条件 と し て , 
すれ ば 


C={8(0)— 2 3,}/Cu CO), 


T=0 に て , 8=83(0), ‘=9'(0) と 
C=8'(0)/8#'(0) 
12) 
履 記 8C の = 双 8m。 (0)=0 な る 初期 条件 下 で は C= 
C。=0 と な り 式 (10) は 特別 解 の ふみ が 残 る 式 QU) を 


式 ⑧ に 代入 すれ ば 64 は 近似 的 た 次 の ど ごとく 与 を ら 
れる .・. 


£8—&(1—K) 
gl+3K)+g 
= $y a 
(13) 

; 2P, (+ +A 
な お 6 16 

CE 
i 


電子 ビー ム が 基準 半径 の 上 下 に 変動 する よう な 最小 変 
動 の た め に は 8。=0 な る 条件 が 必要 で あぁ る. すなわち" 
Bp—&(1—K)=0, K=(g-Dlz A 
で あり , も し @=6 すなわち =0 な る と き は 陰極 が 

完全 に 磁気 し ゃ へ いさ れ た 場合 で これ は 均一 磁界 集 
束 の 際 の いわ ゆる Brillouin Flow で 相当 する 場合 な 
な る . 


4. 電子 ビー ム 変 動 の 微小 化 
式 (13) に よ り 変 動 分 が 求め あら れる が 今 4 4。… を 


(13 ) 
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dd a(1+3K)+8h 
ーー | 


& gl1+3K)+8h (15) 
he 
G6 | 
と # き , これ を 用 いれ ば 式 (13) は 
8,=A,P,, A PAIP MA, 
=A,P,EA,P,]9; 8;=A,P,XA,P,/16, “J} 
(16) 
4』 は 正 尺 波 周 期 磁界 (P=1,P。,P。,…= 三 0) に お いて 
存在 する 変動 分 の 係数 で ある . PP は 磁界 波形 に より 
決定 され る も の 故 , 適当 な 波形 を も つ 周 期 磁界 の 選択 
に より 選 , を 順次 0 な らし め る こと と が で き , 変動 分 を 
無限 に 0 に 近づけ 得る . これ は 波形 的 に は 波高 率 1 の 
完全 短 形 波 に 近づけ る こと で ある が 38, の 高 次 項 は P, 
の 係数 が 式 (16) より 判る ご と く 充 分 小 と な る 故 , 
P,,P。 を 0 に する 程度 で 変動 は 正弦 波 周 期 磁界 の 場合 
より は る か に 小 と な る . 
「 例 , 第 3, 第 5 高調 波 を 含む 周期 磁界 


B=5B,(cosT+m,cos3 T+m,cos57T) 


(17) 
が が: 第 3, 第 5 高調 波 含 有 率 


式 の を 用 い 式 () に し た が っ て Px を 求め あれ ば 


P,= (1+2m,+2 m;m,;)/M, 

P,=2(m,+m;)/M, P,= (Mm; +2m;)IM, 

Rm mM,;, P=m;‘/M 

CE M: 1+m; +m 

(18) 

が が Ms を 適当 に 選べ ば P,,P。 まで は 0 な らし め 得 る . 
た と えば が = 一 0.366, m=0.366 で は P,P。 は 0 と 
な り , し た が っ て 8;,6。 は 大 略 0 と 考え られ る 故 変動 


分 は 桜 微小 な る 8。 以下 の み と な る ・ ま た 第 3 高調 波 分 
| の みみ が 存在 する と き は m=ー0.5 で P,=0 と な る . な 
素 高 調 波 含有 率 の 負荷 峡 は 高調 波 が 基本 波 に 対し 位相 


拳 が zrad な る と と を 示す . 以上 の ど と くに し て 変動 
を 微小 化し 得る が , この よう な 上 記 の 規定 値 通 り の 高 
調 波 含 有 率 を も つ 周 期 磁界 の 設計 は 必ず し も 容易 と は 


「 いぬ し か し 一 般 に 短 形 波 た 近い 周期 磁界 の 作成 に 
有 | より 正弦 波 周 期 磁界 の と きよ り は る か に 変動 を 小 な ら 


し め 得 る . われ われ は 磁極 間 に 薄 い 鉄 環 を 挿入 する と 
と に ょ り 比 較 的 容易 に 微小 変動 用 特殊 周期 磁界 の 作成 
し 得る こと を 見 出し た . 


CE 


5. 第 3 高調 波 分 を 含む 特殊 周期 
磁界 の 集束 特性 


非 正 弦 波 周期 磁界 集束 に お ける 電子 ビー ム の 変動 は 
近似 的 に 式 (13) の ご ど とく 求め られ た が , 正 緒 波 周期 
磁界 の 場合 の を の よう な 近似 解 は Mendel? に より 求 
め ら れ 更 に Kleen⑳ 等 は 摂動 法 に より , より 一 剛 近 
似 度 の 高い 計算 を 行なっ て お おり, また アナ ログ コン ピ 
ュー タ に よる 解 も 二 , 三 導 出さ れ て いる G0) を 
れ ら の 解 に よれ ば 最小 変動 は , 基本 変動 に 高調 波 分 の 
優 小 変 動 が 重ね 合 さ れ た も の と な る . われ われ の 場合 
に も 同様 な こと が いえ を る が 湊 密 な 解 は 数 学 的 興味 は あ 
る が , 実用 的 見 地 よ り は 第 一 次 の 近似 解 で 充分 と 考え 
られ る . そし て 変動 状態 の 大 局 的 見 通し を 立て る に 
は , アナ ログ コン ピュ ー タ を 用 いて 計算 する の が 便利 
で ある 故 以 下 わ れ わ れる も その よう な 方 法 に より 集束 特 
性 を 考察 する . 演算 ェ レ メン ト の 関係 上 陰極 磁気 し ゃ 
へ い の も の に つい て 行なっ た . 一 般 に 陰極 の 磁界 界 浸 
系 は 非 界 浸 系 に 比 し 大 な る 集束 磁界 を 必要 と し , 低 雑 
音 進行 波 管 等 の 特殊 な 目的 に 対し て は 有効 で ある が , 
電力 管 等 の 場合 に は 不利 な 点 が 多い と 考え られ る も の 
で ぁ ある. 陰極 磁気 し ゃ へ い の も の で は 先 の 式 ⑧ は , 


A [a(l+ 2 P,cos2nT)+8A]8 
dT n=l 


+a(1+ 2 P,cos21T)-p=0 (19) 
nel 


と な る 第 三 高 調 波 含有 率 m。 の 種々 の 値 に 対す る P。 
の 値 を 求め , その よう な 各種 磁界 波形 に ょ る 集 東 の 場 
合 の 変動 状態 を 式 (19) より アナ ログ コン ピュ ー タ で 
計算 せる 結果 を 以下 に 示す . 図 1 は 最小 変動 の 得 ら れ 
る よう た なさ, パ 8 の 平衡 状態 に お ける 電子 ビー ム の 外 囲 形 
状 を 示す 図 に お いて m。=0 は 正 尽 波 周 期 磁界 の 場合 
に 相当 する ・ 図 より 判る ご と く m0 な る 波形 の と き 
に は , 正 慰 波 周期 磁界 に よる 場合 の 変動 より も 小 と な 
り , か m:>0 な る 波形 の と きた に は その 逆 と な る . 一 般 に 
の 小 な る と き は 平衡 時 の 最小 変動 の 大 き さ も 小 で , 

々 の 増大 と 共に 変動 も 大 と な る が , 1(a) より 判る 
ど ご とく か m=ー0.5 な る 波形 で は 8=2.18 の ど ごとき 大 
な る 4 々 (周期 , 電圧 一 定 な ら 々 の 大 な る 程 電流 は 大 ) 

に お いて も 変動 は な お 充分 小 に 保持 し 得る . 2 (a) 
は か m:>0 な る 5 種 の 波形 に つき 最小 変動 の 前 後に お 
ける @,8 の 不平 衡 時 の 変動 状態 を 示す も の で , 図 2C(b) 
は 同様 な 特性 の m: 交 0 な る 波形 の 場合 を 示す . と の ょ よ 
うな 計算 を 詳細 に 行ない 最小 変動 の 得 ら れる @,6 の 


(b) 


. 図 1 各種 波形 に お ける @, パ 平衡 時 の 最小 変動 
i (電子 ビー ム 外 囲 形 状 , ステ ッ プ は 定量 の 
た め の 基 準 電圧 を 示す . 以下 の 図 2, 図 5 
に お いて も 同様 ) 


. Fig. 1—Figures of minimum beam fluctuation focused 
by periodic magnetic fields of various values of 
ms, at the balanced conditions between @ and 8. 
(Boundary form of electron beam obtained. with 
analogue computer; step indicates the standard 
voltage for quantitative calculation : Same as -in- 
the following Figs. 2 and 5). 


CS ED 図 4 は その よう な 平 
有 答 時 の 最小 変動 の 大 き さ (基準 ピー ム 直 径 対す る 百 
| 分 比 を 示す な お 以上 の 計算 に お ける 初期 条件 は す 
て =0 に お いて 8=0, 9‘=0 で ある が , その よ 
| うな 平行 入射 で な く 多 小 の 入射 角 を も つ 場 合 の 一 例 を 
。 図 5 に 示す ・ と れ は m=ー0.5 な る 波形 の 場合 で あ 
を が 同 図 に は 比較 の た め に 平行 入射 の 場合 も 示し て 
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図 2 各種 波形 に お ける @, 不平 衝 時 の 変動 
((a) mm。>0, (b) m0, mj=0 は 正統 
波 周 期 磁界 ) 

Fig. 2—Figures of beam fluctuation at the unbalanced 
condition between ¢ and 8. ((a) ms>0, (b) ms ¢ 
<0, ms=0 is equivalent to sinusoidal periodic 
magnetic fleld). 

1.0 
& 


08 


0 02 0.4 0.6 08 8g 10 
図 3 各種 波形 に お ける 最小 変動 
の 得 ら れる @, パ の 平衡 条件 

Fig. 3—Balanced conditions between 


@ and A for minimum beam 
fluctuation ' (ms : parameter). 


波 周 期 磁界 の 場合 に 比 し , 変動 は は る か に 小 で , 大 電 
流 で も 変動 の 充分 小 な る 集束 が 可能 な る と と が 判明 し 
た . また @ と 々 の 不平 衡 状態 で は 変動 は 大 と な り は 
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な は だ し いい 不平 


衡 状態 で は 解 が 

発散 し , 電子 ゼ 

ー ム が 不安 定 と 0) 

な る こと も 確か 

め ら れ , 更に 初 | 

期 条 件 の 変化 , 8 

特に 学 0 の 状 2 > 

熊 を 種々 検討 し 。 TR 

g と 8 の 平衡 状 0 0.5 10 0 
& 図 4 各種 波形 に お ける @, パ 平 

Se 何時 の に 対す る 最小 変動 

平行 入射 より は の 大 き さ 太 ( 衝 ) 

ずれ る Eig: 4—Magnitudes of minimum beam 
a fluctuation R(%) versus A, at 

い 変 動 は 増大 the balanced conditions be- 

ka 遂に は 不安 tween @« and A (ms : parameter). 


定 な 状態 と な る こと る も 確か あめ られ た . 


Dnitial Conaitisn Varniable (Ms=-05, Bo=0) 


i@=0 


$0=025 


0=05 


図 5 m=ー0.5 な る 微小 変動 用 特殊 周期 磁 
界 に お ける ビー ム 人 入射 条件 (入射 角 ) 
の 違い に ょ る 変動 状態 
Fig. 5—Figures of beam fluctuation focused by the 
special type (ms=-—0.5) periodic magnetic field 
fors mall fluctuation, under various incident con- 
ditions of electron beam. 


6. 電子 ビー ム の 安定 性 


次 に , この よう な 非 正弦 波 周 期 磁界 集束 に お ける 電 
子 ビ ピー ム の 安定 性 た に つき 検討 行なう. しかし, その 際 
導出 せる 基本 式 よ り の 完全 な 計算 の 遂行 は , 非常 に 複 
| 雑 と な り 容 易 で は な い . それ 故実 用 的 見 地 よ り 特 殊 な 
場合 を 例 に と り 適 当 な 近似 を 行なっ た 場合 を 検討 する 


に 止め る . 結論 的 に は 前 節 た 述べ た ど と き 微 小 変 動 用 
の 特殊 周期 磁界 は , 正弦 波 周 期 磁界 より 安定 性 も また 
は る か に 向上 し 良好 な 集束 の 可能 性 を 示唆 し て いる : 
安定 性 の 解析 法 は 要する に Mathieu-Hill 形 の 微分 
方 程 式 の 安定 性 を 検討 する と と に な る . その 方 法 と し 
て は マト リク ス 解 法 " や お よび 摂動 方 程 式 に て に よる 解法 
が 考え られ る . Buck" は 前 者 の 方 法 で 安定 性 を 検討 
し た が , と の 方 法 は 陰極 磁気 し ゃ へ い 形 で 且つ 空間 電 
荷 効果 の 無視 し 得る と き に は 簡潔 に 安定 性 を 判定 し 得 
る が , その よう な 特殊 な 場合 以外 で は か な り 複 雑 と な 
り 容 易 で は な い . 後者 の 方 法 と し て は Chang? が 正 
尽 波 周期 磁界 に 対し て 解析 を 行なっ て いる . この 方 法 
も 精度 の 高い 解 を 得る た め に は か な り 複 雑 と な る が 実 
用 的 近似 解 は 割合 容易 に 得 ら れる 故 , 以下 われ われ る も 
と の 方 法 に より 検討" を 行なう . 

(a) 変 動 方 程 式 

電子 ビー ム 半 径 の 変動 を 示す 式 は 先 の 式 (7⑦) の ど ご と 
く 与 えら れる が , と れ は 次 の ど と く 書 換え られ る . 

dad°8 


Fa + O+R < P,cos 21T]8 


=b,—¢@ SP,cos?2 nT +b,6° —b.8° (20) 
bo E+ 8+ aCralr,)', } 
b,=B—&+alrlr,)*; 
b=A+6a.Crdr,)', | 
b=8—10 a,Cralr a 

式 (20) は 逐次 近似 法 に より 解く と こと が で きる . 今 先 
の 第 3 節 に 述べ た ど ごとく 式 (20) の 一 つの 特別 解 を 


(21) 


= 2 8,cos 21T (22) 


と お き , と これ を 式 (20) に 代入 し て 求め た 近似 解 は 式 
(13) と 同様 に と な る が 式 (21) の 表現 を 用 い 次 の ご ど とく 
書け る . 

0,=b,/b,, 8,= (E&P,/4){1+(b,/4)}, ] 

3,=(&P,/16){1+(b,/16)}, ) (23) 

8,= (2P,/36){1+ (6,/36)}, … | 

(b) 動 方 程 式 

電子 ビー ム 変 動 の 安定 性 を 検討 する に は 先 の 式 ⑤) 
の 摂動 方 程 式 の 安定 性 を 調べ れ ば よ ょ よい. 故に 無限 小 な 
る 摂動 分 ゅ を 考え れ ば 式 (5) より 指 方 程 式 は 


gt re ゃ 
rr ta + 2 Pacos 21T]y 


+ A A EN (24) 


Cpt 


(16 ) 


“_ A y ut 0 


Ne A NE 


2 RD: 5 な る 液 形 を も つ 微小 変動 用 特殊 周 


照 和 235 年 1 月 


電 気 通信 


ィ /ro=1+9, lB<1 を 用 いる と 式 (2 め は , 


tear 2 2 P, cos2 nT) 
+Q,—Q,6+Q,0° Qs=0 (25) 
Qi=A+E, rt)*, 0 
Q;=3 2+10 a,Cr./r,)*, 
Q,=4 A+20 (rlr)’, | 
(26) 


式 (25) は Hill 形 微分 方 程 式 で , 式 (23) の 8 を 代入 
じ て 安 定性 を 検討 する こと が で きる . な お 式 (22) で 
与え られ る 3 の 形式 を 考慮 すれ ば 式 25) は 
と ++( Rcos = 
EE 人 氷 なー- 衝 滋 式 で 表 束 で き 、 安定 性 の 検討 に 
は この 形式 を 用 いる の が 便利 で ある . 
(e) 微小 変動 用 特殊 周期 磁界 の 場合 の 安定 性 
前 館 に 示せ る ご ど ごと き m= 0.5 な る 波形 の 微小 変 
動 用 特殊 周期 磁界 を 考え る . その 場合 P』 と し て は , 
RR NOE OU (28) 
と な り , 変動 方 程 式 は 
(d°8/dT°’) + [0b,+&(P,cos 4 T+P,cos 6 T)8 
=b,—&(P,cos4T+P,cos6T)+6b,8°—b,6*・ 
4 (29) 
と な る . 式 タ 9) , の 特別 解 と し て は 式 (22) の 形式 の 
0 の うち 6。;62,0。 以 外 の 項 は 充分 小 と 考え られ , そ 
れ ら は 近似 的 に 式 (23) を 用 いる と と が で きる . そし 
て 最小 変動 な る た め に は , 9。=0 より , 
b;/b,=0, 0b;,=8—Z+CLlre/ro) ‘=0 (BO0) 
な る 条件 が 必要 で ある . 次 に 安定 性 を 検討 する た め 
に , 先 の 摂動 方 程 式 す な わ ち 式 (25) の 9 に 
8=8,c0s 4 +8,cos 6 T 


を 代入 する . その 際 式 23) を 用 い 近 似 的 に , 


(27) 


(31) 


+[R,+ Rcos 4 T+R,cos 6 T]y=0 
(32) 
R,=2+8, 
R,=&P,-Q;8, 
=gP,—(&P,/16){1+(b,/16)}Q, 7 3 


R,=&P,-Q,8, 
=zP-(2P;/36){1+ (Gi/36)}Q; 
’ 結 同 式 (32) の 安定 性 を 検討 すれ ば よい こと と に な る . 
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期 磁界 に つき 陰極 磁気 し ゃ へ い (&。=0) の 場合 を 考 
える . 更に 最小 変動 条件 式 30) を 考慮 し , 先 の ご と 
き 近 似 解法 に し た が を ば (21), (23) , (26) , (33) の 各 
式 よ り , 


d=p, R,=&¢+8=2¢, 
R 8 RE ER 
8 64 (34) 
i EE 
R;=Z&P,— ーー 
“ 18 324 
R, は R,, R。 に 比 し か な り 小 で ある 故 , と これ を 無視 す 
SS 
放す 2 
と +[2a+(aP, Oem, ) 
・cos 4 7 by-0 (35) 
と これ は 27= ェ の ど ごとき 変換 で Mathieu 方 程 式 と な り 


た と ええ ば, 
y+(a—2qgc0s2%)y=0 (36) 
の 形式 で 与え られ て いる 安定 図表 の より 容易 に 安定 性 
を 検討 し 得る ・ 
式 (28) の P, を 用 いれ ば , この 場合 は 
a=a]2, 29g=0.2¢-—0.025¢°—0.003125 g? 
(37) 
と 放 っ 基 が る る 層 
gq=0.2a—0.05¢° 
—ー0.0125 a* . (38) 
な る 動作 曲線 が 得 ら れ , そ 
れ は 図 6 の 実線 の ど ごとく な 
る 第 † 不 安定 領域 へ 入る 
点 は g=0.87, g=0:13 で 
式 の. より = 1 と 
り , 安定 条件 と し て は 


式 


中 
NN 
対 

誰 


kd 


a A 


Ny 
yy 
諸 
| 吾 沿 


7 BI’/V,<549 
0 の RN 

=0 が 得 ら れる . な お お, 図 6 の 

“di i 破線 は 空間 電荷 を 無視 し た 
困 6 窟 水 角 動作 絆 水 (都合 で も り 光 式 の っ RD 
周期 磁界 集束 た - 様 な 近似 計算 に より 得 ら れ 
お ける 電子 ぜ 二 ご る. この 場合 da=0:25 
ゃ の 安定 性 図 2g=0.2g すなわち gq= 


Fig. 6—Stability chart of 
electron beam, focused 
by the’ special type peri- 
odic magnetic fieldfo, 
small fluctuation. 


O04 ET = 08 
(@g=2.82) で 第 1 不安 定 領 
域 へ 入る . し た が っ て 安定 
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条件 と し て は , 
BV <890 (40) 
と な る . な お 陰極 磁界 界 浸 系 の 安定 特性 も 同様 に し て 
求め 得る が 計算 は や ぃ 複雑 と な る . 以上 の ど ご とき 近似 
解法 に より 実用 的 安定 性 を か な り 容 易 に 吟味 し 得る . 
どれ ら を 人 陰極 磁気 し ゃ へ い の 場 合 の 正弦 波 周 期 磁界 に 
お いて 求め られ た も の ((Mendel” は 空間 電荷 無視 , 
Chang は 空間 電荷 考慮 ) と 比較 し て 示し た も の が 表 
1 で ある . それ より 判る ご と く , と この 種 の 特殊 周期 磁 
Bn Ll” BL 


表 1 a 人 各 安定 限界 値 
™ 竹 小 変 動 用 特 東 周期 破 界 | 。 正弦 波 周 期 度 界 
Ln | Chang 
Bn] Vo 418 265 
Tn BL?°| Vo 890 549 209 132.5 


Bm : 周期 磁界 最高 値 , Be : 周期 磁界 実効 値 

界 で は 正弦 波 周 期 磁界 に た 比 し , 安定 性 ファ クタ 7?B。*L*) 
V。 の 安定 限界 値 は 大 で あり , B。, V。 が 一 定 の 場合 , 
期 エ が か な り 大 に と れる こと と を 意味 し , 周期 磁界 作成 
上 大 い に K に 有効 で ある . し か し 空間 電荷 の 高 次項 を 入れ 
て 更に 厳密 な 計算 を 行なえ 々 ば , 式 (39) の 限界 値 よ り 
若干 小さ く な る と 思わ れる 故 , 実際 の 設計 に は 相当 の 
祭 裕 を 持た せる こと と が 必要 と 考え られ る . 更に 実際 に 
は 電子 の 初速 度 , 電子 銃 部 の 収差 等 の 影響 の た め 5B。 
は 理論 値 よ りか な り 大 な る も の を 要する 故 , それ を 考 
慮 し た 値 が 安定 限界 内 に 収まる ど ご と く 実 際 の 設計 を 行 
な うこ と と が 必要 で あろ う . 


1. 結 言 
以上 非 正弦 波 周 期 磁界 に よる 電子 ビー ム の 集束 特 性 


有 を 検討 し 特殊 波形 を も つ 周 期 磁界 の 有効 性 を 示し た . 


アナ ログ コン ピュ ー タ は 繰返し 形 の も の を 使用 し て 


[いる た め る や ゃ 精度 に 逐 し く , 計算 の 基本 式 も 小 変動 条 
| 件 式 を 用 いて いる 故 定量 性 の 厳密 度 は や 低い が , 定 


性 的 な 傾向 は 明暗 に 示し て いる . また 安定 性 の 計算 も 
か な り 近 似 を 行なっ て いる が 実用 的 な 設計 基準 の 確立 


| の た め に は 充分 と 考え られ る . われ われ は と の よう な 
| 微小 変動 用 特殊 周期 磁界 の 集 東 特性 を 実際 に 試作 進行 


波 管 を と 用 いて 測定 し 安定 性 ファ クタ の 増大 する こと を 
実証 し て いる "”. そし て 結論 的 に は 特殊 波形 の 周期 磁 
界 を 用 いる 場合 は , 従来 の ご と き 正 比 波 周期 磁界 の 場 
合 に 比 し , 電子 ピー ム の 変動 , 安定 性 等 が 大 い に 改 善 
され 良好 な 集束 が で き そ の よう な 特殊 磁界 が 高 電 力 , 
高 能 率 進 行 波 管 の 集束 用 と し て 大 い に 有 効 な る こと が 
示唆 され る . 
終り に 本 研究 に 関し 種々 御 検 討 , 御 討論 を いた ヾ い 
た 大 阪 大 学 工学 部 寺田 助教 授 , 並び に 電気 通信 学会 マ 
イク コロ 波 真 空 管 研 究 専門 委員 会 の 諸 皿 , 更に アナ ログ 
コン ピュ ー タ の 使用 た に 共 し 御 援助 いた を ぶ いた 大 阪 大 学 
工学 部 山口 研究 室 の 御 好 意 に 対し 深 基 な る 感 席 の 意 を 
表す る ・. 
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トラ ンジ スタ の 低 周 波 (0.1~100 kc) パラ メタ 測定 器 * 
正 員 柳井 久義 正 員 菅野 卓雄 正 員 片山 芳昭 


(東京 大 学 工 学部 ) 


(日 本 電信 電話 公社 ) 


要約 本 資料 は 試作 し た トラ ンジ スタ 用 た パラ メタ 測 定 器 の 設計 概要 と 確度 , 精度 に つい て 水 べ 試作 回 


に よる 測定 結果 を 検討 し た も の で ある . 


と の 測定 器 は 各種 の トラ ンジ スタ に 対し た パラ メタ の 周波 数 特性 , 動作 点 特性 , 温度 特性 等 を 測定 する 
た め あめ に 精度 と 簡便 さ の 両面 を 特に 考慮 し て 設計 試作 し た も の で あっ て , 「 各 定数 の 測定 は 減衰 尋 を 用 いた 比 


較 法 に より 行ない , 


1. 序 言 


トラ ンジ スタ の 四 端 子 網 定数 測定 に つい て は , 種々 
の 四 端 子 網 定数 に 対し て 従来 より それ ぞ れ に 適応 すべ 
き 各 種 の 測定 法 が 考案 され 実用 化 さ れ て いる が の , 多 
種 に わた る トラ ンジ スタ に 対し て 各 定 数 の 周波 数 特 
性 , 動作 点 特性 , 温度 特性 等 を 精密 測定 する た め に 
は , 測定 確度 や 精度 と 簡便 さ の 面 か ら み て 必ず し も 充 
分 で ある と は 言え を な いよ うに 思わ れる . し た が っ て 筆 
考 ら は 従来 か ら 使 用 され て いる 電流 計 電 圧計 法 の 原理 
に 基づく 小 振 幅 信号 に 対す る ヵ 々 パラ メタ の 測定 法 を 発 
展 さ せ 減 誤 器 を 用 いた 比較 法 に より 自 乗 検波 出力 を ミ 
リボ ルト 計 で 比較 する 測定 器 を 試作 し た ⑦. と の 測定 
法 は 減衰 器 の 読み か ら 各 種 定 数 の 絶対 値 が 直接 計算 さ 
れ , 測定 に 使用 する 増幅 器 , 指示 計器 の 特性 の 影響 が 
少な いた あめ, 精度 , 確度 が 高く と れる 特長 が ある . 以 
下 た に 本 測定 器 の 原理 , 構成 , 設計 条件 と 確度 お よび 精 
度 , 測定 結果 に関し て その 概要 を 御 報告 する . 


2. 測定 法 の 原理 


本 測定 法 の 原理 図 衝 よび 測定 系 統 図 は 図 1 な いし 図 
3 に 示す 通り で ある . まず トラ ンジ スタ を ベー ス 接 地 
と し て 各 電 極 に 必要 な 動作 電圧 肪 よび 電流 を 直流 供給 
装置 より 測定 切替 回 路 を 通し て 供給 し , 叉 お よび 
加 。 に 対し て は エミ ッ タ 側 よ り 小 振幅 信 峡 入力 を , 4 
お よび か に 対し て は トラ ンジ スタ を 差し 替え を て コレ 
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その 精度 は 0.1~100 kc の 周波 数 帯 に お いて お お むね 0.2~0.3 程度 を 得 て い る . 


クタ 側 よ り 小 振幅 
eu 信号 入力 を 供給 す 
| る と これ より 各 定 
数 を 求め る た に は 次 
の よう に すれ ば よ 
い . すなわち 
Ce et 
で 小 振 幅 信 峡 入力 
電圧 4 V, お よび 
それ に 対応 し た エ 
ミッ タ 電 流 47, の 
に よる 電圧 降 
下 4 有 R, を 切替 
えて 同一 の 増幅 器 
ポ よ び 減 衰 器 を 運 
し て 増幅 し , 出力 
指示 ミリ ボル トメ 


図 1 hss, ha 測定 原理 
Fig. 1—Principles of hj;, and hg 
measurements. 


図 2 E222 測定 原理 
Fig. 2—Principles of hs2 and hj2 
measurements. 


減 真 書 
(ATT) 


図 3 測定 系 統 図 


Fig. 3—Block diagram of the measuring equipment. 


ー タ の 振れ を 同一 な らし め れ ば 


hii= (RD) に も が 
と と で の は 4 V, た 対し て 挿入 し た 減衰 器 の 減衰 量 
I EE . 


(1) な: 同様 な 操作 た に より R, お よび Kk。 に よる 
電圧 降下 47:R, お よび 4 ZR。 を 比較 すれ ば 


2 -( 党 ) D,, 2) 


と と で D』 は 4 RR。 に 対し 挿入 し た 減衰 器 の 減 論 量 
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より た が 求まる 
GG①) た 。: 図 2 る に お いて 同様 な 操作 を 行ない , コレ 
クタ 電圧 4 V。 お よび 太 。 に よる 電圧 降下 4 7:R。 を 
比較 すれ ば 
he DR; C3) 


ご こと で の D,。 は 4 V。 に 対し て 挿入 し た 減衰 器 の 減衰 量 
と し て 4: が 求まる ・ 
Gv)| か 。: 同様 な 操作 に より 図る 2 る の スイ ッ チ SW を 
閉じ て 4V。 お よび 4 V, を 比較 すれ ば 
hs=D;; で 8 
ここ と で の の ,。 は 4 V。 に 対し て 挿入 し た 減衰 器 の 減衰 量 
まり 4。 が 求まる . 


3. 測定 装置 の 概要 


本 測定 の 周波 数 範囲 は 0.1~100kc と し , し た が っ 
て 各 定 数 は 実数 と し て 取扱 える 範囲 を 選ん だ *. 叉 動 
作 点 の 切替 な よび 調整 は トラ ンジ スタ の 種類 た 応じ て 
任意 に 選 選 こと が で きる よう 留意 し た . 本 測定 装置 の 


っ ゴン 組 導 器 


図 4 測定 切替 回 路 
Fig. 4—Switching network of measuring 
and biasing circuits, 


| * 引 定 の 結果 は , この 周波 数 帯 に お いて も リ ァ クタ 


「」 ンス 分 を 考慮 すべ きこ と と を 示し た . 
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亜 勇吾 対 民 


(A) 前 置 増幅 器 


(A)—Pre-amplifier. 
64AKS 6AKS5 12AUT 


(B) 主 増 幅 器 
(B)—Main amplifier. 


5 測定 用 増幅 器 
Fig.5—Amplifiers. 


構成 は 図 3 の 通り で あり , その 主要 点 は 測定 値 を 取出 
し , 又 測 定 条件 を 与え る 測定 切替 回 路 に ある . この 回 
路 構 成 は 図 4 で あっ て , か か : お よび た た: の 測定 に 対し 
て は コレ クタ 側 短 絡 の 条件 が 満足 され る よう 図 1 ユ の 
CR の イン ピー ダン ス が , 充分 小 た に た な る よう に 選ば 
れ て お り , 4。 お よび か 。 の 測定 に 対し て は エミ ッ タ 
側が 開放 に な る よう 塞 流 線 輪 の イン ピー ダン ス を 充分 
高く と り , 又 図 2 る の R。 の 抵抗 は コレ クタ クタ 抵抗 た 比 し 
充分 低く な る よう に 選ん で ある . 更に 小 振 幅 信号 で 測 
定 す る こと と と 測定 条件 を 乱 さ な いよ うな 低 抵 抗 の 電圧 
降下 で 電流 を 測定 し な けれ ば な ら な いた あめ , 測定 電圧 
は を zYV 級 の 微小 電圧 と な り 配 線 よ り の 雑音 や 妨害 入 
力 を 受け 易い た めし ゃ へ い に 注 意 し , 叉 増幅器 入力 は 
対地 電圧 レベル を 比較 測定 する の が 最も 簡単 か つ 安 定 
な の で 電流 測定 用 抵抗 は すべ て 地 気 側 に 挿入 し た 特 
に コレ クタ 電流 は か 。 が 小さ い の で 入力 変成 器 の 対地 
容量 を 通し て 流れ る 電流 を 含ん で 測定 せ ぬ ぬ よ うに ベー 
ス 側 た に 入れ た 抵抗 R。 に より 測定 し て いる . 

こと の 測定 に お いて 測定 電圧 は 数 100 mV か ら 10 zV 
程度 の 広範 囲 に わた る の で , 減 論 器 と し て は 最高 100 
dB の 減 論 が と れる も の が 必要 で あり , 又 比 較 法 で あ 
る た る め 最 小 目 と し て は で きる だ け 小 さい 減 誤 量 まで 
読み と れる も の が よい . し た が っ て 本 測定 で は 120 dB 
の 減 誤 が と れ 最 小 目 感 0.1dB の 抵抗 減衰 器 を 使用 し 
た 更に それ 以下 の 電圧 比 を 読み 取る た め に は 出力 指 
示 ミ リボ ルト 計 を 用 い , と の 読み 取り 精度 より 0.02 
dB まで は 比較 する こと が で きる . 増幅 器 の 総合 増幅 
度 と し て は 最小 測定 電圧 に 対し て ミ リボ ルト 計 の 最良 
感度 の 中 心 部 を 指示 する よう 設計 する と と が 必要 で , 
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検波 損失 を 考慮 し て 本 測定 器 で は 75 c/s か ら 400 kc 
に わた っ て (81 寺 0.5)dB の 増幅 度 を 有する 増幅 器 を 
使用 し た . その 回 路 は 図 5 (A) お よび (B) で あっ て , 
中 間 に と 減衰 器 を 入れ て 大 き な 測 定 電 圧 に 対し て は 飽和 
を 防い で ある . 4 

測定 電圧 を 比較 する ミリ ボル ト 計 を 振ら せる に は 電 
圧 検 出 感度 を 上 げ , か つ 雑 音 に よる 誤差 の 影響 を 避け 
る よう 高 導電 形 の Ge ダイ オー ド を 用 いた 自 乗 検波 方 
式 を 採用 し た . 

又 ト ラン ジス タ の 各 定 数 は 周囲 温度 に より 著しく 変 
化す る の で , トラ ンジ スタ 接続 用 ソケット は 測定 器 の 
シャ ー シ よ り 同 軸 ケ ー ブ ル で 引出 し , し ゃ へ いさ れ た 
油槽 ある い は 恒温 構 た と トラ ンジ スタ を 入れ て 測定 で き 
る よう に し , 周囲 温度 や 雑音 の 影響 を 避け る よう に し 
て 


4. 測定 精度 お よび 確度 と 設計 条件 


ます 測定 精 庶 を 検討 する と 各 測 定 値 と も その 値 を 大 
部 分 減衰 器 の 減 誤 量 か ら 得 て いる た め , その 精度 は 大 
体 減衰 器 お よび 指示 計器 の 読取 精度 か ら 定 まり , 前 第 
で 述べ た よう に 本 測定 器 で は 0.02dB まで 読取 れる の 
で 各 ペ パラ メタ の 精度 は 約 士 0.23 必 と な る . 

読取 精度 が 最も 問題 た な る の は , 電流 増幅 率 が 1 に 
近い トラ ンジ スタ の た の 測定 で ちあ ちっ て , 土 0.23 必 の 
読取 り 精 度 の 場合 の 4; の 分 散 を 示す と 図 6 の よう に 


0001 oo s 
Alzhar, (d8) 
「 図 6 刀 = と の 精度 士 0.02dB に よる 
測定 値 の 分 散 


Fig. 6—Variation of the measured value of ksi, when 
the precision of the measurement is 0,02 dB. 


次 に 各 パ ラメ タ の 測定 値 の 確度 お よび それ に 関連 し 
た 測定 回 路 の 設計 条件 を 検討 する ・ 


の 測定 値 の 確度 を 支配 する 因子 と し て は 入力 信 
| 号 の 大 きき さ 4, エミ ッ タ 電流 測定 用 抵抗 R の 値 # 


よび その 周波 数 特性 , 入力 変成 器 の 対地 容量 C 当 お よ 
び コ レク タ 側 の 短絡 条件 等 で ある . 

入力 信号 の 大 き さ は トラ ンジ スタ の 非 直 線 動作 容 ま 
び 信 号 対 雑音 比 の 両面 か ら 定まり 

3/ (5) 
但し Es: 前 置 増幅 器 の 入力 換算 雑音 
た た: エミ ッ タ ・ パ バ パイ アス 電流 

を 満足 し な けれ ば な らら ない. 選 は 後に た 述べ る ご と 
き 理 由 た より 12 と する と , 互 , は と の 場合 初段 管 


の ショ ッ ト 
A:ST 302 (ER le"0.5ma 0 
\ Ff=10kC hnr638 雑音 が 主 な 
= 4 B75R P 形 リノ - ム 10k 
s 旋 ノ - ム c も ふ の で 約 6 
s 
< 々 V ある か 
ら 47, は 最 
小 10 A 必 
要 で ある : 
9 70 20 30 0 47, が 10 
4ilfe x100% A で あぁ あれ 
図 7 4 の 増加 に 伴う か の 変化 ば 図 7 に 示 
Fig. 7—Change of the measured hy;, ac- 
companied with the increase of 到 ま る 
the signal current 4 7. は 100 gL A 


以上 あれ ば 大 振幅 動作 に な ら な い . 

一 方 , 太 , は その 周波 数 特 人 性 の な いと と , 入力 変成 
器 の 対地 容量 た 比較 も し て イン ピー ダン ス が 十分 低い と 
と , ポ お よび 後述 の 4; 測定 の 便宜 上 RR と RE。 を 同じ 
値 に する だ め コ レク タ ・ パ イア ス 供 給 用 塞 流 線 輪 の イ 
シン ピー ダン ス @。g に 比 し 十分 小さ いと と を 必要 と 
する ・ 入力 変成 器 の 対地 容量 は 200 pF, 塞 流 線 輪 の イ 
ン ピ ー ダ ンス は 直流 電流 10mA の 状態 で 100 c/s で 
は 3kn の 程度 と な る の で 太 , は 1 程度 する こと と 
望ま し い . そこ と で 本 測定 器 で は RR 0.12mm 4, 
長 さ 約 1cm の ユー レ カ 線 を 用 いた . 漂 遊 イン ダク タ 
ンス に よる 太 。 の イン ピー ダン ス の 増加 が 100kc で 
も 0.1 を 越え な いた め に は 太 。 の イィ ンダ クタ ンス は 
10-%g 了 HI 以下 に し な けれ ば な ら な い の で , 抵抗 線 は 巻 
戻 じ て いる . 

次 に コレ クタ 側 の 短絡 条件 は 図 1 の 構成 より 明らか 
な まう に 
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8 測定 回 路 の 較正 


Fig. 8—Calibration of the h;, measuring circuit, 
| 吾 度 は あり 太 。 は 12 で あぁ る の で C=10*xzF と すれ 
ば 全 周 波数 帯 に わた り (6) 六 成 立 し , 実効 的 に コレ ク 
婦 回 路 は 短絡 と な る . 

と の よう に し て 構成 し た 回 路 に よっ て 固定 抵抗 を 測 
定 す る と 図 8 た 示す よう に 他 の イン ピー ダン ス ・ ブ リ 
ッ ヌ ジ に よる 測定 値 と よく 一 致し た 結果 を 与え , 十分 な 
確度 を 有 し て いる こと と が わか る . 

h。, の 確度 は の 確度 を 支配 し た 因子 の 他 に 選 , と 
RR。 の イン ピー ダン ス 比 有 お よび その 周波 数 特性 に より 
定まる 。 ム か, 測定 に 際 し て は 簡便 さ の 点 の み で な く エ 
ミラ タ 電 流 47。 と コレ クタ 電流 47。 に 対す る 信号 対 
| 術 彰 比 を 等 し くし 雑音 の 影響 を 除き 易く する た め に 

有 有 辱 と R, は 0.1 必 以下 の イン ピー ダン ス 差 に 合せ る 
と と が が 望ましい. エミ ッ タ ・ コ レク ネタ 端子 を 短絡 し 
| 4 測定 回 路 を 較正 し た 結果 は 図 9 の 通り で 0.1 な い 


F 0) 


9 2 測定 試験 


Fig. 9—Calibration of the hs measuring circuit, 


t Vc=6V Je=0.5mA 20°C 
AiT302 > kc hf21=08817 
B: 08,1008 5008 2k& Pi 7/- ム 
F=10kC 


30 
Alillz X100 (%) 
10 47, の 増加 に 伴う 」 の 変化 


Fig. 10—Change of the measured hs;, accompanied 
with the increase of the signal current 4 7. 
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し 100 kc の 全域 た に た わたり 減 誤 器 の 読取 精度 以下 の 誤 
差 で ある . 70 c/s 付近 で 誤差 が 大 きい の は 入力 変成 器 
の 漏えい イン ダク タン ス と 前 置 増幅 器 の 結合 コン デン 
サ に よる 直列 共振 が 原因 で ある と 思わ れる .: 信号 電流 
の 大 き さ 関 し て は 図 10 に 示す よう に か と 同じ 条件 
RS 

2。 の 測定 値 の 確度 は 信号 電圧 4 V。 の 大 き さ , 信号 
電流 47。 測定 用 抵抗 R。 の 値 お よび その 周波 数 特性 , 
トラ ンジ スタ ・ ソ ケッ ト c 端子 間 の 容量 C:。, エミ 
ッ タ 側 の 開放 条件 た によって 定まる -. 

4 V,。 の 大 き さ に つい て は 47, の 大 き さ と 同 よ う 信号 
対 雑音 比 と トラ ンジ スタ の 線形 動作 の 点 か ら 限 定 さ れ 
E+hR,) Rh <AV,&V; 6 
を 満足 し な けれ ば ば ならない. を 後述 する よう に その 
周波 数 特 人 性 の 観点 か ら 1k9 程度 と 定め た 。 を 0.1 x ひび 
程度 と する と , 正 』 は 前 述 の 通り 6xV で あぁ る か ら 
4V。 は 0.06V より 大 きく な けれ ば な ら た ない. 一 方 実 
測 に よる と 図 11 に 示す よう に 4V, は 0.15V まり 
小さ は けれ ば トラ ンジ スタ は 非 直線 動作 を し な い の で 本 
測定 器 で は R;=1k2, 4 V,=0.1V と し て いる . 又 前 
置 増幅 器 は 0.1V 程度 の 入力 まで は ほぼ 直線 性 を 満足 

CE 


| A:ST 3 le=05mA 


20°C f=10kc hea=215 
B:500k8 Pi V7T7-L F210kC 


22 の 変化 (%) 
SJ 


4AVz/ve x 100 (%) 


11 4V。 の 増加 に 伴う 加 。 の 変化 
Fig. 11—Change of the measured hy», accompanied 
with the increase of the applied signal 
voltage 4 Ve. 


エミ ッ タ 側 の 開放 は トラ ンジ スタ の 入力 イン ピー ダ 
ンス に 比較 し 十分 大 きい イン ピー ダン ス を 接続 すれ ば 
よい と 考え られ る が , と これ を 固定 抵抗 に より 確か め て 
みる と 図 12 に 示す よう に 1k9 以上 あれ ば よい こと と 
が わか る . 本 測定 器 で は 寒流 線 輪 を 用 いて いる が , を 
の イン ピー ダン ス は 使用 状態 に お いて 常に 1k9N 以上 
ある の で た 。 の 測定 に 際 し 開放 状態 が 不 完全 で ある こと 
と に よる 誤差 は 無視 し うる ・. 

端子 間 容 量 C:。。 が 大 きい と , と れ に よる アド ミタ ン 
ス が 2。 に 対し て 並列 に 接続 され た 状態 で 測定 され る 
の で 周波 数 が 高い 場合 問題 た な る . 本 測定 器 で は Cs。。 
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入力 開放 条件 に ょ る 。 の 変化 

Fig. 12—Change of the measured hz2, accompanied 
with the change of the open condition of 
the emitter circuit. 


は 約 1.15pF あっ て , 100kc で は =50 zg び の も 
の に 対し 1.4 導 程度 の 誤差 を 生ずる と と に な る が が 0.1 
kc で は 2: ニ 1xr む の も の に 対し 0.1 辺 以下 の 誤差 に 
な る . 

太 。 の 値 は トラ ンジ スタ ・ ソ ケッ ト の ベー ス 端子 の 
対地 容量 C。。 # よ びそ れ 自 身 の 漂 遊 容量 た よる 対地 イ 
ン ピ ー ダ ンス に K 比 し 充分 低く な けれ ば な ら な い が , 信 
号 対 雑音 比 の 観点 か ら は 大 きい 方 が よい . 本 測定 で は 
C。。 は 約 10pF あり , これ に よる イン ピー ダン ス は , 
100 kc で 約 170kD に な っ て 太 。=1kD と する と 0.6 
% の 誤差 を 生じ る が , C。。 に よる 誤差 た 比較 し て 小さ 
い の で 差 支 えな い . 本 測定 器 で は RR。 に は "/W の 
P 形 抵抗 器 を 使用 し た が , その イン ピー ダン ス は 0.1 
kc か ら 100kc の 全 和 帯 域 た わた り 1.007kQ 一 定 で 
あっ て 周波 数 特性 は 認め られ な い . 


4Vz=0.1V 
AR3= kg 


ん A: 兆 定休 
B:Q メ - タ に より 涯 遊 富 量 を 油 定 
し て 計算 し た 理論 曲 婦 


図 13 固定 抵抗 に よる 。 測定 回 路 の 較正 


Fig. 13—Calibration of the hs2 measuring Circuit. 

と の kh。 測定 回 路 を 用 いて 500kQ の 固定 抵抗 を 測 
定 し た 結果 は 図 13 の 通り で 漂 遊 容量 の 影響 まで 考慮 
に 入れ れ ば 十分 な 確度 を 有 し て いる こと と が わか る ・. 

。 の 測定 値 の 確度 は な の 測定 値 の 確度 を 決め る 
因子 (但し この 場合 RR。 は 不要 ) の 他 に トラ ンジ スタ ・ 
ソケット Zc 端子 間 の 容量 C:』。 に より 影響 され る . 


| 4 の 大 き さ と エミ ッ タ 側 開 放 条 件 の 影響 は 2 


の 場合 と 同様 で 図 14,15 示す ど ご とく 4V。 を 0.1V 


以下 と し エミ ッ タ 側 に は 流 線 輪 を 使用 すれ ば よい . 
し か し , と の と き の か の 測定 最低 限界 は EE』/4 V。 、 
a < er ¢ 23 ) 
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図 14 4V。 の 増加 に 伴う 刀 。 の 変化 
Fig. 14—Change of the measured hy2, 
accompanied with the increase of 
the applied signal voltage 4 V7. 


M2 の 測定 軒 


A 1ke 単 伯 10* 
Bis10 +» » 104 
% 103 


C 100 *% 


(エミ ッ タ 個 に 接続 し た 固定 抵抗 の 大 きき ) 


図 15 入力 開放 条件 に よる 。 の 次 化 


Fig. 15—Change of the measured hz, accompanied with } 
the change of the open condition of the emit- 
ter circuit. 


A: チ =1 kc 目盛 1 倍 
lB:r=10 + % fs 
C:2=1002 .% 10% 
使用 言 電 時 チタ コノ 

2,5,10,20pF 


040 


i 3 6 10 20 pF 
Qc 向 に 接 和 純 し た 容量 


16 端子 間 容 量 た に よる 。 の 変化 

Fig. 16—Change of the measured hjz, 
caused by the capacitance 
between terminals. 


ら 決 まり 」 4V2』=0:1V, S/N デ 10dB の 場合 に は な 2 
は 2 x10-* ま で し か 測定 で き な い . 

次 に 端子 間 容量 C:。 の 効果 は ac 端子 間 に 既 知 の 
量 を 接続 し て 刀 。 を 測定 し た 結果 は 図 16 の 通り で あ 
っ て , 本 測定 器 た に お ける Cs。 の 値 は 約 lpF で あり , 
は と ん どこ と の 効果 は 無視 し て 差 玉 え を ない. 
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5. 測定 結果 の 検討 


- 


以上 の 測定 装置 を 用 いて 合金 接合 形 ト ラン ジス タ の 
4 パラ メタ を 測定 し た 結果 を 図 17 か ら 図 20 に 示す . 
測定 結果 を 検討 し た 結果 は 下記 の 通り で 測定 値 は 大 体 
妥当 な る の と 考え られ る . 
名 議 W 
図 17 に か の 周波 数 特性 を ェ エミ ッ タ 電流 を パラ メ 
タ に し て 示す . た 4: は 電流 7。 が 比較 的 少な い 場 合 こ 
れ に 逆 比 例 し て 減少 する . これ は エミ ッ タ 抵抗 7 ヶ 。 と 
ベー ス 抵 抗 % が 共に 電流 に ほ ゞ 逆 比 例 し て 減少 し , 
| その た め た =7。 寺 5(1 一 @) も 電流 に ほ は 眉 逆 比例 し て 
減少 する か ら で あ っ て 理論 的 に 予測 され る 傾向 を 示し 
て いる ・. 一 方 7。 が 比較 的 多い 場合 の か の 測定 値 が 
| | 周 数 波 の 高い 場合 に と 上昇 す る 結果 を 示し て いる の は 高 
注入 水準 に ある た め た が 誘導 性 イン ピー ダン ス に な 
っ て いる た め あめ で ある と 思わ れる .・ 


k=6V 
Ale=20pA 


図 17 か の 測定 値 
Fig. 17—Examples of the measured hy, of 
an alloy junction transistor, 


2 

| 較 18 1c た の 周波 数 特性 を ェ エミッタ 電流 を パラ メ 
| 2 に し て 示す . 4: の 周波 数 特 人 性 が 認め られ な い の は 
有 】 この トラ ンジ スタ の dc しゃ断 周波 数 が 1Mc の 規格 で 
欄 和信 ド ラン シス が 規格 に 連合 し て いる と と を 


示し て いる . 双 図 18 に ぉ いて 電流 7。 の 増加 に より 


g 
a 
A 


, 図 18 hb の 測定 値 
1 Fig. 18—Examples of the measured hs; of 
an alloy junction transistor. 


閲 0) 


影響 の 減少 を 示し , 7。 が 比較 的 多い 5mA 付近 で も 
な お 4 の 減少 が み ら れ な い の は 供 試 ト ラン ジス タ の 
エミ ッ タ 効率 が 良い と と を 示し て いる 

人 

図 19 に 4。 の 周波 数 特性 を エミッタ 電流 を パラ メ 
タ 々 に し て 示す . 周波 数 の 増加 に ょ る 4。 の 増加 の 原因 
は コレ クタ 容量 C。 の 効果 で ある と 考え られ る . 供 試 
トラ ンジ スタ の 規格 で は C。50 pF で ちあ る の に 対し 測 
定 値 か ら 計 算 す る と 約 40 pF で 規格 内 の 製品 で ある と 
と を 示し て いる . また , 0.1kc で た: が ほぼ 電流 7。 
に 比例 し て 増加 の 傾向 を 示し て いる の は Early 効果 に 
よる コレ クタ ・ コ ンダ クタ ンス の 増加 を 示す も の で あ 
る …⑰⑦. し か し 周波 数 が 高く な る と 共に C。 の 影響 に お 
お われ て し まっ て その 効果 は 顕著 で は な く な る . 


Nk 
19 た:。 の 測定 値 
Fig. 19—Examples of the measured hy, of 
an alloy junction transistor,. 


5.4 hh。 

図 20 に 4。 の 周波 数 特性 を エミ ッ タ 電流 を パラ メ 
タ に し て 示す . か 。 が 周波 数 と 共に 上 昇 し て いる の は 
ベー ス 広 が り 抵 抗 と コレ クタ 々 を 容量 と の 電圧 分 割 に よる 
帰還 で ある と 考え られ る . 又 電流 7。 が 0.5 mA 付近 
で か 。 が 減少 し て いる 原因 は ベー スネ 広がり 抵抗 が 電流 
に より 減少 し て いる 結果 で あり , それ 以上 の 電流 値 で 
増加 し て いる の は Early 効果 に よる 帰還 と ベー ス 幅 変 


oo 
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Ve=6v 
avc*O.Iv 


fe 
20 か 。 の 測定 値 
Fig. 20—Examples of the measured hy, of 
an alloy junction transistor, 


昭和 35 年 月 


調 効果 が 電流 7。 に 比例 し て いる た めい の で ある と 考 を 
られ る -. i 


6. 結 言 


以上 試作 トラ ンジ スタ ・ パ ラメ タネ タ 測 定 器 に た つい て 原 
理 , 設計 条件 お よび 精度 , 確度 を 検討 し た 次 第 で ある 
が , を その 実験 結果 お よび 検討 より 試作 測定 器 は 方 式 並 
びに 精度 共に 所 期 の 目的 を 達し て 涼 り , 100kc まで の 
周波 数 帯 を 取扱 う 場合 は トラ ンジ スタ ・ パ ラメ タ の 測 
定 法 と し て , その 原理 が 簡明 で 取扱 い が 容 易 で あり , 
また 精度 も 高く と れる 利点 を 有 し て いる こと と が 判る . 
し か し 本 測定 器 の 欠陥 と し て 考え を られ る 点 は と 
2 の 測定 確度 が 比較 的 高い 周波 数 各 に お いて 対地 容 
量 あ る い は 端子 間 容 量 に より や や 低下 する 点 で ある . 
また 位相 量 を 測定 する と こと が で き な い の で , 更に 高い 
周波 数 帯 で の 測定 を 行なう 場合 に は 対地 容量 ある い は 
端子 間 容 量 た 対し て 厳重 な 考慮 を 配る と 共に , 位相 量 
の 測定 を 可能 た に し て こと これ ら の 問題 点 を 解決 すべ き で あ 
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り , と この 点 に 関し て は 更に 周波 数 帯 に お ける 測定 器 を 
研究 中 で ある . 

な お 回 路 的 な 観点 か ら は トラ ンジ スタ を エミ ッ タ 接 
地 に し て 測定 し た 方 が よい が , トラ ンジ スタ の 特性 自 
身 を 問題 に た する 場合 に は ベー ス 接 地 の 方 が 理解 し 易い 
面 が 多い の で , 本 試作 測定 器 は ベー ス 接 地 の ト ラン ジ 
スタ の た パラ メタ 測定 用 と し て 設計 し た . 

終り に 臨み 本 研究 た に際し 有益 な る 御 討論 お よび 御 援 
助 を いた だ いた 阪本 教授 他 本 学 電子 お よび 電気 工学 科 
高周波 研究 室 の 諸氏 に 深謝 の 意 を 表す る 次 策 で ある . 
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水平 偏向 回 路 に 用 いる トラ ンジ スタ の 具備 すべ ま を 
EE MET OR 


正 員 


田 記 導 ー B 


(本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


要約 テレ ビジ ョ ン 受 像 機 を トラ ンジ スタ 化す る 際 応 , 現在 最も 問題 の 多い 所 は , 高周波 増幅 回 路 と 水 
平 偏 向 回 路 で ある . 特 後 者 で は 使用 する 電力 用 トラ ンジ スタ が 予測 し な い 破壊 を 起す と と が 多い . 本 論 
文 で は 水平 偏向 回 路 が 特に 高 電 圧 か つ 大 電流 ス え スイッチ ング 回 路 で ある と いう 特殊 性 を 有する と と を 念頭 に 
お いて , それ に 使用 する トラ ンジ スタ の 具備 すべ き 特 性 と に つい て 論じ た も の で ある . その 結果 最大 開放 電圧 
120V 以 凸 , 最大 短絡 電流 6A 以上 , 短絡 イン ピー ダン ス 0.0592 以下 , スイ ッ チ ング 時 間 に と 関連 し て 
@- し ゃ 断 周 波数 1Mc 以上 で ぁ る と と が 望ま し いと と が 分 っ た . 叉 開放 時 は 入力 逆 パ が パイ アス に すべ きこ と と 
を 説明 し , 更 と と この よう な 目的 の トラ ンジ スタ と し て , 対称 性 の よい ヵ -2-# 合金 形 ト ラン ジス タ が 適当 で 
あぁ る 款 と と を 構造 の 一 例 を あぁ げ て 示し た . 更に 現状 に お いて と の よう な 回 路 に 使用 する た め の ト ラン ジス 


タ の 良さ の 一 判定 法 に つい て 言及 し た . 


1 言 


トラ ンジ スタ が スイ ィ イッ チン グ 素 子 と し て 優れ て いる 
と と は , すでに 多く の 面 か ら 論じ られ て お り , 一 般 の 


* On the Characteristics of Transistors used to 
Horizontal Deflection Circuit,. By IcHIro 
TAGOSHIMA, Member (Technical Research 
Laboratories of Japan Broadcasting Corpo- 
ration, Tokyo). [論文 番号 3166] 


増幅 用 と 共に スイ ッ チ ング 用 と し て 使用 され る トラ ン 
ジス タ の 数 も 人 乱 激 に 増加 し て 行く と 思わ れる . トラ ン 
ジス タ は 本 質 的 に 電流 制御 素子 で ある か ら , 上 真空管 に 
較べ て 特に 大 電流 の スイ ッ チ に 適し て いる と と が 考え " 
られ る . スイ ッ チ 動作 が 能率 よく 正確 に 行なわ れ ; 短 
絡 イ ン ピ ー ダ ンス が 真空 管 の それ の 百 分 の 一 以下 で あ 


** シリ コン ホラ ンジ スタ や 拡散 形 も 良い と 思わ れる 
が , 具体 例 に と ば し い の で , 今後 の 問題 で ちる . 


C25 ) 
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る と と , スイ ッ チ 時 間 や 開放 イン ピー ダン ス る も 満足 す 
べき も の が 得 ら れる と と な ど が 主 な 特徴 で あろ う . 叉 
使用 回 路 に よっ て は , 短絡 時 に 双方 向 性 が ある と と が 
大 き な 特 徴 と な る . 高速 度 , 小 電力 スイ ッ チ ング 用 ト 
ラン ジス タ に 関し て は , すでに いく つか の 論文 が ある 
が 7 高 電 圧 , 大 電流 スイ ッ チ ング 回 路 に 関し て は 不明 
な 点 が 多い . 

本 論文 は こと の よう な 不明 な 点 を 解析 する と と を 目的 
と し た も の で ある . 近年 テレ ビジ ョ ン 受 像 機 等 の トラ 
ンジ スタ 化 が 進ん で いる が , 一 般 電 力 用 トラ ンジ スタ 


| を 用 いた 水平 偏向 回 路 は 損失 , 破壊 等 の 点 で 問題 が 多 


い ゆい: こと これ は 水平 偏向 回 路 が 数 A 以上 の 大 電流 を スイ ィ イッ 
チ す る 必要 が ある と 共に , 帰 線 期間 に 100V 程度 あ 
る い は それ 以上 の フラ イイ バック パル ス を 発生 する と い 


| う 特 異性 を 有する か ら で あ る . と の 回 路 に トラ ンジ ス 


名 を 使用 する 場合 は , 従来 の 一 般 の スイ ッ チ 回 路 の 設 


】 計 で は 満足 な 回 路 が 得 ち られ な いか が , と これ は 水平 偏向 回 


路 が 高 電 圧 か つ 大 電流 スイ ッ チ ング と いう 特殊 な スィ 
ッ チ ング 回 路 で ある と と を 念頭 に お いて トラ ンジ スタ 
を 取扱 う 必 要 の ある こと と を 意味 し て いる . 

と の た め 一 般 ス イッ チン グ 回 路 の 場合 に 考え られ る 
条件 を 最大 開放 電圧 , 最大 短絡 電流 , 開放 お よび 短絡 


インピーダンス , スイ ッ チ ング 時 間 そ の 他 に 分 類 し 


て , 個々 に 数 値 例 を あげ 安定 か つ 能 率 よ く 偏 向 を 行 な 
うた め に トラ ンジ スタ が 具備 すべ き 特 性 を 特性 , 構造 
紅 の 点 か ら た と えば 対称 性 *, 形 な ど に つい て 説明 し 
な だ また 現状 に お いて と この よう な 目的 に 使用 する に は 


| いか な る ろ る 回路 条件 お よび トラ ンジ スタ を 選ぶ べき か に 


GC 計 及 した. 


> 2. 具備 すべ き 特 性 に つい て 


| 太 平 伺 向 回 路 に 用 いる トラ ンジ スタ は , 必要 な 師 向 
電力 その 他 の 違い か ら , 要求 され る 条件 も 異な る と と 
は 当然 で ある が , 次 の よう な 点 が 問題 と な る 。① 最 


大 開放 電圧 が 高い と と , ⑪ 最大 短絡 電流 が 大 きい と 


& ど G 則 ) 短絡 イン ピー ダン ス が 低い と と , (iv) 開放 


| イン ピー ダン ス が 高い と と , (vV) スイ ッ チ ング 時 間 が 


短い こと な ど で あ る . その 他 一 般 用 トラ ンジ スタ と 同 


じじ く 熱 抵抗 0, ベー ス 抵 抗 5 が 小さ いと と , 最高 
| 許容 接合 温度 が 高い と と , 電流 増幅 率 @ が ェ ミ ッ タ 電 


用 * 対称 性 が よい と は , トラ ンジ スタ の 構造 が ペー ス 


に 対し て 対称 的 で , コレ クタ と こ エミッタ を 逆 に し 
で 用 いて る を も 特性 に 大 き な 差 が 認め られ な いよ ょ うな 
も の を 言う と と に する . 


F< 流 7。 の 変化 に 対し て な 
S( ト ラフ タッ ス タ ) 
る べく 変化 し な いと と な 
eh ど が 要求 され る と と は 言 
cy で 
4 ct 2.1 開放 電圧 : Veg 
£c (by 図 1 の ど と さき 偏向 基本 
図 1 水平 偏向 回 路 の 基本 回 路 で スイ ッ チ S$S を 開 
回 路 (a と その 等 価 放 , 短絡 し た 場合 の 電 


Fig. 1—Basic circuit of hori- 
zontal deflection system 
(a) and its equipment 
circuit (b). 


圧 , 電流 波形 は 図 2 る の ど 
と く な る . 水平 偏向 電力 
Pg は 


Pa=Llpp fa/8 

Llpp =2 Tperilpp/r 
で 与え られ る の の. と ゝ で x は 水平 偏向 周波 数 で あぁ 
る ( 他 の 記号 は 図 1 と 図 2 を 参照 され た い ). し か し レ 


Tr 


る 
fe Kp スイ ッ チ 電圧 
に 8 で > 


図 2 偏向 基本 渋 形 


Fig. 2—Typical wave forms of deflection circuit. 
コレ クタ 損失 お よび 偏向 ヨー クタ 損失 は 共に 7pp* に 比 
例 す る の で , 能率 の よい 回 路 を 設計 する に は な る べく 
ez を 大 きく 7pp を 小さ くす る 必要 が ある .' さて 次 
の 式 (1),②) より 


Ec=Llpp/Ts (1) 

er=Llprr/Tg C2) 
但し Tpp=2Ipr, Tg=Ter+ Ts 

erlEc=7r/2-(T i/Te—1) (3) 


式 3 が 求まる か ら , Tg/Tg X10014 必 と する 
と , er/Ec=10 と な り , トラ ンジ スタ 出力 端子 に 加わ 
る 電圧 Vcp は , 

Vep= Ec+eri=1ll Ec 
し た が っ て 最大 開放 電圧 Vopm は 
Veopm>11 Ec 
で ある と と が 必要 で ある か ら , 現在 の 受像 機 用 と し て 
は , Vopm>120V で ある も と が 望ま し い . 

ェ エミッタ 接地 の 場合 の Vepm は 入力 側 の イン ピー 
ダン ス に よっ て 変化 し , エミ ッ タ 開放 の 場合 の 隆 服 電 
圧 Vs か ら 。Avalanche 電圧 V。 まで の 範囲 と ある 
( 図 3). 図 4 メ は ベー ス 電 流 75 に 対す る 出力 電圧 電 


いく 


(26 ) 


196°C (液体 容 素 ) で は 逆 に 耐圧 が 下っ て いる が , と 
ot Cn) 


10 10 10 10 


R(@) 
図 3 入力 抵抗 と 最大 開放 電圧 と の 関係 
Fig. 3—Variation of maximum open circuit voltage 
with input resistance. 


8 Mlrn 


図 え を ペー ス 電 流 の 変化 に よる コレ ク ネ タ 和 電圧 
電流 特性 (トラ ンジ スタ 応 流 入 す る 方 
向 を 電流 正 よ する ) 


Fig. 4—Common-emitter static characteristics for 
various input base current. 


流 特 性 で ある . 75 が 雰 を 通過 し て 正 に な る と , エミ 
ッ タ は 逆 バ イア ス さ れ て 出力 開放 条件 に な る が , 75 が 
Ts= — l,ile (S52) 
還る まで V2 は ほほ まさ Va の まで TT 
が 更に 正 に 増加 する に し た が っ て Vopm は 次 第 に Vg 
に 近づく . 実際 の 偏向 回 路 は 入力 側 は トラ ンス で 駅 動 
され て いる か らら 直流 的 に は 低 イ ン ピ ー ダ ンス に な っ て 
いる が か が, スイ ッ チ 開始 , 終了 時 に 高 イ ン ピ ー ダ ンス に 
な る . また スイ ッ チ に 加わ る 電圧 が パル ス 状 の 場合 
は , 下流 電 克 の 場合 に 比 し て Vopm を 高く と れる こと 
と が 予想 され る . Vopm は 周囲 温度 の 上 昇 と 共に 低下 
する . その 実験 例 を 図 5 と 示し た . 小 電力 トラ ンジ ス 
タ で 同様 な 実験 を し た 結果 と 比較 する と パル ス 幅 に 対 
する 変化 率 が 小さ い が , と これ は 電力 用 トラ ンジ スタ の 


9 が 小さ いた め と 考え られ る . 図 5 の (a) と tb) を 


較べ る と (も 〕) の 方 が 変化 率 が 大 で ある が , と これ は 内 
部 で 発生 する 熱 た に よる 影響 が 大 きい と と を 意味 し , 直 
流 の 場合 の 温度 特性 と 定性 的 に 一 致し て いる . 一 


0 0.2 0.4 0.6 0.8F 1.0 
バル ス 幅 (mg) 
(a) 
50 
(@),(b) と も に 


パ バルス 向 隔 4 10ms 


20 


0 0.2 0.4 0.6 0.8 10 


バル ス 幅 (mS) 
(b) ’ 


(a)。 ベース, コレ クタ 間 
(b) り エ る w 浴 以 7 色 韻 
(カカ - ヵ -? 電力 用 トラ ンジ スタ ) 


(a) base-collector (b) emitter-collector 


図 5 "パル ス 状 電圧 を 加え た 場合 の 最大 開放 電圧 


Fig. 5—Maximum open circuit voltage as a function 
of pulse width for several values of temper- 
ature. 


れ は ベー ス 領 域 の 比 抵抗 の 変化 に よる も の で あろ 5. 
V2。,Vg お よび <& の 関係 は 実験 的 に 式 (6) で 表わさ 
れる が 


Vi=V 1-¢ (6) 

各種 トラ ンジ スタ に つい て それ ぞ れ 実測 し た 結果 を 
図 6 に 示し た . る へ 印 は 合金 有形 お よび 成長 形 の ヵ - カ - ヵ 
トラ ンジ スタ で O お よび @ 印 は 合金 形 か - ヵ -2 トラ ン 
ジス タ で ある 。 図 か ら 分 る で と くく 1 ヵ r- カ - が の 訪 が Vg/ 
Vg の 値 が 1 に 近く , 入力 条件 に よる Vopm の 変化 が 
少な いか ら , Vg を 高く で きれ ば ズ イ ッ チン ク 用 ご ざし 
で て 適 履 で が る で あろ うら う se 飛 は 電界 一 定 選 は 
ー ル より 電子 の 方 が avalanche 増 倍 を 生じ に くい こ 
と カ が その 原因 の 一 つと 思わ れる -. 

DA ピ ビ の ご で と の は 大 2 バニ = ベ 電流 (入力 イン 
ピー ダン ス ) , 開放 時 間 , 周囲 温度 な ど に よっ て 相当 
変化 する か ら s 回 路 設 計 か ら Ve が 定まっ た 場合 


-3maesr0 AeMcAI REE CD 
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0005 001 


003 003 o1 
1-& 
図 6 Val/Vg 対 ユー& の 図表, 。 印 は 測定 し 
た V。 の 値 が Vgx( ユ 1 一 d@)'? パ より る も 小さ 
Vi ンダ 
Fig. 6—ValVg as a function of 1-d@. The open circles 
show the values with the transistors that the 
Va measured are less than Vax(l1—@)18, 


帰 線 期間 の 入力 イン ピー ダン ス が 充分 低い と 考え られ 
ば , 宰 温 で 50 c/s 半 波 で 測定 し た Vg を 用 いて , 
V2 みみ 二 0.8 Vs 程度 の トラ ンジ スタ を 選べ ば よい . 

2.2 短絡 電流 : sx 

2 計 で 述べ た だ た ど ご とく 偏向 回 路 で は 7zp は 少な い 方 
が 能率 は よい が , トラ ンジ スタ の Vopm が むやみ に 


) 大 きく と れ な いか ら , 最大 短絡 電流 Zsgm も 式 ② , 


(4) より , 

TV opm— Ec)/L t= Ipp< linlt (C7) 
な る 関係 を 満足 する 必要 が ある . ヵ 々 は 直線 性 , 能率 か 
定まる 係数 で あみ る. sm は それ 自体 正確 に 定義 す 
る と と は むず か し い が , 電流 の 増加 に より が 灘 少 す 


る で と や , トラ ンジ スタ 作用 を する に 必要 な 最低 電圧 


で 最大 コレ クタ 損失 を 越え な いと と な ど を 考慮 し て 定 


[=】 


ーー Tn-Prn 合 食 用 ( 低 周波 用 ) 
Xe P-n-P s+ ( $$ ) 


、 


ら 


_e 
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| 図 7 4-2- 々 , 2-n-》 トラ ンジ スタ の (=- 誠 


1—¢ 
ー7。 特性 の 一 例 . い ずれ る ゃ 合金 形 , 低 周波 用 
Fig.7—One example of variation of 8 (%) with 
emitter current for rn-p-#n and p-n-p alloy- 
transistors. 


ww = 
$3 
2,#3 
09 P-n-P _ 合 会 形 ト ラノ ジス タ 
( 克 周 湾 


a a Cbs tr a 


6 
le =mA 
図 8 Cs,&s の 7。 に よる 変化 
Fig. 8—Variation of normal alpha and inverse alpha 
with emitter current for p-n-? alloy-transistors. 


め ら れる . 電流 の 増加 に よる <« の 減少 は , 能率 の 低下 
と 共に 偏向 の 直線 性 を 悪く する 原因 と な る の で , 実際 
の 回 路 設 計 で は , 式 (7) の ヵ r を 4~5 に 選ぶ 必要 が 
ある . Vop=110V, Tg=10 gs, Ec=10V, L=200 xH 
と する と 。, sgm は 約 6A と な る . 合金 形 低 周 波 用 の 
nr- カ - ヵ , カ -n-2 両 形 トラ ンジ スタ の c@-I。 特 性 の 例 を 
図 7 に 示す . 

水平 偏向 用 トラ ンジ スタ に は , 図る 2 のど と くさく 短 絡 時 
に 正負 両方 向 に 電流 が 流れ る か ら , トラ ンジ スタ の 対 
称 人 性 が よい と と が 望ま れる :( 非 対称 が 著しい と き は ぎ ダ 
ン パ ・ ダ イオ ー ド を 入れ ね ば な ら な い )。 その た め に 
は , コレ クタ 側 か ら の 注入 効率 が 大 きい 必要 が あり , 
逆 方 向 電 流 増幅 率 &; も 順 方 向 電流 増幅 率 &x と 同様 
に 注入 電流 に よる 変化 の 少な いと と が 好ま し い . 市 販 
小 電力 トラ ンジ スタ の 場合 の 特性 例 を 図 8 に 示す . 

2.3 短絡 イン ピー ダン ス : Rox 

スイ ッ チ ング 動作 中 で トラ ンジ スタ が 短絡 の 状態 
(飽和 領域 に 動作 点 が ある ) に な っ て いる 場合 , 直流 
飽和 抵抗 は Ebers ら の 式 ゆ や から 式 (8) の ご ど と く 表 
わ さ れ る . ( ヵ n-P-?) 

Zi 


Ron~Ves 2 ーー 
c sh sh 
1+ I 0; 


の (8) 
てこ て C ゝ で n=Cn/(1 ユ da), 80;=1ーcj, fg' お よび rc' は 
それ ぞ れ ェ エミッタ お よび コレ クタ 直列 抵抗 , 了 7 は 絶 
対 温度 , K は ボル ツマ ン 定 数 で ある . 短絡 時 に 大 電 
流 を 流し 得る た め に は 電力 損失 を 少な くす る 意味 か 
ら , Ron は な る べく 小さ く せ ね ば ぱ ば ならない . し た が 


(C28 ) 


| っ て 式 ⑤ より dm,ds を 大 きく する 必要 が ある . 特 
馬 に 大 電流 で と の 点 が 強調 され る の で ¢-7。 特性 の 平 
| 坦 な ヵ ゃ -?- ヵ 々 形 が 望ま し い 。 ヶ g。 rc を 小さ くす る た 
1 め に は , 合金 形 あ みる い は 拡散 形 が 適当 で あろ る ろう. 短絡 
導 欠 半 向 に な っ た で ( 二 基 則 PN) の イッ 
= ダン ジ ンス は 式 "8⑧ で Gz と を 置き が えた 値 
と な り , Cx 三 &』 で な い 限 り 等 し く な い . し か し こと の 
点 は 短絡 期間 中 エミ ッ タ ・ ベ ー ス 間 電 圧 を 一 定 に 保つ 
と こと, ある い は ダン パ ・ ダ イオ ー ド を 挿入 する と と に 
より 偏 向 の 直線 性 が 補償 され る . 交流 イン ピー ダン ス 
は , 式 ⑧ を 倍 し , 7sg で 微分 し て 近似 的 に 得 
較 - 、 られる. 


放 Er 
3 "シン FR q ts 0 
1 Cp I 
\ Rh 

+fg +e 


| こ ゝ で 3,1ーdm・ 水平 含 向 周波 数 は 15.75 kc で 短絡 
| 期間 中 の 抵抗 は 低い か ら コ ピク タ 容 量 は 直接 きか な い 
有 が, dmc: の 低下 が ある と rox は 増加 する . 短絡 期 
| 問 の 非 直 線 件 お よび コレ クタ 損失 は , それ ぞ れ 
sRon+ RL)/2L= TICRon+ RD/2 Ec 
層 Rl pri12 

と 表わさ れる か ら , 7 を 5 必 程度 と する に は , Ec= 
6V, Ipp=10A, Rrz=0.010 と する と , Ron る 0.05 
9 で ある 必要 が ある . 
計れ 開放 イン ピー ダン ス : Rorr . 
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FE. 9—Conditions of input side for 


"es 


学 会 雑 計 


es し いと で が 人 る 、 / 


と 近似 的 た 書け る . dn=d= ¢ な る トラ ンジ スタ で は 
式 GQ ろ は 式 G2) の ょ うに 村 単 K な る 、| 0 


推 鹿 され る が , 高周波 で は コレ クタ 容量 0 


ルス の た め に スイ ッ チ 損失 が 生ずる が , 
述べ る 有限 な スイ ッ チ 時 間 の た め に 征 : 
て 無視 し 得る ーー ’ 
O25 スイ ッ チ ング 時 間 こ - 放 
2S 届出 力 回 作用 宴 カト ラン ジス ク で は 


Tc6; A 
oS LR gm (9-2) 9 
0 . 8 Ns 
a (9-3) 
a EL 0 3 
= = の (10-1) 
7 ¥ 
(hb) NT (10-2) 
i EIC 
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0 OE 
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式 03) と 式 GO-3) は エミッタ 電導 が 聞 方 和 
な っ て いる と と は に 注意 し た い . \ 
皿 力 回 路 条 件 が 一 定 で あれ ば , コレ クタ 電流 が 
い ほ ど 開 放 イン ピー ダン ス は 高い. 式 ⑧- ろ 』C 
(11) を 較べ る と , 0 
TT | 
で あり , 入力 側 逆 パ イア ス 回 路 の 場合 が Rorr 量 
な る と と が 分 る . Vopm も 図 4 え か ら 一 般 に a es 
Venda) = Ven) SS Vm (人 0 了 
で ある か ら , 開放 条件 と し て は (2) の 場合 が 最 委 
ある . すなわち 駆動 パ ルス は 開放 期間 中 ペー ス を を 
か に 逆 バイ アス する よう に 選ば ね ば な ら な い . 
TR 


開放 時 直流 抵抗 は Vop が Vg oN 
Rem = Vo l= CC; L203 
Vs に 近い 場合 は 


Rorr= Vy(1— In -( ) Ne 3 


Rorr= (1+ &) Vl 


MR 
交流 イン ピー ダン ス は 出力 側 I 特 の 
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する . 開放 時 に リー クタ 電 流 が ある と , フ 
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積 効果 に よる お くれ と , 電流 し ゃ 断 時 の 損失 と が 問題 5 る 


で あぁ ある. 蓄積 時 間 な は 入力 パル ス 幅 と は 無関係 に , 

回 路 条 件 に よっ て 大 きく 変る 。 Mol1l) に よっ て 導 か 

れ た 抵抗 負荷 の 場合 の エミ ッ タ 接地 に お ける 革 積 時 間 
eto Dl, 
DO; 全 —CnC;) A 4 
2 


Ba 


る > ら 計 算 し た 値 と , 実 測 値 と の 比較 を 図 10 に 示し た . 
と マ ゞ で oo』 は それ ぞ れ GQz,&: の し ゃ 了 断 角 周 波数 で 
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n-P-n 電力 用 トラ ノ ジ ス 2 ヌ 


An =0.97 
< di =0.87 
Ns Fan = 280 kC 
“っ Fai =155 » 
‘A 20 Ec = 10V 
を RL = 1kS 
ト ご 
ME 10 
(4 A2 PD CDRA 44 2 0 
Ip (mA)} 
図 10 ヵ r-》- ヵ 電力 用 トラ ンジ スタ の ベー ス 


電流 と 間 積 時 間 と の 関係 
Fig. 10—Storage time as a function of base current 
for rn-p-n power transistor. Solid curve is 
culculated and open circles are experimental. 


図 11 藤 積 時 間 の た め の 電流 増加 (45) 作用 


Fig. 11—Current increasing action with storage time. 


12 入力 開放 期間 の 電圧 , 電流 , 電力 損失 の 関係 
Fig. 12—Relations between voltage, current and 
power loss during cutoff interval. 


. 条件 に よっ て は 開放 期間 の 数 10 必 以上 の 
と な り , 図 11 に 示す ど と くく, 実際 の 帰 線 期 間 は 入力 
側 の 開放 期間 より る 短く な っ て , 電流 が 次 第 に ビル ド 
ァ アァ ッ プ し , トラ ンジ スタ が 破壊 され る に K 至 る と こと が あ 
る ®, 

電流 し ゃ 断 時 の コレ クタ 損失 は 式 (13) で 示さ れる . 


Poorm=fax | erDicorr®dt 3) 


と ゝ で げ g は 水平 偏向 周波 数 。 な は 電流 し ゃ 断 時 間 
icorr は し ゃ 断 時 残留 電流 で ある . fcorrer,Pcorr 
の 関係 を 図 12 に 示し た . Pcorr は 短絡 時 損失 Pcon 
より 大 きく , フラ イ バ ッ ク パ ルス に よる 電圧 破壊 を 起 
す 原 因 と な りや すい か ら , で きる だ け 小 さく せ ね ば な 
ら な い .。 な み は active 領域 で の 小 信号 定数 に よっ て 定 


P-n-P 電力 用 トラ ノ ジ ス タダ 
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図 13 敬 積 時 間 の 温度 に ょ る 変化 
Fig. 13—Variation of storage time with temperature 
まる 立上り 時 間 と 関連 し 
て いる の で , し ゃ 断 周波 
数 の 高い トラ ンジ スタ を 


帰 線 期間 を 約 10 zs と す 
る と , t は 1~2 ks, ty 
は 2 へ ~3gs 以下 に せ ね ば 
な ら ず , し ゃ 断 周波 数 1 
Mc 程度 以上 の トラ ンジ 
スタ が 記 ま れる . 落 積 時 間 , 立 下 5 り 時間 は , 図式 的 に 
目安 を つけ る と と が で きる の ① か ら , し ゃ 断 時 損失 を 
あら か じ め 求 め て お く と よい . 又 著 積 時 間 は 温度 に よ 
っ て 図 13 の ど と く 変 化す る か ら * 温度 上 昇 は 極力 さけ 
ね ば な ら な い . 

2.6 その 他 の 特性 


* と の 依存 性 は な トラ ンジ スタ の 総合 温度 特性 を 含む 
の で , 物理 的 に t。 その も の の 特性 で は な ない. 


図 14 電力 スイ ッ チ ング 用 
トラ ンジ スタ の 一 構造 例 
Fig. 14—A example of const- 
ruction of power switching 
transistor, 
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拉 計 0 で の ーー 

抗 9 が 小さ いと と な どの 必要 が ある と と は 言う まで 

も な い . 偏向 出力 回 路 に 用 いる トラ ンジ スタ で は , 
Pcorr の 他 に Pcox が あり , また コレ クタ 側 の 損失 
| と 同 様 に エミッタ 個 の 損失 も 考慮 せ ね ば な ら ず , トラ 
: ンジ スタ の 構造 も 適当 に 変え る と と が 望ま し い . た と 
| えば 図 14 の ど と くく エミッタ, コレ クタ 両面 に 放熱 板 
| 有 | を か ね た 金属 を 電極 と し て 取付 けた 構造 が 考え られ 
3 る . Cz 一 d』 な る 特性 を 得る た め に , エミ ッ タ , コレ 
「 クタ を 合金 法 又 は 拡散 法 で 等 面積 し する. と の 場合 表 
面 再 結 合 が 増加 し て 〆¢ が 減少 する と と が 考え られ る 

が , と の 点 に つい て は , 接合 面積 を 大 きく すれ ば 影 細 

」 が 少な く な る ふか ら 電 力 用 トラ ンジ スタ に は 好都合 で 

| ある ・ 又 対称 人 性 を よく する と と に よっ て 重なり 抵抗 Q 
較 も 少な ぐ な り , スイッチ 用 と し て 適当 と 考え られ る . 
: 潤 か - ヵ -》 形 と ヵ -?- ヵ 形 と を 比較 する と , 2.1 で 述べ 
還 語 7 で と 計 Va/V ヵ » が 1 に 近い て こと, "242 で 述べ た で 
| とく <-。 特性 が 比較 的 平坦 で ある と と * な どか ら , 
有 | ヵ ゃ 2- ヵ 形 が 好ま し い . その 他 , 連続 波 の 場合 の 最大 電 
力 利 得 の 比 を と る と , Ge で 幾何 学 的 構造 , ベー ス 比 
「 抵抗 , 周波数, バイ ィ ア ス な ど を 等 し いと し た 場合 , 近 
計 下 八角 な 目安 と し て で, 


を 議 き Cn-b-n) Up 
: 狼 = POCh hp) Lp 
な る 関係 が 得 られ る "や が , 短絡 時 (走査 期間 ) 中 は 電 
| 洗 は ほ ゞ 直線 的 に 変化 し 。 連続 波 と みな せる か ら , 式 
| G4 め か らち 4-6 形 の 方 が 同一 必要 念 向 電力 に 対し て 
3 入力 駅 動 電力 が 少な く て すむ と と に な る .・ 
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涯 通電 力 用 トラ ンジ スタ の Figure of Merit は , 
電力 利得 と , 0 
式 U5) が 用 いら れ て いる . i 

Fig.of Merit=ofa’V,,/8 7 a は 
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で RR 0 
が 1 に 近い ほど よい . 3 
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図 15 接合 の 不 均 一 性 に 
かど 

Fig. 15—‘“‘Shoulder’”’ because of 

ununiformity of junction. 
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る と と か ら , た と えば Ve-Ze 特性 に “かど” 
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遅延 素子 に よる 欄 状 フィ ル タ に つい て の 一 考 奏 


正 員 青柳 健次 准 員 則 。 恵 雄 
(大 阪 大 学 工学 部 ) 


要約 一 定 個 の 遅延 素子 と 若干 個 の 演算 回 路 に ょ っ て 構成 され る , 周期 性 信号 に 対す る SN 比 改 善 の た 
め の , 安定 性 の 制限 内 に お ける 最適 構 状 フィ ル タ の 条件 , 経済 的 な 層 邊 素子 数 の 選定 法 を 求め , 次 に 信号 
の 繰返し の 有限 性 に ょ る 影響 , 選 延 素子 の 誤差 に ょ る 影響 に つい て の 評価 式 を 求め , 必要 な 遅延 素子 の 精 
庶 に つい て の 目 宏 を 示し た . 


主眼 と し , 系 の 構成 の 立場 か ら は 取扱 われ て な く , 多 

1. 序 言 軍 化 の 場合 は 個々 の ルー プ の 安定 性 の み 考 慮 され て い 

る .、 一 方 Urkowitz 氏 は 特性 関数 が 与え られ た 場 
遅延 素子 を 用 いた 析 状 フィ ル タ に つい て は すでに い 合 の 構成 に つい て 論じ られ て いる . 本 論文 で は 一 定 個 

る つか の 論文 * で 取扱 われ て いる . 関 氏 ゆ や は 周期 性 信 の 遅延 素子 と 若干 個 の 加算 回 路 , 分 圧 器 , 高々 一 個 の 
且 の SN 比 改 善 の た め の 軍 延 帰 思 系 に つい て 論じ られ 増幅器 に よっ て 構成 され る , 周期 性 信号 に 対す る SN 
】 て いる が , 系 の 構造 を 具体 的 に 与え た 場合 の 計算 法 を 比 改善 の た め の 安 定性 の 制限 内 に お ける 最適 系 の 条 
 * Comb Filters using Delay Elements for De- 件 , 遅延 素子 数 の 選定 法 を 求め , 次 に 信号 の 操 返 し の 


tection of Periodic Signal. By KENJI! AoYyAaGI, 有限 性 に よる 昧 和 , 遅延 素子 の 誤差 に よる 影 絡 に つい 
Member and TADAO KASAMI, Associate て 論じ る 


(Faculty of Engineering, Osaka University, 
Osaka). [論文 番号 3167] 文献 (1)(2) (5)(7)(8) (9)(10)(11) 等 . 
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2. 伝達 関数 と 安定 性 


遅延 時 間 + の 遅延 素子 (まず 理想 的 に 働く る の と 仮 
定 し て お く ) が IV 個 , 若 干 個 の 演算 素子 増幅器, 分 圧 
器 , 位相 反転 回 路 , 加算 回 路 わ が ある も の と する . と れ 
ら の 素子 か ら 構成 され る 系 の 伝達 関数 を 7(s) と する . 


で 


図 1 せ | シグ ナル “フロ ー グ ラフ に よる 表示 
" Fig. 1—Representation by signal-flow graph. 
剛 菩 こ の 球 を シグ テル ・ フ ロー グラ フ で 表わす と , 図 1 
の こと とく, N 個 の ze-*7 の 形 の 枝 と 若干 価 の 8 の 形 
の 枝 (但し 〆,8 は 実 定 数 ) と か らち 成る.。 し た が っ て 
シグ ナル ・ フ ロー ダグ ラフ の 利得 の 計算 公式 より 容易 
" に わか る ご ど とく 7(s) は 次 式 で 表わさ れる . 
< FES, 
i RE (13 
| 但し (3),g(s) は e-*7 の 高々 N 次 の 実 多項式 で 
弄 で 9(s) の 定数 項 は 1 に 等 し い . 
A 2 eT (2) 
を 行なっ て 7() を 本 Gz) と お く と と に する 
EEA に は その 極 は 
0 $s 平面 の 左 半 平面 < 平面 で は 単位 円 内 ) © 
8 な けれ ば な らら. 逆 に 
, 5 OT ey 
i ET A 
。 個 し a;,b; は 実 定 数 で ay と bx は 同時 に は 0 
8 と な ら ぬ も の と する . 
0 T,@ 0 の 栖 が 単位 円 内 に あれ は ば N 個 の 
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図 2 系 の 一 村 成 法 の Ga 


Fig. 2—A Method of realization. 


一 般 に 安定 性 や 過渡 特性 は (CS) (また は 72(②) 
の 極 の 分 布 (また , その 留 数 ) で 表現 され る , FF 
で は 側 単 の た め 安定 性 や 過 流 特 伯 に 対す る 要求 が 次 の 
形 で 与え られ る も の と する . すなわち TT2G?) 
の 極 が < 

Re s そ ミー8<0,.|z 上 ee -5 =¢<1) て 5 
Omicn 3 cc TKRan? oF? Chat 
か い 指 定 が 必要 な 場合 に も 以下 の 議論 を 適当 に 修正 3 to 
れ ば よい ) 式 (5) の 8 (また は <) の 値 は , 系 の 素 | 
子 定数 の 誤差 範囲 , 定数 の 変動 範囲 。 じょう 乱 の ? 
の 時 定数 へ の 要求 , 前 ( 後 ) 置 回 路 の 特性 , 立 上 ! 
間 へ の 要求 等 か らち きま る も の で , あら か じ め 細 か い 
まで は きま ら な い だ ろ う が , 以下 で 述べ る ど と く 


適 な ¢ を きめ 系 の 諸 定数 (z の 簡単 な 関数 ) > 
れ ば よい . 


3. SN 比 改 療 度 


周期 性 入力 信号 の S/N 比 改善 の た め の 橋 
タ の 良さ の 尺度 G と し て 次 の ご と きも の を 
と と に する . すなわち 人 
(1) tt ( 答 汐 フィ ル タ の 入力 に お ける 4 


"は 2z/oe。 の 周期 関数 . 。 
(2) 入力 雑音 の スペ ク トル 人 は な 


も スス 
和夫 
PR 


と 
a | 


A 
青物 健次 


YN 


" えた 場合 の GG は S/N 上 比 と し て 信号 電力 対 雑 童 電力 
。 を 考え た 場合 の G の 平方 根 と な り , 本 質 的 に 違わ 
| 故 , 以下 S/N 比 と し て 信号 電力 対 雑音 電力 を と っ て 
* を 定義 する . 
3 0 共 ソナ ー 等 で は 信号 の く り 返 し は 有限 回 で あ 
生 件 OO は 居 密 に は 成立 し な い が , くり 返し が あ 
度 以 上 あれ ば * 条件 (1) の ど と くさく 理想 化し て も 

to ¢ は 系 の 良 杏 の 尺度 と し て の 本 質 を 失わ ぬ ね 導 . 
ま た 格 状 フ ィ ル タ は 他 の 適当 な フィ ル タ と 同時 に 使 
っ と と が 望ま し い が の , 上 の 条件 の も と で は 全 系 の 
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『 の 独立 な 積 と し て 求め られ る . と ゝ で は 村 状 フ 
w タ の 部 分 だ け を 考え る . 
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(jo), (jo) は 2 ヶ k の 周期 関数 で あり , @。 は 
2z の 整数 倍 で ある と と か ら , eer=z と 変数 変換 ) 
すろ る と -* * 

pet “ 4 , v 

rb ITGo Fdo 

7 ptlr : ”* E 
を TGoT(—-jo)do Ta 
27 ァ 0 ‘ 。 "4 s 
TT 
l=1 

7.(z) は < の 有理 関数 故 7。 が 与え られ た と Sc NN 
(11) を 求め る に は 単位 円 内 の 留 数 の 和 を 求め れ ば よ Cy 
く , 文献 の 方 法 よ り 一 般 的 で 簡単 な 6 の 計 筑 潜 。 Pp 
を 与え る . 

次 に , 条件 (5) の も と に (10) で 与え られ る G を 


*» 


GD? 0 


最大 に する 条件 を も と め る 。 T(z) を 交 式 で 表わす Nh 


と き 。 本 f の 
EE A ーー 

T= EI < 0 

tS 8 

; 9(17z) は 条件 5) より a 


; 


gC1/2)= (1—P,/a) (1—P,/a) (1— Plz) “ 

CR 

但し 1P,l&a(r=1,2, 5), HEN St 

と 因数 分 解 さ れる .G は 了 1/2) RM Sk 
P=|P, ltr, ra132; 0 N RD 

の 関数 と な る . ER NY . 
補助 定理 1*:G は PiCGier) を 固定 する と き , IP 


” 


が 定数 な ら , 067=0 の と き 最 大 と な る 。 また =0 の 


CS 


と き は 0 ご P<1 で P, の 単調 増加 関数 で ある 。 
と れ よ り 分 子 の 形 に 無関係 に 分 母 の 最適 形 が きま が 


① "の 分 母 9(1/2) は 次 式 で 与え られ る . FN 
gC1/z)=(1— lz" 


次 に 。 9(1z) が 与え られ た と き , G 3 灯 
G17z) を 求め よう . 9Q1/2) ES "& 6 を J 


す Ty 1 


RE 
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と お く . 次 の Bg を 留 数 計算 で 求め る . 
2FR.de 


| 
[a WE oi 
2 AOTS ‘2 


i dz 
CT 
=i 
但し R=0;1,…,7 
A4k 三 Bx Gz 三 0,1,…,) を (⑦)x ヶ ) 要素 と する 
行列 の 行列 式 を D7 列 を 0,1,…, 1 で お きか えて 得 
る 行列 の 行列 式 を の D; と する . 
補助 定理 2* : (1 うに お いて 9g(1/z) が 与え られ た と 
き で を 最大 じす る 了 /(1/z) を (15) で 表わす と き , 
GE KDID E01, 7 (17) 
但し 玉 は 0 で な い 実 数 
まま 2 この と き "G' は 次 式 で 与 た られ る . 


t 
D, 
居 
LI LD 
どれ より 条件 (5) の も と に 最大 の G を 与え る T。(2), 


Gmax を 求め る に は 上 の 定理 に と お いて , g(1/z) を で 14) 
で 与え れ ば よい . すなわち 留 数 計算 より 容易 に , 


G= 


(18) 


B 1 das orR 
RF (rn—1)!| de (1— G2) f=R 
LR (19) 


EC i 店 2)” 
ヵ z= 家 (20) 
も ちろ ん (1 の 分 母子 の 次 数 カ 々 が 大 きい 程 大 きい 
Gmax を 与え る か ら , NV 個 の 遅延 素子 の 場合 は , 最大 
の G を 与え る 系 は 7= ヵ =NM と お いて 得 ら れる . 
次 に 計算 例 を 示す . 
RL 
1—a/z’ 
1+(l1—2¢—) lle+1/2* 
(1— lz2)* 


3+¢ 
っ 詞 の 


2 
Gx = ご るみ (21) 


N=2; T= 


(22) 


比較 の た i er 
cS + *t* 
Ee 1— 0 の こき RE 


K+1/2) 


: 1+¢ 
7 Cie 0 


* i Rt で あぁ る の で 紙 数 の 関係 で 省略 


する 
** 当然 文献 0 の 結果 と 一 致す る ・ 
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1l+e (1+0)’* 
l—a 1l+e* 

(23) 
分 母 の 次 数 が 二 次 の と き は 一 次 の と き に 比 し て , ほ き 
2 倍 の G を 与え る .¢ が 1 に 近い と き は , 分 子 の 形 は 
G に あま り 影 級 し な い ・ と れ は も っ と 一 般 的 に 成立 す 
る . (1) に お いて 分 母 が (14) で 与え られ た と する. 
(10), (11) より 


K 
bcp CRT 


tt EE 
G CL 2 (1—G 2)" la)y'ztt tn 
(24) 


(24) の 被 積分 関数 は 単位 円 内 に お いて , z=¢@, 々 =0 
(7【+1> ヶ 々 の と き ) の 極 を も る もつ . z=@ の 留 数 は , 
i の 
a ETT er & 2)" 
FD FA/2) | 
= 


ltl 


1' に 近く で $ig こ する 2 た 


2 
の 公式 より ( ヵ ご 2) 
5 nD oh or OE 
LD CL 
(25) 


z=0 の 留 数 は 1 を 1-¢ の と き Rs に 比 し て 省略 し 
うる = いま 人 分子 2 が を 固定 心 で で き 分 就実 


cg/z)* に 対し て G は «の 関数 と な り , (24) と 上 の 留 
数 計算 か ら , 
A 214 2n—2 
CH CL a 0 
すなわち , 
2 人 2n—2 
i 1 se 3 の (26) 


(26) より & が 1 に 近い と きき は, 分子 の 形 は 1=〆¢ の 
ォ ー ダ で きい て くる に すぎ な い . 分 母 の 次 数 の 影 杖 
を みる と , ¢ が 1 に 近い と き , ヵ z=2 で ヵ r=1 の と き 
の 約 2 倍 , 々 =3 で は ヵ ゃ =2 の 約 4/3 倍 , 々 >4 で 
は 急激 に 飽和 する こと と が わか る . な お 上 の 議論 は < を 
ヵ ? に 無関係 と し た が , & は 系 の 複雑 さ に 依存 し 々 が ふ 
えれ ば より 小さ な d に お さえ る 必要 が ある か ら , 
jg の 因子 の 影響 は 減少 する と と が 予想 され る . と 
の 意味 か ちら も 々 を あま り ふ や すべ き で な い . 結局 遅延 
素子 数 NM の 選定 に お いて は ; N=1 又は 素子 の 精度 
安定 性 が 比較 的 よけれ ば , N=2 に する の が 最も 能率 
的 で あり , N>4 は 不 経済 で ある. 補助 定理 1 より ¢ 


C35 ) 


が 大 き く と れ な く て も フィ ー ド バッ クル ー プ を 使っ た 
方 が 有利 で ある . (も ちろ ん 信号 の くりかえし が 大き 
いと 仮定 し て いる ) 

また フォ ワー ド パ ス (分 子 に 対応 する ) は 〆 が 大 き 
く と れ ぬ とき, ある い は くり 返し の 有限 性 の 影響 の 補 
貸 の 意味 で 使う べき で ある 。 な ね 最適 系 の 構成 は た と 
えば 図 2 の 方 法 を 使え ば よい ・( 実 際 上 は あたえ られ た 
体 的 条件 の も と に , 安定 で 経済 的 な 系 を 只 味 し な け 
れ ば な ら ぬ ) 


i 5. 繰返し の 有限 性 の 影響 


| 入力 避 ち の 同 基 柏 が 応 立 し な い 場合 の 補正 に つい て 
有休 単 に ふれ る . 3 節 の 条件 ② は 成立 する も の と し , 
1) の 代り に (1) 送信 側 で 同一 波形 を * 間隔 で M 回 


| 操 返 し て 送り , 橋 状 フィ ル タ の 入力 側 に が K わ の 小形 
の 等 間隔 の 繰 返 し と し て 入る も の と する . 4( カ の フ 


7 


os する . 
oe ,M ro 

と este +1 HR 
生計 (の ) ド ーーーーrdg 


ws CR ID 2 TT の 
‘A 


re 0 
sin’ 


ect 
へ = HCro) | 1 Td 


wolk - YD 


3 が a Hko, i (27) 

但し , x: 正 整数 , @=2 x 
; が 大 き けれ ば も ちろ ん 成立 する が , 送信 単 
続 時 間 が ょ より か な り 小 さい と き 1H(Co)F 


入力 信号 の フー リュ 変 失 の 絶対 仁 の 、 


7 + 算 す 2 に と 


1 


eS hitmenat 


k=0 


Nh me 
0) Belrre| = HC) | 
Ta 1 和 R 
; "| 2 
を i Mro 
2 


A 


TG o) td @ 


青 移 企 交 。 計 二 紅 : 2 hat 


ー リ 変換 互 (Go) が 問題 の 帯域 内 で 次 式 を みた す も _ 


EN CO ON 


2 


で oo meet 
= Ga) F 1 

Tk og C1 ; i i 3 
E Mr @ v も きす 
sin 2 で 
es に 
' Mo,sin’— t 

2 _ 

a 2 MlHCro,)F 


Ke= -00 
Mro 


Trione 


Mo,sin’ — 


"a 


| 
eid 
8 
rr 
NN 。 
き 
“A 
8 
A ch v の 
< I A 


1 ee EA 
P= HFdo ; 
生計 
ト 
1 ? 
jg OM). 2 Ho 3 
cin Mro » * ' 
P,, 1 pe 
a ーー| TGo Fdo (28) 
si .°0 ‘er- 
Msin* — 2 “ i 
Me と する と 上 式 は 17⑰⑪F 近づき 3 節 の 結 
果 と 一 致す る 。 8) は TG の Tj の = FA, 4 
kre の 係数 Ax が WMC も と まる と き は 。 ve 
sin:M ro * A 
MM-1 2 
ーー 0 @e-ikTe 
OE «=0 
Msin yr ¥ 
吉 * P< も 
= — EE are に a 
RO lhe に 
と , e- が «Te(xs=0, 土 ]…) の (0,6%) cova 
に 注意 する と 次 式 で 表わさ れる . 本: 
MN-1 . 


[PP es AM-lsDIM : KN 


a A a 8) ; 

«= -(M-1) 

[Pan/Psile=| TO と HE, 
a 4 


1 a 
[P,P le- PualPily 2 a Oe 
4 A -. fF | 


+ >» 役 和 か x 
I«l2M | 3 - 
* (27) が 成立 すれ ば 1TG oP な は 樹 状 フ ィ ル タ の _ 

特性 関数 故 x@。 の 近く に 値 が CR 、 


i2 “に ls M+2Dar | (31) 
4 
3 d=0.8,M=60 の 時 Gm は Ge より 約 10 必 小さ い ・ 
以上 より Ge。 の 大 きい 系 ほど , 
| る 相対 誤差 は 大 きさく, より 大 き な 繰 返し に 対し て の み 
| 有効 に 働く と と が わか る 有限 の 繰返し の 場合 補助 定 
有理 1 は 成立 せ すず, た と えば (30) より も わか る ご ど とく 
交 定 性 を 度外視 し た 最適 値 Zope は 1 より 小さ い . 
し か し 使用 騰 延 素 子 数 NM に 比 し て M が ある 程度 以 
正大 きい と , dope は 1 に かな り 近 く , 一 般 に 安定 性 
) 等 の 制限 値 @ よ り 大 きい 故 , (MV の 場合 ) 最適 系 
| に つい て の 前 節 の 議論 の 基本 線 は 変ら ぬ . 


65.- 遅延 の 不正 確 に よる 影響 


前 今 ま で 運 延 が 正確 と 仮定 し て きた が , 遅延 の 誤差 の 
% 影響 に ふれ る . と れ ら に つい て は 既に 一 部 論じ られ て 
ee "⑭⑦, と れ ら は 正規 分 布 を 仮定 し , 入力 の 具体 
的 な 形 の 上 に 計算 きれ , 結果 その も の も 数 値 計算 を 必 
。 要 と し 見 通し が わる い . 本 論文 で は 設計 上 の 目安 と す 
る た め 。, 誤差 に よ る 出力 信号 電力 の 減少 と 対する, 誤 
i | It 系 の 特性 関数 , 入力 信号 電力 スペ クト 
関数 に よ る 評価 式 (同時 に 近似 式 で も ある ) を 求め 
人 ・ 箱 単 の た め 各 運 素 子 の 誤差 の 時 関 変 化 は 省略 し 
で いも as : 


の 3 
TGD= a irs 


(30) 
¢=0.8,M=25 の 時 Gu は Ga より 約 10 小さ い 。 
i= 3 き B 

9 (1— ala - 

0 2 2a(1—aM) 
1 Gu= eo 1 Ly M+e)° 1e? 

志 

" 


言 学 


有限 の 繰返し に よ ・ 


3 本 ON x ) 


a ~~ 


; 0 還 R: 近代 確率 論 。 岩 濾 . 


会 雑誌 第 43 巻 1 号 A 
々 rt 遅 外 の 誤差 を 8』 (同じ ゃ ヶ 遅 尋 で る も, ES 
場合 は 各 経 路 に よっ て 違っ た る 誤差 を も ち う る が 簡単 の 
た め ヵ #z 運 狂 を あたえ る 全 経 路 | に つい て の 重み 々 を つけ 


た 平均 誤差 を 考え る ) と する と , 
Ft) = N Bf びー— ヵ ーー6,) 


n=0 


(33) 選 
入力 信号 の 自己 相関 関数 を 88 の 分 布 密度 


関数 を Pm 出力 信号 電力 Ps。, その 統計 平均 と 
する . る 


Fr 


Ra > B.B,jp(r—m FS っ 


n=0 m=0 i 


P,,= 交 B,・ sR plrn—m mr+d a 4 
CO dO = rm) CO ye 


# 
誤差 が 0 の 場合 の Ps。 は a Be a i NY, 


ある か ら 出 力 信号 電力 の 平均 の 減少 4P。 は 3 
AP = ™ \ BBno(n—mr)—P; ES 


n=0 m=0 

9 一 8m の 分 布 は 正負 対称 と 仮定 し, その 

gam? と する . ?( 々 ) に 対し て 有 界 非 減 少 査 関数 > 

が 存在 し て , 次 式 が 成立 する や . 
plu) = i elmrgdA(o) 


また 9』 一 6m の 分 布 の 特性 関数 迷 を 6m と 表 わ 3 0 


、 
て 


AP,, = BaBnp(n— CE 


a k RT EE | 
a, 


a . ‘RA D8 
ER 0 NO 


n,m=0 


一 方 よく 知ら れ た 不等式 、 WN a 


1) 1 bn20 


を 利用 する と , (36) より 0 


n, m=0 


RABE 2B |. Hz 0) A 


と し て いる が 有限 区 間 継続 する 
ほとん ど 同 様 で ある . 0 


es 


a 


A 


秋 
4 


EN 


i J Ei を a 2 YY 


4 


a I ET 
Ce 
3, 

a 

Nr s 

FF 

“A 
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EE 


ビー Cr 


n,m=0 


= > BB CO 


(38) 


| 信号 入力 が + の 周期 関数 な ら ば , 4( ヵ ⑰) は 2z/: の 
整数 倍 の 所 の み 跳 曜 す る 単調 増 大 階段 関数 で みる か 
ら , G36)(37) より 4P。。>0 と な る . 入力 信号 の 周波 
数 m7 に お ける 電力 成分 を Pm と する と , 


— (1/2 2’g" C0) = 2 mmP,, 
m=0 
入力 信号 の 高調 波 の 大 小 を 示す 指標 と し て 戸 を 
XP 


ーーー 
a 


m=0 
と 定義 する と, (Pa)*s =o=T COPi=T*(0) 5 Pa 
ょ 5 


rR Bi BBB 
A 4 
0 EH 


PY; 
(39) 
上 式 は 誤差 分 布 の 4 次 以上 の モー メン ト が 省略 し う 
る 場合 の 近似 式 で も ある. 6 一 8m の 分 散 は 誤差 が 和 
と な っ て 加わ る と と か ら , 個々 の 運 延 素子 の 誤差 の 分 
散 を * と する と (平均 は も ちろ ん 0 と し て お く ) 
(MY (40) 


7 
CR Ye A 


と 科 1 
| FITG の の! 
((32) , (39) , (40) より 容易 ) 


er id rT). 


<27H 


Hr (41) 
二 1 
人 計算 例 : T= (aa OE き &, 
A 2 y nC 
0 () (a 
(42) 


* 誤差 の な いと き の も の . 式 (9) 参照 


d=0.8 の と き 上 の 相対 減少 率 を 0.1 以下 に お さき を 
る に は 5 x10 つ 程度 の gar が 必要 で ある . 


誤差 の 時 間 的 変化 が 省略 し 得 て , 3 節 の (2) の 仮定 
が 成立 すれ ば , 当然 Pw。 は 誤差 の 影響 を 受け ぬ と し 
て よい か ら , (41)~(42). の 4P;o/(P;o)s-=0 を SIN 
比 改 善 度 の 相対 減少 率 4G/G で お きか を て も その ま 
ゝ 成立 する . 

上 の 結果 は 信号 の 周期 性 を 仮定 し た が , 有限 な 繰 返 
し の 場合 当然 誤差 の 影響 は より 小さ い . 


7. 結 語 


遅延 素子 に よる 格 状 フィ ル タ に つい て , (特に 素子 
数 に 比 し て 繰返し 数 の か な り 大 きい 信号 入力 の S/N 
比 改善 系 ) に つい て , いく つか の 問題 を 論じ た . と の 
よう な フィ ル タ は 必ず し も 大 きい 故 善 度 は 期待 し 得 ぬ 
が , 他 の 方 法 に 比 し て 比較 的 簡便 で ある と と が 利点 で 
ある . 

具体 的 な 系 の 構成 に つい て は , それ ぞ れ 具体 的 な 条 
件 の も と に 経済 的 で より 安定 で 精確 な 系 を 得る べく , 
実際 的 な 立場 で 取扱 わ ね ば な らち 上 ぬ が の の G9, で の よ 
うな 場合 に 以上 の 議論 は 一 つの 見 通し を 与え 設計 の 指 
針 と な る と 思わ れる . 
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Goubau 線路 の 混成 波 伝 送 姿 態 * 


正 員 菊 地 下 く 異人 出 信 呈 人間 へ Ce 
(電気 試験 所 ) : 


要約 GG 線路 は 従来 まで 磁気 的 横 波 に っ いて 研究 され て いる が , 線路 の 励 振 部 , 不 連 続 部 等 の 影響 を 調べ 
る た め に は 他 の 姿態 も 考慮 する 必要 が ある . Sh 
固有 波 の 伝送 特性 を 求め た . と の 結果 と し て 
(1 う し ゃ 断 周波 数 が 雰 の 伝送 波 は 二 っ ある . 
(2) し た が っ て , と の いずれ の 伝送 波 も dominant に な り 得 る た あめ 姿態 混合 が 問題 と な る が , 以下 EE 。 
述べ る 方 法 に よれ ば 一 方 の 姿態 を 分 離 で きる . で 2 
(3) 誘電 体 お よび 導体 損失 に ょ る 減衰 量 は , 導体 直径 を ある 程度 以上 た に 大 きく すれ ば , 両者 共に 小さ 8 
" で る こと と 誠 で きる , 
「 等 の 事実 を 明らか に し た . 更 記 電磁 界 諸 量 を 厳密 に 公式 化し て GG 線路 の 取扱 いた に 便 な らし ふ あ , 0 
, et kA 


Co 言 : 方 程 式 , し ゃ 断 周波 数 , 拓 た 半 お i 

, に 二 つ の dominant に な り 得 る 0 - 

| 線路 は G. Goubau に よっ て 提唱 や され て 以来 , に な っ た の で , この 座 態 に 下 点 を 置い て 報告 する 次 第 
表面 波 を 利用 する 新しい 電 胡 波 伝 送 線 路 と し て 各 方 面 。 で ある . 1 
「 で 研究 され , 又 実 用 面 で は TY 共同 聴 視 に 巧み た 利 な お , 数 値 例 は すべ て ポリ ェ チ レン (=e,*= A 
| sh て ta. 押手 弧 に つい て 計算 し 。 実験 は 8mm 波 に よっ 
] Gaubau は 伝送 波 と し て 磁気 的 横 波 (Zu 波 ) に 注 。 た っ た る の で ある 
目 し , 非対称 姿態 は 減資 が 大 きい か ら 実 用 的 で な いと ; 
有 | し た ゆい . と れ は 従来 の 被 柏 の な い 不 完全 導体 線 の か ら 2. G 線路 と その 電磁 界 。 
類推 し た も の と 考え られ る - し か し 本 文 に お いて 述べ 図 1 の よう に 導体 を 中 心 と し た 2 媒質 の 断 
0 ER と の よ うな 類推 が で き る の は 限ら れ た 場合 持つ 同軸 線 が Goubau 線路 で ある .。 と の よう 
『 け で あぁ る. お いて は , Maxwell の 方 程 式 の 解 と 0 
。 波 の 他 に 混成 波 (Eg Re - 
の 線形 結合 ) を OE 
ある . Ss 
まず 2 つの 井 質 が 
体 で あり, 中 心 に 完全 5 


Ne : 


ER : 


of G-line_ と 


el OP eu: : 


ew 守 A | rt b= i, 
Ha i 


“1 Bau AZgnCr:D)60s 1 0 eet- (9 
2 His BZnslzaodsin ” Qeeet- 62 


Ft 
) TR 0 


-~ 


EK Cyib) ostiDgetinr en | (3) 
' H,,=GK,(x20)sin n 0eeKet-92 
=k, 2 
““ \ 8 } 
Xz 0 te 
_ と こと で 各 記 号 は 


ZnZ,0), Zmn(x,0)… 第 1 種 お よび 第 2 種 Bessel 
画数 の 線形 結合 

Sn K(xs,0)… 第 2 種 変形 Bessel 画数 

| ei 放電 率 お よび 通 磁 率 

"0 Ne OE 

区 ・ 空 間 位相 定数 一 ー お よび を 方 向 線路 位相 


= b=h, x20=ds:a=sb 
ほけ ば , 各位 相 定 数 に 対し て 
2x6 _ ( a +g* a 
0 2 6 3 
0 (ttp tate ル 
。 r” 4 6 ) 
条 を 得 ら れる が , 式 中 の ヵ ,g に は 後述 の 特性 
D - 示 され る 関係 が ある . 
議論 に お いて は 
>t HL et t= 
諸 関係 式 中 の exp[/(u ゅ 4ー 々 2)] 因子 を 便宜 的 
5 と と に する . 
導体 の 表面 に お ける 境界 条件 は 

» 2) " 
[Bap-a =0, Ro =0 E69 ’ 


pea 


(5) 


) 本 画数 は 次 の よう に と っ て お け ば 良い . 

( = DY (2) ~ YCrip Ta 

; ¢ CY, ‘(sh) — VC CSD) 

8 Ci 

関 係 と Maxwell の 式 に よっ て 則 磁 界 が , 

媒質 に お いて 定め られ る . 

お よび 2 の 境界 に お いて 電磁 界 の 切 線 成 
の 2 すなわち 

1 i ns=0, [Es,— Eoi]s-v=0 ] 

* Has-= 0, [Hs,-Hoilsas=0 
} « (8 NM ) 
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EN 避 
OE これ か ら 直 も に :. 3 


2 Ed Lf 1 当 
A 1 が RL 4 
= Pa) Er 
0 qK,(9) na 
の K,'(9) 9 ‘ “ * 
\ 0) 7 t ? 


を 得る か ら , 前 述 の 式 (5) の 一 方 
+= Ce sat DF 3 (5 


と 連立 させ て 解け ば , 2,g お よび 2。 の 関係 が 定め られ 
ERODE いわ ゆる 特性 方 程 式 で あっ て , 伝送 特 。 
性 の 数 値 的 解析 に は この よ うな 超越 方 程 式 を 具体 的 に ~ F 
解 か ね ば な ら た ない. て NS 
3. 伝送 諾 定数 2 
すでに 述べ た よう に 位相 定数 は 式 (5) 3 お よび O “ 
に よっ て 求め られ る . ‘ EV rn 
3.1 電力 分 布 Nt 
伝送 電力 は 媒質 1 ぉ よび 2 に 広がっ て いる が , と れ 
ら は Poynting Vector の 積分 実 部 に と にょ っ て 求め られ CR 
る . それ ぞ れ の 媒質 に お ける 伝送 電力 を P, TF 1 
と し て 積分 を 実行 する と 4 


で 8 Ve a i 
P,= 4 7 が ( pr, ese i ) ko 
A A 4 er jetZe, (DEE の 
+ VV Zn) Zn 0 i « 
+ {et Zp Ch) + V Zn Cp)} YF 


i Vi Za 
0 4 


ro CE PY 

0 Zanb) Zn) Wo A 
mF A Zn Cb) 8 A 

TT A Rr VD に 四 が < 

匠 Lk “の 3 DR Ks wo 


ct pK, 0 Kc . \ も 
。 が 得 ら れる . と と で 記号 は i 
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和 35 年 1 月 


(12) 
- (r=0) 
1 
と お いて いる . と この V,,V。 は 連立 同 次 方 程 式 (8) か 
ら ヵ ,g の 画数 と し て 定め られ る ろ る . 
3.2 諸 損 失 


前 節 ま で 無 損失 媒質 と し て 取扱 っ て 来 た が , 実際 に こ 


| は 誘電 体 と 導体 が 不 完 全 で ある た あめ に 伝送 損失 を 生 ず 
る . "と これ ら の 抽 失 が 伝送 電力 に 比べ て 充分 小 で あぁ れ 

| は , 近似 的 に 完全 媒質 の 場合 の 電磁 界 を 用 いて 減衰 定 

| 敷 を 求め るる こと が で きる . すなわち 誘電 体 損失 Pr。, 

| き 体 損失 Pz。 に 対し て 減衰 定数 «は 

Pt 

還 0 

で 表わさ れる . 

0 まず , Pz は 媒質 1 ( 六 電 休 う の 導電 率 を CR Pts a 


” , = TT * P 
家 Pr を i EE, Epdpd0 (14) 
。 で ある か ら , 積分 を 実行 すれ ば 


2 4 
[C2 


+ +2 ZD Zs b+ Zn" CD) 


> 基 * sro] 


i 292 *2V Wt 
NV Ck 2 A ER Zn) 


ar 2 2 an (?) WE ZED 


J (ZinCh) 
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5 Gi nonno: Cno 
得 ら れる . と の と き , 》 の と り 得 る 区 間 は 


- ge i DN 


WL ti 2 12 が 
Py a Gb) 3 


2 吉 2 
WR en Zin (sh) 


2 0 1 Vs 
ar (GhZa | 


on he A Vg " 
TF 2 50.” 7 LS C sp) 肖 


Cr 


と な る 以上 に よっ て, Si iam zs 
送 定数 を 公式 化 で きた わけ で ある . 
% We 

4. 伝送 姿態 i 


WR OS 
Sl = A 0 レッ} Ny 

Zn) 
Ki(9) | faut Zn Cb) 


OE 
RK, DS ZR i 2 
の) 


NA | 


と する と , 9@ が 極め て 小さ い 場合 の 特性 を 調べ る の に 

便利 に な る . 次 に ゃ が 種々 の 値 を と っ た 場合 に つ a 

G 線路 の 伝送 姿態 を 調べ る ・ 0 
4.1- ヵ =0 の 場合 ; 

と の と き , 特性 方 程 式 9③ が 2 つ に 分 護 さ れ て で 

RC) Ne | 

Zp, (b) aK,(a) . 

又は | 9 KK tt. 

DECOR 江 半 0 0) 

DOD KG 

と な る が , 前 者 は 万:=0 に 相当 し て ms 漠 


後者 は 。=0 に 相当 し て . 九 。 波 を 表わす . 
ーー 特性 方 程 式 9) の 性 質 と し て , 周波 数 だ が 0 から ゃ ま 


で 動く 間 に , 々 も 0 か ら ゃ まで 動き , » は 
を 動く ・ 交 3 式 ⑤) は tm タ レコ 


ZD nD 
Zp は ZC) i OR 
5 A > 

Ts RT i 


rf 


Zu:h) * 0 


ss 3 
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まで で ある . 

と の 性 質 た に よっ て 各 姿 態 の し ゃ 断 波長 4。 は 次 の よ 
うに 表わさ れる . 

EL ee 

at oe 
(と の 式 a は ゃ の 値 の いか ん に か わら ず 成 立 す 
る )・ 

特選 Eo 波 の し ゃ 断 周 波数 が づ 労 と な る の は 注意 す 
べき 性 質 で , Goubau は この 正 。 波 を 提唱 し た の で あ 


Zzxhb_ ., 
る . 2,9 の 小さ いと と ろ , すなわち 一 一 が 小さ いと 


「 ごろ で の E。 波 の 近似 特性 方 程 式 を 求め て お く と 次 の 


の に な る 


i e782 


各 姿 態 を し ゃ 断 周 波数 の 大 き さ の 順に 並べ た と き , 
E」 波 の 次 に ある も の は 刀 」 波 お よび E。。 波 で ある . 
構造 因子 s (s=a/5) と 刀 。 波 , 下 。 波 の し ゃ 断 波長 2。 
と の 関係 を 図 2 に た 示し て いる . $s が 零 た に 近づく に し た 
が っ て , 2 つの 姿態 の し ゃ 断 波長 が 互 に 接近 し , s=0 
の 点 で は 一 種 の 縮退 状態 と な る . と この s==0 の 点 で は 


Eu 波 が 存在 で き な い . s が 1 に 近づく と , 伝送 電力 


の 大 部 分 は 第 2 の 媒質 に 依存 する よう に な り , s=1 に 


| お いて は 完全 導体 の み の 線 路 と な りこ と の よう な 表面 波 


伝送 は 不可 能 と な る . 
20 
基 器 癌 國 隔 品 芝 論 避 
庫 黄 呈 eo 
RL | 1 


図 2 線路 構造 と し ゃ 断 波長 42。 の 関係 
Coit amn2 25) 
Fig.2—Relations between cut-off wave lengths 
and line structure (e}* =2.25). 
4.2 n=1 の 場合 
ヵ =0 の 場合 と 同様 に q の 変化 範囲 (0<g<e) 選 
対し て 特性 方 程 式 を 滴 す 》 の 値 を 選べ ば 上 良い. 


まず 。4~0 す な わ ち , し ゃ 断 周波 数 付近 に お いて 式 
(18) が 
tt et ZD) at Zh) 
ZD Zh) 
Kt) 
he 
と 変わ る . 又 , >0 に 対し て 各 函 数 が 


Zp CD) ls ) | 
Zs, (bh) 
La Cb) 1 
PZ) tt 3 
と な る か ら , 式 (24) は 0, gq>0 な る 極限 に お い 
て を も 成立 する . し た が っ て 式 (23) か らし ゃ 断 周波 数 
が 零 と な る 固有 伝送 姿態 の 存在 が 明らか で ある . 
と の 結果 は 重要 で ある . な ん と な れ ば , こと の 最低 次 
の 混成 波 伝 送 姿態 (この 姿態 は s の 値 に よっ て E。 と 


(24) 


(25) 


互 。 の 比 が 変り 従来 の 正 波 ある い は 百 波 へ の 類似 点 が 


少な い の で 以下 KK,, 波 と 仮称 する ・) が , 同 じ く し ゃ 断 
周波 数 零 の E。 姿態 と 共存 し て 伝送 され る 可能 性 が 
強く な り , 伝送 線 と し て 座 態 混合 の 心配 が ある か ら で 
ある . し か し KK 波 は 0 六 s<1 な る 範囲 で 存在 し , 
た E。 波 は 0 ご s ご 1 な る 範囲 で 存在 する こと が 特性 方 
程 式 よ り 明 ら か で ある か ら , G 線 路 の 途中 に s=0 の 
部 分 を 設け て お け ば ,、K,, 姿態 の ふみ 分 離し て 取出 す と 
と が 可能 で ある 。 

一 方 , gq>e 対 し て ヵ ? は 次 式 の 根 ま で 近づく ・ 

1 Zp) Zi,' Ch) 
ZTE ‘90) 
4.3 n>1 の 場合 
前 の 場合 と 同様 、 し ゃ 断 周波 数 付近 に お ける ヵ ? は 


Ce tt 1) + Zan Dut Zn' (h) 


SR Hy,s(b) 
2K,,(9) 
qK,(9) 27) 


の 根 に 近づく . 又 , ヵ っ 0 に 対し て 
Zen (Dh) =~ 中 で 
DZga(h) DN1— 8" 
2 re) ) 
DZ yn(h) 1+s°” 
と な る か ら 式 (27) は ヵ >0 に 対し て 成立 し な い . し 


た が っ て , し ゃ 断 周波 数 が 零 と な る 姿態 は な い . 又 , ヵ 
の 値 の 上 限 は 次 式 を 満 す も の で ある . 


HZ ZC) 
2 ZnD) Zin) 


(29) 


(42 ) 


+, © 
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5. 最低 次 の 混成 波 伝 送 姿態 
| 以上 た お いて, 明らか に な っ た よう に , G 線 路 の 伝 
3 送 姿態 の うち E。 波 と た 波 の し ゃ 断 周波 数 は 零 で 

ある .- 

と の KA 波 は 誘電 体 導 波 線 の 巨 下 ,, 波 (dipole mode) 

Ww に 相 当 す る も の で ある が , 中 心 導体 が 存在 する 
」 た め に 新しい パラ メー タ S$ の 値 に よっ て 玉 と EE。 の 

混成 状態 が 変わ る . 又 , 構造 的 に は 機械 的 強度 が 高く 

な り , 伝送 ちあ るい は ふく 射 に この 姿態 を 利用 で きる と 

考え られ る . 

5.1 下 ,」 波 の 諸 量 
Ki 波 の 物理 的 諸 量 を 計算 し て 次 に 図示 する . 

ー まず , 特性 方 程 式 を 具体 的 に 解い て 得 ら れる ヵ -gq 曲 
線 を 図 3 に 示す . 点線 は 下 。 波 の 曲線 を 比較 の た め 
に 記し た も の で ある . と の 線路 の 外部 電磁 界 は , 半径 
| が 大 体 7g 程度 の 円筒 内 に 集中 し て いる と 考え られ 
る か ら , こと の ? ヵ -4 曲線 が 周波 数 に 対す る 電磁 界 の 広 
が り を 表現 し て いる と 見 て も 良い . s の 値 が 0 と 0.1 
の 間 で は , 人 ほとんど 曲線 の 形 も 変ら ちな い が , らら の らら と 
At 
| と こと ろ で は , 誘電 体 導 波 線 と 似 た 性 質 を 持っ て いる の 
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i 25/2。 の 値 は Eu 波 の 場合 より も a RC 
波 の 場合 の 方 が 大 きい . : 

図 4 に 空間 波長 と 線路 波長 の 関係 を 示す -. a 
増加 する に し た が っ て , 各 次 態 の 直 は 皆 Yara 
に 近 づ 信 で 筆 さ が Ss の 値 に よっ て 近づき 方 が 異な 計 
nti 
波長 は , 損失 が 少な く 広 が り が 小さ い と きく 
値 と 一 致し て いる . 8mm 波 を 用 いて 短 形 導 波 管 か ら 


En 
遼 還 面 部 随 玉 錠 男 癌 四半 
sad | 8 
画 四 の / 導 隔 / 較 区 交 聞 詳 蛇 


4 オト 日 
4 Shs 


劉表 画 『4 馬 園 回 申 大 記 厨 痢 ) 
隊 皿 男 較 用 牙 画 陣 較 庄 疾 半 失っ 
は 給 詳 
還 ] 


2 Ho 
四 eo 洒 44 下 導 2 細 天 男 明 BR 
訂 半 4 戸島 全 攻 内 引 了 違 疫 


CE 


次 相 の 伝送 電力 分 布 (et= 
Fig. Dg -power distribution of Kj 
- Cairn2 25).- R 


Fe 


44 菊地 弘 , 山下 栄吉 : Goubau 線路 の 混成 波 伝 送 姿態 


K,, 波 を 励 振 し 2 種類 の s の 値 に 対す る 実測 値 を 求 
め , と の 結果 を 図 中 た に 記 入 し た . 


伝送 電力 の 分 布 率 り を 
p, 
の Se 
で 定 論 し て 数 値 を 求め た も の が 図 5 で ある . と と で も 


図 3 と 同じ よう に D は 周波 数 に 対し て 急激 に 増加 する 
性 質 を 示し て いる . 

図 6 は 前 述 の 誘電 体 損失 に ょ る 減衰 定数 で ある . $s 
つつ 0 な る 極限 で は 誘電 体 導 波 線 の 減衰 定 数 に 近づき , 
s>1 に 対し て は 電磁 界 集 中 度 が 小さ く な る の で 減衰 
定数 も 小さ く な っ て 行く . 

導体 損失 に ょ る 減 誤 定 数 は 図 7 の よう に な る が , 表 
度 効果 の 係数 は 材質 に 依存 する の で , と これ を 別 の 図 
8 に 掲げ た .- こ と の 減衰 定数 が s>1 に 対し て , 減 少し て 
行く の は 誘電 体 に よる 減衰 の 場合 と 同じ 理由 に 基づく 
も の で ある が ,s>0 に 対し て も 導体 の 大 き さ が 小さ く 
な る た め に や は り 減衰 定数 が 減少 する ・ と の 結果 ,s の 
値 を あぁ る 程度 以上 に 大 きく すれ ば 総合 し た 減衰 量 を 小 
さく で きる こと と が 判る . 序 言 で 触れ た 非対称 姿態 の 減 
衰 特 性 は この よう に 使用 波長 と G 線路 の 寸法 , 位置 , 
材質 お よび 大 地 の 性 質 に よっ て 変わ る も の で ある . 


図 6 誘電 体 損失 た にょ る K,」 姿態 減衰 定数 
aC;(e,* =2.25) 
Fig.6—Attenuation constant of K;, mode due to 
dielectric loss, «i (1* =2.25). 
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図 7 導体 損失 に ょ る 下 ,」 姿態 減 誤 定 数 
a(e* =2.25) 
Fig.7—Attenuation constant of K,, mode due to 
conductor loss, @; (&* =2.25). 
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図 8 表皮 効果 係数 

Fig.8—Skin-effect coefficient, ¢. 

5.2 平面 波 と G 線路 伝送 波 と の 関係 
均一 媒質 中 に お いて は 平面 波 が 存在 で き て , と の し 
ゃ 断 周波 数 は 零 で ある が , Poynting Vector の 伝送 断 
面 に お ける 積分 は 発散 する の で 物理 的 に は 実在 し 得 な 
いと いう 事実 が あぁ る. KK」 波 は と の 平面 波 に 相当 する 
も の と 考え られ , し か も 伝送 電力 を 意味 する 上 記 の 積 
分 は 有限 の 値 で 存在 する か ら 実 在 可 能 で ある . 又 , 親 
体 の 有無 に 無関係 に 0 六 s<1 の 範 囲 た お いて 民 ,, 波 
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が 存在 する と いう こと こと も と の よう な 関係 を 示す る の で 
あぁ ある. 

gq ポポ よ び s が 非常 に 小さ いと き , 電磁 界 を 直角 
座標 成分 た 分 ける と 媒質 1 の 中 で は 

H, っ 0, H,*0, H, っ 0 

E,*0, E,>0, E;=0' | 
と な っ て 平面 波 に 近づい て 行く . 2,g お よび s の 値 
が 変わ っ て も , この 電磁 界 の 形 が 除 々 に 変形 され る だ 
け で , 本 質 に は 変わ りな い . 

双 , GG 線路 に 直流 を 流す こと も で きる が , と の 電流 
に 周期 的 変化 68m? を 与 を て , @ を 高く し て 行く と や は 
り 固 有 波 伝送 が 行なわ れる . 直流 に よる 磁界 の 類推 か 
ら , と の 姿態 に お いて は ーー 
る こと が 予想 され る ・ 実際 この 姿態 は EE 波 で あっ て 
0 ご s<1 の 範囲 で 存在 する . に 邊 天 的 た 電 価 
の 存在 を 必要 と し て いる の で ある . 

導体 に よ ょ る 電磁 波 伝 送 と 導体 以外 の 堪 質 (誘電 体 
等 に よる 電磁 波 伝 送 の 差異 が G 線路 に お いて 典 形 的 
に 現われ て いる と 言え る . 


6. 応 用 


G 線 路 の 区: 波 は 5 波 に 比べ る と 集中 度 が 低 
い . し か し S$,&*g* お よび 周波 数 の 値 に よっ て 集中 
度 は 変わ る か ら , 適度 の 大 き さ に する こと と も 可能 で あ 
る . 叉 , K」 波 は 通常 の 短 形 導 波 管 の 互 ,。 波 か ら も 
励 振 が 容易 で あり , 平面 波 と の 関連 も あぁ る の で 強度 を 
高 あ た 誘電 体 空中 線 と し て 利用 で きる . 伝送 線 と し て 
も 接続 の 容易 さ , 機械 的 強度 の 点 で 従来 の 誘電 体 導 波 
線 よ り も 優れ る 場合 が ある . 

た で , 下 」 波 と 下 。 波 の 両方 と も dominant に な 
り 得 る と こと か ら 姿 態 混合 の 心配 が ある が , と これ も 導体 
線 を 一 部 切断 すれ ば EE。 波 が 反射 され て Ki 波 の み 
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分 離し て 取出 され る . 
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実用 的 に 得 ら れる G 線 路 の 寸法 と . 現在 の 伝送 素 の 
状況 か ら 考 を えて, 太 」 波 も ミリ メー タ 以 下 の 波 長 で 伝 
送 (特に 大 電力 電磁 波 の 伝送 ) に 有用 に な る と 考え ら 
る 


7. 結 言 


G 線 路 の 高 次 姿態 を 検討 し て , その 存在 条件 , 伝送 
特性 等 を 以上 に 明らか に し た . 特に , 伝送 上 の 見 地 か 
ら 重 要 な 2 つの 姿態 の 存在 , 高 次 姿態 に も 伝送 た 利用 
で きる も の が ある こと と, s=0 の 点 の 特異 性 倖 を 指摘 
し , この 2 つの 姿態 を 中 心 た し て 特性 を 調べ た . 

叉 , ポリ ェ チ レン 被覆 銅 線 に つい て 上 に 求め た 関係 
式 か ら 数 値 的 に 諸 量 を 計算 し , 一 部 を 実 葵 と 比較 じ て 
一 致 を 確か め 得 た . 

と の 解析 は 真直 な 無限 長 G 線 路 を 仮定 し て 行なっ た 
も の で ある が , G 線 路 の 励 振 部 , 不運 続 部 の 解析 に 対 
し て も 基礎 と な る と 思わ れる ・ 今後 の 問題 と じ て は ,」 
と の よう な 表面 波線 路 の 不 連続 部 ある い は 外部 の 物理 
的 環境 の 影響 を 調べ る こと が 重要 と な ろう ・ 

終り に , 御 激励 を いた ヾ いた 電気 試験 所 後藤 以 紀 境 
士 お よび 和田 弘 博 士 に 感謝 の 意 を 表す る . 
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非 等 方 性 を 有する 弾性 振動 体 の 電気 的 等 価 回 路 * 


正 き 員 や つき 栃 


邊 志 


(日立 製作 所 ) 


要約 機械 ろ 波 器 あ る い は その 他 の 電気 音 級 機器 に お いて, 機械 振動 系 の 振動 ェ ネ ル ギ 伝送 特性 を 考察 


する と き , 機械 振動 系 を 電気 的 等 価 回 路 に 表現 し て お く と , 


それ ら の 機器 の 設計 に あたっ て 便利 で ある . 


本 文 は 従来 等 方 体 の 単 一 振動 体 た 有 限 個 の 点 で 正弦 的 に 時 間 変 化す る 駆動 力 が 作用 し た どき に 求 る あら れ て 
いと た 電気 的 等 価 回 路 を 非 等 方 体 の 場合 に 拡張 し た も の で ある . 等 方 体 の 場合 と 同様 非 等 方 体 の 自由 振動 時 
の 固有 画数 が 求 ま れ ば , 任意 の 点 か ら み た 機械 的 イン ピー ダン ス が 計算 で きる と と を 示し た . 


1. 序 言 


| 最近 急速 な 発展 を みせ て いる 機械 ろ 波 器 に は , その 
主 な 振動 物体 と し て 金属 の よう な 等 方 体 と みな され る 
物体 が 多く 用 いら れ て 来 た . し か し 主 振動 物体 に 水晶 
と の 方 が 
ろ 液 特性 や ゃ 温度 に 対す る 安定 性 を 向上 させ 得る 場合 が 
あり , 実際 に いく つか の 試み が な され て いる の ②, 機 
械 ろ 波 器 を 設計 する と き , 振動 体 を 集中 定数 回 路 に 表 
わし て 設計 する と 言う 方 法 が 多く と られ て いる が , と 
こと で 基礎 と な る 集中 定数 回 路 は 等 方 体 の 場合 の み が 従 
来 導 か れ て いる . 多 結 晶 か ら な る 強 磁性 体 の 場合 も 静 


| 磁場 の 下 で の 弾性 定数 は 4EE 効果 や に よっ て 磁化 に 
| 依存 せる 非 等 方 性 を 示す し , 同様 な こと は 静 電 場 の 下 


に ポポ ける チタ ン 酸 パリ ウム 磁器 等 に つい て も 言え る と 
と で ある . と この よう に 弾 性 振動 体 が 非 等 方 体 で ある こと 
と は むし ろ 一 般 的 な こと で あり , この 等 価 回 路 を 求め 
等 方 体 の 場合 は す で 
選 通 研 早坂 氏 等 に より 導 か れ て いる が いふ, 非 等 方 体 
に な る と どの よう な 変形 を うけ る で あろ うか, 本 文 は 
| この 点 を 検討 し た も の で ある . 


時 


一 般 に 振動 系 は 単 一 振動 体 が お 互 に 数 か 所 で 振動 ェ 
ネル ギ の 授受 を 行ない つ ト 全体 と し て 1 つの 振動 系 を 
有 1 税 成 し て いる と 考え られ る . し た が っ て ,」 と ょ で は 非 
| 等 方 性 を 有する 単 一 振動 体 が 数 か 所 で エネルギ 授受 を 
| 行なっ て いる 場合 を 論ずる こと に する . 


, な お , 振動 振幅 は 微少 で , ひずみ と ひずみ 力 と は 一 


0 る 失 導 た どる と する また 振動 エネ ル 
WW Equivalent Circuits of Anisotropic Bodies in 


ギ の 損失 は 少な く , 駆動 力 は elet (wm は 角速度 , は 
時 間 ) で 時 間 変 化し て いる も の と する . この 外部 駆動 
力 は 任意 の 時 間 変 化 を する も の で あっ て よい が , フー 
リエ 積分 を 利用 する こと に より , ejet の よう た 時 間 
変化 する 外部 婦 動 力 の 重ね 合 さ れ た も の と し て 表示 で 
きる か ら , こと の よう に 外部 刀 動 力 は e!*: で 時 間 変化 
する と し て も を も, 一 般 性 は 失わ れ た ない. 
さて , この よう な 外部 駆動 力 と し て 単位 体積 当り の 
体積 力 を =(X, Y,Z), 面 力 を P=(2 ょ , カ 2,,P。), 振 
動体 内 任意 の 点 か に お ける 変位 を ラ =(xw,v, め の) で 表 
わす .. こま で X,Y,Z, の カッ: お よび uv の は ぞ 
れ ぞ れ た p お よび ささ の 軸 , Y 軸 ,Z 軸 方 向 の 成 
分 を 表わし て いる . 了 ナ および?P は 〒 の 任意 の 函数 で 
あっ て よい . 
さて ひずみ 力 成分 ええ ヤッ …X。 を 用 いて ひずみ 力 
TT,, お よび T。 を 次 式 で 定義 し よう . 
T=(X,,Y.,Z,) 
aX EIT ZS | 
T=(XL YZ,) 


また ひずみ 成分 と ひずみ ふみ 力 成 分 は 次 の 一 次 関係 に よっ 
て 結び つけ られ て いる . 


X= Ct CY, + C2; 


CD 


CC 十 CcXy 
ピ ョ Ca ts Cy, + C22 + Cs, Ys 


(2) 


+C2sXe 二 C2 

X= CLs tC Y, + C+ CY 
CX 二 C ot, 
と まで で <j は 弾性 定数 で あっ て , cy=cji で ある : 


Elastic Vibration. By ATSsUSHI TACHIBANA, を zs は ひずみ 成分 で あっ て 

_ Member (Hitachi Ltd., Yokohama). [論文 番号 9u 90 9w 
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2) 9 w 9 1 = — 0, 
0 + div 7T,, = OD, Up | 
y % dx div Tu= —00; Up (5 重 
X, の div T= — LO; 20 ) 
dx 


で あぁ る. 

次 に 振動 体 の 表面 を , と 了 。 に 分 は け , 上 で は 
面 力 が 作用 し て お り , 7。 上 で は 時 間 的 に 不変 な 拘束 
「 条 件 , た と を ば 変位 が 0 と な っ て いる と する . す な わ 
ち , 固定 ある る い は 支持 され て いる 表面 が 7。 に 相当 す 
る わけ で , と の よう な 拘束 が な いと き に は 了 。 は 0 と 
考え れ ば よい . 又 面 力 の 作用 し て いな い 部 分 は 0 の 面 
力 が 作用 し で いる で 考え れ ば よい か ら , 了 」 に 含ま せ 
らら eS が でき る 

と の と き の 変 位 々 は 次 の 式 (3) お よび (④ を 満 さ 
ば な らら ない. すなわち , 物体 内 部 で は 


Ot 
OF dT XX 


9°y 
rr =div 7 Y KC 


oo =div +Z 
Tn=b; 
Tn=b, | 
Tn=b, | 

EC 0 = た 


と さま で? は 振動 体 の 密度 , ヵ は 振動 体 表 面 に 立て た 
外向 法 線 ベ クト ル で ある . 

一 般 に 式 (3) の 解 は , 外部 駆動 力 の 働か な いと き 
の 一 般 解 と , 外部 駆動 力 が 働い た と き の 特 解 と の 和 で 
表わさ れる . 前 者 は 振動 体 に た に わずか で る 損失 が あぁ あれ 
ば は, 時 間 と 共に 急激 に 減衰 し て し まう の で , 定常 解 と 
し て は 後者 の み が 残 る こと に な る . 実際 に は 必ず 振動 
エネ ル ギ の 損失 は 存在 する か ら , 定常 状態 を 論ずる 限 
り 後者 だ け で 充分 で ある . 

外部 駆動 力 が 作用 し て いな いと き の , すなわち 自由 


RE 


RS) 


振動 の と き の 一 般 解 は , 可 付 番 無限 個 の 周 有 画数 の 和 


で 表わさ れる . と の 固有 画数 に は それ ぞ れ 固有 振動 数 
が 対応 し て お おり, 又 こ の 固有 画数 系 は 振動 体 の 領域 に 
お いて 完備 直交 函数 系 を 構成 し て いる . し た が っ て , 


】 定常 解 を この 固有 画数 系 を 用 いて 展開 表示 する こと が 
Rr ER 自由 振動 の a の 固有 函数 を に 2 


の zn), それ に 対応 する 固有 角 振 動 数 を ws で 表わす と , 


| と れ ら な は 次 の 式 ) お よび ⑥ を 清き ね ば な ら な い 


(47) 


ET Tn= Tn= TR=0N 
Tr, 上 で EE,=0 (A 
式 ⑪. ポポ よ び (6) 7 の T2522 は を れる 
変位 Sz 三 (400n) か ら 導 か れる ひずみ 力 で ある ・ 
RR Ed 
0 


OU, dV,, 


で 表わさ れる も の で ある . 
か よう な 固有 画数 の 規準 化 定数 と し て は , 次 の よう 
に 選ん で お く 。. 


| sndo= | PU VU UUW TO 
G G 


= Md CT 
上 上 式 の 積分 領域 で は 振動 物体 の 全体 に わた る も の 
で あぁ あり , M は 振動 物体 の 全 質 量 , 94 は クロ ネッ 
の 記号 で ある . 


9 生 『 党 て て 礎 


定常 解 々 を 固有 画数 ら , で 展開 する 前 た, Sg と SS;/ 
の 間 に 成 立つ ある 関係 式 を 導い て お こと こう. 
式 (3) を まとめ て ベク トル 表示 すれ ば 


1 

ps =idivT,+jdivT,+kdiv T+f 
GS 

と な る . と こさ で 2 ガ 深 は X,Y,Z 軸 方 向 の 単位 ベク 


トル で ある . まず 式 (⑧ と と の スカ ヵ カラ 積 を 作り 7 
それ を 全 領 域 CG に つい て 積分 する . 
8 : 4 
i PE no 0 全 WR (udiv TT, +ov,div T, 
+0,divT,) dd + f fo C95 
G 


上 式 の 右辺 第 1 項 は 次 の よう に 書き 直さ れる .- 


(付録 ) 


3 (Udiv T, +7,div T, +U,div T,) do 
@ = 


= ME ED Ds + pds 
Di 


a ee EE 


J ey 0 k 
: - “« 
_ 
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+f (Tu + TVo+ TW,) «ndS 
Ts: 


| Tgrad Ut+T,*grad v, 


+ Tgrad w,) do (10) 
同様 と し て 


3 (udivT,,, + div T+ Wdiv T,,) do 
@ 
a ‘i (Tit + Ts + Tent0s) ‘nds 
Ts 


| Tegrad UU+T,*gradv 
+ Tgrad wd (11) 
が 得 ら れる . 
また 一 般 に ひずみ 力 て 。 の 作用 し て いる と 
き の 解 さと, ひずみ 力 2 っ ッ ル Ter の 作用 し て い 
る と き の 解 "さら , の 間 に は 次 の 関係 が 成立 する . 
TgradU,+T, grad 0, + Tgrad W, 
= Ta gradu+ TgIad + Tgrad w 
(12) 


そこ と で 式 (10) と 式 1) の 差 を と り , 式 2) を 用 


いる と , 
J. (udiv T, +0,div T, +,div T,)do 


=} (Dati + DV + bw) ds 
+ |[ GudivT,, +odiv 7, +wdiv Tn) dv 
G 


fT. Tet t CT, Ts 
ET TU nds (13) 
が 得 ら れる . 上 上 式 右 辺 の 『。 上 の 積分 は 零 に と な る か ら 
結局 上 式 は , 


i (udiv T, +0,div T, +w,div T,)dv 


< PS,ds— I 0; Ed (14) 
| と な る . そこ と で 定常 解 8 は 時 間 因 子 と し て elet を 含 


| む セ ご と を 考慮 する と , 式 (9) は 式 (14) を 用 いて 


i Po — 0 EE dv 
G 


そこ で 本 論 に も どり , さ を 固 有 画 数 SS, で 展開 表示 
する こと を 試み る . 今 x の 展開 係数 民 cx と し , 次 
の よう に 展開 する . 
SB= DCE, (16), 


m=l 


と れ を 式 (15) 民代 入 す る と , 
F pL Xa Oo) CE zn* “BE,d0 
= &.? 5 ¥ 
0 supds+ | fdv 


と ょ で 固有 函数 の 直交 性 お よび 規準 化 条 件 を 入れ る 
と , 係数 C』 は 次 の よう に 求まる . 


Cd = . 
CR pds+ | 2, fdv 
(17) 
し た が っ て 求め る 定常 解 き は 


1 
8 Sa Srpds+] Bustao 
(18) 
と な る . 


以上 は 外部 駆動 力 f お よび ヵ ? が 物体 上 任意 の 分 布 
を し て いた と き で ある が , 次 に 外部 駆 動力 が 物体 上 の 
数 か 所 に の み 作 用 し て いる と する と 、 式 18) の 積分 
は それ ら の 作用 領域 ご と に 分 けら れる こと に な る 特 
に 作用 領域 が 微少 で , し か も その 領域 で は 力 の 大 きき さき 


方 向 を 一 定 と みな し て よい と き に は 式 18) は 更に 簡 


単 な 形 に な る . すなわち , 徹 少 体積 4 お よび 微少 
面積 4s; に 大 き さ お よび 方 向 が 一定 と みな され る 単 
位 体 積 当り の 体積 力 右 お よび 面 力 i が が 作用 し て い 
る と き に は , 物体 内 の 任意 の 点 ry に お ける 変位 は , 
式 8) か ら 


s®-= > a ‘EDAs; 


+ ED) Ay EC) G9) 
j | 


と な る こと こさ ひで Ss (① あ るい は SO① は 点 *: に お けけ 
る 固有 画数 S( か )) ある い は 変位 き ( ヶ rj) を 意味 する ・ 
また は 面 力 の 作用 領域 に つい て , 』 は 体積 力 の 作 - 
用 領域 に つい て の 和 を と る . と ひい で P ち ヵ 4si お よび 
カ 4v/ は 力 と し じ そ の ィ ォ メン ジョ シン を 有する の 5 
こと これら を 改め て 同一 記号 FF』, お よび 等 で 表わす 
と 式 19) は 


= f "gyepd w % 
5 pds+ Nh Efdov (15) (= Pu に 
と を なる. すなわち , と れ が 避 と , と の 間 の 求め る ず 村 が ¥ (20» 
関係 で ある . と な る . 
(48 ) 


A ER 
a 


re 


Ee EG : i 
計 物価 内 任意 の 点 そ に お ける 変位 速度 や は 式 18) か ら ま を 示し て いる . EL 
TE ma Ll A ‘pdst | 5, fa kf, 4. 電気 的 等 価 回 路 


3 21) こと ょ で は 変位 速度 が 式 (22) で 与え られ た 場合 Gj 
” また 駅 動 領域 が 有限 個 に 分 けら れる 式 (20) に 対し て は 外力 現 動 個所 を 一 対 の 電気 端子 と みな し た と き の 電 気 


的 等 価 回 路 を 求め る の. 等 価 回 路 を 導く に あたり , 記 
$ = 3 a 2 5, ‘® fs () 動 個所 に お ける 駅 動力 お よび 変位 速度 を それ ぞ れ 電圧 
" 鐘 (22)  . お よび 電流 に 対応 させ る 方 法 と , 逆 に 電流 お よび 電圧 「 


と な る や (お ) は 点 チ 』 に お ける 変位 速度 を 示す 。 式 。 に 対応 させ る 方 法 と が ある が , これ ら は 直接 変換 を し 

月 2) また は 式 (22) は , 振動 体 を 等 方 体 と し て 取扱 っ て 一 方 か ら 他 方 を 求め る こと が で きる の で , E Se a 

| た 場合 の 解 と 同一 形式 で も る. すなわち 非 演 方 休 の 場 。 = を 電圧 に 。 速度 を 電流 に 対応 させ る 方 法 を と る . 

有 | せき 方 休 の 拓 合 と 同一 の 生 休 回 臣 で 家 わ さ れ る と RD 
ng EG で 


OC fo ED CE) nD ED FN [Yar Fi YIN FN a 
刷 v(2) = 2 Monlk, ] 7 YS 


3 CD 


srv snes eessesse sess 


FN 


s F { 1 

y 7/ oO Nie Ns ; 

\ yy- Fiat ; V2) 
Gt kL2,3, カ | VO 
a に 用 者 
< の 02) 
で あぁ る . いま カ を 電圧 速度 を 電流 に 対応 させ る と a 


0 i を 行列 要素 と ずる テ デ ド ペタ ンス 行列 し Fee 3 
っ た 半生 邊 明 四 と 押 の 凍 作 表わし て 1 oz 近傍 に お ける 等 価 

5 i ーー 回 路 ET 

2 と ころ で @ 07 ks “ 2 レン 如 符 行列 相 素 の 一 豆 の OR i Circuit 


a" 


る 夫 nt 軸 人 
な a 2 anmRe 0 27_ Fig. pid Ci cireui 
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ee 


点 に ね お ける 変位 の 定常 人 を 求め Yk 
- TVR Sr el 
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EA EE EE GE 


ンス が 計算 で きる と と を 示し た . と これ は 等 方 体 で 得 ら 
れ た 結果 と 一 致す る も の で ある . 
最後 に 御 検討 いた ヾ いた 通 研 音 導 研 究 室 の 方 々 , 信 
州 大 安田 力 氏 , 山形 大 近野 正 氏 に 御礼 押 上 げ る と と も 
に に, 当社 西山 研究 課長 お よび 当 研 究 課 の 方 々 に 感謝 の 
意 を 表す る .・. 
付 録 


式 (9) の 右辺 最初 の 積分 項 内 の 第 1 項 は , GauB の 
積分 公式 を 用 いて 変形 する と 次 の よう に な る 


| tdiv Tdo= | Trun) nds 
J Tgrad uado= | CEs) ‘nds 
P [. (Tu,)・nds — | Te gradud 


と ょ で 式 (④ の 条件 を 用 いる と 式 (25) の お 過 は 
[buds+ (Tu,) nds 
— Mk Tgrad 1,,d0 
と な る : 同様 に し て ぶ 成分 , 成分 に つい て 
| vdiv T,dv= ff bv,ds 


放 TV) nds— | Tgrad vdD 


f w,div T,dv = tf pW,ds 
G T; 
-- | (Taosdnds- i T,grad idD 
で ある か ら , 結局 式 で 10) 
f (udiv T, +div T, +,div TL) dd 
G 


i (ht Dv ~ Dw,,) ds 


+f (TU + TV + TW,) nds 
| rs 


ー | CT.-grad Ut+T,*grad ov, 
+ Tgrad w,) dv 
を 得る ・ 
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グ ク グロー 放電 に お ける マイ グ クロ 波 雑 音 * 
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友 直 


(理化 学研 究 所 ) 


| 要約 加熱 抵抗 体 か らち の 熱 雑音 を 用 いて けい 光 放 電灯 の マイ クロ 波 雑 音 出 力 衝 対 値 の 較正 を 行ない , 市 
販 の けい 光 灯 に お ける 雑音 出力 の ば ら つ き を 明らか に し , 更に その 周囲 温度 に 対す る 特性 を 測定 し た 。 け は 
い 光 放電 灯 を 標準 雑音 源 と し て 用 いる と き の 大 き な 欠 点 は その 温度 特性 が か な り 大 きい と いう 点 に ある ・ 


そこ で 一 般 の 金属 閣 気 放電 管 に ける マイ クロ ョ ロ 波 雑音 出力 の 温度 特性 を 与え る 式 を 導き , 


と れ を 改善 する 


の 方 針 を 論じ た . 金属 閑 気 放電 管 を 使用 する 場合 に は 気体 温 度 の 高い 放電 を 用 いる の が 有利 で ある と と 
を Na 放電 管 に つい て 実験 的 に 確か め た が , 温度 特性 を 根本 的 記 改善 し て 標準 雑音 源 と し て 用 いる に は 不 
活性 気体 放電 管 の 方 が 優れ て いる . Ar お よび Ne の 放電 管 に つい て 雑音 源 と し て 適当 な 動作 条件 を 実験 


的 に 明らか に し た . 


1. 序 言 
1949 年 に Bell 研究 所 の W.W. Mumford ツ ヵ に よ 


* Microwave Noise in Glow Discharges. By To- 


MONAO HAYASHI, Member (The Institute of 
Physical and Chemical Research). [論文 番号 
_3170] 


re 
We 


っ て , けい 光 放 電灯 か ら マ イク ョ 流 雑 音 が 発生 し て い 
る こと が 見 出さ れ ,、 これ を 標準 雑音 源 と し て 応用 する 
こと と が 提案 され て 以来 , 信号 発生 機 を 用 いる 場合 に く 
ら べ て 測定 が 簡単 か つ 廉 価 に 行 な ん る と いう 意味 で 高 
感度 の 受信 機 を 用 いる 測定 に は ,, けい 光 灯 が 広く 用 い 
られ る よう に な っ た . また 近年 高温 プラ ズ マ に 関す る 


C50 ) 


測定 に も 関連 し 改め て 注目 され る よう に な っ て きた . 
放電 管 に お ける マイ クロ ョ ロ 流 雑音 の 諸 特 性 に つい て は 
一 , 三 の 報告 の や が ある が , 詳細 な 検討 は まだ 十分 に 行 
な われ て いな いう ら み が あ る の で , けい 光 灯 を は じ め 
と し て 雪 種 類 の ダグ ロー 放電 管 に お ける マイ クロ 波 雑 音 


¢ | 出力 に 関し て 行なっ た 研究 と を とり まとめ て 報告 する . 
2. けい 光 放 電灯 に お ける 雑音 出力 ーー 拉 
絶対 値 の 測定 ふ i 
' 2.1 測定 方 法 ET 元 
5 音 出力 の 標準 と し て 高温 の 抵抗 体 か ら の 熱 雑音 を a CR 
_ 皿 ‘<, To ブ I 熱 負 荷 詳細 図 0 
: 半 ed = ti TK で あれ ば 熱 Fig. 2—Structural details of the hot load. 
の 且 dk * 生 % る : 
名 雑音 0 られ a 
と : 向 to 本 測定 は 名 古屋 大 学 空 電 研究 所 の 4,000 Me 大 
半 8 夫 半 し 7 (7) ニー 


TE (ay 音 測定 装置 を 用 いて 行なっ た . 熱 雑 音源 の 構造 は 図 
0 2 i い 
"と で , k:Boltzmann 定数 , 4: Planck 定数 , f RD 接点 封入 の 水銀 温度 8 RD 


: FY A を 290 エ 上 I?C に 保っ て ある . 供 試 放電 管 と し て | 
」 : 周 波数, 4: 周波 数 帯域 幅 で ある . f=4,000 Mcj/s, 30 生生 いい 光 放 細 洒 人 を 63 ,000 Me/s 用 
用 =500°K 程度 な ら ば 姓 kT る 1 で あぁ る か ら え (f)= } 


当 の 正面 内 で 管 軸 に 対し て 約 15° の 傾斜 で 挿入 し 0 
| 7 となり , 式 ①⑪ は 通常 の Johnson 雑音 と 一 致し 9 六 で 
eR P=kT Af ka9 直流 放電 々 流 200 mA, 気温 16°C, 熱 負 間 度 290* 

‘vs が 成立 つ . C の と き , 減衰 器 の 減衰 <=42.52 上 0.04 を 得 , パ れれ 
|| 」 そこ て 机 性 の 無 盾 松 交 を 適当 な 串 度 に 加 夫 し た 


より 等 価 雑 音 温度 と し て Tp=11, 650+62°K を 
次 に ,。 これ を 基準 と し て 市 販 の 白色 10W の けい 
13 本 に つい て , いずれ も 放電 々 流 200mA tk 
測定 し た と と ろ , 等 価 雑音 温度 と 選 10,830.::58 


や の を 標準 と し , 供 試 放電 管 か ら の 雑音 出力 と 比較 す 
失 。 れ ば 放電 管 か ら の 雑音 出力 の 等 価 温度 が 得 ら れる こと と 
に な る : す な ね わ 


A (15.6 エ 0.2dB) 程度 の ば ら つ き を 認め た ( 憶 
構成 と に だ さき 度 30°C) ) i 
0 チ S を 

rd けい 光 放 電 訂 雑音 出力 の 温度 の 


、 EFhFR れ A pf 
も 出力 計 の こ RA ORATOR 3.1 測定 方 法 並び に 装置 
4 1 の \ トイ pe 

So Fig. 1—Block diagram showing the i 2. に お し て 混 正 し た けし 光 放 電灯 を 基 
“ calibration circuit of noise 温 楠 中 に 入れ た 供 試 放電 管 (E 面 内 傾斜 


届 owe he thermal noise i 
ee ーー 濯 に よっ て 測定 し た - 受信 内 iin 
ei TK, 次 OM 


を 用 いた rt, Ev \ 
ン * 3.2 測定 結果 民法 
, (3) 恒 注 村 を 調節 し て 供 試 放電 管 の 周 団 


狗 で な く , 電圧 定 在 波 比 。 め た と き の 束 合 特 作 を あら か じ め 測 定 し て お き , 
, 式 (3 で 求め た 7p か ら を 用 いて 種々 の 放電 々 流 に 対す る 雑音 出 
* CN" に は oe RH NE 行なっ な 結果 を 図 3 NN 
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射 を 計算 する と , 黒 体 
ふく 射 の 場合 の 


3Fr44/z7 T5484) 
2| 9 Fr) 


相対 身 首 出力 nr 
相対 般 音 出力 ヵ n 


a) 
図 3 


current Ip as a parameter. (Fluorescent lamp) 


相羽 条 音 出力 ? 


周 生 迷 写 
下り // 二 人 
] 本 人 4 還 四 還 厨 還 


L') 20 40 60 60 100 120 140 160 180 
} 放電 電 注 Io RR 
4 


放電 管 雑音 出力 の 放電 々 流 特 性 
Fig. 4—Relative noise power ヵ n vs discharge current Ip 
sj with waveguide temperature Tyyg As a para- 
meter, (Fluorescent lamp) 


有朋 mA 付近 に ぉ ける 放電 々 流 に 対す る 雑音 出力 の 変化 は 
有 】 0.04dB/10mA で ある. 
3.3 雑音 の 温度 特性 に 対す る 考察 
有 | 放電 管 に ぉ ける 等 価 雑音 温度 と 電子 温度 と の 関係 に 
つい て は 理論 的 並び に 実験 的 に 既に 論 ぜ られ て い 
る や の Go, その 結論 は , 両者 が 少な くも 平行 関係 に あ 
| る と いう 点 で は 一 致し て いる が , プラ ズ マ 内 の 電子 の 
| 〒 ネ ル ギ 分 布 の 考え 方 次 第 で は 両 温 度 が 一 致す る と は 
| 有 | いい を なくなる. 完全 電離 気体 内 で 電子 と イオ ン と が 符 
有 突 す る 際 の 制動 ふく 射 を 考え る と き , 電子 の エネ ル ギ 
有 | が Maxwell 分 布 で ある と すれ ば , ふく 射 され る 電磁 
| 波 の ェ ネ ル ギ 密 度 は その プラ ズ マ 中 の 電子 温度 と 等 し 
| 有理 度 を も っ た 黒 体 か ら の ふく 射 エ ネル ギ 密 度 に 等 し 
< な る ゃ こと と が 導 か れる の. また , も し 電離 気体 内 に か 
有 】 有 】 な り の 電位 傾 度 が 存在 し て お おり, 電子 の ェ ネ ル ギ 分 布 
用 Druyvesteyn 分 布 で ある と 考え て 上 記 の 制動 ふく 


n 


(a),(b) 導 波 管 温度 に 対す る 相対 雑音 出力 


Fig. 3 (a),(b)—Relative noise power ? vs waveguide temperature Tyg with discharge 


=0.874 倍 

と な る こと が 導 か れ て 
いる ?. けい 光 放 電灯 
の 場合 に は 電離 も 完全 
で は な く , また 電位 傾 
度 も 多少 存在 する が 電 
子 の エネ ル ギ 分 布 が 
Maxwell 分 布 か ら は 
な は だ し く は ずれ る と 
考え る 理由 も な い . し 
た が っ て 厳密 に は 速度 
分 布 を 測定 し た 上 で 論 ず べ き で あろ う が , 等 価 雑音 温 
度 と 電子 温度 と は 大 きく 見 積 っ て も 10 必 程度 の 差 で 
一 致す る も の と 予想 され る 。 そ こ で 等 価 雑 音 温度 の 諸 
特性 を 論ずる に は 電子 温度 の 性 質 を 論ずる の が 有効 で 
あぁ ある こと こと に な る . Schottky の 拡散 理論 に よれ ば 円 筒 
形容 器 中 た に お ける プラ ズ マ の 電子 温度 T。 は 次 の 式 か 
ら 求 る め ら れる や . 


Cb) 


4 ENS 
た _600/2Ye Rs 
が 40 が 

7 

=1.16x10 cp°R* (5) 

と は ひで e,m: 電子 の 電荷 と 質量 , w: 電離 電圧 [V], 


kr : Boltzmann 定数 , 太 : 放電 管 半径 [cm], ?: 気圧 
[mmHg], c: 定数 で あぁ ある. こと この 式 は 陽光 柱 の 中 で 電 
離 に よっ て 生成 され る 電子 の 密度 が 両極 性 拡散 に よ ょ っ 
て 失わ れる 分 と 釣 合 う も の と し , また 管 醒 で 電子 密度 
か 0 に な る と いう 条件 か ら 導 いた も の で , 探 針 法 に よ 
っ て 求め た 結果 と か な り よ く 一 致す る . 但し この 式 は 
放電 気体 は 一 種類 と し て いる か ら け い 光 放電 灯 の よう 
な 混合 系 に は この ま ょ の 形 で 適用 する と こと は 無理 で あ 
る . し か し , 温度 の 上 上 昇 に 伴っ て 水銀 蒸気 圧 》 が 上 
RR その た め 式 (5) の 右辺 が 大 きく な っ て 電子 温度 

が 低下 する と いう 傾向 は 一 致す る . そ と で ヵ と 周 
a TCK) と の 関係 を 表す の に , Rankine-Dupré 
の 式 を 簡単 化し て , 


- be 
b=ass 7 (6) 
を 用 いる と こと に する と , 水銀 の 場合 に は ga。=1.2x10 
mmHsg, bo=7,450°K で あぁ ある. 水銀 奈 気 以外 の 気体 の 影 


^ 
"0 C2 
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級 は 定数 c の 中 に 含め る と と が で きる も の と 仮定 すれ 
ば , 5),(6) 両 式 か ら 次 式 を 得る : 


は A : 
kT, ) 


LO 0 CR 


SN (G72) 


こと さい で 指数 項 が 支配 的 で ある と と を 利用 すれ ば, 
7。 の 比較 的 狭い 範囲 で は 一 般 に 次 式 が 成立 つと と に 
な る . 

teE (- 定 ) (8) 
但し , A=eV;/k, B=25,, K=ln[1.16x10’coss?R’*a, 
veVilkT。] 

2.2 の 測定 に 用 いた けい 光 灯 の 場合 に は R=1cm,V; 
=10.4 Vj a。=1.2x10: mmHg, 6。=7,450°K で ある か 


あら 4=120.6x103, B=14.9x10: と な る . と 1 で cets 


=20.6, 7。=8,210"K と お け ば ミミ =60.2 を 得る . これ 
ら の 数 値 を 用 いて 相対 雑音 出力 r=。/11,400 と 周囲 
過 度 二 (Tー273)°C と の 関係 を 描く と 図 5 の 実線 に 
示す よう に な る . 磁 線 は 放電 々 流 100mA と 170 mA 
た 対す る 測定 値 で あっ て , 式 (8) で あぁ る 程度 近似 で き 
る こと と が わか る . 


想 対 召 音 出力 ? 


i Tws 
図 5 雑音 出力 の 温度 特性 , 半 理 論 式 と 
実験 値 と の 比較 


Fig. 5—Check of eq. (8) by experimental temperature 
characteristics of noise power. (Fluorescent 


(i) 蘭 気 圧 の 温度 変化 が 小さ い u⑦。 ) 

(i) 電離 電圧 区 が 高い 

(Gi) 放電 の 気体 温度 が 高い (7 大 ) 

この 意味 で 金属 蒸気 放電 管 を 使用 する 限り た に お いで 
は , Na 放電 管 と か 水銀 の 高圧 放電 管 の ご と き 放 電気 
体温 度 の 高い も の が 有効 で ある と 考え を られる. し か し 
周囲 温度 の 変化 に よる 奈 気 圧 の 変化 を 根本 的 た 避け る 
意味 で は 不 活性 気体 放電 管 の 方 が よ り 有 効 で ある . 次 
に これら に つい て それ ぞ れ 検討 し た 結果 を 述べ よう 。. 


4. Na 放電 管 に お ける マイ クロ 流 


雑音 "9 


測定 に 用 いた Na 放電 管 の 構造 は 図 6 の 通り で , 導 
波 管 に 対し て は 図 7 の よう に 取付 けた . 電子 温度 測定 


6 Na 放電 管 の 構造 
Fig. 6—Structure of Na discharge tube. 


用 に 複 探 針 が 挿入 し 
て ある . 放電 々 流 に 
対す る 等 価 雑音 温度 
7p と 複 探 針 を 用 い 
て 測定 し た 電子 温度 
7。 を 図 8 示す 9 
7。 と Tp と の 間 に 
ほ さ 平行 性 が 認め ら 


7 Na 放電 管 マ ウン ト 
Fig. 7—Na discharge tube mount. れる が どの 種 の 放電 
3 


管 で は 陽光 柱 の 半径 に 沿っ て 電子 温度 と 気体 温度 の 釣 
配 が あり , また ガラ ス 壁 に お ける 損失 な どる も 考 な 
られ る の で 式 ⑧) , (9) に よっ て 両者 の 数 量 的 な 検 対 
を 行なう と と は 困難 で あぁ る が , 実験 的 に 導 波 管 温 度 
Twc に 対す る 相対 雑音 出力 の 変化 を 求め る と , 図 9 


lamp) に 示す よう に な り ,: けい 光 放 電灯 の 場合 に くら べ て 等 
な お 式 (8) を 微分 する と 価 雑 音 温 度 の 温度 に よる 変化 率 が 1/30 程度 に な る と こ 
es 0 と が わか る . 
, EAE 9 5. 不 活性 気体 放電 管 に お ける 
a 8 . 4 < 


有 | いて 周囲 温度 の 変化 に 対す る 電子 温度 の 安定 度 を 上 げ 
| る た め に は 次 の ど と き 条 件 を みた し た も の で ある こと 
_ が 詞 ま じい = 


マイ クコ 波 雑 音 出 力 の 周囲 温度 に よる 影響 を 根本 的 
に 避け る 意味 で は 不 活性 気体 の 放電 を 用 い る の が よ 


(C53 ) 


ゃ 


で 雑音 出力 の 基準 と 


' 電 々 流 に 対し て は 常 


a 
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特価 鈴 音 温 度 ・ 電 子 温度 
n° w 
¢ Ek =】 


折 電 電 江 Io a 


図 8' Na 放電 管 に お ける 等 価 雑音 温度 Tp 
と 探 針 に よっ て 求め る た 電子 温度 7。 の 
放電 電流 特性 


Fig. 8—Discharge current characteristics of equivalent 
noise temperature Tp and electron temperature 
Te (Na discharge tube) 


い : Ar お よび Ne 
封入 の 放電 管 に つい 
て 放電 々 流 に 対す る 
4,000Mc 雑音 出力 
の 変化 を 示す と 図 10 
9 の な な る. て に kh 
0 0 0 0 0 0 
大 渡 管 温度 Twe 
図 9 Na 放電 管 雑 音 出力 の 
温度 特性 

Fig. 9—Relative noise power nr vs 


waveguide temperature Ty eg 
(Na discharge tube) 


じ て は けい 光 放 電灯 
を 用 いて いる . も ち 
ろ ん こ の 場合 , 各 放 


だ 整合 状態 に おい て 測定 し て いる わけ で ある が , 放電 


| 々 流 の 変化 に よる 雑音 出力 の 変化 が か な り 著 し い 、Ar 


放電 電 湾 7p (mA) 


図 10 TR 
電流 特性 
Fig. 10—Relative noise power n vs discharge current 
Ip with gas pressure as a parameter. (Ne and 
Ar discharge tube) 


お よび Ne に つい て それ ぞ れ 式 (5) を 用 いて 電子 温 
度 を 計算 する と 表 1 の T。 の よう に な る . し た が っ 
て 前 述 の 較正 され た けい 光 放 電灯 の 等 価 雑音 温度 を と 
れ ら の 7。 と の 比 は 同 表 々 の 値 だ な る は ず で ある ・. 


表 1 Ar お ぉ お ょ び Ne 放電 和 演 の 。 これ ら の 値 を 図 
tT 10 の 測定 値 と 比 
と けい 光 放 電灯 等 価 
温度 に 対す る 比 々 Nr 
oR ? mmHg Fa 2 気圧 2 な い し 
A | 2 | 13.400 「 ト is 3mmHg の 場 
合 を 除い て は 数 
Ne: 
る こと と は 言い 
が た い . 特に 寿 
入 気圧 の 低い とき に その 差 が 著しい . これ は 測定 し た 


放電 々 流 範囲 で は 陽光 柱 が 十分 プラ ズ マ 状態 に な く , 
放電 々 流 を 増し て , 雑音 出力 に 垂下 特性 が 現われ る 付 
近 で 初め て 式 (5) で 計算 し た 電子 温度 に 近く な る こと 
と が わか る . 放電 々 流 の 変化 に 対し て 雑音 出力 を 安定 
させ る 上 に を も , 雑音 出力 の 極大 点 付近 で 動作 させ る こ 
と が 有利 で あろ う . な お 雑音 出力 の 絶対 値 を 大 きく す 
る に は 封入 気圧 を 低く する 方 が よい が , と の 場合 に は 
雑音 出力 の 極大 を 与え を る 放電 々 流 が 過大 と な り , スパ 
ッ タ リン グ 等 の 現象 に 伴っ て 気圧 の 変化 を 生じ , 雑音 
出力 の 経時 変化 の 原因 と も な り 得 る . と この 意味 で 雑音 
出力 は 多少 下っ て も 封入 気圧 と し て は 数 mmHg 程 魔 
の 値 を を らぶ べき で あろ る ろう. 


けい 光 放 電灯 の 4,000 Mc/s 雑音 出力 を 加熱 負荷 を 
用 いて 絶対 較正 し た と こと ころ. 市 販 の けい 光 灯 た つい て 
は その 等 価 雑 音 温度 と し て 10,830+580°K (15.6 圭 0.2_ 
dB) の 幅 を 予想 し な けれ ば な ら な いこ と と を 明らか に 
し た . また その 温度 特性 に つい て 考察 を 行ない , 金属 
蒸気 グロ ー 放 電 管 に お ける マイ クコ ョ 流 雑 音 出力 の 温度 
特性 を 近似 する 式 を 導き , 温度 変化 を 改善 する た め の 
手段 を 明らか に し た . Na 放電 管 お よび Ar と Ne の 
放電 管 に つい て 実験 を 行なっ た 結果 , Na 放電 管 に あ 
っ て は か な り 雑 音 出力 も 大 きく まな た 温度 特性 を けい 光 
放電 灯 に くら べ て 改善 され る と と を 示し た . し か し そ 
の 雑音 出力 の 絶対 値 に つい て 正確 に 論ずる と と は か な 
り 困 難 で ある . と これ に 対し て 不 活 性 気体 の 放電 管 に つ 
いて は その 持 入 気圧 と 動作 点 に 注意 し さ % え すれ ば , 温 
度 に 対す る 顧 慮 は 全く 不要 と な る ば か り で な く , 等 休 
雑音 強度 と 電子 温度 と の 一 致 も 期待 で きる 点 で , より 


(54 ) 


| 全 れ て いる と 考え られ る 、 今後 標準 殺 音 涯 と し て は こと 還 2 之 大 際 交 人 548. ee 
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日 本 語 半 母音, の 合成 
正 員 中 田 和 男 正 員 鈴木 誠 史 
(電波 研究 記 ) 
要約 先 に 紅 作 じ た 詩 声 合 成 装置 に より 日 本 語 半 母 音 ( ワ 行 音 , ラ 行 音 。 ヤ 行 音 ) の 合成 聞き 取 ! 
i OT A i De : 間 の 代表 的 な も の で 


te + 


計上 紀 罰 ©" 吉成 り 特 具 な も の と 考え られ る の で 研究 の 対象 と じ た : 合成 聞き 取り 試験 に よっ て 得 ら れ た 主 な 


EB 
Eekam 合成 に は 試作 音声 合成 装置 の 特徴 が 発揮 で き , Xi Wo (LO OW 


) で ある. (1) 半 母 音 の 合成 ・ 聞 き 取 り に 対す る 各 ホ ルマン ト 周 波数 の 効果 (周波 数 構造 )) 


常 子音 部 分 。 過 波子 音 部 分 の 時 間 的 な 効果 (時 間 構造 ) を 確認 し た 。 (2) 各 半 持 音 の F。locus の 後 
} 音 に よる 変化 の 様子 を 明らか に し た (3 Haskins 研究 所 に お ける 音節 頭 で の 米語 半 母 音 [wh,[r], 
RETIRE RRR TT: 


ら 研 究 き され て きた 着 記 の 情報 要素 
D3 最適 パラ メー タク 知 の 研究 を 進め る と と も 必 
OR 自動 的 識 後者 の た め の 研 究 手段 と し て , 音声 合成 装置 を 2 


i 


れつ ヽ あ る . と の 問題 の 解 _ 作 し た が , 今回 は それ に よる 日 本 主 半 母音 の 合 


も な う 新 し い 。 還 き 取り 試験 の 結果 に つい て 報告 する 。 
Vowel-Lil i 


OAI EME CNC XE 
母音 と と に ラ 行 音 な 史 ポ の [rl の 和 NC 


i る 


成り 特異 な も の と 考え られ た の で 研究 の 対象 と し た . 

' 米国 に お いて は Haskins 研究 所 た お いて 音節 頭 で 
の 半 母 疹 の 合成 母音 の 間 に は さま れ た 場合 の 半 母 
。 音 の 合成 や が 行なわ れ て お り , 米語 半 母 音 の 合成 か ら 
」。 みた 特性 は 明らか に され て いる . 本 実験 に よっ て 日 本 
_ 明 半 母音 の 周波 数 構造 時 間 構 造 を 合成 の 面 か ら 明 ら 
。 か た する と と も I に 、 Haskins 研究 所 で の 実験 結 果 と 
有 有 の 比較 に ょ っ て 日 本 語 半 母 音 の 特徴 を 明らか に し た . 


a “2. 予備 的 者 お よび 予備 実 験 


で 0 予備 的 考 窒 
半 母 音 は 母音 と 同じ く 声 循 の 振動 に よる 周期 的 な 気 
いれ "= 


断続 を 音源 と する が 母音 の よう に 定常 的 な 音韻 で 


係 し な い 点 で 鼻 子 音 と も 区 別 さ れる . し た が っ 
[の 運動 に と も な う ホ ルマン ト 周 波数 の 時 間 的 変 


no 1 つ で ある *. 後 の 比 較 の た め に 米国 
5 kins 研究 所 に お ける 音節 頭 で の 半 母 音 合成 実験 
: 果 ト ら 主 な 点 を 要約 すれ ば 

) 定常 子音 部分 (steady onset) が 必要 で その 
080 ms が 適当 で ある . も 

h 務 渡 子 音 部 分 (transition) の 時 間 は 有声 破 
くらべ て 長く 、 50~100 ms が 適当 で ある . 


A id [a] に 対し て は 480 cps 


0 し て は 高 天 ( 約 2,200 cps 以上) 
en すなわち 
} で は 840~1,560 cps 
[a;9] で は 840 へ ~1,200 cps 
[os,u] で は 600~1,200 cps 
i e,s] で は 960~1,800 cps | 
[a] で は 840~1,800 cps 
[2,0,u] で は 840~1,680 cps 


: ehovtib 


る 0 Se 
EA kmsetoae i 


声 道 の 運動 を と も な う 過 渡 的 な 音韻 で あり , 鼻 


その 議 別 , 合成 に 最も 重要 な ペラ メー タ と 考え ら 


: 常 子音 部 分 の 周波 数 (frequency locus®) 


. て は 中 域 が 適当 で あり , 後続 母音 に よっ 


ホル 
A 
陸 音 


SA [lr] で は その fre-_ 


A 0 


て 


y < 


i - KK i 人 quency locus が B22 
4 a 
と ん ど 同 じ で ある が 
中 で は 後続 生音 の 第 
3 ホル マン ト の 周波 数 
に な で 同 て で ある が 

に 
ナグ ラフ に よる 自然 半 < 
革 母音 の 分 析 ペ パタ ン の 舞 
察 か ちら, と れ ら 半 母 音 ー 
は 一 般 に 音節 と し て 図 
1 の よう な パタ ン で あー 


\ 


図 1 半 母 音 の 周波 数 一 
時 間 一 強度 パタン 


Fig. 1—Fre quency-time-inten- 
sity pattern of vowel- _ ら わ され , 定常 子音 部 
like sounds, 分 の sk 4 マン ト 周波 


数 : Fa, 定常 子音 部 分 の 時 間 : 7。 oe, 
分 の 時 間 : ・ が その 主要 な 機 大 物理 的 パラ メー タ と 考 
えら れる . i x 1 
2.2 予備 実験 4 3 
上 述 の 予備 的 考察 の 結果 に も と うい て 主 ょ し て 各 ネ まく Rt 
ルマン ト 周 波数 の 合成 に 適当 な 範囲 を きめる た め 下 座 
実験 を 行なっ た . 、 } ur 3 
こと の 予備 実験 の 結果 , 半 屋 音 の 合成 し た 各 ネ ルー i 
マン ト の 周波 数 範囲 は 第 1 ホル マン ト で は 200 cps + 
へ ~400 cps, 第 2 ホル マン ト で は 800 cps~2,400 cps 基き 
[Uw] は 低 域 , [rT 6 | は 高 域 ) て h 


と と 等 が わか っ た ・ RR ” 3 i 
a 

3. 半 母 音 の 合成 ot eg 

3.1 母音 別 合成 聞き 取り 試験 ca 


予備 実験 の 結果 に も と づい て 次 の よう な 合成 音 で 挟 が 
音別 に 半 母 音 の 合成 ・ 聞 き 取 り 試 験 を 行なっ た . 
13 定 深 子音 部 分 の ホル マン ト 周 波数 : 区 好 

人 第 て ホル マン トミ 200 cps, 300 cps お よび 400 cps 。 
第 2 ホル マン ト * RT 2 Mms #200 a 
cps お き に 9 段階 } "OR 
第 3 ホル マン ト _ :3, 000 cps に 回 定 ' 
(2) 定常 子 部 分 の 時 0, 50ms ER 100 


a | Cpe) | Cs 1 (ps) 
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(Q) 過渡 子音 部 分 の 効果 【ms) (b) 定 乏 子音 部 分 の 果 (ms] 
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by 4 。 図 2 (②)- 後 続 母音 [ エ ] Fig.2 (a)—vowe} [s] 
隊 : “ 
() 過 液 子音 部 分 の 効果 (ms) (b) 定常 子音 部 分 の 効果 (ms) 
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 ・ 


て 表 区 抽 037 
= き 衝 本 其 画 賠 早 還 下 還 
RE 
ド 身 こく 


a 
800 1000 1200 1400 1800° 1800_ 2000 2200 2400 J 8001000 1200 1400 1800. 1800 2000 2200. 2400 
放 : ゃ 2 ホ ト の 周波 政 5 Fe 【cps) 
we p 
me OD-ten: Ps Fig.2 (b)—for vowel [a] "= 


IT) 


。 に つい て の 平均 値 : と れ か ら ホ ルー 隊 


& て 図示 ) 


* 本 合成 装置 で の 日 本 語 母 音 a 


ホル マン ト 周 波数 : 前 表 の 通り * 

(5) 後続 母音 の 時 間 : 約 200: 
ms 

(6) 音源 の ピッ チ 周 波数 : 固 7 
定 で 約 135 cps ; 

(7) 音源 ェ ン ベロ ー プ 強度 の 
立上り , 立 下 り 時 間 : 約 10 ms 


(8) 合成 音 総 数 : 3x9x3x3. 
人 =243 ( 各 母 音別 ) 8 


と の よう な 合成 音 を 各 母 音別 に 。「 
約 2 秒 の 間隔 で ラン ダム に 合成 録 
音 し , その 録音 を 試聴 密 で 試聴 用 
再生 装置 に より 再生 ,) 男女 答 5 名 7 
計 10 名 に 聞き 取ら せ た . 聞き 取 
り の 範囲 は た と を ば 母音 [a] た >" 
Ww は Rn, AN x 
EL ROE EE ^ 汐 
3 よび X (その いずれ で も な い ] 
と し 各 合 成 音 に 対す る 聞き 取り の を 
レス ポン ス 数 が 50 コ と な る よう ’ 
聞き 取り 試験 を くり 返し 行なっ 
た . 人 
[j][u] の と き の [w] は 半 母 音 
ら 除 き , rr 
ボボ マス 眉 含 めか i 3 

試験 の 結果 得 ら れ た デー ー タ か ら 5 
科 過 理財 講和 及 内 村 
造 を 明らか に する た め に 次 の よう 
な 平均 値 を 名 挟 答 別に 計算 し た 。 , 

(Ca) 定常 子 音 部 分 の 時 間 


マン ト 周 波数 の 効果 , 選 下 子音 導 
分 時 間 + の 効果 を みる と と が で 
きる . (過渡 子 痢 i の 0 
計 

Gj 周 江 子音 部 分 の 時 間 * eS 
つい て の 平均 値 : ホ ル マ ント 局 法 
数 の 効果 , 定常 子音 部 分 時 間 了 の 
効果 を みる と と が : で き ぎる. Ce 


- 試 験 結果 に ょ る 最適 値 . 
6 
音 [js] は 日 本 語 と し て は 不 自 然 
な 音 で あぁ る が 一 応 区 別して 聞き "a 
と ら せ た . " 
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(d) 台 江 子 貸 分 の 効果 (ms) (b) 定 意 子音 部 分 の 効果 (ms) 
50.0==~ =~75 ——0 r= S02 O100 


ーー x 


| | 


そ 

a 隊商 際 誤 了 六 
ミ ’ 

3 忘 路 芽 裕 柏 禁 2 志 
= へ ふい | | 
下 


5 1000 ーー 1400 1600 1800 Zoo ‘2200 2400 “aop 1000 1200 Ea 00 800 2 2000 22 00 2 2400 
ゃ 2 マン ルト の 周波 到 , Fz (cpS) 


図 2 [cl 後続 母音 [ オ ] Fig. 2 (c)—for vowel [2] 
2 半 母 音 合成 試験 結果 


Fig. 2—Result of listening tests for vowel-like sounds. 


.(Q) 選 流 子 叶 部 分 の 効果 (b) 定常 子音 部 分 の 効 


10 oo——— 20 a , ーー 0 _ oo 30 x---~- SO{ms) 
Xe 30 A&=~~-~ 50 ‘ 


0 000 1200 1400 1600 1800 2000 2200 2400 60 000 1200 1400 1600 1800 2000 2200 2400 
か 2 VY ルト の 周 誠 数 Fz [cps) 


図 3 時間 構造 笛 検 討 の た め の 半 母音 合成 試験 結果 


Fig. 3—Result of listening tests of vowel-like sounds for time-pattern checking. 


(C58 ) 


子音 部 分 の 効果 と し て 図示 ) 

と れ ら の 結果 の 一 例 を , 第 2 ホ 
ルマン ト の 周波 数 を 横 軸 に , 聞き 
取り の レス ポン ス の 平均 値 を 縦 軸 
に , 第 1 ホル マン ト の 周波 数 お よ 
び 各 半 母 音 を パラ メー タ に し て 後 
続 母音 別に 図 2 る "(a)~(c) た 示 
す . 各 パ ラメ ー タ の 効果 が よく う 
か さわ れる が 特に 下 。, 了 の 効果 
が 顕著 で ある こと が わか る . 

3.2 時 間 構 造 の 再 検討 

定常 子音 部 分 お よび 過渡 子音 部 
分 の 時 間 の 効果 すなわち その 時 間 
構造 を 更に より 詳細 に 検討 する た 
あめ に 後続 母音 [a] に つい て 次 の よ 
うな 合成 音 で 聞き 取り 試験 を 行 な 
っ た : 

(1) 定常 子音 部 分 の 時 間 て : 
0, 30ms だ および 50 ms 

(2) 過 波 子音 部 分 の 時 間 <: 
10 ms, 20 ms, 30 ms よび 50 ms 

(3) 他 の 条件 は 母音 別 合成 試 
験 の と き に 同じ . 

と この よう な 合成 音 で 母音 別 試験 
の 場合 と 同じ ょ うな 聞き 取り 試験 
を 行ない , 同様 の デー タ 整理 を 行 
な っ た 結果 を 図 3 に 示 す . 特に 
[r'a] に 対す る 7 の 効果 が よく う 
か ヾ われ , t+ の 効果 は 余り 顕著 で 
な いこ と と も わか る . 

3.3 ラ 行 音 に 対す る 『。 の 効 
; 
すでに 述べ た よう に 米語 の [ 同 と 
[1] の 区 別 は 主として その 第 3 ホ 
ルマン ト の 変化 の 仕方 に よる と と 
が Haskins 研究 所 で の 合成 試験 
結果 お よび ソナ グラ フラ に よる 分 析 
結果 か ら 知 られ て いる の で , 日 本 
語 ぅ 行 音 に 対す る 第 3 ホル マン ト 
周波 数 : 『F。 の 効果 を みる た め に 
次 の よう な 合成 音 で 聞き 取り 試験 

を 行なっ た . 

(1) 定常 子音 部 分 の ホル マン 

ト 周 波数 . 


1 ' + 1 A , | 
0 ae NT eG 
Po 
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第 1 ホル マン ト : 
第 2 ホル マン ト : 


300 cps お よび 400 cps 

1,800 cps, 2,000 cps, 2,200 cps 
ポ お よび 2,400 cps 

2,500 cps( 正 の 過渡 特性 ),3,000 
cps (過渡 特性 な し ), お よび 
3,500 cps ( 負 の 過 渡 特性 ) 

(2) 定常 子音 部 分 の 時 間 : 100 ms 


第 3 ホル マン トド トド: 


(3) 過渡 子音 部 分 の 時 間 :75 ms 
いま 後続 や 3 涼 マ ノ ト 周波 到 : 8 T=100 
音 : [a] Fa RC 8 0 
(5 うそ の 
他 の 条件 は 母 
音別 聞き 取り 
試験 の と き に ョ 
同じ . 
ET な 3 
合成 音 で 母音 
別 試験 の 場合 
と 同様 な 聞き 
取り 試験 を 行 
a hr a 8 
の 、 ( そ 1800 2000 tad 人 
る いす され で も 回 4 、[ ラ ] kc 対す る 下 。 の 効果 
な い ) の 1 つ Fig. 4 一 Effect of third formant transition 
x EE て 聞き 取 Re PE of Japanese 


ら せ た . 実験 の 結果 を 図 4 に た 示す. 。 の 変化 に よる 聞 
き 取 り レ スポ ンス の 変化 は ほとん ど み と め ら れ な い . 


4. 結果 お よび その 検討 


4.1 結 果 

上 述 の 各種 の 合成 ・ 聞 き 取 り 試 験 の 結果 次 の よう な 
と と が 明らか に な っ た . 

(1) 半 母 音 の 周波 数 構造 : 定常 子音 部 分 の 各 ホ ル 
マン ト の 周波 数 と し て は 次 の よう な 値 が 適当 で ある .・ 

第 1 ホル マン ト : 300 cps か ら 400 cps の 範囲 


A ウツ 2 行間 ラ 行 音 行 

時 (cps) (cps) (eps) 
[ 還 1,000~1,400” | 1,600~2,200 |( 相 当 す る 音 な し ) 
[e] 800~1,400 | 1,600~2,100 | 2,200~2,600** 
[a] 800~1,300 | 1,500~2,100 | 2,200~2,600** 
Cu]. (相当 する 音 な し )| 1,400~1,800 | 2,000~2,400 
a] 600~1,000 以 下 *| 1,100~1,600 | 1,800~2,400 


* 600 cps~1,000 cps と 推定 され る が 装置 の 制約 に 
より 下限 は 推定 値 . 
きき * 2,200 cps~2,600 cps と 推定 され る が 装置 の 制約 
_ に より 上 限 は 推定 値 . 


- 


第 2 る ホル マン ト : 後続 母音 に よる 変化 が みとめ ら 
れ , 前 表 の よう な 値 が 適当 で ある 
3,000 cps 付近 た に あれ ば 日 本 語 3 
母音 の 聞き 取り に 著 な 効果 は な 


第 3 ホル マン ト : 


い . Rn 
(2) 時 間 構造 : 定常 子音 部 分 , 過渡 子音 部 分 の 時 
ーーーーーーーーーーーー 問 は 各 半 健 
要 生生 Y 行 宜 「 ラ テラ 行 彰 に 対し て 左 表 
定常 子音 部 分 0~50 ms 30~100 ms Rt 
選 流 子音 部 分 | 50~100ms | 25>75me の よう な 範囲 
の 値 が 適当 で 


あぁ る. 定常 子音 部 分 の 効果 に 比 し て 過渡 子音 部 分 の 効 
果 は 余り 著しく な い . し か し , た と を ば “ivisible 
speech” の 第 11 章 に 指摘 され て いる よう に , 後続 
音 に よる と これ ら 時 間 構 造 の 変化 に つい て は な おぉ 検 対 
を 要する . 図 5 に 単独 に 発音 され た 日 本 語 半 母音 ( 男 
声 ア ナウ ン サ ) の ソナ グラ フ と 最も 聞き 取り 率 の 高 か 
っ た 合成 音 の ソナ グラ フ と を 対 央 し て 示す . 合 世 音 の 
ソナ グラ フ は 簡単 で は ある が よく 各 音 韻 の 特徴 を あら 
わし て いる こと と が わか る . 


図 5 自然 音 半 母音 (男声 ) と 合成 音 半 母音 
DL FREI 
Fig. 5 Sonagraphs of natural male voice and synthesized 
voice for vowel-like sounds with vowel [a]. 
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中 田 和 男 , 鈴木 誠 史 : 日 本 語 半 母音 の 合成 


4.2 結果 の 検討 : 了 Haskins 研究 所 の 合成 結果 と の 

比較 

(1) 周波 数 構造 : 第 1 ホル マン ト 周 波数 の 効果 

な と ん ど 同 じ 結果 で ある . すなわち 300 cps~400 
cps が 適当 で ある が , 第 1 ホル マン ト 周 波数 の 高い 
[a] に 対し て は 500~600 cps で も な お 可 成 りな 半 母 
音 の 聞き 取り 率 (特に [ra]) が 得 ら れ , 反対 に 第 1 
ホル マン ト 周 波数 の 低い [i] や [u] に 対し て は 半 母 音 
の 聞き 取り 率 (特に [ri] や [ru]) が 低い . と の と と 
は 半 母 音 の 第 1 ホル マン ト の 周波 数 は 後続 母音 の それ 
より 低い こと を 必要 と する が 200 cps 程度 に まで 低く 
な る と 有声 破裂 音 又 は 鼻 子 音 と し て 聞き 取ら れ て し ま 
A 

第 2 ホル マン ト 周波 数 の 効果 ワ 行 音 [w] に 低 
域 が , ラ 行 音 [r or 1]] に 中 域 が , ャ ヤ 行 音 [] に 高 域 が 
対応 する と いう 一 般 的 な 傾向 は 同じ だ が その 数 値 的 筋 
囲 ぶ こと に ウッ 行 音 と ラ 行 音 と で は 異な っ て いる . す な 
わ ち ウフ 行 音 , ラ 行 音 と も に 日 本 語 の 方 が その 周波 数 範 
囲 が 高い 方 へ 移行 し て いる . と この と こと は 米語 の [w] お 
よび [r] の 発音 が 日 本 語 の ッ 行 音 お よび ラ 行 音 の 発音 
より 記 の まる め 方 と 突き 出し が 著しい と と に 原因 し , 
日 本 語 の 方 が より 朋 る い (acute な ) 音 で ある と と を 
示し て いる も の と 考え られ る . 

第 3 ホル マン ト 周 波数 の 効果 日 本 語 ぅ 行 音 の 韻 
き 取 り に は 。 の 効果 は な ほな と ん ど な い と と が わか っ た 
が /, この と と は [r] [1] の 2 つの 音韻 に 対応 し て た で 
1 つの ラ 行 音 し か な いと と か ら る も 予期 され る 結果 で は 
ある が , [r] に 近い 音 も [1] に 近い 音 も 共に [r] と 
_ し て 聞き 取ら れる こと と を 確認 し た . 

て (2) 時 間 構 造 : 定常 子音 部 分 時 間 の 効果 Has- 
kins 研究 所 の 結果 と な と ん ど 同じ で ある . ワ 行 音 , 
ャ 行 音 で 対し て は 短い 方 が よく 50ms 以上 と な る と 


| た と えば [u-wal, [i-ja] 等 の よう に 2 つの 音節 に 分 離 
し て 聞か れる . ラ 行 音 の 聞き 取り に 関し て は こと の 定常 


| 子 韻 部 分 の 導 果 は 特に 著しく , 0ms で は [d] の 音 に 
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| 聞か が れる と と が 多く な る や ⑰ の , 

過小 子音 部 分 時 間 の 効果 Haskins 研究 所 の 結果 
と 傾向 は 同じ で ある が 日 本 語 半 母 音 の 聞き 取り に 関し 
|「 て は こと の 効果 は 余り 著しく な く , た と えば 図 3 に 示す 
よう に 20 ms 程度 の 可 成 り 破 裂 的 と 思わ れる 値 で も 


| こと に [r] で は な お 可 成 り 高 い 聞き 取り 率 が 得 ら れ 


0 てい る: 
「 (3) 半 母 音 Ff。locus の 後続 母 彰 に よる 変化 一 
上 述 の 各種 の 実験 結果 か ら 日 本 語 半 母音 の F。 locus 


( ャ 行 誕 
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図 6 半 坪 音 の 下 。locus の 後続 芋 音 に ょ る 変化 


Fig. 6—Variation of second formant frequency locus 
due to change of vowel followed. 


(定常 子音 部 分 の 第 2 ホル マン ト 周 波数 で 各 子 音 に 対 
し て 特有 の も の と 考え られ て いる *) の 後続 母音 だ に よ 
る 変化 が 上 明らか に みとめ られ る .: この と こと は Haskins 
研究 所 で の 米語 半 母 音 の 合成 結果 に つい て も 同じ よう 
に みとめ あめ られ, 又 一 般 的 に は 声 道 の アナ ログ に よる 
音声 合成 の 研究 で も 論じ られ て いる . その 様子 を デ 
ー タ か ら 推 定 し て 示す と 図 6 の よう に な る . 

と ょ で は 上 100 cps の 幅 で 最適 の FF。 の 周波 数 を 
locus と し た が , 50 少 以上 の 聞き 取り 率 と な る よう 
な 下 。 の 周波 数 領域 を FF。 locus と し て も 同じ 傾向 と 
変化 範囲 を 示す . 


Terminal Analog 形 の 音声 合成 装置 で 日 本 語 半 母 
音 の 合成 ・ 聞 き 取 り 試 験 を 行ない , その 周波 数 構造 , 
時 間 構 造 を 明らか に し 、 米 語 半 母音 の 合成 結果 と の 比 
贈 に よっ て 日 本 語 半 母音 の 特徴 を 明らか に し た . 

叉 第 3 ホル マン ト 周 波数 の 変化 の 仕方 に 関係 し で 
[r] に 近い 音 も [1] に 近い 音 も 日 本 語 で は 共に ラ ぅ 行 音 
と し て 聞き 取ら れる こと と を 確認 し た が , 日 本 語 の ラ 行 
音 が 果して 【r] た 近い か [1] に 近い か は 日 本 語 ぅ 行 音 
の 分 析 結 果 に よら な けれ ば 結論 する とこ と は で き な い . 

今後 この よう な 研究 を つ ヾ け 日 本 語 各 音韻 の 情報 要 
素 を 明らか に し て 行く と 共に 機械 的 音韻 識別 機構 の プ 
ョ グラ ム に つい て も 研究 し て 行き た い . 

最後 に 日 頃 御 指導 御 討 論 を いた ヾ x い てい る 河野 次 
長 , 錦織 室長 を は じ め 通 信 方 式 研究 室 の 各位 お よび 逆 

* 正確 に は 過渡 子音 部 分 の は じ ま る と き の 第 2 ホル 


マン ト の 周波 数 と いう べき で ある が , と の 場合 は 
同じ こと で ある . 
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0 形 後 進 波 発振 管 の 立上り 時 間 ' 


正 員 桜 庭 — 郎 
(北海 道 大学 応 用 電気 研究 所 ) 


要約 0 形 後 進 波 発振 秒 の 伝達 画数 自身 の 特性 を 考察 する こと に より 発振 管 の build-up rate お よび 磁 


上 上り 時 間 の 計算 法 を 与え を て いる . 励 振 電 圧 は 回 路 雑 音 電圧 と , 


電子 ビー ム の 雑音 電流 と 速度 の 交流 分 を 考 


を 飽和 電圧 は 電子 ビー ム の 集 電 極 に お ける 完全 集 天 より 求め , drift space を 有する 一 般 的 な 電子 銃 構造 
の 発振 管 の 立上り 時 間 の 計算 値 な 反射 形 ク ライ スト ロン と 同 程度 で あぁ ある と と を 示し て いる . 


2 言 


0 形 後進 波 発 振 管 を パル ス 動 作 せ し め た り , 変調 管 
と し て 使用 する と き , その 立上り 時 間 が 問題 と な る . 
た と えば パル ス 状 回 路 電 圧 を 加え % た と き の 相 互 作 用 , 
また 回 路 電 圧 を 一 定 た 保ち 電子 ビー ム を パル ス 的 に 流 
し た と き の 特 性 , さら に 回 路 の 直流 電圧 の 変化 た 伴っ 
て 発振 周波 数 が いか に 速 か た 応答 する か な どの 問題 が 
生ずる . これ ら の 研究 は 実験 的 に る 理論 的 に も 行なわ 
れ て いな い . 著者 は さき に 0 形 後進 波 発 振 管 の 伝達 
画数 を 求め た が の , と の 画数 自身 の 特性 を 調べ る こと 
に により, build-up rate が 電子 ビー ム の 函数 と し て 与 
ええ られ, また 雑音 レベ ル よ り 飽 和 レ ベル に 至る 時 間 を 
立上り 時 間 と し て その 計算 法 を 示し た . これ ら の 解析 
結果 は 伝達 函数 の 一 応用 例 と し て , また 後進 波 発 振 管 
の 応用 面 の 開発 た 関す る 設計 資料 と し て 発表 し 御 批 判 
を 仰ぎ た い . 


ct Build-up Time of the O Type Backward-Wave 

"Oscillator. By ICHIRO SAKURABA, Member 
(The Research Institute of Applied Elec- 
tricity Hokkaido University, Sapporo). [論文 
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2. Build-up Rate 


ある 物理 系 の 伝達 函数 を 知れ ば , それ 自身 の 特性 の 
考察 に より この 系 の 信号 の 伝送 特性 を 知り 得る . また 
Laplace 変換 法 を 適用 すれ ば , 時 間 的 任意 波形 の 
力 信 母 に 対す る 応答 曲線 を 厳密 に 求め 得る . この 考 を 
方 より 後進 波 管 の 伝達 函数 を 求め 得る が , その 詳細 は 
ほか の 文献 や ②⑦ に ゆず り 結 果 の み を 示す と , ある 発振 
角 周 波数 w ゥ 。 の 近傍 で 展開 され た 回 路 電圧 の 伝達 画数 
Yo は 

VY YY 
Yi = + RM +mM; p+ mh" 
Yi =e- Te 


で ある . 》 は ある 複素 量 で あり , ヵ の 係数 は 管 の 構造 
と 動作 条件 で 定まり , 7。 は 回 路 走 行 時 間 で ある . し 
た が っ て , ある 発振 周波 数 を も つこ と と は この 伝達 函数 
が , 右 半 面 の ヵ 平面 上 で 一 組 の 極 を 有する と と で あ 
り , その 極 の 実 部 が build-up rate g を 示す . 無 損失 
大 空間 電荷 の と き は 


od Ticot ED Te 


C1 


> 
FF 
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無 損失 大 補 向 電 講 
NEGLIGIBLE LARGE SPACE CHARGE 


Me 
Re ジッ パラ メー クタ 6 て ls: & 
build-up rate go の 関係 
Fig. 1—Build-up rate 0 vs TI/Ist with 
Tye 2s parameter. 


と いで は 電子 ビー ム の 発振 開始 
慎 で あり は 7: より 大 きい 電子 ビー を 示す . ま 
だ 7,。 は 全 走 行 時 間 で あぁ る. と これ に よれ ば 無 損 失 大 
尊 間 電 蒼 の 場合 , build-up rate は 空間 電荷 係数 に 無 
関係 に 表わさ れ , その 値 は 電子 ビー ム の 大 きい 程 , 全 
直行 時 間 の 少な い 程 増加 する こと , つま り 立 上 り の 上 早 

記 いこ と を 知る . 全 走 行 時 間 を パラ メー タ と し て st 

と っ の 計算 値 を 図 1 に 示す . 

3 ; zc ys 時 間 

3.1 立上り 時 間 

有 】 後進 波 発 振 管 の 立上り は , 運 波 回 路 の 集 電極 側 に 雑 

| 半 電 圧 が 加わ 発振 レベ ル に 到達 する と 考え よう . い 

| 時 誠 0 に 電子 ビー ム が 流れ は じ め る と , 運 波 回 

‘(a 路 の 雑音 電圧 は 存在 する が , ビー ム の 先端 が 集 電 極 に 

達し て いな い の で 成長 し な い . また 電子 ピー ム の 雑音 

i i Es 0 ioc 0 £3 ME OO 

| f 子 0uctr を する が 同様 の 理由 で 成長 し な いと し ょ 

< pO つぎ に t=; に 至る と (と まで 7。 は 電子 走行 

有 nsMD me チビ ー ム の 先端 が 集 電 極 に 達し 回 路 に 存在 す 

る 」 る 前 記 の 雑音 電圧 が 成長 し 得る 状態 と なる. さら に 

放 +T。-T5。 に な る と 集 電 概 側 に あっ た 回 路 雑 音 

有 1 て E が 成長 し て 電子 銃 個 つ まり 出力 端 に 表 わ れ る . し 

有 | た が っ て , この 回 路 槍 音 電 圧 と 電子 ビー ー ム の 雑音 電流 

| と 速度 の 交流 分 に よる 雑音 電圧 の 和 が 発振 管 の 励 振 電 

圧 と なされ, き さら に ある 時 間 を 経て 飽和 電圧 に 遅 す 

| る すなわち 励 振 電 圧 よ り 人 名 和 電 圧 に 至る 時 間 を 立 上 

| 0 時 間 Tp と 者 えて , これ ら の 電圧 を 知れ ば 前 入 で 

8 め た build:up rate を 使用 し て 計算 し 得る . それ 改 

ポ switeh in 役 守 無 の 記章 に 幸 る 全 Y 上 り 時 間 Tout 


で 与 を られ る . 


経過 を 考え る と 励 振 電 圧 は 後進 波 管 の 雑音 の 理論 の や か" 
ら 求 め ら れ , 人 鮨 和 電 圧 は 発振 管 の 有する 本 質 的 な 非 直 
線 性 に よっ て 決定 され る べき で ある が , 効率 の 解析 に 
R.W. Grow が 示し た よう に 電子 ビー ム の 完全 集 群 
の 条件 を 線形 理論 に 適用 し て 求め よく 近似 し 得る と 考 
える. それ 故 励 振 電圧 つま り 雑 音 電圧 か ら 飽 和 電 圧 に 
至る 立上り 時 間 を 線形 の 取扱 い を し て も 実際 の 値 に き 
わ め て 近い と 仮定 し 得る し , さら に 発振 の 成長 が 低 レ 
ペル で 徐々 に 行なわ れる と すれ ば 朋 当 と 考え る . し た 
が っ て 立上り の 経過 を この よう に 考え れ ば , 全 立 上 り 
時 間 Tput は (2) を 使っ て 


Tour= ss Lg = T= = 7 + in a 


(3) 
で あぁ あら わし 得る : と まで Vaat, Vs は それ ぞ れ 飽和 電 
圧 , 雑音 電圧 で あり 共に 遅 波 回 路 の 電子 銃 側 に お ける 
値 で ある - 

3.2 飽和 電圧 

遅 波 回 路 の 電子 銃 側 に お ける 値 は 文献 5) より 

Veaas= (C2V,IK 1) (4) 

で 与え られ る . こ ぇ で V。 は 電子 ピー ム の 直流 電圧 , 
』 は 電子 ビー ム , KK は 後進 波 イ ン ピ ー ダ ンス パラ メー 
タ 7 ヵ ヶ は 後進 波 発 振 管 の 効率 で ある . 


3.3 雑音 電圧 
雑音 電圧 Vw は 文献 (④ より 
end uC rt 2VC.8 
= + Vn D ed 7 ーー 
(5 


é=(8,—8,) (688,)(8』ー8,) 
r=(6,:+4 QC)G,°—8,')exp2xCN5, 
+cyclic permutation + cyclic permutation 
¢= "+4 QC) {3.(8,° +4QC) 
—8,(6,°' +4 QC)}exp2xCNS, 
+cyclic permutation + cyclic permutation 
D=(8,—8,) (O° +4 QC)exp2 x CNS5, 
+cyclic permutation + cyclic permutation 
Gi 
Vuecw : 集 電 極 に お ける 回 夏 雑 音 電 圧 
り : 電子 ビー ム の 雑音 電流 の 速度 の 交流 分 
i: 電子 ビー ム の 雑音 電流 の 交流 分 
【: 相互 作用 の 有効 長 
A。: 電子 ビー ム の 等 価 位相 定数 
xu。: 電子 ビー ム の 直流 速度 
C: 結合 係数 
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7: 電子 の 電荷 と 質量 の 比 3.4 総 括 
@: 空間 電荷 パラ メー タ 以上 の 解析 に よっ て 全 立 上 り 時 間 pas は ) 式 ⑥ 


8,0。,0。 : 伝 ば ん 定数 の 変化 分 
N=Bel]2 x 
さら に £6 の,r。 お よび の ぽ D は 無 損失 大 空間 電荷 の と き 
は 発振 条件 を みた す 速 度 係数 を 6。 と すれ ば 文献 ①) 


より 
t= 4 0 20, 
t=7 4 e1820DSin i 
$=—4 b,°e- raomsin( (6) 
4D 2 bh e108NICod 


3.3.1 回 路 雑 音 電圧 

く 知 られ て いる よう に 
Vein=(2kTEB)Y (7) 

と まで は ボル ツマ ン 定 数 , 7 は 遅 波 回 路 温度 で K) 
B は 雑音 の 帯域 中 で あぁ る. 前述 の 立上り の 経過 の 仮定 
で は , 上 式 よ り 得 ら れる 値 が 回 路 走行 時 間 7。 だ け 成 
長 し た も の を 用 いる べき で ある だ が が 簡単 化 の た め 省 略し 
a 
3.3.2 雑音 電流 図 2 に 示さ れる よう な drift 


回 路 雑 音 電 圧 Vaecn は よ 


space を も つ 一 DRIFT-SPACE RN 
GUN 
般 的 な 電子 銃 構 | tm A 
| 壮 に ぉ いて , 中 : a 
| 避 を 図 の と と く 半生 人 は 
有 とれ ば 炊 音 電 人 
| の 交流 分 i と 速 ; 
| 度 の 交流 分 ? の EE 
ーー 図 2 ら 線 形 後進 波 発振 管 の 
に お ける 値 は 文 一 般 的 構造 図 
Fig. 2—Schematic diagram of 
E 献 (9 a a helix-type backward 
Er wave oscillator. 
\ 
3 v=v(2'=2,) 
居 = {1+2(o/o;)} {4—7)? kT RE 
に C0) C 8 ) 
; i=(2'=2,) 
=(—70 ou,) {+2(o/og)’ 
' {A477 RTLB/I} sin(@g2;'/ts) C9 ) 
| | こと ょ で ゥ は 発振 角 周 波数 , oy は プラ ズ マ 角 周 波数 


TE は 有効 プラ ズ マ 角 周 波数 , Te i ni CK);2;° 
die, space 6 


COK8)< RR さま る び を 式 (5) に 代入 し て 雑音 電圧 を 
求め , 飽和 電圧 を 与 を る 式 (お と build-up rate の 
式 (② te (3) に 代入 すれ ば 得 ら れる . 


4 数 値 例 


2 に 示し た 電子 銃 を 有する ら 線 形 後進 発振 管 記 
いて 次 の 動作 条件 
発振 周波 数 4,000 Mc 


(QC) 4=0,50 Ts;=0: 7 mA 
si0TSec V450V 
T =300°K T=1,000°K 


drift space 径 2x10 つ m' 長き さ 33x10m 
で 計算 し た 一 例 を 図 3 に 示す . build-up rateig, 飽 


Tpe=50x 10° sec [vsat/val 


5x10% ec! 


4 0.40x108 
3 030 


2.2 
Ifist 
9,| Vaat/ Vz| お よび Tput の 計算 値 
Fig. 3 o,| Vsat/Vpl, and Tbut as a function of 
a Tilst-. 


2.6. 


図 3 


和 電 圧 と 雑音 電圧 の 比 1 Vaar/ Vz| お よび 全 立 上 り 時 間 
Tput が 7/7ss の 画数 と し て 与え を られ て いる . こと の 結 
果 に よれ ば 電子 ビー ム を 発振 開始 値 よ り 増 す 程 立上り 
が 早く な る と と を 示し て お り , と これ ら の 値 は 反射 形 ク 
ライ スト ロン で 示さ れ て いる 値 や と 同 程度 で ある と と 
を 知る . 


5. 結 言 


0 形 後進 波 発 振 管 の 伝達 函数 の 性質 よ り build-up 
rate を 求め , と これ を 使用 し て 立上り 時 間 の 計算 法 を 
与 を , その 値 は 反射 形 クラ イス トロ ョ ロン と 同じ で ある こそ 
と を 知っ た : と これ が 設計 上 特に パル ス 動 作 の 応用 面 の " 
開発 上 一 参考 資料 と な れ ば 幸い で ある - 

背 わ り に 本 研究 に 関し 御 指導 賜 わ っ た 浅 見 教授 , 種 
々 御 動 言 下 さっ た 電電 公社 通信 研究 所 三輪 研究 室長 , 
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御 討論 され た 北大 工学 部 通信 研究 室 , 電磁 気 研究 室 お 
よび 当 研 究 所 電気 部 門 の 諸 先 生 に 厚く 御礼 申 上 げ る . 
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※ 0- 半 ROー 

|) 決 38 生 中 志 子 和 を 得る の に 従来 の 原 箇 の も の の 

寸法 を 縮め る の は 一 つの 方 法 で ある が , この 場合 に 電 
有 | 圧 ぞ や 陰極 放出 密度 が 過大 に な っ た り , 工作 が 不能 に な 


| っ た りす る 困難 が 生ずる . し た が っ て , その 設計 に は 
| た ら の 条件 が 取 も 米 に な る ょ うに お える 必要 が あろ 
うそ の 上 な # 工 作 が 困難 に な る こと と は 一 般 に ま ぬ か 
】 れ や ない から , 新しい 工作 方 法 を 用 い る 必要 も 生ずる . 
ん っ 用 高 出力 の うり 六 多 振 管 と し て は 現在 の と と る 
多分 割 磁 電 管 が 最も 適し , さら に 工作 可能 性 で は 
; 3 Sun 形 だ けが 目的 に 適し て いる . われ われ は 
上記 の 立場 で Rising-Sun 形 磁 電 管 の 設計 に つい て 考 
「 を 新しい 陽 板 工作 法 を 開発 し , これ に よっ て 十分 な 
夫人 を も っ つり 世 倫 を 応 作 する こと が で きた の 
A その 概要 を と こと に 報告 し た い . 
< * A Millimeter-Wave Pulsed Magnetron. By 
| MAsA0o NIsHIMAKI, TOoMOJIRO ASABA, 
| Members, SHIMEO MATSUI, IwAO Konpo, 
夫 Non-members (Research Laboratory of Pre- 
| | cision Machinery and Electronics, Tokyo 
ゴゴ Institute of Technology, Tokyo), TADAKUNI 
| Fuji KiyosiHI UCcHIMARU and KAazUuo 
AvyAKI, Members (Research Laboratory, 


| Nippon Electric Co., Ltd., Tokyo). [論文 番号 
3173 ] 
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要約 この 論文 は ミリ 波 の パル ス 用 磁 電 管 の 一 般 的 設計 に つい て の 考察 を 略 述 し , その 陽極 の 工作 の 困 
難 さ を 克服 する た め に 開発 し た 放電 加工 法 の 適用 に た ついて, 加工 条件 と 精度 , 被 加 工面 の 導電 率 な ど を や 
や 詳細 に 述べ ,。 さら に こと の 方 法 で ミリ 波 の パル ス 用 磁 電 管 を 製作 する 技術 を 完 世 し た 例 と し て , 34,800 Mc 

用 パル ス 磁 電 管 LD 443 の 設計 お よび 試作 結果 を 述べ た も の で ある . 


2. ミリ 波 磁 電 管 の 設計 


1 で 述べ た 理由 で Rising-Sun 形 磁 電 管 だ け を 考え 
る ・ 設 計 は 1) 作用 空間 , (2) 陽極 共振 器 , ③ 出 
力 変成 器 の 3 部 分 の 形 と 寸法 の 設計 に 分 ける と こと が で 
きる . (1) は 要求 され た 発振 周波 数 お よび 出力 に 対し 
て 陽極 電圧 V お よび 磁 東 密度 B が 実用 に 適する 衛 
囲 内 に あり , 磁 電 管 の 動作 が 安定 で 寿命 に 対し て 陰極 
電子 放出 密度 お よび 陽極 温度 に 無理 が な いよ うに , 陽 
極 半 径 fa, 陰極 半径 re 陽 李 長 4 お よび 陽極 分 割 数 


図 1 Rising-Sun 磁 電 管 の 寸法 記号 
Fig. 1—Notations used in the rising-sun 
magnetron anode geometry. 


N の 値 を 決め る と と で あり , (2) は 与え られ た 発振 周 
波数 お よび NN 値 に 対し て , 必要 な ゃ モード 共 振 周波 
数 が 十分 な モー ド 分 離 で 得 ら れ , 回 路 損 失 が な る べく 
少な く な る よう に , 大 お よび 小 扇形 共振 映 の 半径 方 向 
寸法 4 お よび .7。 な ら び に 陽極 間 げ き g と 陽極 板 の 
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厚 さ せ と の 割合 を きめ る と と で あり ( 図 1 参 照 ), 3) 
は 整合 負荷 を 与え を た と き に 適当 な 回 路 効 率 7 ヶ 。 ま た は 
pulling 数 が 得 ら れる よう に , 出力 変成 器 の 長 さ な と 
その 特性 アテ ドミ タン ス Y+;, し た が っ て 断面 寸法 と き 
め る 必 と で ある 's 

ミリ 波 帯 に た な る と , 必要 な 磁束 密度 や 陽極 電圧 の 値 
が は な は だ 高く な っ た り , これ ら を 実用 に 適する 箇 囲 
に お さめ よう と すれ ば 電極 寸法 が きわ め て 小さ く な っ 
て , 工作 が ほとん と ど 不 可能 た に な っ た り , 陰極 電子 放出 
密度 が 過大 た な っ た りす る . また 回 路 寸 法 が 小さ く な 
る の で , 工作 が 困難 に な る だ け で な く , きわ め て 高い 
精度 が 必要 に な っ て くる ・ 工作 の 最も 困難 と な る の は 
但 極 間 げ き 9 また は 陽極 板 の 厚 させ が は な は だ 小さ 
く な る 点 で あり , 最も 高い 工作 精度 を 要する の は 共振 
周波 数 を きめ る お も な 寸法 た と 7。 と で ある . 

作用 空間 の 設計 に は , 図る の よう な 動作 図 た よっ て 
動作 点 を きめ る の が 都合 が よい . 図 の Hartree 直線 
は ぢ と Hartree 同期 電圧 V と の 関係 , 動作 直線 は 作 
用 空間 内 の 半径 方 向 電位 分 布 が 半径 の 2 乗 に 比例 する 
と し た と き の 同 期 電 圧 と B と の 関係 を 示す ず .-7e。 
お よび 7e。' は , 電子 の 半径 方 向 速度 が な いと し た と 
き の , V ぉ よび V' 直線 た それ ぞ れ 対応 する 電子 効 
率 で ある . V' は 一 般 に ある 大 き さ の 陽極 電流 が 流れ 
て いる と き の 同 期 電 圧 で あり , 実際 の 動作 点 も 大 体 こ 
の 付近 た 来る か ら , 設計 に 対し て は 動作 直線 た よっ て 


V, 0.0429 
v=2 誤 (8- る ) 0= A 
の pi 404r 
v=2 交 人 - 池 a Pa), Vg= 2 100 
eo=1= ラ FF Bo = 1+) Bo 
89 
1+ の a な 
Tao 2 VW = (tO 
0 


相生 畑 


A B 
磁束 密度 


図 2 磁 電 管 の 動作 図 
Fig.2—Operation diagram of a magnetron. 


0.0429 
NAT- の ) 


Bo= 


(welm) 


了 昌 極 分 割 散 N 
図 3 NM と AB と の 関係 

Fig.3—The relation between NV and 2 Bo”. 

動作 点 を 選ぶ の が 実際 的 で あり 安全 で ある . 
いま ァ 7。//a=g9 の 値 を , よく 用 いら れる 実験 式 や , 

g=0.85 一 3.83/W に よっ て きめ る と すれ ば , 限界 磁束 
0 

, 図 3 の よう に な る . 7e。" の 値 を 適当 た 設定 すれ 
に わが 
V。' は 任意 の 値 を と る こと が で きる が , 陽極 半径 ra 
また は 陽極 板 の 厚 させ と 図 5 の よう な 関係 が ある か 
ら , 工作 の 都合 を 考え て きめ な けれ ば な ら た な い . 


Zep (%) 


8/86 
と V/V。' お よび 7?eo' と の 関係 
Fig.4—The relation between 720’ and B|B,o’ or V’]V,. 


陽極 長 な は 軸 方 向 の 共振 を 避け れ ば 任意 に きめ ら 


図 4 B/Bo' 


れる が , あま り 長 くす る と 作用 空間 の 寸法 精度 を 保ち こ 
に くく , また 磁極 間隔 が 長く な る の で , 実際 上 3/8 
また は 34 メ 付近 に 選べ ば よい . 

叉 。 あ る 直流 大 力 に 対し て 陽 李 電 圧 と 陽極 電 放 
た と の 割合 は 必ず し ゃ 任意 に 選ん で よい の で は な く ), 
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任意 の 動作 磁束 
| 密度 また は そ を 
_ れ に 対応 ずる 則 
極 電圧 V の 値 
対し て 実際 上 
。 それぞれ ある 最 
Kr 適 な 陽極 電流 が 
ある . 陽極 電流 
i 
越し て 増す に し 
た が い 効率 は 衝 
々 に 下がる が , 
merge ch 


図 5 ra 及 また は (g++ の 及 と 
V。" と の 関係 
Fig.5—The relation between Voy’ and 
rall or (9g+012. 


RAE AN ORAS こと と が で き 
- の と き の 陽 格 電 流 (標準 陽極 電流 と よぶ と と 


アド ミタ ンス が 与え られ れ ば , 電子 極 の 回 転 
回 路 に 流れ る 誘導 電流 の た め に は 作用 空間 内 
臣 周 波 電 界 の 強 さ に 比 恒 する 電子 の 半径 方 向 
子 極 の 幅 お よび 空間 電荷 密度 と か ら 求め る 


re 


ポー 
a 
i 

| 


た だ し 


る ) を ん と すれ ば, は 陽極 剛 げ きか ら 共 握 加 


(MES 


kas 

CC 

ce 
3 CE? 


iT 
F=[b,*{1— Cal CF,- RS A : 
— (2+4F,/a)2.3 log,,(bi0)}- 1 
i DT hi 0 ON Ry 
NIZE2) EN 
F,=1/(N/2—2)*+1/6(3 N/2—2)*+ 
F,=1/(N]2—2) +1/6(3 N/2-2) + 
b=(1—4/2)/(1—2%), b=1/(1—%) ’ 
7。 の 値 を N=22, ra=1.5 mm, q=0.675, 2=8.6mm, 
h=3mm, Qu=700, ne=0.5 の 場合 に つい て 計算 すず 
る と 図 6 の ょ うに な る . 設計 に は 動作 時 の 陽極 電流 
が ょ より 少し 大 きい 値 に な る よう に する ・ 


N22, ra=15mm, 20615 Ne 
A=8:6mm, h=3mm. ? » 
Qu=700, Tc=05 El 


8 (Wola) 泊 7 

図 6. 5B と 7。 と の 関係 
Fig.6—The relation between 5B and Te. a x 

共振 器 お よび 出力 変成 器 の 寸法 は , 等 価 回 路 の 方 法 。 


に よっ て 一 般 的 に 求め る こと が で きる が の ®, と と で a 


は 省略 する ’ } y 7 \ a 
/ て i 

3. に 
3.1 陽極 の 放電 加工 A 
Rising-Sun 形 磁 電 管 陽極 の 工作 に は Thi 法 が な 


普通 用 いら れ て いる が , ミリ り 波 用 に な る と 寸法 が きわ 
め て 小さ く な る の で 、 硬 鋼 の hob を 作る こと が 容易 


n i 
a ric 


較 7 Wotomee 
Fig.7—A diagram illustrating the principle of p LA 
piipet Re bloek—the ea dp 
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Eerie 
法 を 適用 する と と を 試み た . 
に 用 いる hob と 同様 な 形 の 加工 電極 を 用 いて 成功 し 


そこ と で われ われ は 新しく 開発 され た 放電 加工 
と これ に は 結局 hobbing 


た . と の 電極 は 真 鈴 な ど の よう な 普通 の 機械 工作 を 
し ゃ すい 材料 を 用 いる と と が で きる の で , フラ イス 般 
で 製作 で きる 利益 ホ が ホ あ る. 

図 7 は 陽極 を 放電 加工 ずる 方 法 の 大 略 を 示す 加工 
電極 は 加工 が 進む た つれ て , 放電 用 コン デン サ の 平均 
電圧 が 一 定 た に 保 た れる よう に , サー ボ モ ー タ で 自動 的 
に 送ら れる . 1 回 の 火花 放電 に よっ て 切り 取ら れる 被 
加工 材料 の 微粒 子 の 量 は , 放電 の ェ ネ ル ギ , し た が っ 
て コン デン サ の 容量 C と 放電 電圧 V の 2 乗 と の 積 
CV? に ほほ 比例 する こと が 確か あら れ て いる ・: 加工 の 
原理 上 , 加工 電極 の 側面 と 被 加 工面 と の 間 に は 必ず い 
くら か の 間 げ き が で き , また 加工 面 に は 多かれ 少な か 
れれ 町 凸 が で き ぎる. 面 の 粗 さ は 1 回 の 放電 で 切り と られ 
る 粒子 の 直径 に に, し た が っ て CV パパ に ほほ 比例 す 
る と 考え て よ か ろ う . 図 8 は C の 値 を いろ いろ に 変 
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Fig.9—The relation between the surface roughness and 
the capacitor values in spark machining. 


0 
る , 放電 電圧 を 約 70V に 調整 し , 真 鈴 の 電極 で 無 馬 
素 鍋 を 加工 し た と き の 加 工面 の 粗 さ を 表面 粗 さ 計 で 測 「 1 
定 し た 例 で ちあ る. これ か ら C と 粗 さ と の 関係 を 求め た Ns 
の が 図 9 で , 粗 さ が C に は な ぼ 比例 し て いる と と が 3 
わか る ・ 電圧 に つい て は "に ほぼ 比 還 す る と と が 
測定 され て いる ・ 加工 電極 面 と 被 加工 面 と 間 げ き は 放 
電電 圧 そ を の も の に る も 関係 する か ら 、 あ まり 簡単 に は な 
ら な い が 間 天体 5 間 
面 の 粗 さ が 小さ 
い ほ ど 小 さい . 
し た が る ee8 表 
精密 な 工作 を すず 
i 0 0 


図 10- 加工 電極 の 一 例 


Fig.10—An example of the ‘“‘hob"' bs 
used in spark machining. a 


図 11 加工 し た 8.6mm 用 26 分 割 。 i 

陽極 の 一 例 a 
Fig.11—An example of the 26-vaned anode block 4 
of an earlier 8.6-millimeter magnetron I 
made by spark machining. } - 


致 を で きる だ け 高 くず る 必要 が ある veces 
くす る と 充電 の 時 定数 が 短く な る の で , 放電 周波 数 が っ 
遍 く な り - 加工 速度 が を それほど 低下 し な い . 0 
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数 は 数 百 kc な いし 1Mc 程度 で ある . 
図 10 は , 波長 8.6 mm 用 磁 電 管 陽 極 の 工作 に 用 い 
た 真 欠 製 加工 電極 の 例 , 図 11 は 工作 し た 陽極 の 例 で 
ある ・ 
放電 加工 法 を ミリ 波 用 磁 電 管 陽極 の 工作 た 用 いる 場 
谷 の 利点 を 要約 すれ ば , 次 の と と が 言え る ・ 
1) 加工 電極 に 真人 鈴 そ の 他 の 加工 し や すず すい 材料 を 
用 いる こと こと が で きる の で , hobbing 用 の hob を 作る 
の に 比べ て 製作 が は る か に 容易 で ある ・. 
2) 「 被 加 工 体 に は 力 を 加え る 必要 が 全く な い の 
で , 大 き な プ レス 機械 が 要ら な い . 
(3) 陽極 材料 の 中 に 内 部 ひずみ が 残ら な いか ら , 
謙 と で 変形 の 恐れ が な く , し た が っ て 途中 で 加熱 処理 
な どの 必要 も な い . 
で 4) 加工 中 に 被 加 工 体 が 変形 する こと が な いか 
ら , 共振 器 漠 を 放電 加工 する 前 に 陽極 ブ ョ ッ ク を 最終 
の 形 に 仕上 げ て お さく こと と が で き , 溝 切 り 後 に 仕上 げ る 
必要 が な い . 等 . 
1 し か し , 放電 加工 法 で は 現在 の と ころ , 被 加工 体 だ 
け で な さく 加 工 電 極 も 消 耗 する と いう 欠点 が あり , これ 
が 量産 に 対し で て 障害 と な ろう . 銅 を 加工 する に 用 いる 
天 工 電極 の 材料 と し て は 真 鐵 が 適当 で , 鋼 を +, 真仁 
| を - に する と , 銅 と 真 録 の 消耗 比 は 5:1 程度 で あ 
| る ・ 量産 に 対し て は 加工 電極 を 量産 する こと も 考 を ら 
れる 放電 加工 は 特に 磁 電 管 そ の 他 の マイ クワ ョ 流 管 の 
試作 に 適し て いる . 
3.2 放電 加工 の 精度 と 限度 
導電 加工 法 で は 加工 電極 面 と 被 加工 面 と の 間 に 必 ず 
| 間 げ を が で きる か ら , 加工 電極 の 設計 に は この 間 げ き 
の 値 を 見 込ま ね ば な ら な い が , i 
の 選 差 の 絶対 値 は 小さ く な り , 精度 が 高く な る ・ 
研究 の 初期 た は 間 げ き の 値 は 70~100x も あり , いい 
] 底 実 用 に な ら ぬ か に 過 わ れ た が , 丹羽 義 栄 , 井上 潔 両 
| 氏 ら の 研究 に よっ て 非常 に 改善 され 現在 で は 放電 電 
3 圧 60V, コン デン サ の 容量 0.0005 gF の と き 6m の 
有 | 各 度 に な っ て いる . た だ し , この 値 を 得 よ うと する と 
加工 速度 が 低く な り 過 ぎる の で , 導 通 は 10~154 を 
| 見 込ま な けれ ば な ら た ない. 
002j の コン デン サ と 70V の 放電 電圧 と を 用 
い 走 欠 の 加工 電極 で 液 長 8.6 mm 用 磁 電 管 の 則 概 
| を 加工 じ た 場 合 に , 加工 電極 お よび 加工 され た 陽極 の 
| 名 部 の す 法 を 看 定 し た 結果 の 例 の 一 部 を 表 1 に 示す 
と れ に よる と , 陽極 の 上 面 (加工 を は じ め た 面 ) で は 
iS 


“ 


EO に NR 


* ¥ 


人 


~~ Rs 
~ * 


ミリ 波 用 パル ス 磁 電 人 管 


表 1 } 

| 9g2 t 02 | lz 
電極 寸法 | 0.19375| 0.2989 0.7215 2.2308 
(電極 二 法 食 | +0.0074 士 0.0043 土 0.0051 士 0.0021) 
陽極 上 面 寸 法 | 0.2773 0.2520 | 0.7447 2.1478 
同 確率 個 差 | 0.0033 | +0.0033 | 0.0043 | +0.00415 
陽極 下面 寸法 | 。 0.2476 0.2784 0.7117 2.1622 
同 確率 偏 状 | 二 0.0037 土 0.0029 +0.0038 土 0.0037 
上 面 間 げき | 0.0418 0.0189 0.0114 | —0.0415 
下面 間 げ きま | 0.0269 0.0057 | 0.0049 — 

*ws は 大 局 形 共振 圭 の 部 の 幅 で あぁ る. 

く , 上 面 で 114, 下面 で 5z 程度 あり , 多少 の 傾斜 


が つく が , その 確率 偏差 は キ +4z 程度 で , 割合 に 精度 
が 高い こと が わか る . これだけ の 人 坊 差 が すべ て の 共振 
器 に 等 し く お きた と すれ ば , 共振 波長 8.6mm に 対 

し て 波長 の 偏差 は 0.2 必 程度 に な る - 

被 加 工面 の 粗 さ は 初期 に は 20~30 ヶ x も あっ た が , 
改良 と よっ て 最小 0.5m 以下 に な り , 実用 的 な 加工 
条件 で は 平均 2x 程度 で ある . 

厚 さ 3mm の ミリ 波 用 陽極 1 個 の 工作 に は , 0.02 
zgF の コン デン サ と 70V の 放電 電圧 と を 用 いた と き , 
20~40 分 の 時 間 が か か る -. 

工作 で きる 最小 の 潤 幅 は , 加工 電極 の 送り 方 向 の 平 
行 度 , 機械 的 強度 お よび 電極 と 被 加工 体 と の 間 の 間 げ 
き に よる が , 現在 で は 0.08 mm 程度 が 限度 で ある ・. 

3.3 放電 加工 面 の 実効 導電 率 

放電 加工 し た 銅 の 表面 に は 工作 の 原理 凸 多 か れ 少 か 


図 12 0,600 Me 符 で 測 規 も を 吉 エ 困 @ 失 
, 効 薄 電 率 の 比 ・ (理想 的 な 銅 の それ 
を 1.0 どじ で る) 

Fig.12—The results of the electrical conduc- 
tivity measurements of copper surfaces 
at 9,600-megacycles; the d.c. conduc- 
tivity of pure copper taken as unity. 
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れれ 凹 此 が で きる か ら , その 面 の 実効 導電 率 が あぁ る 程度 
| 低下 する 心配 が ある. そこ で, 内面 を 種々 の 条件 で 放 
電 加 工 し た , 円 形 T て My, モー ド の 銅 の 宏 胴 共振 映 を 
多数 作り , その 無 負 荷 Q を 測定 する こと に よっ て , 
放電 加工 面 の 実効 率 を 測定 し た . た だ し 測定 は 9,600 
Mc 帯 で 行なっ た . その 結果 , 図 12 の よろ うに, 放電 加 
工 し た まま の 面 の 導電 率 は , 面 の 粗 さ に は 関係 な く , 
機械 加工 し て 真空 中 で 焼鈍 し た 銅 に 比べ て 70 程度 
た 下がる が , これ ら を 真空 中 で 約 800°C で 焼鈍 し た 
) 後 で は , 焼鈍 し た な め ら か な 機械 加工 面 の 導電 率 と 全 
く 人 等 し い 導電 率 を も つと と が わか っ た . と これ は 面 の 叫 
ト 凸 が 表皮 の 深き (9,600 Me で 約 0.74) に 対し て 十 
放 」 分 ゆる や か で ある と 考え られ る ミリ 波 に 対し て も ま 
retinaars cnnvarb. tomer 


| 責 じ で . @ の 値 が 周波 数 の 平方 根 に 逆 比 例 す る 点 を 考 
3 る に 入れ る だ け で よい . な お 詳細 た に つい て は 目下 測定 
罰 中 で 改め て 報告 し た い .・ 

3 4- 試作 管 LD 443 の の ⑰. 

| 工作 管 の は じ め の 目標 と し た 特性 は 発振 周波 数 


| 34,800 Mc+3 以内 , 失 頭 出力 30kW 以上 , 磁界 
dei 失 頭 陽極 電圧 16kV 以下 . パ 


sts 
か 


回 1 LD 443 外 編 ; 
: 夫 Fig. SiGe appearance of the LD 443, 
本 tC i Q-band magnetron. 


i ルス ヌ 比 0.0002,。 ヒー 電圧 6V で あっ た . 陽極 分 害 

有 | 到 の 決定 は 現 相 で ある が 22 分 割 と 26 分 割 の 両 方 の 

MARinc leis 討 の 結果 , モー ド 分 離 の 点 か ら _ 

22 分 割 を 採用 し た . 最終 的 決定 し た 設計 値 は 表 2 

で ある . 図 13 は 外観 図 , 図 14 は 断面 の 構造 
表 2 ; 


"Bo=0. A411 ェ エー バ /mz 
Ml B=0: 687 ツ エー パ バ jm? , 
; Rw 54kV 3 
Vy’=7.08 kV 
79% 
eo =47% 
; ‘3kv 


| 局 62 ウエ ニーバ /m2 
| の と きま の 偵 
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= RN A Pe 4 
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電極 構造 図 


Fig.14—Internal electrode arrangements of the LD 443. 


図 14 


で ある が , 永久 磁石 自 蔵 形 と し て 実用 上 の 便宜 を は か 
り その た め 純 鉄製 の 磁極 を 磁 電 管 自体 の 一 部 分 と し 
て 組 込 む と と きま した. を た 愉 本 の 中 心 族 ど 匠 凍 半 8 
得る よう に する こと に 特に 意 を 用 いた . 一 方 の 磁極 を 
貫い て 陰極 が 支持 され , (OME 
っ て いる . 陽極 の 加工 に は 放電 加工 法 を 用 い , 隔 李 の 1 
OO REE 
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図 15 LD443 動作 特性 

Fig.15—Typical performance chart "の 
of the LD443. 


が 外部 に 取出 され 
出力 窓 に は コバ ; 


図 16 LD4438" ス ペク 
トル 特性 -- 
gs 16—Typical spectral charac— 
の of the LD 443, 


5 mm で 1.2 wb f 
蔽 東 密度 を 得 て V 


70 西 巻 正 郎 , 浅 場 友 次 郎 , 松 井 七五三 和男, 近藤 雄 , 藤 井 恵 都内 丸 消 ぅ 綾 木 和 雄 : 


動作 試験 に は 水素 入り サイ ラ ト ロ ン を 用 いた パル ス 発 
生 器 を 用 い , 発振 勢力 を 導 波 管 水 負 荷 装 置 に 入れ て 水 
の 温度 上 昇 か ら 平均 電力 を 測定 し た . 図 15 は 動作 特 
性 を 示す . 又 出 力 の 一 部 を 周波 数 分 析 器 に 加 % を て ブラ 
ウン 管 上 で 観測 も た 結果 は 図 16 の ご と く で ある . 縦 
軸 は 出力 高周波 勢力 の 相対 値 , 横 軸 は 周波 数 で ある 

と の スペ クト ル 図 の 主峰 の 周波 数 幅 の 実測 値 は な 10.5 
~11.5Mc で , パル ス 幅 の 値 か ら の 計算 値 と お お むね 
一 致す る . LD 443 の 代表 的 動作 特性 は 下記 の 通り で 


ある ・: 

i 発振 周波 数 34,860Mc 寺 1 必 
失 頭 出力 45kW 
失 頭 陽極 電圧 13 kV 
衝 頭 陽極 電流 20A 
磁界 強度 1.2Wb/m* 
パ ルス 幅 0.2 gs 
繰 返 周 波数 1,000pps 
e00002 
ヒー タタ 電圧 6.3V (始動 時 ) 
ヒー タ 電 流 1.8A (始動 時 ) 


EE 


ミリ 波 用 rising-sun 形 磁 電 管 の 一 般 的 方 法 に よる 
設計 法 の 要点 , 放電 加工 法 を 用 いた ミリ 波 磁 電 管 陽極 
の 新 し い 製作 方 法 に 関す る 基礎 研究 , な ら び に 8.6 
mm 帯 用 パル ス 磁 電 管 の 試作 結果 に つい て 報告 し た . 
と の 研究 は 日 本 電信 電話 公社 電気 通信 研究 所 か ら 東 


| 京 工業 大 学 へ の 委託 研究 に と はじ まり , 東京 工業 大 学 に 


、 次 


‘電気 通信 学会 
dt 
ハウ ス 4 の 


主事 肥 土 常吉 


庶務 並 飯塚 則 夫 

びに 技 

術 和 員 中 沢 昭 論 

会 関係 浅田 範夫 
丸 義 子 


A 相 


北 区 中 十条 3 の 24 の 1 
足立 区 普 覧 寺町 2 

北 多摩 郡 保谷 町 上 保谷 56 
中 央 区 日 本 橋 販 町 3 の 8 
申 野 区 秒 ノ 宮 1 wl ; 


ミリ 波 用 パル ス 磁 電 管 


お ける 文部 省 機関 研究 お よび 学内 協同 研究 の 一 部 と し 
て 行なわ れ » , 日 本 電気 株 式 会 社 と の 協同 研究 に 
発展 し た も の で , 同社 研究 所 た お ける ミリ 波 電 子 管 開 
発 計画 の 一 部 と し て 行なわ れ た . 各 方 面 の 多数 の 方 々 
の 御 協 力 と よっ て で きた も の で , 関係 各位 に 深謝 の 意 
を 表し た い . 特に 機関 研究 , 協同 研究 の 主体 と し て 多 
大 の 御 指導 を 賜 わ っ た 森田 清 教 授 , 工作 に つい て 有益 。 
な 示 吹 を 与え られ た 東京 工大 の 浅 枝 敏夫 教授 , 放電 加 
工法 の 改良 た つく され た 現 防 衛 大 学 の 丹羽 義 栄 助教 授 
お よび 日 本 放電 加工 研究 所 常務 井上 潔 氏 , 諸 測 定 に 協 
力 さ れ た 現 防衛 大 学 の 押 本 愛 之 助 助 教授 , 初期 の 陰極 
に つき 御 協 力 い た ヾ いた 通 研 の 橋本 太 吉 氏 , 有益 な 御 
討論 いた ヾ いた 東京 工大 の 末 武 助教 授 , 絶大 な 御 指導 
賜 わ っ た 日 本 電気 の 小林 常務 兼 研究 所 長 , 金 薄 , 的 場 
両 所 長 代理 , 原島 室長 , 放電 加工 な どの 部 品 製 作 の 面 
で 御 尽 力 い た ヾ いた 清田 工具 課長 , 安藤 研究 主任 , 小 
川 裕 秀 氏 な ど 直 接 関 接 に お 世話 に な っ た 諸氏 応 深 ぐ 感 
謝 す る ・. 
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昭和 34 年 度 に お り る 通信 
お よび 電子 応用 の 事業 展 墜 ' 


電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る 事業 は 年 々 新しい 技術 を まとい な が ら 発 展 拡 売 を つっ 
この 模様 を 本 会 誌 38 巻 よ り 毎 年 1 月 号 に 電気 通信 事業 の 展望 と し て 掲載 , 
を ゃ を, 和 件 好 評 を 得 て 来 た が , 本 年 は 電電 公社 , 国際 電電 , 日 本 放送 協会 , 国鉄 , 
御 協力 を えて 多 方 面 の 事業 の 展望 を 御 送り で きる 運び と な っ た . 
レ 欠 細 迷 品 ど も も た 感 購 の 朱 を 表す る 次 第 で ある . 


Cg 
会 員 諸 兄 の 御 要 望 に こなた 
電気 試験 所 , 郵政 省 の 


LR 衆 


1) 概 


正 員 


eh に 


日 本 電信 電話 公社 の 行なっ で て いる 公衆 通信 事業 拡張 
計画 は 昭和 32 年 度 ま で の 第 一 次 5 か 年 計画 が 終了 し, 
目下 第 三次 5 か 年 計画 の 丁度 半ば に あたっ て いる . 既 
に 終了 し た 第 一 次 5 か 年 計画 の 成果 は 昨年 の 事業 展望 
に 記さ れ て いる よう に 比較 的 平穏 無事 に 進行 し た が , 
第 三次 5 か 年 計画 を 実施 し つつ 今後 の 具体 策 を 検討 す 
る と , 比較 的 量 的 , 質 的 な 変動 が 少な く 経 過 し た 第 一 
次 5 か 年 計画 に 比 し て , 既に 各種 の 見 込み 違い が あら 
われ て お ボ おり, これ が 解決 に は 計画 の 量 的 改正 は も と よ 
り 事 業 遂行 上 ), せま い 意 味 の 新 技術 な か り に は 頼れ ず 
常に 事業 に 即 じ た よう な , 幅 の 広い 研究 を 行なう よう 
改変 する 必要 が 生じ て きた . その 大 き な 要 因 と し て は 
加入 者 増加 トラヒック 増加 の 大 幅 な 見 込み 違い ( わ 
が 国 の 産業 発展 を 過少 推定 し た ば か り で な く , 電話 需 
要 の 質 的 な 変化 も あぁ る )》 等 , 当然 , 思い 当る 原因 の 外 
に に, 公社 内 労働 事情 , 公社 の 事業 を 規正 する 公衆 電気 
通信 潜 そ の 他 の 官庁 的 制約 等 が 意外 に も , 技術 改善 の 
諸 要 件 を 制約 する と こと と な っ た . 又 実 用 化 さ れ た 新 方 

“ The Review of Enterprises of Telecommuni- 

cation and Electronics Application in Japan 
for the Year of 1959. 

* 1-Public ~ Telephone and Telegraph. By 

MASUMI HASHIMOTO, Member, YosHIO 

| IsHIKAWA, Non-member. HARUO YAMAGUCHTI, 

OsSAMU ISHIHARA, . KYUTARO TAKAHASHI, 

KANAE SUGAHARA. Members. MASAO ABE 

and TOSHIO YOKOSAKA, Non-members 

_ (Nippon Telegraph and Telephone Public 
_ Corporation, Tokyo). [資料 番号 4510]_ 
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本 本 二 真 "ドド 属 


と こま \ い に, と これら 各 機 関 の 御 協 力 に 対 
(編集 室 ) 
UDC 654.14/15(520) “1959” 
・ で 
通 信 


(日 本 電信 電話 公社 ) 


式 の 性 能 , 経済 性 も 研究 開始 以後 に お ける 利用 者 , 運 
営 者 に お ける 情勢 変化 , 競走 的 技術 の 進歩 等 に より 変 
っ て 来 , 実際 に 使用 する 場合 に は , 更に 改良 し な けれ 
ば 有利 性 を 発揮 し な いた め , 導入 を 再 検討 すぎ ざる を 得 ・ 
な いこ と と も 起こ っ て くる . 

と の よう な 事態 に か ん が みわ が 公社 に お いて も 電話 
電 要 見 込 の 激増 に 対応 し , 現在 進行 中 の 第 三次 5 か 年 
計画 を 大 幅 に 改訂 する と と と し , 拡張 計画 , 資金 計画 
を 変更 し , その 裏付け と な る 負担 法 等 の 立法 措置 を 国 
会 に 提出 し て いる . 又 引 つづ き , 全国 自動 即時 化 等 選 
対応 する 合理 的 料金 制度 に つい て る も 検討 中 で あり , 1 各 
種 の 新 サ ービス も を も 鋭意 努力 中 で ある .- 

第 二 次 5 か 年 計画 の 改訂 概要 は 次 の 通り で ある . 


1.2 市 内 電話 サー ビス 上 改善 計画 
) 加入 電話 夫 要 供給 見 込 


表 1.1:1 
32 年 度 末 | 37 年 度 | 42 年 度 | 和 7 年 度 
要 数 改 322 万 516 | 760 1,057 
1 克 遇 を 合せ | 313 | ts | em | 790 
335 
8 信 牧 年 平和 万 | 年 交 5 | 年 平均 07 
旧 年 平均 27 亡 X5 年 = 135| ; 
也 計 で の 58.4 万 」 69 38 0 


注 1. この ょ うな 膨大 な 需要 数 も わが 国 の 困 和 26 年 ~32 年 まで の 加入 増 
加 実績 や 諸 外 園 の 実績 と ぞ れ ぞ れ の 園長 所 得 と の 比較 に ょ れ ば 所 
得 増加 比 の 1.2 倍 程度 (所 得 が 1.6 倍 で 加入 電話 は 1.9 倍 と 
な る ) 加入 増加 が 上 回 る の で 上 記 見 込 は それ 程 過大 と は 考え られ 
な い . 

注 2. 昭和 47 年 庶 末 i に 半 記 計画 が 達成 と た と し て も 普及 率 は , 住宅 世 
帯 19%。 産業 世帯 113%, 事業 所 235% で 各戸 に 1 個 の 電話 の 
理想 か ら は 程遠い も の で ある. 


0) 


a a 


| 合計 570 万 km の 市 外 回 線 を 必要 と し , 


ey 


ET cil 
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(5) 電話 局 建設 その 他 

上 記 の 加入 電話 増設 を 行なう た め に は 昭和 37 年 まで 
に 収容 祭 力 の な く な る 手動 式 局 約 840 局 中 680 局 を 自 
動 改 式 する と 共に , 大 中 都市 の 既設 自動 局 地 に 新た に 
分 局 を お こす も の 約 250 局 を か ぞ を , この 計画 を 実施 
後に お いて 自動 比率 (自動 局 加 入 数 の 全国 比 ) は 32 年 
度 57 か ら 37 年 度 75 必 と な る が , これ で も な お 
欧米 各国 が 33 年 現在 既に 90~99 に な っ て いる の 
に 比 し て 極め て 劣っ て いる 

上 記 の 他 , 公 具 電 話 約 10 万 , 構内 電話 115 万 を 増 
設 す る 計画 で ある . 

Ua) 農山 漁村 向け 特別 電話 普及 対策 

一 般 加 入 電 話 の 他 に 通信 施設 普及 の お くれ て いる 閥 
山 漁 科 に 公共 事業 と し て 特別 に 電話 を 普及 する こと と 
し , 無 電 話 部 落 解 消 の た め の 公衆 電話 の 設置 を 約 
34,000 畑 虐 村 用 団体 加入 電話 (有線 放送 を 良質 に し 
て 電話 交換 を 目的 と し 局 線 に も 接続 する もの) を 約 
750' か 所 ;, 設け る とこ と と し 5 か 年 間 で 約 250 億 円 を 投 
じ る 計画 で ある . 


1.3 市 外 電 話 サ ービス の 改 閉 


(4) トラ ヒッ ク 需 要 

最近 に お ける 市 外 電 話 ト ラ ヒ ッ ク 需 要 は 過去 の 推定 
を 上 回 り , 経済 の 伸び を 反映 し , 特に 加入 者 増加 に 伴 
う 呼 の 増加 見 込 は 過去 の 算出 式 の 1.3~1.5 倍 と な っ 
OO 

J 回 線 増加 

| 県庁 所 在 地 都市 相互 の 即時 だ お よび 密接 な 関係 ある 都 
] 市 相互 , 同一 町 村内 の 局 相互 に 即時 通話 を 実施 する こ 
]】 と と し た だ け で , 長 距 離 即時 345 万 km (回 線 延 長 ) 
| 短 距 離 印 時 170 万 km, 待 時 サー ビス 維持 で 55 万 km 
この 他 地 方 町 
村 の 合併 に 伴う も の と し て 12 万 km の 回 線 増 を 計画 


3 し じ て いる . 


の 市 外 電 話 設備 計画 


有 | 上 上 を 実施 する た め の 伝 送 設 簡 計画 は 丈 1.1.2 の 


Ey 
| 叉 全 国 印 時 細 筐 役 の 中 心 ポ イィ ント と し て 東京 大阪 


有 名 古屋 , 京都, 広島 , 金沢 仙台, 札幌 に 新 市 外 局 を 
建 股 し , 


| 理 設 し , 第 二 交 5 か 年 計画 の 下半期 に は 東京 一 大 阪 等 
| の 長政 離 還 時 区 間 に も 一 部 白 動 即時 方 式 を 採用 する 巴 


「 定 で ある . 


1.4 電信 サー ヒビ ヒス の 改善 計画 


] 第 三次 5 か 年 計画 中 に は 中 断 機械 化 を 完成 する と 共 
Gz 


表 1.1.2 


項 時 「& 林 5 ゃ 年 | 旧 5 か 年 
ィ 休 苗 es ト 換算 a 13,600 | 7,000 


ロ (テレビ | 一 方向 換算 | 7,000 km | 18,000 | 14,000 


同軸 ケ ー A ed 3,100 km | 6,100 | 3,000 


無 革 4 対 2 条 換 第 330 km | 330 | 820 
ル 多 二 化 | 区 間 吾 長 | 2,400km | 3,400 | 3,000 
艇 (新設 | 100 対 換算 | 10、 000 km | 12,600 | 8,000 


( 短 搬 | シス テム 換 算 1,200 km | 


注 特に テレ ビ 中 継 納 は 東 阪 5 を 7 系 統 へ , 計 福 4 を 6 系 統 へ , 東 札 3 
を 5 系統 : その他 幹 線 3 を 4 系統 に 増加 する こと と し て いる . 


に , 特に 加入 電信 に つい て は 東京 , 大 阪 , 名 古屋 ば が 
り で な く 全 国 い ずれ の 都市 で も 加入 で きる よう に し 37 
年 度 末 に は 約 4,000 加入 を 予定 し て いる . 

叉 I.D.P. 等 の 各種 記録 送付 方 式 等 の 専用 需要 に 対 
応 で きる よう 計画 する ・ 


1.5 その 他 の 整備 計画 


通信 施設 の 特質 上 , 増設 工事 を 行なう と き は ある 程 
度 , 同時 に 旧 施 設 の 整備 を 伴う 場合 が 多い が (た と を 
ば 自動 改 式 で 必然 的 に 旧 施 設 の 大 部 分 は 不要 と な る ), 
それ 以外 に 特に 次 の 事項 が 計画 に 折込 まれ て いる 

4) 道路 整備 に 伴う 地下 管 路 . マン ホー ルル 設備 の 大 
量 先行 増設 お よび 架空 配線 の 地下 配線 化 

(p) 戦時 規格 ケー ブル , 交換 機 の 取 替 

NN 炎 害 対策 (予防 お よび 非常 無線 ) 

木造 自動 局 の 本 建築 化 (自動 改 式 ) 

貞 旧 形 電 話 機 の 新 形 化 


1.6 資金 計 画 
所 要 資 金 計画 は 表 1.1.3 の 通り で ある . 


1,400 | 700 


次 Ti 

区 .? 分 strum 3 | 改訂 5 か 年 に 四 5 か 年 
市 内 電 生 2,245 億 円 3,070 1,994 
市 外 電 話 1,000 1,345 751 
縛る 信 90 115 86 
整 備 取 替 230 350 313 
研究 共通 施設 100 140 100 
特別 対 策 375 600 405 
総 係 費 450 610 424 

1 


以上 の ど と き 改 訂 5 か 年 計画 を 実施 する 予定 で ある 
が 33 年 度 34 年 度 に つい て は 既に 旧 計 画 で 進行 し て い 
る の で 実質 的 建設 工事 の 超人 第 忙 は 35 年 度 か ら と な り 


, 
Ls 
「 年度 
Ey  , 二 家 
U oO 
> 
' 


昭和 "35 年 1 月 電 


34 年 度 に つい て は 既定 計画 より すこ と し で る も 拡大 する と 
と お よび 35 年 へ の 準備 と し て , 土地 , 局 舎 等 の 基礎 
工程 に つい て は 既に 一 部 着手 な いし 設計 を 進め て お 
り , 34 年 度 計画 の 主 な 工程 は 次 の 通り で ある . 

表 1.1.4 


加入 者 開通 数 | 293,000 名 | 電話 分 局 建設 着手 | 42 局 
市 外 円 線 増加 料 | 924,000 km 自動 改 式 建設 着手 | 67 局 
構内 交換 電話 30,500 個 同軸 ケー ブル 8 区 間 
公 押 電話 11,000 » 短 忠 離 ケ ー プ ブル 64 区 間 
加 入 電 信 | 500 名 || マイ タロ ( 短 搬 含 む )〕| 19 区 間 


改訂 第 二 次 5 か 年 計画 を 実施 する た め に は 各論 に 述 
べ て ある よう な 新しい 技術 と よら ね ば 解決 は 極め て 困 
難 で ある と と は 言う まで も な く , 既に 公社 電気 通信 研 
完 所 お よび 各界 の 方 々 た より 研究 が 進め られ て いる も 
の に , た と えば 市 内 クロ スパ バー, 市 外 ク ロス バー 交換 
機 , 市 外 料 金 自動 記録 装置 , 6,000 Mc, 11,000 Mc マ 
イク ロロ 方 式 プラスチック ケー ブル 等 が あり 34 年 , 35 
年 に は 市 内 , 外 , クロ スパ バ パー, 6,000 Mc, 11,000 Mc 
マイ クロ 方 式 ト ラン ジス タ 搬 送 方 式 細心 同軸 ケー ブル 
方 式 プラ スズ チック ケー ブル 等 が 一 部 又は 全面 的 に 実 
施さ れつ つ あ る . 

し か し な が ら こ とこ とれ ら の 新 技術 を 現場 に 単に 施設 する 
ば か り で な く , と これ ら の 技術 を 更に 事業 に 有利 に 活用 
する た め に は , 次 の ど と き 技 術 を 時 機 を 得 て 実 施す る 
と と が 経済 的 に も 大 き な 意 義 が ある . た と えば 

クロ ョ ロス パー 交換 機 の 小形 化 な ぁ ちび に 低 電 力 化 に よる 

経済 化 

小 局 用 交換 方 式 

都市 集団 住宅 用 交換 方 式 

合理 的 通話 損失 配分 の た め の 各 種 設備 (電話機, 中 


(2) 電 


石 川 好 
2.1 ま え が き 
34 年 に お ける 電話 交換 部 門 を 概観 する と 


(1) クロ ョ ロス バー 自動 交換 方 式 の 採用 方 針 が 決定 し た 


と と , (2) 長 距離 自動 即時 化 の 態勢 へ と 第 一 歩 を 路 


出し た こと. 
| な 主要 な 事項 で あり, 他 の 一 般 交 換 機 の 改良 と 相 ま っ 
| て 合理 的 な 運営 , サー ビス の 向上 が 計ら れ て きた . 


2.2 クロ スバ パ バー 交換 機 
に 3s け る クタ ロス パー 方 式 の 実用 化 は , その 採 


テ 
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継 器 , 中 継 方 式 を 含む ) 

プラ スチ ッ ク 化 と 併行 し て 市 内 線路 配線 方 法 の 合理 

化 

大 都市 市 内 地下 施設 の 経済 的 大 増設 の 手段 (中 継 多 

宣 化 を 含 ) 

各種 既設 方 式 の 改良 

各種 宅内 , 構内 交換 方 式 の 開発 実施 

電力 設備 の 合理 化 

と れ ら の 技術 は いずれ を も 花 や か な 興味 を そ ゝ る 技術 
で は な いな が , あら ゆる 合理 化 を 行なっ て 増大 する 建設 
費 (第 一 次 5 か 年 計画 初期 1 加入 者 25 万 円 が 改 半 第 
三次 で は 35 万 円 と 医 増 し て いる ) の 軽減 を は か る よ 
う 努 力 せ ね ば な ら ない. 

叉 公社 交換 業務 の 自動 化 に よる 交換 要員 の 問題 , 自 
動 化 後 の 手 働 台 の 残存 価値 , 新制 度 に よる 新 サ ー ビ 
ス , 新 技術 と 保守 要員 訓練 , 賃金 組織 の 問題 ある い は 
拡張 工事 計画 に 必要 な 予測 技術 , 設計 技術 要員 の 問題 
等 すべ て 前 記 大 拡張 お よび 新 技術 開発 の 結果 あら われ 
る こと と を 予想 され る 問題 で あり , こと の よう な 新 技術 
伴う 諸々 の 問題 と , その 他 の 事業 上 の 要件 を よく 見 き 
わ め て 事業 全体 を あや まり な く 導 くく 一種 の O.R 技術 
も 技術 者 の 重大 な 責務 で ある と 考え られ る : 

34 年 度 は お くれ ば せな が ら , 実施 され た 地方 分 権 制 
の 一 部 と し て , 建設 工事 の 計画 設計 実施 の 約 60~70 必 
を 地方 に 実質 的 に ゆだね る と と と し , 更に 機構 の 拡 売 
等 を 実施 し , 35 年 度 よ り の 本 格 的 大 拡張 に 対応 で きる 
態勢 の 一 部 を うち た て た が , 未 賃 有 の 規模 の 拡張 事業 
遂行 を 計画 通り 成功 させ る た め に は 関係 業界 の 御 援 助 
に よら ね ば な ら な いも の と 考 % る 次 第 で ある . 


話 変換 


男 .( 日 本 電話 電信 公社 ) 


用 方 針 の 決定 と 共に , 今後 の 市 内 お よび 市 外 自 動 交換 
機 と し て 大 幅 な 導入 に 対 奴 し 得る よう に , その 適用 範 
囲 の 拡充 , 標準 化 , 経済 化 を 対象 と し て 整備 を 行なう 
べき 時 機 が 到来 し た . 

クタ ロス パー 交 換 機 は 数 十 回 線 の 無人 小 自動 局 用 か ら 
大 総括 局 用 の 市 外交 換 機 まで 8 機種 が 確立 され て いる 
が 』 以下 に その 主 な る も の の 実用 化 状況 を 紹介 する .・ 

2 CA HE ; 

C4.5 形 は 先 た に C40・C50 号 形 が 実用 化 さ れ , 32 
年 度 よ り 。34 年 度 ま で に 府中 ・ 基 ・ 小 野 用 ・ 西 条 ・ 多 。 


CC 
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賀 ・ 東 海 等 6 局 が 実施 され た が , 本 年 度 は 特に 適用 箇 
囲 の 拡充 , 標準 化 , 経済 化 を 対象 と し て C41・C51 号 
形 を 実用 化し 現在 福井 ・ 町 田 ・ 児 島 等 に お いて 工事 中 
で あり , さら に 小 容量 の 市 外 回 線 の 中 継 交換 機能 を 付 
与 ゼ 35 年 度 以降 全面 的 に 使用 で きる と と と な っ た . 
C3 形 ' 
C 3 形 は 終局 容量 8,000 HCS 程度 の 無人 小 自 動 局 
用 と し て 実用 化 さ れ , 33 年 度 に 一 色 ・ 平 坂 ・ 山 直 ・ 金 
岡 の 4 局 に 設置 され た が いずれ も 親 局 が SxS§S 方 式 で 
あっ た の に 対し 本 年 度 は 更に 親 局 方 式 が ク ョ スパー の 
場合 と し て 玉川 学園 ・ 下 津 井 ・ 脆 浦 の 3 局 が 工事 中 で 
あっ て , その 商用 試験 結果 を 織り 込ん だ うえ ぇ 標準 化 を 
計り , 35 年 度 以降 の 実施 局 に 適用 する こと と し た . 
| 2.2.3 C8 形 自動 交換 機 
お 四 線 式 中 継 交換 た 用 いる と と を 主 目的 と し て 昭和 28 
年 以来 電気 通信 研究 所 を 中 心 と し て 実用 化 さ れ て きた 
四 線 式 4 段 形式 の C80 号 形 自 動 交 換 機 が 34 年 11 月 
日 仙台 市 外 局 に お いて 開通 し た . 差 当 っ て と の 交換 機 
に 収容 され て いる 対地 は 青森 ・ 感 岡 ・ 山 形 ・ 東 京 で こ 
| れ ら の 対地 相互 間 ポ よび 仙台 と の 間 に 手 動 即 時 通話 が 
| 開始 され た . 引 続 いて 秋田 , 福島 な どの 対地 も 収容 さ 
れる こと と と な っ て お り , 回 線 網 構成 , 損失 配分 の 合理 
化 を 進め 全国 即時 網 実現 に 向い 1 歩 前 進 を 開始 し た ・ 
| 更に 35 年 度 末 に は 大 阪 市 外 局 , 36 年 度 に は 東京 市 
有 外 局 に も 四 線 式 ク ョ スパ バー 市 外 自 動 交換 機 を 設置 する 
放 こと と な っ て いる の で , と の よう な 大 局 に も 適する 方 


[a 


; 


kk FF 
A 


話 1, 政 字 ロ 回 覆 数 を 示す 
2. 貞 村 は 来 究 成 を 


rr 
’ 
. 

fr 

¢ 


~~, 


Bt 
有 有 | 1.2.1 na 市 外 局 を 中 
と し た 自動 中 弥 


式 と し て 仙台 に お ける 商用 試験 結果 を る 織 込 み C81 号 
形 の 実用 化 を 行ない 製造 中 で ある . これ に よっ て なき 
総括 局 , 大 中 心 局 な ど を 含む 幹線 綱 を 構成 する に 必要 
な 四 線 式 交 換 機 の 標準 化 が 完成 され た . 

2.2.4 C6 形 自 動 交 換 機 

C6 形 は 比較 的 回 線 数 な ら び に 出 線 ルー ト 数 の 多い 
局 の タン デム 用 交換 機 と し て 用 いら れる も の で 長 距離 
市 外 発信 交換 機 , (LOS), 長 距離 市 外 着 信用 交換 機 , 
(LIS), 短 距 離 市 外 発着 中 継 用 交換 機 な どの 二 線 式 交 
換 用 と し て 実用 化 が 進め られ , 将来 は 大 都市 市 内 々 シ 
デム 用 と し て も 使用 され る 可能 性 が ある . 差 当 っ て は 
35 年 度 に 京都 に お い て 短 距 離 自 動 即 時 発信 用 交換 機 
(SOS) と し て 導入 され る こと こと と な っ て お り , なほ き 仕様 
化 完成 し 製造 中 で ある が , 引続き 36 年 度 に は 東京 市 
外 局 , 雷 ヶ 関 , 新宿 な ど に も 設備 され る 予定 で ある . 

と の 交換 機 は C8 形 と 同じ く 4 段 形式 の スイ ッ チ フ 
レー ム を 有 し 図 1.2.2 に 示す よう な 中 継 方 式 に た よっ 
て いる . 


2.3 長 距離 自動 即時 用 課金 方 式 


全国 加入 者 ダイ ヤル を 可能 と する た め の 課 金 装 置 に 
つい て 方 式 上 の 検討 が 行なわ れ て きた が 、, * 最 終 的 に は 
料金 制 と 関連 し て 決定 され る . 現在 電気 通信 研究 所 で 
は CAMA 方 式 の 実用 化 が 進め られ て お り 、 市 外 局 に 
お ける 課金 情報 記録 に 関す る 装置 お よび 料金 局 に お け 
る 課金 用 計算 装置 は パラ メト ョ ン を 使用 する と こと に よ 
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2.5 現 方 式 機器 の 改良 
2.5.1 市 内 交換 機 


(⑤⑪ 長 距 離 用 機器 の 実用 化 
現在 A 形 お よび 了 H 形 交換 機 の 
機器 は 線路 抵抗 が 約 1,200 9 位 
まで を 設計 目標 と し て 設計 され 
て お り , 特に 必要 な 場合 た と 
えば 近郊 自動 即時 サー ビス の 開 
始 に 伴っ て 2,0002 まで 使用 
可能 な 1 呈 了 『F レピータ , 2 呈 G 


図 (1 に 2.8- 店 省 線 方 区 
り 高速 化し 情報 処理 能力 を 向上 する よう に 考え られ て 
いる . 
図 1.2.3 は CAMA 方 式 の SxS 発信 市 外 局 , xB 
市 外 局 に お ける 中 継 方 式 を 示す -. 


2 二井 テ 2 換 べ 機 


将来 の 自動 交換 方 式 と し て の 電子 交換 機 に 対す る 研 
究 は 急速 に 盛ん と な り , 電気 通信 研究 所 に お いて も こと 
の 面 に 対す る 研究 態勢 を 充実 し 着 々 と 成果 を ぁ げ つつ 
ある . 電子 交換 方 式 の 研究 は た で 公社 の みな ら ず 大 学 
関係 通信 機 製造 会 社 な ど た に お いて る も 広く 研究 態勢 が と 
\ の を られ つ ょ あり , 逐次 実験 研究 の 成果 が 発表 され 
| て ぉ り , 最近 で は 半 電 子 交換 機 よ り 全 電子 交換 機 へ そ 
の 焦点 が 移行 し つっ ある 状況 に ある . 
34 年 度 に お いて は 昨年 度 試作 の 完成 し た 々 交換機 
(クロ スパ ー ス イッ チ を 使用 し た 半 電 子 交換 機 ) の 試 
用 試験 が 電気 通信 研究 所 内 で 行なわ れ , 更に 大 規模 な 
| 7 交換 機 が 試作 され た . 
記 」 これ ら は いずれ る ゃ 半 電 子 交換 機 で ある が 全 電 子 交換 
| 機 と し て は 実験 用 空間 分 割 形 全 電子 交換 機 交換 機 ) 
が 完成 し , 全 機能 が 良好 に 動作 する こと が 確認 され た 
と れ は 新しい 通話 路 回 路 を 検討 する た め に 実験 用 と し 
て 作ら れ た も の で 2 ヵ か - 々 p ヵ ? 複合 トラ ンジ スタ 約 500 
有価 を 使用 する 100 回 線 容量 (実装 20) の 規模 の も の で 
】 ある . と の は か 通 研 。 東京 大 学 , 日 本 電気 の 3 者 の 協 
| 力 に ょ っ て 時 分 割方 式 に よる 全 電 子 交換 機 も 研究 され 
】 て # り , 試作 装置 が 完成 し た . この 方 式 に よる と 通話 
| 路 の 構成 が 簡単 に な り , 共通 制御 装置 と 通話 路 部 分 と 
有 の 結合 が 簡単 に な る な どの 特徴 を 有する ・ 


で て 


| を まつ 状態 で とる. 


| これ ら の 名 種 の 方 式 に つい て 現在 可能 性 の 実験 の 段 
| 赦 に あり , どの よう な 方 式 に 決定 する か は 今後 の 発展 


セレ クタ 等 の 特殊 機器 を その 都 
度 設 計 し て きた : 

し か し な が ら 線 路 に お ける 伝送 損失 を 救済 する 各種 
の 機器 の 施行 に より , 今後 は , 特に 市 内 局 間 ケー ブル 
に つい て は , 都市 舗装 道路 の 掘 宰 の 困難 性 と 相まって 
相当 細心 ケー ブル に 置き 換え られ る こと と が 必要 で あり 
こと この た め 機 器 の 抵抗 限界 を 更に 大 きく し て , 局 間 ケー 
ブル の 細心 化 を 促進 し 経費 の 節減 を 図る べく 約 3,500 
9 程度 まで 使用 可能 の 市 内 局 間 レピータ お よび 入 セ レ 
クタ 等 に つい て 現在 試用 試験 を 実施 中 で ある . 

(i) A 形 装 機 形式 の 改良 A 形 自 動 交換 機 の 装 
機 形式 と し て は , AEI 形 , 50 号 形 , 80 号 形 , 6 呈 形 
8 号 形 , 5 号 形 と 幾多 変遷 が あっ た が , 現在 の 標準 形 
式 と し て は 6 号 形 , 8 同形 の 両者 が 採用 され て いる . 
し か し 従来 の 架構 造 で は 工事 段階 に と おい て, 架 有 お よび 
ケー ブル ・ ラ ッ ク の 組立 工数 , あるいは ケー ブル 弥 縛 手 
数 等 が 予想 外 に 大 きい ぃ の で , と の 工数 を 減ら すべ く 架 
要 を 従来 の 溝 形 鋼 か ら 経 量 形 鋼 (Light Gauge Steal) 
に 変更 し , 更に 組立 式 一 段 ラ ッ ク を 以 て ケー ブル の 無 
絶 縛 布 設 を 行なっ て いる . 

又 レ ピー タ , トラ ンク ・ ホ ル ダ の よう な 上 蜂 転機 
構 部 を も た な い 機 器 に ついては, スイッチ ベー ス 形 か 


らち 鉄板 実装 に 改め る, 了 E 形 交換 機 で 実施 し て いる よう な 


理 面 合せ 装 機 法 を 採用 する よう 検討 中 で ある . 

(G3) A 形 試験 機 の 改善 従来 A 形 自 動 局 に お い 
て 使用 し て いた 各種 試験 機 類 は , A 形 交 換 機 が わが 国 
に 導入 され た 当初 か ら 約 30 年 間 ほ と ん ど 改 善き され て 
お ポ ら ず , 回 路 的 又は 取扱 面 で 不都合 な 個所 が あっ て も 
ほとん ど 現 局 で 手直し を 行なっ て いた 程度 で ある . し 
か を も 新しい 機器 も 実用 化 さ れ , 試験 規格 に も 不適 当 な 
も の が 確認 まれ た の で , 33 年 度 よ りこ と これら 試験 機 類 を 
一 括 し て 改革 すべ く 作 業 を 進め 本 年 度 全 試験 機 の 改 
訂 を 行なっ た . き の 結果 , 8 号 装 機 の よう な 高い 架 で 
の 作業 に 便 な る よう 小形 化 され , 規格 の 適正 化 。 不足 


2 C753 


A 


Gi re 


16 昭和 34 年 度 に お ける 通信 な ぉ よび 電子 応用 の 事業 展望 ・ 公 睦 通 信 


機能 の 追加 が 行なわ れ , 今後 の 保全 作業 に 万 全 を 期す 
る こと が で きる よう に な っ た . 

2.5.2 市 外交 換 機 

⑤ 48V 電源 に よる 市 外交 換 機 。 従来 使用 され 
て いた 手動 式 市 外交 換 機 は 3 同形 , 5 号 形 と も に 24V 
電源 に よる も の で あっ た た あめ, 特に 単 局 地 な ど で は 市 
内 用 自動 交換 機 の 電源 と 別に 24 V 電源 を 設備 する 必 
要 が あっ た . 今回 この よう な 欠点 を 改 療 し , 自動 交換 
機 (A 形 , xB 形 ) 用 の 48V 電源 を 共用 する と と 
に より 全体 と し て の 施設 の 合理 化 , 経済 化 を 図る た め 
に 48YV 電源 に よる 市 外交 換 機 の 完成 を みた . 35 年度 
以降 に 自動 改 式 され る 局 の 大 部 分 は この 新 市 外 台 が 設 
備 さ れる 予定 で ある . 

(⑧ 生 ) 受付 装置 先 に 東京 市 外 局 の 待 時 記録 に 用 
いら れ た C1 号 受 付 装置 の 商用 試験 結果 を も と に し て 
写 録 の みな ら ず 市 内 案内 , 市 外 案内 等 の 受付 装置 と し 


| て も 使用 し うる も の と し て じ C91 呈 受 付 装置 が 完成 さ 


れ た . と これ は 名 古屋 新 市 外 局 に お いて は し じ め て 使用 さ 
れる こと こと と な っ て お り , 昭和 35 年 3 月 に は 使用 開始 
の 予定 で ある . 特に 手動 台 集 中 を 行なう 子 局 の 特殊 番 
峡 を も 取扱 う 関 係 上 , 扱 者 に 対し て いずれ の 局 の 加入 
者 より の 発信 で ある か を 示す 局 名 トー キ の 付加 , お よ 
び 市 外 案 内 の 場合 に , 当該 近郊 局 ま で 加入 者 線 を 延長 
接続 する た あめ の 切替 機能 な ど , 用 途 の 拡大 に 併 う 新 機 
能 が 付与 され て いる . 


(3) 線 


| ロ 閉 


ue 
線路 部 門 の 本 年 度 の 動向 を 要約 する と , 次 の 通り で 


ある . 


(1 う プラ スチ ッ ク の 出現 に よっ て , も た ら さ れ た 通 


有 | 信 ケ ケー ブル の 絶縁 , 彼 蛋 材料 の 変 ほ うろ は, 数 年 来 の 試 
「 験 を 経て 一 応 の 結論 を 得る に 至っ た . 
有 有 (2) し た が っ て , 付属 材料 も を それ に 伴っ て プラ スチ 
> ぅ 2 化 さ れ , 次 々 と 成果 が 挙がっ た . 
| 13) 標準 同 由 方 式 は 軌道 に の っ て お ポ おり, 新た に 細心 
| 同軸 方 式 の 開発 が 進行 し は な じ め た . 
4) gass 封 入 に よる ケー ブル の 予防 保守 が 更に 拡大 
| され , 吹流し 方 式 が 進め られ て いる . 

(5) プラ スチ ッ ク ケ ー ブ ル を 利用 し た 新 配線 法 が 実 


TO!) 


( 括 ) マイ クロ フィ ルム を 使用 する 案内 サー ビス 

現在 案内 サー ビス に 用 いら れ て いる 案内 箇 の 代り に 
マイ クロ フィ ルム を 使用 する こと が 外国 に お いて を も 部 
分 的 に 実施 され て いる が , と この よう に マイ クロ フィ ォ ル 
ム を 使用 する と と に よっ て 年 経費 の 節減 を 行ない , ま 
た 案内 サー ビス の 迅速 化 を は か る と と が 期待 され る . 
し か し , 案内 台 に お ける 作業 と し て の マイ クロ フィ ル 
ムリ ー ダ に よる 読取 が , 交換 扱 者 に 与え そる 影響 特に 眼 
精 疲 労 な ど が 問題 で ある の で 昭和 34 年 6 月 川崎 電話 
局 に お いて こと これら の 基礎 資料 を 得る た め の 現 場 試験 が 
行なわ れ た . 引続き マイ クロ フィ ルム リー ダ を 組 込 ん 
だ 案内 台 の 試作 を 行ない , 現場 試験 を 行なう よう 準備 
が 進め られ て いる . 

(iv) 磁石 式 交換 機 に 対す る 改善 。 現在 磁石 式 局 
は な お 非常 に 多く 局 数 に し て 数 千 局 に お よ ょ よぶ. と これら 
の 磁石 の 加入 者 収容 限度 を 交換 台 増 設 を 行なわ ず に あ 
る 程度 拡大 し , 電話 申込 の 積 滞 を 減少 させ る 目的 を も 
っ て 小形 表示 器 が 完成 され た . これ に よる と 従来 80 
加入 の 収容 限度 で あっ た も の を 50 少 増 の 120 加入 ま 
で 増す こと が 可能 と な っ た . 

また 最近 磁石 局 に お いて も 市 外 台 集中 , 半自動 即時 
の 開始 な ど 新 し い サ ービス の 導入 に と も な っ て 新 機器 
の 設備 を 必要 と する よう に な っ て きた の で , と これら の 
機能 に 対応 し 得る ほか 種々 の 改良 を 加え た 51 号 形 磁 


石 式 交換 機 が 実用 化 さ れ た . 
路 
生 (日 本 電信 電話 公社 ) 


用 化 の 一 歩 を 踏み 出し た . 
等 で ある が , 以下 に 内 容 を 紹介 する . 


3.1 同軸 ケー ブル 


3.1.1 標準 同軸 ケー ブル 

前 年 度 に 引 続 いて 本 土 継 断 計 画 が 着 々 と し て 進行 し 
青森 一 福岡 を 結ぶ 幹線 の うち 未 竣 工 の 区 間 は 八戸 一 感 
岡 , 仙台 一 東京 , 神戸 一 広島 , 小郡 一 長 府 , 下関 一 小 
倉 を 余す の み と な っ た . これ ら の 電話 伝送 路 と は 別に 
テレ ビ 伝 送 用 と し て も 広島 一 己斐 間 を は じ め と し て 全 
国 20 区 間 以 上 に お いて 商用 中 で あり , 960 通話 路 を 対 
祭 と し た 同軸 ケー ブル 方 式 は 一 応 完成 する に 至っ た . 
な お 目下 次 の 諸点 に つい て 検討 を 進め て いる . i 
(1) 障害 位置 測定 従来 の パル ヌス 試験 機 (ルス 
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幅 0.2 xs) で は 中 継 区 間 (9 km) の 中 央 付近 で の 流 
形 を と どる と と は , 減衰 量 の 関係 か ら 困 難 で あっ た が , 
江 論 量 の 補償 並び に これ に 伴う 諸点 の 検討 を 完了 し , 
実用 上 全 区 間 に わ た っ て 同一 の 波形 を 得る こと が 可能 
こっ. 

又 ペ ルス 試験 で は 発見 困難 な 耐圧 不良 点 の 位置 測定 
用 と し て 別に 試験 器 を 試作 し た . と れ は 同軸 心 内 の た 
“一 回 の み の 放 電 で 位置 測定 を 可能 た に する も の で あ 
り , この 2 種類 を 組合 わせ る な ら ば 同軸 心 の 障害 位置 
測定 は 充分 と 考え られ る . 

(2) 12 Me 方 式 標準 同軸 心 に 2,700 通話 路 を 
と る 12 Mc 方 式 の 検討 を 行なっ た が , 現在 の 中 継 所 
の 店 間 に 更 に 一 つの 中 継 所 を 設け る こと に よっ て 可能 
で あり , 伝送 特性 も 満足 する も の が 得 ら れ た . た だ 電 
力 伝 送 の 点 か らち みて , 電圧 が 倍 に な る 関係 か ら 現 在 の 
まい 使 用 する と と は 安全 度 の 低下 が 考え られ , SF。 の 
よう な が ガス を 封 入 す る 必要 性 た つい て 更に 検討 中 で あ 
yt. 

(C3) 心 線 移 動 。 東京 一 高崎 , 仙台 一 盛岡 , 岩国 一 
小郡 等 で 発生 し た 心 線 移 動 の 障害 は , 軟弱 地盤 の 上 に 
交通 量 の 激増 に よる も の で ある が , 同軸 ケー ブル は 一 
般 ケ ー ブ ル に 比較 し て 外 被 と ケー ブル と の 密着 が 緊密 
で な い 所 か ら 移動 が 起り 易い . 

局 地 ご と の 対策 と し て は , 土木 工事 を 強化 する こと 
で 解決 し て いる が , 更に 発生 の 機構 筆 に つい て 別途 検 
討 中 で ある . 

3.1.2 細心 同軸 ケー ブル 


(A) ケー ブル 構造 お よび 特性 33 年 度 ケ ー ブ ル 3 


社 で 3 種類 の 形 を 試作 し , 工場 に お いて 機械 的 電気 的 
各種 特性 た つい て 検討 し た 結果 中 心 導体 1+.2mm 軟 負 


線 絶 緑 体 PEF, 外部 導体 0.15 mm の 鋼 テ ー プ の 継 添 , 
その 上 に し ゃ へ い 団 鋼 テ ー プ 2 枚 を 横 巻 きま する. いわ ね わ 
ゆる 標準 構造 の も の を 採用 する こと こと に 決定 し た . と の 
仕上 が り 外 径 は 約 6.7mm で あぁ ある. と れ は 布設 接続 
時 に お ける 機械 的 強度 , 特に bending に 対す る 考慮 
並び に 総合 経済 比較 , 諸 外 国 の 実例 , 製造 条件 等 を 勘 
案 の 結 果 で ある . 

この 構造 で は 電気 的 特性 と し て , 減衰 量 , イン ピー 
ダン ス は 1.3 Mc で 約 5.7 dB/km, 752 で あり 内 
部 不 均等 は 40dB 以上 が 期待 で き , 方 式 と し て は 中 
継 所 間隔 4.5 km, 通話 路 数 60~1,300 kc で 300 ch, 
内 外 導 体 間 に 電力 伝送 等 が 予定 され て いる . 

(B) 試用 試験 。 以上 の ケー ブル , 
継 装置 を 使用 し て 水戸 一 友部 間 (15 km) で 35 年 度 試 
用 試験 を 実施 し , 次 の 諸点 を 明らか に し た 上 本 採用 を 
決定 する と と な ら 誠 . 

(1) ケー ブル 布設 接続 工法 の 検討 (マン ホー ル 内 

に 中 継 器 の 設置 方 式 を 含め て ) 

(2) 中 継 器 , 伝送 路 の 総合 試験 

(3) 中 継 器 接地 の 問題 

(4) 交流 電化 の お よ ょ ほす 影響 ( 当 区 間 は 国鉄 の 電 

化 が 36 年 度 実 施さ れる 予定 ) 

(5) その 他 実 験 設備 で 得 ら れ な い 点 の 検討 


3.2 市 内 少 対 ケー ブル 


3.2.1 自己 支持 形 ケ ゲーブル 

Jashing" 形 に つい て は 前 年 度 に 引き 続い て 商用 試験 
を 全国 約 400 km 実施 中 で ある が , 今年 度 は 新た に と ヒ 
ョ ウタ ン 形 を 王子 , 松 輪 両 局 に 追加 試験 中 で ある . 構 
造 上 の 差 か ら 来 る 布設 , 接続 上 の 得失 は 一 長 一 短 で あ 
る が , 
する と と に な ろう . 

3.2.2 低圧 法 PE 絶縁 

心 線 絶縁 の PE と し て は , 目下 一 部 を 除い て 高圧 法 
PE を 採用 し て いる が , 低圧 法 PE の 高密 度 に よる 機 


和 械 的 強度 な ら び に 細心 線 に な っ た 場合 の 絡 離 の 容易 性 


を 考え る と , 低圧 法 PE を 使用 する 長所 が 出 て 来る . | 


た で き 低 圧 法 PE は stress cracking が 生じ 易い の で , ; “ 
MIR RS 


試験 を 実施 中 で ある . 
_3.2.3 RD. ワイ ヤ , 鋼 心 入 PVC 屋 外線 その 他 


農村 用 , 並び に 市 内 配線 用 R.D. ワイ ャ は , 商用 試 
験 の 初期 に お いて は PVC 被 覆 の 低温 お よび 常温 (-10 
ー+50°C) の 看 度 を 一 定 と する と と が 困難 で あっ た た 


Cc) 


トラ ンジ スス 中 


今後 の 試験 結果 に より いずれ は 一 つの 形 を 採用 
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あめ , 痢 に よる 障害 が 一 部 発生 し た が , その 後 改 良 を 加 
えた 結果 , ほほ 満足 すべ き 強 度 を 得 た . 更に 心 線 識別 
を 施し て 工事 上 の 不便 を 除き , 本 仕様 を 制定 し て 採用 
する こと こと と な っ た . 鏡 心 入 PVC 屋外 線 に つい て も る も , 
昨年 以来 の 試験 結果 を まとめ , 問題 と な っ て いた 低温 
中 の 綱 離 性 に つい て も 解決 し た の で , 引 留 工法 等 の 確 
立 と 相まって 本 採用 の 運び と な っ て いる . と の 結果 , 
今後 は 従来 の 屋外 ゴム 線 は 廃止 され , 全面 的 に PVC 村 
料 に 移行 する こと と な っ た . この 他 W 銅 線 CCopper 

」 Weld 線 ) に か わる 銅 メ ッ キ 鋼 線 の 研究 が 始ま っ て お 
り 』 これ の 屋外 線 へ の 利用 も 将来 の 問題 と し て 考え ら 
れ て いる . 


3.3 市 内 多 対 ケー ブル 


前 年 度 の 2 区 間 に 追 加 し て 今年 度 11 区 間 の 市 内 中 

継 線 に スタ ル ペ ス ・ ケ ー ブ ル の 商用 試験 を 実施 し た . 

わが 国 で は , 古河 , 住友 , 藤倉 の 3 社 が 米国 WE 社 

か ら 製 造機 を 輸入 し て いる が , 製造 上 Al,Fe を 縦 添 

| に する な ため に bending 特性 に 当初 問題 が あっ た の も 

解決 し , ケー ブル 自体 に は も は や 問題 は な い . た き 接 

| 征 方 法 が 補助 鉛管 と taping を 併用 する た め , わが 国 

の マン ホー ル の 規格 か ら み て 長 さ を 短く する 必要 が あ 

り , 検討 を 加 % ほ き 満 足す べき 結果 を 得 た . た さく, 村 

| 料 が 目下 輸入 品 で 高価 で ある た め , と これ に 代 る 国産 品 
| に つい て 試験 中 で ある . 


3.4 市 外 PEF-P ケー ブル 


' 
放 
幸 相 に 全国 的 に 商用 試験 中 で ある PEF-P ケー ブル 
3 PEF 絶縁 7 PE シー ス ) に た ついては, (1) 耐震 性 、 
C2) 耐 側 性 , (3) 減 座 量 , 漏 話 等 の 電気 特性 , (4) 

| 軽量 性 等 の 長所 が 明 只 と な っ た の で , 接続 も 従来 の ス 
リー ブ ・ ス ペー サ か ら 機 械 的 に 強度 な 補助 鉛管 法 に 改 
| 記し 。 太川 の 決定 を ろ た . た ゞ PE は 鉛 に 較べ て 
】 熱 肥 服 係数 が 一 桁 大 きく , 温度 に よる 伸縮 が 鉛 よ り は 
で うし て も 大 きい の で , 製造 上 の ひずみ の 処理 , 架 
中 の 史 度 の 不足 等 か ら 来る 接続 点 の 過度 の 張力 を 避け 
| る 方 法 を 検討 中 で ある . 


3.5 合成 樹脂 発泡 塗装 電線 


) 通 研 に ぉ いて 実用 化 研究 に 成功 し た 合成 樹脂 発泡 塗 
装 電 線 は , 押出 法 に よる PEF, PE 等 の 被 置 の 困難 
有 有 | な 0.32mm 以下 の 心 線 を , 極め て 薄い PEF の 只 
| 0.09~0.08mmd で tm し た も の で 発泡 度 約 30 必 

本 の 直入 0.01~0.2 mm, PEF の 引張 り 強 さ , 伸び 


は それ ぞ れ 約 0.8 kg/mm*, 500 必 以上 の 性 質 を 持っ て 
お おり, ケー ブル と し て 集合 し た 場合 は 従来 の 最大 外 径 
60 mm で は , 0.4 mm 2,400 対 に 対し て 約 4,000 対 
を 収容 で きる . 既に 通 研 内 に 200 対 の ケー ブル を 約 
1km 試験 中 で あり , 心 線 の 細 さ か ら 来 る 接続 上 の 問 
題 , 製造 方 法 の 改良 に と よる 経済 化 を 解決 の 上 , 来年 度 
多 対 用 と し て の 現場 試験 を 予定 し て いる . 

と の ケー ブル の 長所 は , 大 都市 に だ お ける 地下 施設 の 
利用 度 の 向上 並び に 別途 実用 化 研究 中 の 新 形 電 話 機 
(従来 の 4 号 形 に 較べ て 約 10dB の 利得 増加 が 見 込 
まれ る ) と 組合 わせ て 細心 線 ケ ー ブ ル を 利用 する こと と 
に よる 伝送 路 の 経済 化 で あっ て , と の 点 今後 の 期待 が 
か けら れ で いる . 


3.6 海底 ケー ブル 


3.65.1 大 洋 横断 ケー ブル 

発表 に な っ た K.D.D. と A.T.T. と の 協同 出資 に 
よる 太平 洋 術 断 ケー ブ ル は , 構造 的 に は 大 西洋 横断 
ケー ブル と 同一 の る も の に な る だ ろう と の 予想 で あり , 
data を 利用 する 限り で は ケー ブル に つい て の 設計 は 
充分 と 考え られ る が , 公社 に お いて も これ を 契機 と し 
て 将来 の 海底 同軸 ケー ブル 方 式 の 基礎 資料 と し て , 各 
種 外 装 方 法 の 機械 的 実験 ケー ブル 被 要 の 製造 方 法 , 布 
設 , 接続 工法 等 の 研究 を 進め つ ゝ ある . 

' $3.6.2 防 飲 海 底 ケ ー プ ブル 

潮流 に ょ る 起 電 力 が , 原因 と 考え られ て いる 海底 ケ 
ー ブ ル の 外装 鉄線 の 穴 人 触 に 関し て は 、 そ の 対策 と し て 
PVC jacket を 各 鉄 線 に 施し て 集合 する 形式 の 防 和 触 ケ 
ー ブ ル が 用 いら れ て 来 た が , 底 質 の 悪い 岩盤 地帯 に お 
いて は 、 潮 流 の た め ケ ー ブ ル が 移動 し て PVC が 早く 
暦 男 し ,、 所 期 務 り の 効果 を 発揮 で き な い こと こと が 判っ た 


の で , 鉄線 填 亜 鉛 酸 金 + 焼 酸 処 理 +epoxy 焼付 の 構造 


に つい て 検討 中 で あっ た が , 被 栓 の 強 細 性 に 相当 期待 
で きる の で 更に 陰極 防 触 を 付加 し た 方 式 に つい て 明 年 
度 商 用 試験 を 実施 する 運び と な っ た . こと の 結果 が 良好 
で あれ ば 、 将 来 深海 用 の ケー ブル 外装 に も 適用 され る 
と と と な ら う . 


947 パ | ス な なさ 吹 


窓 素 ガ ス を 封 入 す る 固定 ガス 方 式 と よる 通信 ケー ブ 
ル の 保守 は , 既に 全市 外 ケ ー ブ ル は も ちろ ん , 一 部 市 
内 中 継 線 に まで 適用 範囲 を 拡大 し て 効果 を あげ て いる 
が , 市 内 地下 ケー ブル 全般 に お よ ぼ すこ と は , 数 量 が 


膨大 な た め , 既設 ケー ブル の ピン ホー ル を 完全 に 修理 
CE 


| 
i 
| 
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’ ケー ブル ケー ブル 
し て ガス を 封 入 す る と と は 不可 能 た 近い: と これ を 解決 


ゴ する 方 法 と し て , 多少 の gass leak は か まわ ず に 吹 
流し て お く , いわ ゆる 吹流し 方 式 に つい て 検討 中 で あ 
BE 層 大 は 区 水夫 証 の 訳 作品 も 完成 する 予定 で 
ある . 
な お 別に フレ オン ガス を 利用 し て , 微小 漏えい 孔 を 
検出 する 方 法 が 実用 化 さ れ て いる が , 架空 ケー ブル に 
装い て 直 埋 ケー ブル 管 路 内 ケー ブル に る 有効 で ある こ 
| と を 確認 じ , これ に 伴っ て トラ ンジ スタ を 利用 し た 装 
語 和 0 る 放 料 さ れ そ いる 


3.8 市 内 配線 法 


i 鉛 被 ケー ブル を 利用 し た 市 内 配線 法 に つい て は , ケ 
| ブル 心 線 の 利用 度 を 高め る た め に 固定 配線 法 。 連絡 
| 写 線 法 の 2 つが 採用 され て いる が 

( 弄 和 ) 端子 陣 ケ ー ブル は stub cable を 
: 盾 お り , その 接続 に は 鉛 工 を 伴う の で 自由 に 接続 替 

を 行なう こと と が が できない. 

人 生 端子 春の 端子 数 は 固定 で あり , 当初 た 心 線 を 
配分 し て 接続 し て お く . し た が っ て 隣接 端子 函 と 
の 融通 度 は 定 っ て いる 

湖 3)_ カス 才 の 交 2k 政 な UW い (特に 
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て の 効果 を 調査 する 予定 . 
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図 1.3.5 接続 端子 因 を ケー ブル k 取 付け た 所 
ブル 心 線 は , すべ て カラ ー コ テキ ド を 施し て お け ば , 対 
照 の 必要 が な く 工 事 上 , 保守 上 非常 に 有利 と な る 
接続 端子 の 構造 , 材質 , 所 要 端 子 数 。 カ ラー コー 
ド の 色 数 , 集合 対数 等 の 基礎 資料 を 検討 し 今年 度 中 
に 試作 を 完了 する 予定 で ある . 


3.9 線路 用 品 の 改良 


3.9.1 パン ザー マス ト ; 
33 年 度 謀 用 哉 験 を 終了 し , 構造 , 寸法 等 に つい 若 
干 の 修正 を 加え , 本 年 度 1。000 本 限り の 商用 試験 を 2 
実施 中 で ある . こと に 北洋 首 K お ける 上 計 代 用 と し 3 


3.9.2 集成 腕 木 : CN 
従来 の 欄 材 に 代わ っ て 安価 な ぶな , ラフ ワ ン 等 を 居合 
わせ た 集成 腕 木 ( 約 500 本 ) に つい て 試用 試験 中 で あ Ce 
る 。 と れ は 接着 剤 の 進歩 に と よって, もたらさ れ た る も 
で あり 結果 の いか ん に より 大 過 な 使用 が 予想 さ yo 
OR 
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3.9.4 ケー ブル 絶縁 監視 器 

非 ガ ス 封 入 ケ ー ブ プル の 予防 保守 に, 心 線 絶縁 を 常時 
監視 する 方 法 が 考え られ る が , 市 内 ケー ブル 用 を 試作 
し 議 局 で 試験 し た 結果 が 良好 で あぁ る の で 特 仕 を 制定 し 
全国 的 に 商用 試験 を 行なう こと と な っ た . 

主 な 機構 は , 監視 線 を 自動 的 に 選択 する ロー タリ ・ 
スイ ッ チ と 継電器 群 , 充電 と 絶縁 抵抗 の 測定 回 路 , 警 
報 回 路 , 標示 盤 お よび 端子 函 か ら な っ て いて , 約 200 
回 線 が 収容 され る . 局内 直流 電源 を 利用 し , 規定 以下 
(0.2, 0.4, 0.6,-0.1 お よび 3MQ) の 絶縁 抵抗 の 


(4) 拓 
由記 


4 まき 


本 年 度 に お ける 搬送 分 野 に お ける 主 な 事項 は 
(1) 搬送 装置 へ の トラ ンジ スタ の 導入 が 更に 進み 短 
距離 搬送 方 式 ぉ および 同軸 端 局 の 通話 路 部 分 等 の トラ ン 
ジス タタ 化 が 完了 し た こと と. 
(2) 12 Mc/s 同軸 方 式 の 見 通し が つき , また 細心 同 
四方 式 の 実用 化 計 画 が 具体 化し た こと . 
(3) 全国 即時 網 構成 に 必要 な 長 距離 回 線 の 低 損 失 化 
の た め の 安 定 度 向上 対策 の 準備 が 進め られ , また 短 距 
離 回 線 低 損失 化 の た め の 音 声 中 継 器 の 改良 が 行なわ れ 
te 
で あっ て , 最近 急激 に 麻 大 化し つ ヽ ある 通信 網 の 要求 
| に 応え 撤 送 技術 は 今後 一 周 の 発展 が 期待 され る . 


4.2 同軸 ケー ブル 方 式 
て (A) 4 Me/s (C-960) 方 式 


| 標準 形 同 山 ケ テー ブル を 用 いる 4 Mc/s (C-960) 方 式 ' 


は 妥 和 31 年 東京 一 横浜 間 に は じ め て 開通 を みて か ら 
| 既に 3 か 年 を 経過 し た . 実用 化 当 初 に お ける 製造 会 社 
別に よる 大 き な 差 異 に 対す る 標 准 化 の 作業 は 33 年 度 


|「「 に 完了 し , 異 社 製品 の 共存 並び に 相互 接続 は 今や 実用 


上 全く 問題 な く な っ た . また 超 税 又 は 若 で の 各種 分 岐 
方 法 も 既に 実用 化 さ れ 同軸 方 式 の 適用 上 の 可 携 性 が 井 


大 し 答 地 で 次 々 と 開通 が 行なわ れ て いる . 方 式 と し て 


残さ きれ た 問題 は 長 距離 伝送 路 に 対す る 等 化 方 式 の 確立 
で ある 、 今 まで 通し の 長 距離 区 間 が 得 ら れ て いな か っ 
た た め 充 分 に 検討 さ れ て いな か っ た が , 34 年 末 よ う 
や く 東京 一 大 阪 間 (ルー ト 長 約 650 km) が 開通 する 


も の に 対し て 警報 を 発し て 動作 を 停止 し 』』 そ の 心 線 番 
号 を 標示 する 機能 を 持っ て いる . : 

3.9.5 水銀 電 量 計 

ケー ブル の 電 触 対策 に , 2 過 地 電圧 計 を 用 いて 大 地 
電位 差 の 測定 を 行なっ て いる が , 長 時 間 測定 , 同時 測 
定 が 困難 で ある. この 点 を 解決 する た め に 水銀 電 量 計 
を 試作 し て 試用 試験 を 実施 し た . その 結果 , 指示 誤差 
使用 最大 電圧 , 耐 圭 性 等 の 点 か ら み て 実用 上 差 支え な 
い の で 今年 度 中 に 特 仕 を 制定 する 予定 で ある . 


送 
治  ( 理 本 電信 電話 公社 ) 


の で , この 区 間 に お いて 35 年 度 早 々 調査 を 行ない , 既 
に 実用 化 さ れ て いる 等 化 装 置 の 詳細 な 検討 を 行なう 了 予 
定 で ある . また な た 従来 2 管 同軸 ルー ト に 対す る 障害 対策 
が 問題 に た な っ て いた が , 1 管 (片方 向 伝 送 路 ) 竹 障 の 
場合 , 残り の 1 管 を 使用 し 2 線 式 群 別 で 420 通話 路 を 
容易 に 作成 し 得る 付加 装置 が 本 年 度 実用 化 さ れ た . 

更に 本 方 式 の 端 局 は , 他 の いわ ゆる CCITT 多重 方 
式 に 共通 に 使用 され る も の で ある が , この トラ ンジ ヌス 
タ 化 が 現在 進め られ て いる . 通話 路 変 換 お よび 通話 路 
搬 供 保 に つい て は 後述 の と ど と く 既 に 実用 化 が 完了 , 引 
続き 群 お よび 超 閣 変換 涯 の トラ ンジ スタ 化 に つい て 試 
作 が 進め られ て いる . な お 上 記 主 通信 架 の トラ ジマ ジス 
タ 化 に よ ょ る 小形 化 た 伴い ハイ ブリ ッ ド コイ ル を 収容 す 
る 終端 架 お よび 回 線 の 種類 に 関係 な く 通 話 路 変 換装 置 
の 音声 入力 レベ ル を 一 定 に する た め の 可 変 抵抗 減 誤 器 
を 収容 する レベ ル 調 整 保 の 小形 化 が 行なわ れ た . す な 
わ ち 従来 の も の は 終端 梨 が ,150 ch レベ ル 調整 架 が 
144ch 実装 で あっ た が , 共に 300 ch に な っ た . 

な お , か ね て か ら 検 討 な され て いた 全国 即時 網 構成 の 
た め の 伝 送 損失 配分 計画 が 34 年 度 決定 され た が , と 
れ を 実施 する た め に は 市 外 回 線 の 残留 損失 変動 を 従来 
の 許容 値 +3dB か ら 圭 2dB に 減少 させ る 必要 が みあ 
る 各 方 式 間 の 分 岐 , 相互 接続 を 考慮 する と 中 継 人 送 ) 
路 の AGC (自動 利得 調整 装置 ) だ け で は 不 充 分 で , 
超 群 , 更に 場合 に よっ て は 群 に 対し て る AGC 挿入 
の 必要 が ある. こと の た め 差 し 当り 411.92kc の 超 舌 
パイ ロッ ト を 使用 する 超 群 用 AGC の 試作 を 進め る と 
共に , 60 kc を 使用 する マイ クロ 用 AGC の 試作 も 促 こ 
進 中 で ある . 


C80 ) 


4 EE a 4 
, wr 


EE (B) 12 Me/s 方 式 
| 避 準 同軸 ケー ル を 使用 し , 電話 2,700 ch 又は 電話 
呈 200ch と テレ ビ 1ch を 伝送 する 12Mc/s 方 式 は 
有 34 年 3 月 より 高崎 一 熊 ケ 谷 に て 現場 試験 中 で ある . 35 
年 末 ま で 引続き 行なわ れる 予定 で ある が , 現在 の 処 , 
実用 化 に 必要 な 諸 問題 は 既に 研究 済み で あり , 今後 特 
に 困難 な 問題 は 起 ら な いと 思わ れる の で , 36 年 末 た に は 


有 有 要 に 対 如 し 得る も の と 期待 され て いる . 

(©) 細心 同軸 方 式 

細心 同軸 ケー ブル 300 ch 方 式 に つい て は いよ いよ 
36 年 6 月 より 水戸 一 友部 間 ( 約 15 km) に て ケー ブル 
お よび 中 継 伝送 路 の 試用 試験 が 行なわ れる と と に な っ 
た: これ に 使用 され る 中 継 器 は 内 外 導 体 間 給電 々 圧 
DC 150V で 動作 する トラ ンジ スタ 々 中 継 暴 で ある . 回 
定 中 維 器 は マン ホー ル 内 設置 と し て いる た めで きる だ 
け は 小形 に た する と と も に 障害 の 予見 と 障害 点 を 明確 た 知 
る こと が 特に 必要 で ある . と この た め パ イロ ッ ト に よる 
| 監視 の ほか , 中 継 器 の 々 回路 に 伝送 帯域 の 上 部 に 各 固 
| 有 の 共振 周波 数 を も つ 水 唱 共 振子 を 入れ , その 共振 点 
に お ぉ おけ る 無 帰 還 利 得 並 びに 雑音 を 監視 し 得る 方 法 が 考 
を て あり , と の 邊 視 装置 も 同様 に 試用 試験 た 供 さ れる 
EC. な お , 最近 CCITT に お いて る も 本 方 式 の 
検 対 が 開 始 され た . 


和 NR 無 装荷 搬送 方 式 


ey 
1.2mm 紙 搬 送 ケ ー ブル を 使用 する 四 線 式 搬送 と し 


て は , F-24; F-60, X-60 が 現用 に 供 を られ て いる が , 
| と の うち , 35 年 3 月 まで 継続 され る F-24 方 式 の 季 
子安 化 お よび 製造 信和 化 器 の 語 胡 紅 験 を 除い て は 
34 年 申 に すべ て 商用 工 験 が 完了 し て お り 特に 改 療 さ 
: る 余地 も 発見 され て いな い : 

Rn oe ih - ブル を 使用 し 長 距離 多重 方 
式 か CN en 7 て いる 


I 
‘ ¥ a, Er 


A 
J 


a i i 


= 


ph a > 


4 


git 
収め , 昭和 35 年 1 月 開通 を 予 
め 各 地 で 商用 EY に 入 eo 


iy 


ーー 一 の 区 間 で 商用 試験 に 入り , 最近 の 魔 大 な 回 線 こ 


一 線 式 天 別 た 


用 し て 試用 試験 が 行なわ れ , と の 結果 に 基 づ 
制定 きれ , 35 年 1 月 以後 北 際 の 福井 一 武生 
名 古屋 一 瀬戸 , 名 古屋 一 半 田 間 で 商用 試験 に ス 


凍 了 人 で 回線 規格 並び に 周波 数 配置 お 「 
鐘 。 よび 構成 は 全く 同一 で あぁ る . 但し U1 
使用 する トラ ンジ スタ に より 標準 7 
中 継 所 問 隔 は 13km か ら 9kmi 
に 短縮 され た . また 従来 の AGC 
は 平坦 利得 調整 の み を 行なっ て い 
た が , 更に 等 化 度 特 性 の 温度 変化 
を 補償 する 機能 が 付加 され た まっ 
た 本 方 式 に 使用 され る 装置 は 1 架 
当り の 実装 又は 供給 シス デム 数 と 
し て は , 通話 路 変 換 了 保 (同軸 端 局 
と 共通 ) が '5SYSIULSYS 2cio 
笑 変 換 架 15 SY,S 中 継 器 架 8 SYS, 
通話 路 搬 供 架 (同軸 端 局 と 共通 ) ) 
| 供給 能力 960 ch で あり , 相当 の 
小形 化 が 行なわ れ た ほか , 一 層 の 
標準 化 が 進め られ た . すなわち , 
シー ト の 分 割 区 分 お よび 配列 , 系 
合 シ + ッ ク 盤 に 収容 する ジャ a 
の 種別 等 実装 上 の 統一 が 行なわ れ 。 ま た コー ド , プラ 
グ 類 は 全く 同一 に な っ た . 


4.4 短 距 離 拓 送 方 式 


0.9mm お よび 1.3 mm 紙 市 外 ケ ー ブル お よび 9 
mm PEF ケー ブル を 使用 し 100km 以下 の 短 衣 区 
間 に 適 用 する 短 距 離 方 式 に つい て は , 最初 の トラ ンジ 
塊 症 革 胡 で ある で -14 3-T 太 基 ( 滴 明 の 
kc, 2 線 式 群 別 12ch 方 式 ) に 対し て 33 年 8 月 SN 
富山 一 高 同 間 で 夫 用 吉 隆 を 実施 し , 34 年 8 月 約 1 か | 
年 に わた る 安定 度 試験 を 一 応 終 了 し た . (な お ト * 


” 


図 1.4.1 調 V-1-Tr 
形 通 信 路 変換 装 
置 (5SYS 実装 ) 


i 


Ee i 年 商用 化 さ れ た 通 訂 際 間 隊 i 
の 8S 方 式 も 引続き KP ンジ ラス ヌ タ 化 き れ , 


中 野 , 波谷 間 の 0.9 mm Eo 


Ss i i 
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装 数 は 端 局 装置 は 5SYS ( 搬 供 部 実装 ) ぁ ある い は 6 
SYS ( 搬 供 部 な し ) 中 継 装置 は 12 SYS で ある . 更に 
本 装置 に お いて も , さき に 述べ た 標準 化 の 基本 方 針 に 
準拠 し , 平常 必要 な 測定 点 は すべ て 集合 ジャ ッ ク に 収 
容 し , 且つ プラ グ , コー ド の 類 は 標準 品 を 使用 し て い 
る 


4.5 裸 線 搬送 方 式 


裸 線 搬送 方 式 は 最近 の 著しい 回 線 雷 要 の 増 炊 に 対処 
し 難い た め , 低廉 化 さ れ た , ケー ブル 搬送 方 式 た 圧迫 
きれ て 齋 線 か ちら は 既に 姿 を 消し た が , 比較 的 短 距 離 の 
, 待 時 サー ビス 用 ロー カル 回 線 に 対し て は まだ 重要 な 位 
置 を 占 る て いる . すなわち 以前 実用 化 さ れ て いた 2 通 
話 路 OP 方 式 は トラ ンジ スタ 化 さ れ て OP-Tr 方 式 た 
発展 し 34 年 初め より 商用 に 供 せ られ て いる 等 その 一 
例 で ある . この 方 式 が 設置 され る ご と き ョ ロー カル の 局 
は まだ 電力 事情 が 悪い た め , 低圧 電池 で 動作 し 得る と 
共に 電力 消費 量 の 極め て 少な い 利 点 を 有する OP-Tr 
方 式 は その 小形 軽量 化 の 特徴 と 相まって , 従来 の 真空 
管 形 OP 方 式 を 駆逐 し て 。 各地 で 既に 相当 数 が 商用 さ 
れ て いる 又 5km の 磁石 式 加入 者 裸 線 に 対し 経済 的 
に 適用 し 得る 4 通話 路 の SC 搬送 方 式 に つい て は 更に 
交 用 性 を 拡大 する た め 10 共同 選択 呼出 機能 の 付与 に 
補 つい て 33 年 末 , 埼玉 県 東松山 に て 現場 試験 も 行なわ 
れ , 装置 に つい て の 実用 化 研究 は '34 年 末 に 一 応 完了 
し て いる が , 一 搬 に 磁石 多数 共同 に つい て は まだ 実施 
esthernbt. mmommarncde 


8 4.6 音声 中継 問 


| 外人 性 イン ピー ダン ス 中 線 咽 に つい て は 既に トラ ンジ 
| スタ 化 さ れ た 装荷 用 の も の が 33 年 度 に 実用 化 さ れ , 
放 相当 数 が 各地 で 使用 され て いる が , 更に これ を 改良 し 
有 た 灯 形 中 継 器 が 開発 され た . 従来 の 負 性 イン ピー ダン 
2 スス 中 継 器 は , 軍 信 回 線 構成 の た め に 中 継 線 輪 を 必要 と 
| ける 関係 上 直 六 信号 を 使用 する 回 株 大 に 対し て は 電 
人 信 回 線 が 利用 で き な い 他 , イン ピー ダン ス 変 換 回 路 と 
| | し て 絢 幅 素 子 2 個 を プッ シ 。 形 に 使用 し て お り , 経済 
[cts-sounmmesnc ns. 電信 回 線 に 
有 直接 挿入 可能 で , し じ か も トラ ンジ スタ 1 個 の シン ゲル 
有形 の 新 中 継 器 が 考案 され て 機能 的 経済 的 に 大 き な 飛 
有 | 思 を 遂げ よう と し て いる . この 装置 は 35 年 上 旬 に は 
| 」 商用 に 供 さ れる 見 込 で ある 、 

有 示 中 弥 咽 に つい て は , 既に 33 年 度 に お いて トラ ン 
有 ジス ラ タ 形 が 実用 化 さ れ た が , 本 来 の 使途 か ら 遊 離し て 
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二 線 式 中 継 器 の 端末 設置 の 形 で 使用 され て お り 又 , 直 
流 信号 方 式 た に 適し な い 欠 陥 を 有する た あめ , 四 線 式 交換 
点 で 四 線 式 の まく 接続 し , 端末 に 至る 2 線 式 部 分 の 線 : 
路 損 失 を 救済 する と いう 端 中 継 器 と し て の 本 来 の 目的 
に 適合 せしめ る と 共に 各種 信号 方 式 に 対す る 適用 範囲 
の 拡大 お よび 更に 小形 経済 化 を 図る た め 新 装置 の 実用 
化 を 推進 し て いる . この 装置 は 36 年 商用 に 入る 大 阪 
LTS (クロ スバ パー, 長 距離 四 線 交 換 機 ) 局 に 設置 され 
る 見 込み で ある . 

な お , 従来 の 音声 中 継 器 は いずれ も 装荷 用 で ある 
が , 無 装荷 用 に つい て は その 必要 性 お よび 有効 性 に つ 
いて 検討 中 で ある. 


4.7 放送 中 継 方 式 


放送 中 継 方 式 と し て 最近 広く 使用 され る 方 式 と じ て 
は , 1.2mm ポ お よび 0.9 mm 無 装 区 ケ ー ブ ル に 使用 さ 
れる 8kc/s 帯域 の 音声 中 継 方 式 と , CCITT 規格 の 護 
多重 方 式 に 使用 され る 10kc/s 帯域 の C1 形 搬 放 方 
式 が ある. この うち 音声 中 継 方 式 は 各 短 距離 搬送 方 式 
お よび 了 -12 方 式 と 歩調 を 合わ せ て トラ ンジ スタ 化 さ 
れ 34 年 7 月 試用 試験 を 終了 し , 35 年 早々 東北 の 八戸 
一 十和田 に お いて , T-12-Tr 方 式 と 共に 初め あて 商 肝 
化 さ れる 予定 で ある . また , 搬 放 方 式 も 引続き トラ ン 
ジス ネタ 化 を 検討 中 で ある . 

また , 一 般 に 伝送 路 は 電話 回 線 を 主体 に 設計 され て 
いる た め 1,000 km 以上 に も お だ お よど ぶ 長 距離 の 場合 , あ : 
る い は 市 内 引込 み 回 線 と し て 専用 ケー ブル に よら ず ー 
能 の 市 内 線路 を 利用 する 場合 , 放送 中 継 線 の 雑音 , 漏 . 
話 規格 を 満足 し 難い こと が ある . この よう な 場合 に 対 
する 敷 済 策 と し て , 放送 用 圧 伸 器 の 実用 化 を 検討 し 試 
作 を 進め , 34 年 10 月 装置 が 完成 し た . 室内 実験 の 結 
果 で は は ほ く 所 期 の 目的 を 達成 し た も の と 考え る が , 今 - 
後 更に 商用 回 線 に つい て 実際 の 効果 を 確認 する 予定 で 
ある . な だ お この 装置 は 10 kc/s 帯域 の 放送 回 線 用 で , 
P,=10.8kc, P,=21.6kc の 2 つの パイ ロッ ト を 使 . 
用 , P, は 音量 と 逆 方 向 に レベ ル 変 化 、P。 は 同一 方 向 
に レベ ル 変 化し , 圧縮 器 は P。 に より , 伸長 器 は 圧縮 
器 側 か ら 送 られ て 来 た P, に より AGC 作用 が 行なわ. 
れる も の で , か くす る こと に より 音量 で 直接 制御 され . 
i AE EE Se 
改善 し 得る 様 考慮 され て いる 


4.8 テレ ビジ ョ ン 伝 送 方 式 


有線 テ レビ 伝送 方 式 と し て 33 年 度 長 距離 用 の VS 
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(残留 側帯 波 ) 方 式 , 短 距離 ST リン クタ 用 の 同軸 ビデ は 33 年 9 月 長野 で は じ め て 開通 を みた が , その 経済 性 
オ 方 式 が 実用 化 さ れ た . VSB 方 式 は 34 年 1 月 , 広島 の 故に 引続き 各地 で 開通 が 行なわ れ , 現在 既に 数 '10 
一 己 圧 間 の 開通 を 初め と し 3 月 青森 一 甲 地 , 更に 8 月 社 シ ステ ム が 商用 に 供 さ れ て いる . 
福岡 一 小倉 で 開通 が 行なわ れ た . また 同軸 ビデ オォ オ 方式 


(5) | 電 信 
正 員 高橋 久 太 郎 (本 電信 電話 久 社 ) 


1.5.1 に 示す よう な 回 線 網 と な り , こと ょ に 全国 的 発展 


yr の 第 1 歩 を 踏み 出し た .。 また 加入 者 数 も 図 1.5.2 に 


1959 年 の 電信 技術 を 概観 し = 重 な 事項 を あげ る と , 示す よう に 34 年 10 月 末 1070 加入 に 達し じ , な 表 積 
(+1) 電報 中 継 機械 化 で は 大 総括 局 方 式 (TX-5 形 ) 清和 包 0 を 残す 状況 で 昭和 37 年 度 末 全国 5,000 加入 を 
の 設計 方 針 が 樹立 され た こと と . 目標 と する 第 2 次 5 か 年 計画 に 対し て 順調 な 発展 を 錠 
(2) 加入 電信 で は 中 心 局 方 式 の 確立 が 計ら れ た こと と っ て いる . 

(3) 搬 信 関係 で は トラ ンジ スタ 化 は FS 方式 と 決定 5.2.1 中心 局 方 式 の 確立 
し た こと と 短 距 離 投信 の 構想 が 打出 され た こと と 50 加 入 以 下 の 小 中 心 局 方 式 と し て 33 年 度 同 期 方 式 で 
) (4) 模写 関係 で は 朝日 新聞 社 が 東 一 和 札 間 で 高速 度 フ よる TEX-1 形 自 動 集 信 装 置 の 実用 化 を 行なっ た の で 
ァ ミ リ を 実施 し た こと 本 年 度 こ れ の 商用 試験 を 実施 し , その 結果 十分 な 適応 


(5) 社内 事務 の 機械 化 で は 無 誤字 伝送 方 式 の 検討 が 性 を 確認 し , 全国 的 使用 に 路 系 切っ た . 50~200 加 久 
の 大 中 心 局 方 式 と し て 共通 制御 方 式 に よる TEX-2 形 
自動 集 信 装置 の 試作 を 進め て いた が , 34 年 8 月 試作 品 


施し た . 本 装置 は CD-8 形 架 で 中 心 局 4 架 総 括 局 1 
架 で 構成 され , ス イッ チ と し て クロ スバ ー を 使用 し , 交 
換 証 作成 お よび 局 選択 は 総括 局 の 設備 で 集中 し て 行 な 
う も の で ある . な 交換 証 作成 の た め の 発 信 番 号 は 衰 
り の 検出 可能 な 2 out of 5 形成 の 符号 2 符号 で 構成 
じ こ と れ を 印刷 電信 機構 に よっ て 総括 局 へ 転送 し て い 
図 1.5.1 る . 試用 試験 の 結果 良好 な 成績 が 得 ら れ た の で 商用 試 
験 を 近く 実施 する 予定 で ある 発信 番号 の 転送 7 識別 
は 将来 電子 化す る 予定 で ある . 


, 

" 

; 

; われ だ たら と 
等 で あろ う . 以下 その 概要 


を 信 べ る 、 5.2.2 課金 装置 の 改良 

1500 加入 電信 の 交換 証 作成 は 従来 図 1.5.3 (a) の よう 
TAC lc 局内 受信 さん 孔 機 (以下 IRP と 記す ) と テー プ 読 
加入 電信 は 31 年 10 月 サー 生 


ビス 開始 以来 , 満 3 年 目 を 
迎え , 総括 局 と し て 札幌 局 
(34 年 3 月 ) , 福岡 局 (34 500 

| 」 年 月) が 開局 し , また 中 

fy 局 どじ し て 小 倉 , 八 峰 , 門 


庁 34 年 4 月 ) 金沢 , 新潟 | 倖 朋 |323|333|343 B40 
jn 和 粗 | 188 | 440| 816| 1070| 


(34 年 12 月 予定 ), 静 岡 35 4 スー 
有 | 年 2 月 予定 を 加え , 図  - 図 5.2 - ris 
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の 完成 を 見 , 9 月 これ の 試用 試験 を 大 阪 ・ 神 戸 間 で 実 「 
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取 機 を 1 対 1 で 対応 させ て いた が , 規模 の 増大 に 伴っ 
て 不 経済 と な っ て きた の で 同 図 (b) の よう IRP 
お よび 局内 送信 機 (UT) を 3 段 席 に 収め , 手動 また は 
自動 に より 読取 機 印 字 部 へ 符号 転送 する よう 改良 を 行 
な っ た . と これ に より レコ ー ダ 3 回 路 に 対し て 読取 機 印 
学部 1 を 共用 し うる の で 経済 化 が 計ら れ た . 

5.2.3 宅内 装置 の 標準 化 

現在 宅内 装置 に は S 形 (新興 製 ), 0 形 G 沖 電気 製 ) 
の 2 種類 が な ぁ る の で これ の 標準 化 が 通 研 に おい て 本 年 
度 部 分 試作 , 35 年 度 メ ー カ 試作 , 36 年 度 商用 試験 の 
予定 を も っ て 進め られ て いる . また けん 艇 配列 お よび 
符号 に つい て せ も 全国 的 視野 に 立脚 し て 民間 の 機器 を 含 
め 標 準 信 (JIS 化 ) する こと の 必要 性 が 認識 され , とこ 
れ の 検討 が 進め られ て いる . 


5.3 電報 中 継 機械 化 


電報 中 継 機械 化 も TX-4 形 方 式 で 色彩 管理 を 導入 

し て 改 式 さ れ た 広島 局 (34.11.14 改 式 ), 京都 局 (35 

2 改 式 予定 ) を 加え 21 局 に 達し , 全 工 程 の 2/3 を 完 

了 す る に 至り , いよ いよ 有終の美 を 飾る 東京 , 大 阪 大 
| 窓 括 局 の 設計 に 関係 部 局 の 努力 が 集中 され た . 東京 局 
| は 1 日 12 万 通 , 大 阪 局 は 6 万 通 と いう 太 量 の 電報 を 
取扱 う の で 極 く 僅 な 通 の 混乱 も 全国 的 に その 影響 が 
波及 する . それ ゆえ 技術 的 に 安定 で し か る も 経済 的 で あ 
| る こと と 電報 紛失 防止 対策 の 樹立 に 設計 の 重点 が 置か 
れ て 検討 が 進め られ , 34 年 9 月 TX-5 形 方 式 と し て 
一応 の 設計 を 完了 し た . 本 方 式 の 主 な る 特 微 は 

(1) 局内 接続 方 法 と し て 3 段 式 Non Blocking 
| System を 採用 し た こと 
| (2) 交換 架 の 共通 回 路 は 固定 布 線 と な し , 各 リ レー 
| に VW 形 (双子 接点 ) 継電器 を 採用 し た こと , 
' (3) 近郊 部 加入 局 方 式 (仮称 を ) 採用 し た と と 

| (4) 特別 席 に 無 紐 式 を 採用 し た こと 

有 | で 5) 電報 紛失 防止 対策 と し て ( イ ) 自 局 戻 し 電報 の 
d | 選出 (7m) 通番 対 央 を 2 数 字 チ ェ ッ ク ( ハ ) 第 7 さん 

和 孔 方 式 (仮称 ) と う の 導 入 を 計っ た こと と 
% (6) 番号 機関 係 の 経済 化 を 計っ た と と 
npg (1) は 従来 の 局所 は 1 段 の 完全 群 で 局 

内 接続 を 行なっ て いた が , これ で は ロー タリ ・ ス イラッ 
0 0 
| れ た 方 式 で , これ に ょ より 1 段 接続 の 場合 3,200 個 要 す 
の スル ッ チ が 700 個 で 間に合い 約 80 必 の 節約 と な っ 


Ne 
本 


i (2) は 従来 保守 上 の 利便 より Jack in type で 構 


成 さ れ て いた が 施設 の 経済 化 と 床 面積 の 節約 の 観点 よ 
り 固定 布 線 に 踏み 切り 且つ 架 高 を 2,785 mm と し た . 
な お ぉ W 形 継電器 が より 安定 性 を 確保 する 意味 で 採用 さ 
れ た . 

(3) は 大 総括 局 近郊 の 加入 局 に 撤去 印刷 機 を 改造 
し た SKX 形 さ ん 孔 機 を 使用 し た た め , 特別 太 と の 打 
合せ を 電話 で 行なう よう に な っ た の で 方 式 を 変更 し た 
も の で ある . 

(4) は 特別 席 に お ける 回 線 接 続 を 電 鐘 で 行なっ で 
いた が 運用 操作 上 の 利便 を 考慮 し 無 紐 式 と し た も の で 
ある . 

(5) は 電報 紛失 防止 の た め 導 入 さ れ た 方 法 で (イィ) 
は 自動 的 に 各 中 心 局 に 向け 自 局 戻 し 電報 を 送出 し , こ 
れ に より 機器 , 回 線 を 含め 合 的 チェ ッ ク を 行なわ ん 
と する も の で , (mpm) は 従来 1 数 字 チ ェ ッ ク で あっ た た 
め 10 通 分 脱落 し た 事例 が あっ た の で , この よう な こ 
と を 防止 する た め 採 用 され た も の で ある . ( ハ ) は 中 
継 席 に お ける 空 送り 防止 策 と し て B 符 号 の 後に 第 7 さ 
ん 孔 を あぁ けた も の で , B と 第 7 さん 孔 の 交互 性 を チェ 
ッ ク し て 空 送り の 防止 を 計っ た も の で ある . (6) は 従 


来 の 番号 機関 係 が 非常 に 高価 な の で 安価 な 小形 ロータ 


リ ・ ス イッ チ を 用 い ネ オン ラン プ で 表示 する 方 式 , 数 
字 車 に よる 方 式 と う の 導 入 が 考慮 され て いる . 

と の 他 事 故 席 の 設置 , さん 孔 計 の 集中 処理 方 式 と う 
も 考慮 され た . この よう に 大 総括 局 方 式 の 設計 に は 衆 
知 を 集め , 新 技術 の 導入 が 計ら れ た の で その 効果 は 十 
分 期待 で きる も の と 思う . 一 方 既設 施設 の 改善 対策 と 
し て 表 5.1 に 示す 局所 に お いて 35 年 第 1/4 期 完 成 
予定 で 50 ボー 化工 事 が 推進 され る と 共に 低速 クラ ッ 
チ の 採用 , と う 30 項目 の 改良 が 行なわ れ た . また 保 
守 面 の 合理 化 の 一 環 と し て 試験 架 , 洗 浴 装置 、 印 刷 点 
検 装置 な どの 実用 化 が 進め られ た . 

表 1.5.1 50 Baud 化工 事 局 所 


局 名 老 ” NR | ポイ ント 記 和束 
NN TxX-2 25 ] ' 

も で TX-2 25 

福 岡 TxX-4 75 ) 全 回 線 

横浜 TX-4 50 | 


必 回 
答 東 夫 ( 対 中 心 局 回 


5.4 搬 送電 信 


最近 半導体 の 研究 が 推進 され , 将来 の 搬送 通信 装置 
は 真空 管 に 代り トラ ンジ スタ を 用 いた 小形 実装 の 装置 
と な る こと は 必然 的 な も の と 思わ れる . と の よう な 技 
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pbhtve. 


ha 電 気 通 信 


術 動向 に 即応 し , 多重 搬送 電信 装置 の トラ ンジ スタ 化 
に つい て 調査 , 研究 が 進め られ , 特に その 変調 方 式 と 
し て 1AM 方式, FS 方 式 の いずれ を 採用 する か が 検討 

され た . 搬送 電信 を トラ ンジ スタ 化す る 利点 と し て , 

(1) 消費 電力 が +.7W/CH と な り , 従来 の VT 形 
搬 信 に 比 し 約 1/7 た 減少 し , 約 20 必 の 年 経費 減 が 予 
想 さ れる 

(2) VT 形 搬 信 に くら ベ べ て 一 層 の 小形 化 ( 約 1/3) 
が 期待 で き , し た が っ て 床 面 積 の 減少 が 見 込ま れる 

(3) 搬送 電話 部 門 に お いて , 昭和 36, 37 年 度 頃 ま 
で に 全面 的 に トラ ンジ スタ 化す る 方 針 で 検討 を 進め て 
いる の で , 将来 施設 設計 面 で 電源 の 問題 等 に 有利 で あ 
る る. 

等 が 挙げ られ る . 

搬送 電信 を トラ ンジ スタ 化す る 場合 トラ ンジ スタ は 
遍 度 の 上 昇 に より コレ クタ ネタ 暗 電 流 7eo。) が 増加 する 
の 押 2202p い 突 凍 放 大吉 椅 用 せ ね ば なら 
な い . 

通 研 に だ おい て AM 方 式 , FS 方 式 両 方 式 の パネ ル 
試作 を 行ない , 実験 し た 結果 AM 方 式 で は , 

(1) 7。。 電流 の 増加 に より 電 信 歪 が 増大 する の で こ 
れ を 抑圧 する た め 検 被 器 の 直流 増幅 部 の トラ ンジ スタ 
を 温度 補償 する 必要 が ある . 

(2) 温度 補償 する た め に は 7c。 2xzA 以下 で ある こと 
と が 望ま し く , と の た め ト ラン ジス タ を 選択 せ ね ば な 
」 ちな い . ’ 

(3) 7。。 電流 の 経年 変化 を 考慮 せ ね ば な ら な い . 
(4) 温度 補償 する 場合 の 最適 補償 電圧 を 個々 の トラ 
シン ジス タ に つい て 調整 せ ね ば な ら な い . 
と う の 不 利 な 点 が 上 明らか に な っ た . 

全 訪 FS 方 式 は 複 流 方 式 で ある た め ; トラ ンジ スタ 
の 温度 に よる 動作 点 の 変動 は それ 程 問題 と な ら な い 上 

(1) 周波 数 変動 に よる 電信 歪 の 増大 も 最近 の 伝送 路 
は 国際 規 格 値 2c/s 以内 ) な の で 同期 狂 は 今後 ほ と 
ん ど 問 題 と な ら な い . 
て (2) channel の 時 々 断 監視 が 可能 と な る の で LID.P 
方 式 の 実施 上 有利 で ある . 

(3) 大 き な レ ベル 変動 , 急激 な レベ ル 変 動 に 速 応 し 
。 雑音 に 強い の で マイ クロ 回 線 に 重ね 合せ て 安定 な 電信 
回 線 が えら れる . 

) 等 の 利点 が ある . 

以上 の 検討 結果 に 基づき 現在 1 架 た に 48 ch 実装 を 目 

記 原 の 表 1.5: 2 の 規格 で も RE 
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表 1.5.2 トラ ンジ スタ 多重 搬 信 の 規格 
項 中 | 電 気 的 特性 


通信 方 。 区 
電 源 電 圧 


線路 搬送 周波 数 


周波 数 偏 移 方 式 (FS 方 式 ) 


| 一 21V, + ょ 50VC ト ラン ジス タリ レー の み ) 


中 心 周 波数 は CCITT 規 活 は k ょ る 


偏 移 周波 数 マー ク , +30c/s, スペ ー ス , 一 30cls 

送受 信 レ ペル —23 dbm/ch 

線 合 人 少 6% 以下 , 折返 し SIN は 27db 以 正 

A Qo 以上 の 負荷 に 20mA の 交流 電 
流 を 供給 し うる こと . 


i a EE Ed SR a a 
最近 事務 の 機械 化 と うに より 専用 電信 は 急激 な 増加 
を 示し , し か も 端末 が 中 心 局 一 集中 局 間 の ョ ー ガ カル 区 
間 に ま で 延長 され て き て いる . し か る に と の r ョ ーー カ ヵ カル 
区 間 は 電話 回 線 が 不足 し て いる の で 電信 回 線 の 確保 が 
困難 と な り , 専用 線 積 滞 の 一 原因 を な し て いる . と の 
よう な ョ ロー カル 区 間 は 全国 約 400 あり , その 距離 分 布 
は 20km 以下 10, 20~50 km 44, 50 km 以上 
46 必 と な っ て いる . それ ゆ ぁ を 20 km~50 km に 適用 さ 
れる 安価 で し か も 特性 の 安定 な トラ ンジ スタ 短 距 離 搬 
信 装 置 の 実用 化 が 強く 要望 され , 現在 0.3~3.4 kc の 
帯域 で は 4W で 8ch (2W な ら 4ch), 2.7 kc 帯域 
の も の で は 4W で 6ch (2W な ら 3ch) を 構成 す 
る 搬 信 装置 の 調査 , 研究 を 35 年 3 月 試作 完成 の 目標 
で 進め て いる . 


5.5 模写 関 係 


1 架 に 24ch, 2 SYS 実装 し る ご と 


新聞 紙 1 
いう こと は 新聞 界 多年 の 夢 で あっ た が , 朝日 新聞 社 は 
高速 度 フ ァ ク シミ リ 電 送 装置 を イギリス の ミュ アヘ へ ヘッ 
ド 社 より 購入 し , 東京 本 社 に 送信 機 を , 札幌 市 内 の 北 
海道 支社 に 受信 機 を 設備 し , 60 kc~108 kc 周波 数 帯 
域 で 34 年 6 月 1 日 より 世界 で て はじめ あて ファ クシ ミリ 
に よる 新聞 紙面 の 電送 を 実施 し た . 公社 と し て も この 
壮 挙 に 協力 し て 良質 な 回 線 を 提供 す べく z 回 線 の 伝 
送 特性 を 調査 し , 特に 位相 ひずみ 25 s 以下 の 規格 を 
確保 する た め 位 相補 償 用 の 帯域 ろ 波 器 を 実用 化し た . 
本 方 式 は 新聞 界 多 年 の 落 案 で あっ た の で , と これ を 契機 
と し て 大 新聞 の 地方 進出 が 今後 進め られ る と 共に 製造 
会 社 も 刺 戦 され 画 期 的 な 装置 の 実用 化 を 促進 し , 模写 
電信 界 に 一 大 飛 忠 を 斉 す も の と 思わ れる ・ ; 

国鉄 に お いて 印刷 通信 方 式 を 統一 する 際 に 公社 と 異 
な る 独自 の 符号 構成 と 鍵 杉 配置 を 持つ 印刷 電信 機 を 採 
用 し た . と の た め 国 鉄 取扱 の 電報 を 模写 に より 最寄り 
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ペー ジ を 鮮明 に し か る も 高速 度 で 電送 する と 


86 昭和 34 年 度 に お ける 通信 お ぉ ょ び 電 子 応用 の 事業 展望 : 公 挨 通信 


送 信 横 受 層 機 
図 15.4 VF 2. 形 1 号 模写 電送 機 


の 電報 局 へ 集 信 する こと と な り , 34 年 9 月 図 1.5.4 
の よう な VF2 形 1 過 模写 電送 機 を 完成 し た . 本 装置 
の 商用 試験 成績 が 良好 で あっ た の で 12 月 中 に は 名 古 
屋 駅 一 電報 局 間 で 実用 され る . また 本 方 式 は 全国 32 
選 に 採用 され る 予定 で ある . 


5.6 事務 の 機械 化 関 係 


民間 に お ける 機械 組織 と の 連動 に よる 管理 事務 の オ 
ー ト メー ショ ン 化 は 益々 進展 を 辿り , 中 形 , 大 型 の 電 
子 計算 機 の 導入 が 盛ん に 行なわ れ て いる , すなわち 気 
人 象 庁 で IBM 704 を , 小野 田 を メン ト , 山 一 証券 が 
Univac File Computor を , 三 和 銀行 他 3 社 が IBM 
650 の 導入 を 計っ た の は その 一 例 で ある ・ また 通 研 に 
て MUSASINO-1 を , 日 本 電気 に て NEAC 2203 を , 
富士 通信 機 で FACOM 222 と う の 完 成 を 見 た こと は 
電子 計算 機 に 対す る 国産 技術 の 急速 な 進歩 を 示す も の 
で 今後 の 電子 機器 工業 と し て 時 代 の 脚光 を 浴び 一 大 飛 
雇 が 期待 され る . 

民間 の この よう な 発展 に 即応 し , 公社 は 提供 すべ き 
施策 の 検討 を 進め る と 共に , 社内 事務 の 機械 化 に 対し 
て も 基礎 資料 を うる 目的 で 資料 伝送 方 式 の 調査 、 研究 
が 進め られ た . す な わ ち [I.B.M. 機械 組織 の 未 設置 の 信 


wT 


1 4 


調 33 号 V-1 形 テ ー プ 検 孔 機 


図 1.5.6 


越 , 北 陸 通 信 局 に 試作 さん 孔 タ イプ ライ タ 。,( 図 1.5.5y 
テー プ 検 孔 機 , ( 図 1.5.6) 無 誤 字 送 受信 装置 を , 本 社 
IBM 機械 室 に 無 誤 字 送 受信 装置 と テー プ , カー ド , 
コン バー タ を それ ぞ れ 設置 し て 図 1.5.7 に 示す 回 線 
構成 で 資料 伝送 方 式 の 基礎 的 調査 を 行なっ た . な お 無 
誤字 装置 と し て 信越 通信 局 に は 定 マ ー ク “スペ ー ス 方 
式 の 調 33 号 N-1B 無 誤 字 送 受信 装置 ( 図 1.5.8) を , 
北陸 通信 局 に は 1 群 の デー タ の マー ク 符 号 を 計数 し て 
照合 する 群 チ ェ ッ ク 方 式 で ある 調 33 号 N-1A 無 誤 
字 送 受信 装置 ( 図 1.5.9) を 使用 し た . 34 年 6 月 より 
10 月 まで 、 約 4 か 月 間 の 試用 試験 の 結果 東京 一 金沢 間 
は 400 万 字 の 送受 信 で 見 逃し の 誤り が な くく, 東京 一 長 
野間 は 見 逃し 4 字 を 発生 し 、 誤 字 率 100 万 分 の 1 と い 
う 成 績 が えら れ 、 一 応 資料 伝送 方 式 と し て 使用 し うろ る 
見 通し を えた . この 結果 に より 34 年 12 月 より 通 
信 局 の 経理 伝票 を 本 方 式 に と ょ り 人 伝送 し , パン チカ ー ド 
方 式 の 基礎 調査 を 推進 する 予定 で ある . 


\ i ST-1 « N-1 N=1 

さん タイ ブラ イタ 無 議 字 送 受信 付 軒 打 護 字 送 尼 信 桂 軒 | 

pay イ ] Auk 北 隆 | 
BG 便 越 IBM 
st カー ド 
; EC "北陸 まだ は 本 起 通 全局 未 社 [BM 棋 械 室 
1.5.5 「 調 33 号 ST-1 形 さん 孔 
タイ プラ イタ 図 1.5.7 資料 伝送 方 式 構成 図 
( 86 ) 
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1.5.8」 N-1B . 形 ブロ ッ ク ダ イヤ ャ グラム 


図 寺 5.9. N-1A 形 ブ ロッ クダ タイ キャ グラ 


(6) 無 


正 員 菅 


i 0 


昭和 34 年 に お ける 無線 事業 を 振 返 っ て みる と , 長 
距離 市 外 回 線 と テレ ビジ ョ ン 中 継 回 線 拡 売 の た め マ イィ 
クロ 液 回 線 の 発展 は 前 年 に 引続き 順調 に 降 盛 の 一 途 を 
た どっ て いる が , 内 容 的 に は (a) 小形 化 装 置 が 全面 的 
に 実用 た 供 さ れ 始 め た と と ①⑪) 搬送 電信 や 新聞 の ファ 
クシ ミル 伝送 の ご と き 新 サー ビス が 開始 され た こと と , 
お よび CTYV 伝送 と 対す る 検討 が な され た こと と (co) フ 
ェ ー ジ ング 対策 が 進歩 し た こと (d) テレ ビジ ョ ン 中 継 
の 自動 切替 装置 を 使用 開始 し た こと (e〕 CCIR 総会 に 
お いて も 伝送 基準 が 明確 に され た と と , な ど 今 まで 単 
選 拡張 一 方 で ぁ っ た も の が 次 第 た 内 容 的 に 充実 し た 方 
向 に 進歩 を 示し た . 

また 6,000 Mc 回 線 は 前 年 の 東京 一 宇都 宮 間 試験 回 
線 の 成果 を も と に , 明 年 度 東 京 一 大 阪 間 に 建設 すべ く 
着手 され , 更に 通信 研究 所 に ポ おい て は より 超 多 重 化 を 
ね ら っ た 研究 が 進み つ \ ぁ ある. 11,000 Mc 帯 は 全国 各 
地 で ST リン ク と し て 実用 に 供 さ れ 商 用 試験 が 続け ら 
れ て いる が , 新しく 電話 960 ch 程度 を 目的 と し た 近 
距離 中 継 回 線 の 検討 が 終了 し 明 年 度 よ り 実用 で きる 段 


階 と な っ た -. その 他 見 通し 外 通 話 の 計画 , 自動 車 , 航 


| 卒 機 等 の 移動 無線 , 中 短波 に よる 海 岩 局 の 遠隔 制御 化 


マイク ロ 波 の パラ メト リッ ク 増 司 や イン ピー ダン ス ヌ 直 
| 視 方 式 な ど に も 相当 の 進歩 が あっ た . 


6.2 4,000Me 方 式 」 


| 公社 の マイ ク n ョ 波 回 線 も 昭和 29 年 4 月 東 阪 間 に 開 
3 i ty と (87 ) 


原 。 ご 所 


線 
山 (正本 電信 電話 公社 ) 


通 を みて より 満 5 年 を 経過 し た わけ で ある が , と この 且 
急速 の 進歩 を 来 し , 中 継 所 も 100 を 突破 し 中 継 回 線 
長 は 37,500 km 無線 ch と な っ た . そし て 使用 装置 も 
幾多 の 変 せ ん は あっ た が 前 回 の 展望 に も 概要 が 示さ れ 
て いる 通り 変 復調 , 中 継 , 切替 装置 , 分 波 器 な ど 回 線 
一 連 の 小形 化 方 式 GSF-B 3) 示 商 用 に 供 さ れ , その 特 
性 も 2,500 km の 標準 同 線 に お いて 電話 600 ch を 士 分 
伝送 し 得る 標準 方 式 が 完成 され た . 

次 に 新聞 の 電送 に つい て は 朝日 新聞 社 が ファ クシ ジミ 
ル 電 送 装置 を 英国 の ミ ュ ア ヘッ ド 社 より 購入 し , 東京 : 
一 札幌 間 の マイ クコ ロ 波 回 線 を 通し て (60 kc か ら 108 kc 
の 帯域 使用 ) 
6 月 革 日 より 
実用 に 供し で 
いる が , 札幌 
で 受信 し だ 2 
ィ ル ム に よう すり 
オフ セッ ト 印 
刷 を し た 新聞 
は 非常 に 鮮明 
な 画質 が 確保 : 
SE 


に つい て は 各 
種 方 式 に よる 


RS ; 
図 1.6.1 変調 の 深き 上 4Mc の と き 
の 回 線 の DP,DG 特性 (実線 は 東京 
一 札幌 此 道 点線 は 新潟 一 金沢 折返 ) 


a = 


$CTy 


侵 送 試験 を 行 
な い 現 状 を 把 、 
「 握 する と 共 E"ー 
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改良 すべ き 技 術 的 問題 点 を 調査 し た . 特に 問題 と な る 
カ ヵ カラー 副 搬送 波 に よる 微分 利得 (D.G.) ぉ よび 微分 位 
日 (D.P.) 特性 は "CTV 用 に 試作 し た 無線 端 局 装置 を 
用 いた 場合 お お むね 図 1.6.1 の ご と きも の で あ 
る な お 実際 に は エン ファ シス を か ける の で こと の 場合 
の 特性 は 図 の うち 70+1 Mc の 血 囲 の み が 動 作 範 囲 と 
な っ て いる . 

次 に 無線 の 本 質 た る フェ ー ジ ング に つい て で ある が 
これ に 関し て は 最近 諸 外 国 で も いろ いろ な 研究 を 行 な 
いそ の 対策 に 褒 心 し て いる 所 で ある . 特に 回 線 が 延び 
る に ご つ 刀 理想 的 な 置 局 の み 選 定 す る こと は 不可 能 と な 
る の で その 対策 は 将来 万 全 を 期 さ な けれ ば な ら な い . 
その 第 が 海面 な どの ご ど と さく 反射 波 の 強い 置 局 対策 で 
通 淀 は 山岳 その 他 の リッ ジ に より 反射 波 を 切る の で あ 
る が , 北海 道のり 上 厚 内 一 釧路 間 で は この よう な 置 局 が 


得 ち られ な か っ た の で 図 1.6.2 の 写真 に みる ど ご とく 3 


個 の パラ ボラ 空中 線 を 組合 せ , その 総合 指向 性 は 正面 
た 対し て は 利得 を 上 げ る と 共に , 反射 波 方 向 に 対し て 
極度 に 利得 を 下げ た も の と し て 実用 に 供し た . これ に 
まる と 気象 状況 が 大 きく 変動 し て 地球 の 等 価 半 径 係数 
が 036 か ら 無 限 大 まで 変動 し て も 反射 波 方 向 の 利得 は 


<0dB 以下 で ある た め , KK 形 フ ェ ー ジ ング に 対し て 極 


あめ て 効果 的 で , 一 空中 線 で は 40dB. も る も フェージング 
を 起 し て いる と き で も マル チ 空 中 線 で は 7dB 以下 程 
度 に 抑圧 し て いる . 

また 区 間 が 特に 長い 場所 , また は 北 際 の ご ど とく 特異 


| 失 象 の 回 線 に お いて は , 空中 線 は 天体 7~15m 程度 


図 1.6.2 マル チ 安 中 線 外 鶴 


図 1.6.3 ダイ バシ ティ 合成 方 式 


( 置 局 に より 異な る が ) 上 下 に 離し て , マイ クコ 液 帯 
域 で 回 転移 相 器 に より 位相 を 合せ て 合成 する いわ ゆる 
空間 ダイ バシ ティ 方式 が 極め て 有効 で ある と と が 確か 
め ら れ , 一 部 に 図 1.6.3 の ご と き 方 式 が 試験 的 に 採 
用 され る こと に な っ た . 

次 に テレ ビジ ョ ン 切 替 に つい て は 前 回 の 展望 に 内 容 
説明 の ある ご ど ごとき プリ セッ ト 方 式 に よる も の が 商用 選 
供 さ れ 始 め た . 


6.3 6,000Mce 方 式 


東名 阪 間 の ご と く 4,000 Mc 帯 示 既に 一 杯 と な っ た 
所 に は , より 高 性 能 の 6,000 Mc 帯 中 継 回 線 が 必要 と 
な り , 昨年 は 東京 一 宇都 宮 間 に 試験 回 線 を 作り 試用 試 


験 を 実施 し た が ,、 電話 1,200 ch の 伝送 が 十分 可能 で 


ある こと が 明確 と な っ た の で , 更に 細い 点 を 改良 し て 
昭和 35 年 度 に は 東 阪 間 に 2 シス テム 建設 すべ く 着 手 
し た . この 方 式 を SF-U1 方 式 と 名 付け 中 間 周 波 70 
Mc の へ ヘテロダイン 中 継 方 式 で ある が , 通信 研究 所 に 
お いて は 更に 1,800 ch 以上 を 目標 に し て 進行 波 管 3 
本 を 主体 と し た 直接 中 継 方 式 を 実用 化す べく 第 1 次 試 
作 を 着手 し た . 


6.4 11,000 Me 方 式 


と の 周波 数 帯 を 用 いた ST リン ク は 全国 的 に 使用 
を 開始 し た . テレ ビジ ョ ン の 分 岐 専用 の 場合 は 70 Mc 
帯 の 中 間 周 波 段 より 進行 波 管 を 局 発 増幅 兼用 に し た 装 
置 を 用 い , また 飛 通 の ST リン クタ は パリ アン 形 ク ライ 
スト ロン V-53B を 用 いた . その 外観 を 図 1.6.4 た 


示す . 現在 まだ 長期 間 に わ た る 商用 試験 は 続行 中 で あ 
(88 ) 
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る が , 雨 に よる 減衰 や 「 
a ジン ググ ポ 想 し 
た より 良好 で 安定 な 回 
線 が 得 ら れ て いる . な 
お 近郊 即時 電話 用 と し 
て 短 距離 中 継 回 線 (30 
km, 4 スペ ン , 960ch 
標準 ) の 実用 化 も ほ き 
完了 し た 

次 に 今後 これ 以上 の 
周波 数 帯 を どの よう に 
開発 すべ きか は 大 き な 
問題 で ある が , 通 研 で 
は さ し 当 も 14,000Mc 
帯 を 使用 し た 実験 用 回 ” 
線 を 検討 し て お り , ま | 
た 20,000Mc 帯 の 伝 
ば ぱん 実験 も 行なっ て い 
泡 . 


に さき 
{店 朋子 夫 ) 


党 導 記 
(現用 予 痢 } 


図 
リン タク 装 置 


6.5 見 通し 外 通 信 方 式 


VHF お よび UHF 帯 に つい て 宮崎 一 室戸 岬 一 印南 
(和歌 山 ) に お ける 海上 見 通し 外伝 ぽん 試 機 も る 四季 に 
わた っ て の 季節 変化 , パルス 伝送 特性 な ども 既に 終了 
し , 一 応 の 伝 ば ん 特性 が 解明 され た . また 茨城 県 に お 
いて 結城 一 那珂 湊 間 で 筑波 山塊 に よる 三重 伝 ば ん 路 の 
あぁ る 回 折 現 名 た に つい て も 実験 を 行ない , "見 通し 外 通 信 
も 実用 に 供し 得る 段階 まで 進歩 し た . これ ら の 成果 を 
入れ て 今回 最初 の 実用 回 線 と し て 鹿児島 一 竜美 大 島 間 
約 340 km の 見 通し 外 回 線 が 計画 され , 目下 建設 込 
ある. こ ご で 使用 する 大 口 径 パラ ボラ アン テ ナ は 
25mx16m の 自立 式 反 射 鏡 で 2,000 Mc まで 使用 で 
きる よう 考慮 され て いる : と の よう に 大 口径 な も の は 
極め て 高価 に な る た め あめ 実験 用 と し て 移設 容易 な パラ バ 
ルー シン も 第 1 次 試作 に 成功 し 更に 口径 を 犬 き くす る 研 
究 を 行なっ て いる . 


6.6 そ 他 


無線 機器 に お いて は 今 ま で トラ ンジ スタ は 使用 し な 
か っ た が が , 今回 始め る て UHF の 簡易 無線 器 の 中 間 周 波 
以下 に 採用 し て 商用 試験 を 行なっ た . な お 今後 高周波 
トラ ンジ スタ の 完成 を まっ て 次 第 に 無線 周波 帯 ま で ト 
| ラン ジス タ 化 する 研究 が 進め られ る . 

移動 無線 と し て は 今 ま で に 自動 車 や 列車 に つい て 実 


の 


1.6.4 11,000 Mc ST 


交 光 増幅 容 


図 1.6.6 マイ クロ ョ 波 イ ン ピ ー ダ ンス 直 神 装置 
験 を 行なっ だ が 今回 始め て 航空 無線 の 伝 ぽ ん 試験 を 行 
な っ た . 定 在 波 も な く 伝 ば ん 状況 は ちな お むね 良好 で 
っ た : 

次 に 短波 海 早 局 を 整備 し 受信 機 も 自動 掃引 式 た 改め 、 
感度 も 高く し た . また 一 部 で は 将来 の 無人 化 を 考慮 し 
遠隔 制御 方 式 の 商用 試験 を 開始 し た . 

通 研 に た お ける マイ クコ ロコ 波 パラ メト リッ ク 増 幅 器 ( 図 
1.6.5) の 研究 は 6,000 Me 帯 に た お いて 雑音 指数 6 dB,. 
帯域 幅 2 Mc (0.2dB 落 ) 利得 18 dB が 得 ら れ , ま 
た ァ ッ プ コ ン バ ベー タ と し て は 900 Mc 帯 に お いて 雑音 
指数 .1.5dB 帯域 幅 15 Mc (1dB 落 ) 利得 18dB が 
得 ち られ た . 次 に マイ クワ コロ 波 の イン ピー ダン ス 直 視 に 関 
し て は 位相 方 向 性 結合 器 の 発明 に より わが 国 独 自 の 方 
式 が 確立 し , ブラ ウン 管 面 の スミ ス 線 図 上 に 精度 VS: 
SA i 
図 +.6.6- は その 外観 を 示す ・. 
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7.1 ボタ ン 電 話 装 軒 
本 装置 ( 図 1.7.1) は 電話 機 を の せ た ボ タン 台 に ある 
ポタ ジ を 使い , 任意 の 局 線 に 対し 発信 , 応答 が で きる 
と と ども る に, ボタ ン 台 の ある 他 の 和 電話機 間 と の 相互 通話 


図 1.7.1 ボタ ン 和 電話 装置 の 外観 
な ら び に に 局 線 通話 の 転送 も 可能 な 機能 を 持っ て いる .・ 
本 装置 の 各 ボ タン 台 は 簡単 な 構内 交換 機 の 役目 を は た ・ 
し て いる の で , 制度 上 簡易 交換 電話 装置 と 呼ば れ , 交 
| 換 扱 者 を 必要 と し な いよ うな 局 線 2~ 3 回 線 , 内 線 10 
血 線 程度 の 事務 所 , 製造 所 等 に 大 い に 利 用 され る と 予 
想 さ れる . 


7.2 緊急 通報 装置 


公社 が 街路 に 設置 し て いる ボッ クス 公衆 電話 か ら 通 
話す る に は 10 円 硬貨 を 必ず 用 意 し な けれ ば な ら な い 


有 有 よう に な っ て いる が , 整 穴 と か 消防 へ 緊急 通話 する と 


| き ) 10 円 訂 貸 を 使用 する こと な く , ボッ クス 公衆 電話 


| か ら で き る 緊急 通報 装置 の 必要 が ある の で , 軌 和 31 
| 年 8 月 , 第 一 次 試作 を 開始 し た . 以来 第 二 次 試作 を 経 


で 昭和 33 年 の 由 頃 より 東京 , 大 阪 の ボッ クス 公衆 電 
話 200 か 所 に 緊急 通話 装置 ( 図 1.7.2) を 装置 し 商用 


| 苦 只 を 実施 し た が , 試験 中 特に 支 隔 が な か っ た の で 近 


t 


4 


< 東京 , 大 阪 地区 の ボッ クス 公衆 電話 に 取付 られ る だ 


機 人 妊 


(日 本 電信 電話 公社 ) 


図 1.7.2 ボッ クス 公衆 電話 応 取 付 た 緊急 通報 装置 
ろう ・ 


1.3 電 話 機 


4 号 送 受 器 と G-5 号 磁 石 式 発電 機 と を 組合 せ 新 設 
計 の 人 筐 体 に だ お さめ た 新しい 穫 過 形 磁石 式 電話 機 の 本 
格 生 産 が 開始 され , その 初め の 製品 が 本 年 8 月 か ら 全 
園 の 磁石 局 で 使わ れ た . 

自 即 市 外 通 話 防 止 機能 を も っ た 小形 の 卓上 公衆 電話 
機 (47 号 形 ) ( 図 1.7.3) は 本 年 4 月 より , 送受 器 を 
取上げ た と き 局 線 が 閉 結 する 回 路 と 送受 器 を 取上げ , 
10 円 硬貨 を 投入 し た と き 局 線 が 閉 結 する 回 路 と の 2 方 
式 に つい て , 東京 都内 で 商用 試験 を 実施 し た と ころ , 
前 者 の 回 路 方 式 を 必要 と する と と が 判明 し た の で , 必 
要 な 改良 を 加え る と と も に 供 体 も 洛 進 的 な 薄 ピ ンタ に 
衣替え し 新春 より 全国 一 斉 に 販売 する こと に な っ た . 


図 1.7.3 47 号 形 卓上 公 上 電 話 機 


C90 ) 


っ て いる の で , 所 に よっ て は 従来 か ら あ Me 
る AL1 形 自動 式 構内 交換 機 を 取付 ける 
と と が で ぎ な いこ と, また 自動 化 の プ 語 に 
ム に 乗り , 内 線 数 200 以下 の 構内 電話 に 
る 自動 式 を 希望 する 需要 者 が ふぁ て 来 た 
の で , と これら の 要求 に 合致 する キャ ピ ネ 0 
ト に 納め た 取付 簡単 な 内 線 80 回 線 の 。 
AF-2 自動 式 構内 交換 機 が 実用 化 さ れ た 
が , 本 年 度 は , 更に 内 線 容 量 の 多い 内 線 
180 回 線 の AF-3 自動 式 構内 交換 機 ( 図 
1.7.4) の 実用 化 を 進め て 来 た . と の AF 」 
-3 は 200 番 と 300 番 の 3 数 字 の 内 線 番 


. 内 台 正 男 号 で ある が セレ クタ を 使わ ず , コン ネタ ク 
_ ’ 図 1.7.4 AF-3 自動 式 構内 交換 機 タ に 200 番 と 300 番 と を 識別 する 機能 を 。 
3 | i dG REP or 持た を せる と こと に より セレ ク タ を 節約 し た WS 3 
- 3 中 継 方 式 ( 図 1.7.5) を 採用 し 。 経済 化 ー 
] * ee 上 ティ | 補 を 計っ て いる . 4 7 Nc 2 y 0 * 
; = は 5 ; tg 
sd. CR en 
商 7 s いち いも ダイ ヤル を 回 すこ と の 類 わ し 
kr さ を 除 く た め , 20~30 の 特定 加入 者 番 冬 


ダイ ャ ル を プリ セッ ト し て お い Cs 半 記 0 k 


5 } 図 1.7.5 AF-3 自動 式 構内 交換 機 中 継 方 式 図 ボタ ン を 1 個 押す だ け で 被 呼 加入 
4 Re 1 エ 本 図 は 内 線 180 回 線 の 場合 を 示 し 190 右 線 の 場合 は 扱 者 呼出 (OPC) は 3 数 字 ダ イヤ ル = 

き (任意 な 番号 } で 呼出 す も の と す 当 す る 衝 の スス 人 
‘0 BoAr-3.SEL-CON は 著 番 , 攻 番 議 別 に ょ り 内 線 180 回 線 又 は 190 回 線 を 収容 する 共に 同一 加入 者 を 応答 する まで 反復 呼 H 


tes- OR rE 


segonnts 最 二 時 愉 に 人 Kk す る た め で 3 し テン ジス な を が Ck RK 
新 形 電話 機 が 製造 され た . 時 , 褒め 記 衝 の が 秋 で で の 


4 正式 馬 内 次 夫 
; 階 高 は 従 涼 の ビル より 佐 く な 


2 売 さき れ て きた 


a 名 栓 培 に つい て その 夫 


ts 


も 大 容 ゲル マニ = 9 ARNE 65V; 20A: 
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用 試験 を 行なっ て いた が , お お むね れ ね 良好 な 成果 を 得 た 
の で 本 年 度 は これ を 基礎 と し て 主 整流 器 の 単機 容量 
50V, 2,000 A, 総体 容量 8,000 A の も の を 名 古屋 市 
外 局 に , 単 機 容量 1,000 A, 総体 容量 3, 000 A の も の を 
京都 お よび 福井 市 外 “Sr し 近く 商用 に 入る 予定 
で あぁ ある. 各 装 置 と も 総合 効率 は 90 必 前 後 で セレ ン よ 
り 約 10% 高 い . 保 ws 置 の 動作 特性 等 に つい て 二 , 三 
検討 を 要する が , 実用 上 の 支障 は な いよ う で ある . ゲ 
ル マ ニ ウム 直流 器 は 100V 以下 の 通信 用 電源 と し て 
大 容量 の も の に 好適 で あろ う . 但し ゲル マニ ウム 素子 
が 相当 高価 の た め , 現在 の と ころ 単機 容量 2,000A 以 
下 で は セレ ン 整 流 器 の 方 が 効率 を 考慮 に 入れ て も 経済 
的 に は 有利 で ある . 将来 ゲル マニ ウム 整流 器 の 適用 艇 
囲 を 決定 する 要素 は 素子 の 価格 に よる こと が 大 きい と 
考え を らち られる. 名 古屋 市 外 局 用 「A 8,000 ゲル マニ ウム 
整流 装置 」 の 主 整流 器 の 定格 概要 は 表 1.8.1 の 通り 
で ある . 図 1.8.1, 1.8.2 は その 外観 で ある . 
次 に 2, 3 年 来 電 鉄 用 等 に 採用 され つつ あぁ ある シリ コ 
ン 整 流 器 に つい て る も 調査 中 で あぁ る が 公社 に お ける 大 部 
分 の 所 要 電 源 電 圧 は シリ コン の 大 き な 特 長 と する 高 電 
圧 特性 を 利用 する 程 の 必要 も な く , ゲル マニ ウム と セ 
レン に お ける て と 同様 に エレ メン ト の 価格 か ら 来 る 経済 
比較 が 先決 と な る . た ヾ 無線 用 電源 等 200 V 程 度 以 上 


表 1.8.1 
> 入 | 3¢ 6.600 V 
直流 出力 電圧 49V~355 V 
直 " 流 出力 二流 | 2,000 A 
最大 民 下 電 注 | 130% 以下 
効 「 そ 90% 以上 
雑 音 | 5mV 以下 


rs 1 。 


較 1.8. A-8000 eo EA 


LE 


の 電圧 を 必要 と する も の に つい て は 価格 的 な 有利 さも 
考え られ る の で 近く 試作 を 行ない , 今後 の 方 向 を 検討 
する 予定 で ある .・. 

現在 まで 公社 に お ける 直流 電源 の 大 半 を 占め て 居 た 
ャ レン 整流 器 は 上 記 の ご ど ごと く , 著しく 大 容量 の も の に た 
対し て は ゲル マニ ウム 整流 器 に 席 を ゆ づ りつ ひく あ る が 
セ ャ レン 素子 の 性 能 の 向上 , 又 そ の 製造 上 の 合理 化 か ら 
来る 経済 性 等 に より , 中 容量 以下 の 整流 器 と し て な お 
現在 の 使用 状況 が 継続 する で あろ う . 今年 度 に お いて 
は , 従来 の 主機 単機 容量 , 最大 200A を 1,000 A " ま 
で 拡大 し , より 合理 的 使用 を 推進 し て いる . な お 整流 
装置 全般 的 な 問題 で ある が , 負荷 の 増大 に 伴い 大 局 に 
だ お ける 保守 の 合理 化 を 邊 る 目的 で , 平常 時 の 運転 は 大 
半 が 監視 制御 盤 で 操作 で きる よ ょ うに 装置 の 自動 化 を 進 
め て いる . 今後 一 層 こ の 方 面 で の 進展 が 期待 され る . 
図 1.8.3 は その 一 例 と し て の 「A-8,000」 の 監視 ベン 
チ で ある -. 


図 1.8.3 A-8,000 ゲル マニ ウム 整流 装置 監視 ペン チ 


8.3 回 転機 


| 搬送 無線 用 無 停電 々 源 と し て 使用 し て いる 3 
| Eng 並び に MGG は , 従来 は 容量 が 30 kVA ま 
| で ヾ あっ た が , 市 外 回 線 量 の 増加 に 伴い 電源 容量 
| も 不足 に と な っ て 来 た た め , MGG た につい て は 本 年 
| より 50kVA の も の を 使用 し て お り , 100 kVA 
の も の る も 目下 計画 中 で ある . 3Eng に つい て も 同 
| 様 に 近く 100kVA 程度 の も の \ 採用 が 予想 され 
| る . 容 時 の 増 に 対す る 技術 的 な 問題 は , は と ん ど 
| 解決 され て いる . な 両機 種 共 , 予備 回 路 と の 切 
| 有 | 替 の 際 に も , 商用 電源 (3 Eng) も し く は 予備 機 
(MGG) と の 同期 検出 を 行なう と と に より , 切替 


記 ーー ーー 時 の 墜 断 を 除去 し , 無 停電 々 源 装置 と し て の 機能 


RL 8 2 2A -8, 000 ゲ ル マ ニ = ウム 整流 装 選 ( 応 を 開い 、 た と と る ろ ) を 高め つ \ ある. 
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NY EF AA DR RCE A a ei i v : 
は Rs : 
Ra. 135n 年 1) 電気: 通 信 学会 雑誌 第 43 巻 1 号 93 
RT I CEES Sr 
生ま 4H, 160AH の 2 種類 の 容量 の も の を 追加 し 交流 式 

、 交 
St 原 動機 市 外 集 中 局 用 と し て 全面 的 に 採用 する と と に な っ た . 
. 最近 大 形 発電 機 に 採用 され て 来 た 自 励 式 発電 機 を 使 な お 最近 , 新しい 一 次 電池 と し て 従来 の 苗 性 ソー ダー y 

用 し た 予備 = ミン ジン 装置 を , 公社 に お いて る 本 年 より " お よび 塩化 アン モン 空気 湿 電 池 に 代わ っ て , 亜鉛 酸 ソ ツー 


採用 する と と ょ ぃ いなり, さ し む き 大 阪 市 外 局 用 と し て 

1,000 kVA の 自 励 式 発 々 を 手配 中 で あぁ る. と れ に 引 

| き 続 き 陸 上 用 予備 ニ ェ ン ジン と し て は 画 期 的 な 自 励 式 

衣 2,000EVA の も の る も 計画 し て いる . 近い 将来 中 容量 以 

| 上 の も ゃ の は 大 半 自 励 式 の 方 向 に 進む も の と 考え られ 

る . 又 予 備 ェ ンジ ン も 負荷 の 増大 に 伴い , 大 容量 機 の 

| 並列 運転 を 必然 的 に 要求 され , と の 面 で の 実用 化 も 進 

られ て いる 

EF 一 方 , 無 電源 も し く は 商用 電源 の いち じ る し く 劣 悪 

| な 地区 に ぉ ける 電源 確保 の 手段 と し て , いわ ゆる 並 軒 

る 式 交 流 電 源 装置 の 試作 を 行なっ た . 本 装置 は エン ジン 

| 発電 機 を 2 基 備 え , 交互 運転 に より 連続 的 に 無 停電 に 

| 電力 を 供給 する 親 局 よ り の 操作 に より 無人 運転 も 本 

。 能 で ある - 

E 発電 機 は 
| 30kVA で ある , 長期 の 運転 に 耐え る よう , 回 転 数 は 
比較 的 低速 と し (600 rpm) 磨耗 部 分 の 機械 的 強度 を 高 
。 め , まな た 潤滑 油 の 補給 を 十分 に 行 える よう に する 等 , 

| 一 = の 特 中 な 才 趣 を 払っ た 試作 品 に つい て は 全 負 

基 で 700 時 間 の 連続 試験 運転 を 行なっ た が , 麻 耗 度 , 

その 他 特 に 機能 上 の 問題 は な く , 1 ヵ月 程度 の 連続 運 

MRE WX る Wg を た 35 年 頭 初 よ り 長期 の 

ei その 成果 に よっ て は 今後 の 無 

電 福 地区 対策 の 一 つと し て 取り 上 げ ら れる で あろ ら . 


5 革 電 池 


PS トラ 


A 
ある ンー ; 


ー ダ 空気 泥 電 池 が 登場 し た . と の 電池 は 電解 液 た 亜鉛 
酸 ア ルカ リ を 使用 し , 放電 中 に 電解 液 の 消耗 が な く , 。 
小形 , 軽 量 (重量 , 体 積 と も 従来 の る の ょ 50 へ ~60 刀 ) を 
特長 と し て いる . 特 人 性 に つい て は 調査 , 検討 中 で ある 
が , 所 期 の 性 能 が 得 ら れ ぇ ば , 磁石 式 局 用 , 宅内 用 , 
艇 香 電 碧 用 等 に 従来 の 一 導電 池 に 代わ っ て 広く 洒 用 さき 
れる と と 思わ れる . rs 
8.6. そ の , 他 OE 
8.6.1 風力 発電 機 Wg 
離島 。 山上 等 商用 電源 の 得 ら れ な い 地 区 に お ける 人 簡 「 
易 無 線 機 用 電源 と し て 風力 発電 装置 の 試作 が 行なわ れ 
て いる 5 天守 対人 が を 寺子 
予定 で ある が , 本 装置 の 概要 は 下記 の 通り で ある .「 
昌 は いずれ の 方 生 か ら の 略 と よ っ で も 回民 する 
tik: ta mw om mem 


mis 表 1 8.2 の 通り で ある 
RT BT 


風 風 速 6.5 m/s 以上 
況 | 風 況 累積 率 | 8.9% (最悪 月 5%) 
容 量 | 80W て 
3 電 丘 | 90VG0~110V) 聞 
発 | 電 流 | 0.88 A も ゃ も 
| 相 数 | 18 
周 波 . 数 60 cls 
理 出 力 | 40 W Y 
流 | 電 圧 | 7.25 V+5% 
器 | 電 流 | 5.52A 


アル ガリ 電池 容量 
個 数 
連続 放電 可能 日 数 
ンジ スタ 信号 器 - 
磁石 局 用 , あるいは PBX 用 と し て 16 
サイ ケル 出力 1W な いし 5W の トラ ンジ 
よる 信号 器 の 試作 検討 が 行なわ れ て いる .! 
CAEN 
\ 笛 ウ れる 8 あろ 


主 電池 5 個 ・ 電電 地 1 休 
13:3 日 WW NS 
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2. 国 際 通信 
正 員 有 和 性 秀 一 ( 国 具 電 信 電 話 株 式 会 社 ) 
2.1 総 説 表 2.1 取扱 量 の 多い 回 線 ( 昭 34-9 月 分 ) 


最近 の わが 国 貿 易 の 活況 に 伴っ て , 昭和 34 順位 


年 に お ける 国際 通信 の 利用 は , 年 始 か ら 次 第 RN 1 - 店 ーー 
0 ta 1| 系 港 |85,614 | 双 港 | 11,555 | オー クラ ンド | 6,91 

に 増加 の 傾向 を 々 た どっ た . これ を 一 般 電報 の 2 告 - 港 | 43,339| ハン プル グ | 2,886| 京 城 | 2,002 
通 数 テレ ックス お よび 電話 の 度数 で 示し た 。 3m ンド F > mk BA ド = ーー| 2,328| 香 港 | 1,876 
a i 4 | シンガポ ー ル |22,031 | アム ステ ルダム | 1,852 | 合 | 9% 
まう に , と くに テレ ックス の 利用 増加 は 著 し 6| ポ ペ {|1m,9%22| > = ララ 806 | 那 新 | 690 
* 3 削 信 C が パン ゴン の 9,732 を > オー を | 708|i シ ド = 240 
いも の が あり , この サー ビス の 国際 通信 に お 8 8,994 | 符 港 | 6921 バ ンド > 195 
ける 位置 が ます ます 高まっ て きた こと と を 示し 9 8,149 | シン ガ ポ ボ ポール ベン コラ ッッ 178 
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2.1 主要 業務 利用 の 推移 


’ さら に こと れ ら の サー ビス に つい て , 回 線 別 に 昭和 34 
容 年 9 月 に 例 を と っ て , 利用 の 多かっ た も の か ら 順 に 10 
回 視 を 列記 する と 表 2.1 の と と く な る . いずれ の 場合 

jb 相手 局 で さら に 他国 の 中 継 さ れる 通信 を 含ん で い 
. る が ;, どの サー ビス に お いて も 対 米 回 線 の 通信 量 が 圧 
] 倒 的 に 多い . こと これ は わが 国 の 経済 の 米国 依存 度 の 高 さ 

| を 示す も の に 外 な ら な い . 電報 に た に お いて は , と これ に 次 
EV いで 香港, シン ガ ポ ー ル お よび ロン ドン と 園 系 回 線 
| の 取扱 通 政 が 多い . と れ は , 州 , ニ = ュー ジー ラン 
本論 半 が な ど 。 世界 に 散在 する 大 英 連 邦 
6 | 諸国 どの 通信 が , ほとん ど と れ ら の 英国 直系 の 相手 局 
有 | を 窓口 と し て 中 継 さ れ て いる と と も 原因 し て いる 


CY | 一 方 電話 に お いて は , 米国 に つい で は ア et 
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| *2-International Telecommunication. By SHu- 
| ICHI ARITAKE, Member (Kokusai Denshin 
Denwa Co. Ltd., Tokyo). [資料 番号 4511] 
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通話 が 多い こと が 目立っ て いる 。 と の と と は と さだ 相 
手 国 と の 間 に 時 差 の 少な いと と が , 電話 の 利用 を 促進 
する 大 き な 要 素 で あみ ある と と を 示す も の と 言 相 よう . 

と うし た サー ビス の 外 , 国際 間 に お ける 専用 回 線 の 
利用 が 増加 し て いる . どの 現状 は 表 2.2 の 通り で;』 昭 
和 34 年 に お いて は , 航空 会 社 の 専用 電信 回 線 綱 が 逐 
次 東南 ア ジア 方 面 に 拡大 され て きた と と , また 電話 の 
専用 回 線 が 外国 政府 機関 に 利用 され 始め た と と が 特筆 


され よう 。 こ うし た 電話 回 線 は , 専用 通話 の 外 に , フフ - 


ァ ク シミ ル や デー ネタ 伝送 に も 使用 可能 と な っ て お り , 
と うし て 利用 が また 国際 通信 サー ビス の 将来 の 方 向 の 
ひと つ を 指示 し て いる も の と も 見 られ る . 


表 2.2 専用 回 線 の 現状 ( 昭 34.12.1 現在 ) 


電 信 

回 引 通信 速度 ( 毎 分 ) 電 話 
A 港 | * 10 3 1 
ハ Vy { —ー ー ーー 1 
郵 半 = ーー — 1 
京 城 1 -— ~ = 
人 台 北 ーー ーー 2 3 
栖 港 ーー — 5 a 
_ = 7 ーー ーー 3 1 
シ ジ シンガ ボ ポール ーー — i 
束 4 1 — 1 de ds 
- Rr 1 — ss ょ s 
計 12 3 


* 対 条 港 10 回 線 の 内 1 回線 は 毎 分 100 語 速度 で ある . 

レッ クス 利用 の 急激 な 増大 や , 専用 回 線 の 蔽 要 増 
は , 国際 通信 の 運用 が 従来 の 局 相 互 間 に お ける 専門 の 
ォ ペ レー タ に よる 通信 の 形態 か ら , 発信 者 と 受信 者 が 
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直接 情報 を 交換 し 合う 様式 た 移行 し っ つ あ る 姿 を 物語 
っ て いる . と うし た 傾向 は わが 国 だ け に 表 わ れ た も の 
で は な さく, 各国 に 共通 し た も の で あっ て , 国際 間 に お 
いて も , 情報 に 速 応 で きる よう な 通信 の 迅速 性 が 強く 
要求 され て きた と と を 物語 っ て いる . 

と うし た 国際 通信 業務 の 推移 の 外 に , 昭和 34 年 に 
お いて は , 

(1) 日 ・ 米 両国 を 結ぶ 海底 同軸 電話 ケー ブル の 
敷設 計画 が 決定 され た こと と , 

(2)) CCIR 総会 』 CCITT プラ ン 委 員 会 アジ ア 
会 議 , 無線 通信 主管 庁 会 議 お よび 国際 電気 通信 連合 
全権 会 議 な ど , 将来 の 国際 通信 の 方 向 を 決定 する 宣 
要 な 国際 会 議 が 集中 的 に 開催 され た と と , 

が 特 策 す べき で ある . 


2.2 テレ ックス の 発展 


わが 国 の 国際 テレ ックス は , わずか 3 年 余り 前 の 昭 
和 31 年 9 月 , 対 米 サー ビス の 開設 に よっ て その スタ 
ー ト を 切っ た : その 後 わ が 園 の 経済 に も 変動 が あっ た 
た る め , 国際 電報 や 電話 の 利用 に は 増減 が あぁ っ た . し か 
し , テレ ックス の 利用 だ け は 増加 する 一 方 で あっ た . 
対 米 サー ビス 開設 の 当初 は 対 桑 港 (RCA) 2 回線 で , 
月 に 発 ・ 着 信 合計 1,500 度数 を 疎通 し た の で あっ た 
が , 現在 で は 対 RCA 10 回 線 た に 対 マッ ケイ ・ ラ ジオ 
6 回線 を 加え で て 計 16 回 線 が 対 米 テレ ックス ・ サ ー ビ 
ス の た め に 東京 ・ 桑 港 間 に 運 用 され て いる . 一 方 欧州 
諸 園 に 対し て は , 対 ロ ンド ン ・ ア ム ス テ ル ダム 


表 2.3 テレ ックス 回 線 の 現状 ( 昭 34.12.1 現 在 ) 


ARN 


回 線 回 線 数 中 継 還 
季 港 (RCA) 10 プラ ジル ・ ア ル ゼ ンチ ン ・ 
東 で トリ 
桑 港 ( マ ッ ケ イ ) 6 PEF I 
| モン トリ オー ル 1 
局 マニ ラ (RCA) るみ 
アム ステ ルダム 3 * 欧 州 各 国 
香 港 i 
シン 1 マレ イ 連 邦 
KANE Rr 2 


* 欧 州 各 国 ・ 南 アフ リ カ 連 
邦 ・ 南 西アフリカ ・ ロ ー デ 
シア お よび ニニ アツ サン ラン 
ド 連 邦 


。 ・ 欧州 各国 の 内 容 は 次 の 通り 


オー スト リー・ ペ ルギー・ デ ンマ ー ク ・ フ イン ラン ド ・ フ ラン ス 
ーー ギリ シャ =・ ア イル ラン ド ・ イ タリ ー・ ル クセ ンプ ブル グ ・ ノ ー ル ウツ 
の エー・ ポ ー ラ ンド ・ ス ペイ ン 。 ス エー デン ・ ス イス 


プル グ 回 線 が 開設 増強 され , また と れ に 次 いで 対 マ ニ 
タモ ンド リオ ーッ ルル (カカ ナダ) らら ジジ ドニ ーー ペペ 寺 洗 で が 8 
ガ ポ ー ル 回 線 も 開通 を 見 た . その 結果 は 表 2.3 に 見 る 
よう に 直通 テレ ックス 回 線 は 合計 32 回 線 と のぼり, 
月 に 2 万 5 千 度 に 近い テレ ックス 通信 の 疎通 た 当っ て 
いる の で あぁ る. また と これ ら の 直通 回 線 を 経由 し て 中 継 
接続 され る 国々 は , 現在 表 2.3 に 付記 し た 通り , 遠く 
南米 諸国 か ら , 南ア フリ カ に まで お よん で いる .: 

と こう し た わが 国 の テレ ックス 利用 の 盛況 は , 国際 的 
に も 欧州 各国 問 の 利用 を 除け ば 誠に 頭 著 な る の で あぁ 
る . 表 2.4 は 昭和 34 年 1 月 に お いて 集計 し た 米国 に 

表 2.4 米国 に 発着 する テレ ックス 統計 の 一 部 


( 昭 :34-1 月 分 ) 

順 位 | 相手 国 | 回線 数 | 時 分 数 () 
. | = 13 78,481 
2 西 独 14 27,885 
3 英 | 9 26,976 
4 ny 6 16,945 
5 0 4 9 14,540 
6 フン "スズ ス 6 13,009 
アル ゼン チン 4 9,666 
8 A 4 T7587 
9 ER 3 7,750 
10 フィ リッ ピン 7 7;617 


発着 する テレ ックス 利用 を , 回 線 数 と 課金 し た 通信 時 
分 に よっ て 示し た 統計 の 一 部 で ある が , 日 米 間 の 利用 
が 米 英 ある い は 米 ・ 西 独 間 の 利用 を は る か に 抜い で; 世 
界 最 高 で ある と こと を 物語 っ て いる . 現在 わが 国 の テレ 
ックス 通信 は , 対 米 ・ 対 欧 お よび 対 浪 州 の 利用 が 圧倒 
的 に 多い と と は , 表 2.2 で 明らか で ある . と これ は ,』 そ 
れ ら の 地域 に と お いて テレ ックス ・ サ ービス が 並 及 し て 
いて , 加 犬 者 数 が 多い か ら に 外 な ら な い . し か し 一 方 
に お いて わが 国 の テレ ックス 料金 が 原則 と し て 距離 の 
いか ん を 問わ ず , 3 分間 9 米ドル と いう 均一 制 を 採用 
し て いる の で , 長 距 離 の 利用 ほど 一 般 電 報 に 比較 し て 
利用 者 の 負担 が 少な く て 済む 事情 も る 影響 し て いる も の 
と 思わ れる . 

また . と くに 対 欧 ・ 米 通信 に お いて は , 時 差 の 関係 
で , 相手 加入 者 を 呼出 し て テレ プリ ンタ の 鍵盤 に よっ 
て 相互 に 直接 通信 を 交換 で きる 時 間 は 限ら れ て いる . 
だ が が る" 相手 国 が 夜間 で , 加入 者 が 不在 で あっ て 
も る , 送り 返さ れ て くる 相手 加入 者 の アン サー バッ ク 人 符 
号 に よっ て 接続 を 確認 し , 通信 を 送り 込ん で お く 不 在 
通 廊 が すら ば ら 利 用 され て いる し た が っ で で れ ら 
の 回 線 の ラッ ジュ アワ ウー は, わが国 か ら の 発信 は ビ 
ジネス の 終了 する 夕刻 か ら 夜 間 に か け て 集中 し , 逆 
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に 着 信 は 欧州 か ら は 夜半 , 米国 か ら は 早朝 と な っ て い 


る ・. 

と うし た 利用 の 増加 に 対処 し て , 最近 の 対外 回 線 の 
新 増設 は テレ ックス 回 線 を 中 心 と し て 推進 され て い 
る . この 場合 , と くに 取扱 の 多い 対 米 ・ 対 欧 回 線 の 増 
強 と と る に , 今後 は テレ ックス ・ サ ービス の 実施 に 次 
第 に 路 切 りつ つ あ ぁ ある. 東南 ア ジア 各国 と の 回 線 の 開設 
に る 宣 点 を 置い て 行こ うと し て いる . 現に 近く 対 カ ラ 
チ の サー ビス が 開設 を 見 る 外 , 対 台 北 つ いで 対 ジ ャ カ 
ル タ の テレ ックス 開通 る 予定 され て いる . 

一 方 国内 に お ける 国際 テレ ックス 加入 者 の 増設 も 悲 
次 実施 され , 現在 , 東京 ・ 大 阪 ・ 横 浜 ・ 名 古屋 お よび 
神戸 の 5 都市 で 計 363 加入 と な っ た ・ こ とこ の 外 , 電電 公 
社 の 国内 加入 者 の うち 180 加入 が , 符号 変換 装置 に よ 
っ て 国際 テレ ックス に 接続 可能 と な っ て いる . 

さて , こう し た 要請 に 対応 し て テレ ックス 回 線 を 新 
増設 する 場合 , 常に 問題 と な る の は 短波 周波 数 の 不足 
で , と これ に 対し て は 色々 な 多重 電信 方 式 が 採用 され て 
W る . 国際 無線 テレ ックス 回 線 は , CCITT の 勧告 に 
基づい て , 必ず ARQ (誤字 自動 訂正 装置 ) を 使用 し 
て 構成 され る が , ARQ その も の が 2 また は 4 通信 路 
の 時 分 割 多重 電信 装置 に と な っ て いる . 

と の ARQ に つい て は , 昭和 31 年 9 月 対 米 テレ ッ 
クス 開設 の 当時 , 全 電 子 管 式 国産 機 が 完成 し て お り , 
そ ぞ その後 すべ て と れ を 採用 し て きた . し か し ARQ 上 最 
近 は 半導体 素子 使用 に 移行 し つつ あり , 現に 西独 シー 
> マズ 社 で は 全 ト ラン ジス スタ 式 ARQ を 商品 と し て 供 
給 し 始め て いる . これ に 対し て , わが 国 に お いて は 国 


| 産 の パラ メト ロン 素子 を 基 と し た 独特 の ARQ を 完成 


すべ くさく, 試作 研究 を 進め て きた その 成果 が 実っ て , 昭 
和 34 年 秋 に 試作 実用 機 が 完成 し , 現在 東京 ・ ア ム ス 
テル ダム 回 線 に 試用 され , 好成績 を 収め て いる 

と の パラ メト ロン 式 ARQ は , 約 2,500 個 の パラ 
メト ョ ン 素 子 と , 250 個 の トラ ンジ スタ を 中 心 に 2 通 
信 路 用 ARQ の 全 回 路 を 構成 し た も の で , 図 2.2 の よ 
に 2 通信 路 用 2 台 が 1 架 た 収め られ て いる . 4 通信 
店 用 と し て 使用 する と き は , 2 通信 路 用 2 台 を 内 部 接 
続 す れ ば よい . 規格 は CCIR で 定め られ た 国際 標準 に 
完全 に 一 致し て お り , 消費 電力 は 4 通信 路 全 部 動作 さ 
せ て 約 500VA と , 全 人 電子管 式 の 数 分 の 1 と な っ て 
いろ る . 今後 増設 され る ARQ は すべ て と の パラ メト ロ 
ン 式 を 採用 する 方 針 で , と これ に よる る スペース の 節約 
と , 保守 の 簡易 化 は , ARQ の 設備 数 の 増大 に 伴っ て 
大 き な 効 果 を 発揮 し よう . 


裏面 図 


正面 図 
図 2.2 完成 し た パラ メト ロン ARQ 
試作 実用 機 (2chx2) 


一 方 , 対 米 の よ ょ うに, 所要 回 線 数 が 4 回 線 を 超え る 
場合 は 。 FSK 音声 周波 多重 電信 を SSB 変調 方 式 に 
よっ て 送 ・ 受 信 す る 周波 数 分 割 多重 方 式 が , 本 格 的 な 
方 向 の ひと つと し て 商用 に 供 せ られ 出し て 来 て いる 
わが 国 で も 340c/s 置き に 配列 され た 音声 周波 の 副 搬 
送 波 に 170 c/s 幅 の シフ ト を 与え , それぞれ に 2 通信 
路 ARQ を か ける SSB 多重 電信 方 式 が 近日 中 に 東京 ・ 
柔 洪 (RCA) 回 線 に 採用 する こと と な っ て いる 。 こ と の 
方 式 に よれ ば 3 kc 帯域 で 18 通信 路 が 運用 可能 と な る 
が , さら に 副 搬 送 波 の 間隔 お よび シフ ト 幅 を 半減 し 
て , 倍 の 通信 路 を 収容 する 多 軍 方 式 も 実用 の 可能 性 が 
充分 ある の で , と これ に つい て の 対 米 通信 試験 も 行なっ 
kT 


2.3 日 米 海底 同軸 ケー ブル の 計画 


昭和 34 年 始め か ら , KDD と AT&T の 間 で , 日 
米 間 海底 同軸 電話 ケー ブル の 肖 設 に つい て , 具体 的 な 
話合い が 行なわ れ て きた . その 結果 , 構想 の 大 綱 が ま 
と め ら れ た の で , 5 月 CCITT の プラ ン 委 員 会 アジ アァ 
会 議 が 東京 で 開催 され た 機会 に , 日 ・ 米 両国 で 発表 を 
見 た . そ の 概要 は ほ ば 次 の ご ど と く で ある .. 

(1) KDD と AT&T は 共同 し て 1965 年 前 後に 
日 米 間 海 底 電 話 ケ ー ブ ル を 敷設 する . と の ケー ブ 
ル は 多分 ハワイ ・ 日 本 間 を 新設 し , ハウ イ と 米 本 土 
間 は 既設 ケー ブル を 利用 し て 接続 する と と と な ろ 
う . この 場合 既設 ケー ブル の 容量 が 不足 する 場合 
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は , TASI (自動 切替 挿入 多重 電話 装置 ) を 採用 し , 

通話 路 の 増加 を 計る . 

(2) と の 新設 ケー ブル に は 1 条 で , 双方 向 の 通 

話 が 伝送 で きる も る ので, 電話 100 回 線 以 上 の 容量 を 

有する も の を 予定 する : と の ケー ブル は 電話 用 で あ 

る が , 通信 路 に 余裕 が あれ ば 電信 に 使用 する と と 

の が 2 半 ea る 

3) で の ケー ブル の 建設 費 は , と これ を 利用 する 
関係 各国 の 通信 事業 者 が それぞれ 回 線 を 使用 する 

割合 た 応じ て 分 担 し , 完成 後 は それ ら の 共有 財産 と 

する . そし て それ ら 各 国 間 の 通信 に 主として 利用 す 

る が , 支障 が な けれ ば 他国 と の 中 継 通信 に 使用 する 

と こと を 妨げ な い . 

ご どう し た 構想 と 基づい て 敷設 され る 日 米 ケ ー ブ ル に 
つい て は , その 技術 設計 , 経由 ルー ト , 回 線 の 使用 割 
合 , 建設 方 法 な ど , 現在 日 ・ 米 両国 で それ ぞ れ 検討 を 
加え て いる 段階 に と ある . し た が っ て 技術 条件 に つい て 
も 未定 の 部 分 が 多い が , 現在 一 応 明 ら か に され て いる 
の は 次 の 諸点 で ある . 


(a) ケー ブル は ほぼ ぽ 図 2.3 の よう な 構造 の 軽量 
(Light weight) 同軸 ケー ブル を 予定 する . その 特 
長 は , 従来 海底 ケー ブル に は 不可 欠 で あっ た 鉄線 外 
装 を 廃止 し , その 代り 抗 張力 を 保つ た め に 鋼 燃 線 を 
ケー ブル の 内 孝 導体 の 中 に 挿入 し た と こと で ある . と 
れ に よっ て , 同一 の 外 径 の ケー ブル な ら , 外部 導体 
の 径 を 太く する と と が で き , 当然 損失 が 少な く な る 
の で , 多く の 通信 路 を 伝送 で きる ケー ブル を 得る こと 
と が で きる の で あぁ る. とこ の 軽量 ケー ブル の 高周波 に 
お ける 損失 は , 1Mc た に お いて 1 海里 当り 3dB 史 
と 推定 され る . . i 


(5) 中継 器 は , その 増幅 周波 数 帯域 幅 を 高低 に 
© 


⑨ 鋼 括 線 (1 本 的 ) 

② 内 部 導体 ( 外 径 0.335 イン チ =0.85 cm) 

③⑧ ポリ エチ レン 充て ん ( 外 径 1} イン チー=2.54 
cm) 

⑧ 外部 導体 

⑤ ポリ ェ エチ レン 外装 ( 外 径 1.25 イン チ = 

3m ; 

図 2.3 軽量 ケー ブル の 構造 
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2 分 し , 1 個 で 往復 の 通話 路 群 を 中 継 す る 双方 向 形 
を 採用 する 予定 で , これ に より ケー ブル を 1 条 で 湾 
ます こと と が で きる "し た が っ て 従来 の 単 方 向 形 中 継 
器 を 使用 し た 2 条 方 式 た 比較 し て , 建設 費 は 著しく 
経済 的 と な る . た だ し ケー ブル が 無 外 装 の 軽量 ケー 
ブル で ある の で , 中 継 器 の 外装 を ケー ブル と ほぼ ば 同 
様 な 屈曲 性 を も っ た 可 観 形 (Flexible type) と する 
と こと に は , ケー ブル と の 接続 構造 の 点 か ら 無 理 が 
ある . じじ た が っ て 外装 は 数 千 m の 海底 の 水圧 に 充 
分 耐え うる , 鋼鉄 の ケー ス に 中 継 器 を 収容 する , 硬 
直 形 (Rigid type) と な る . と これ に より 可 携 形 に 比 
較 し て 複雑 な 回 路 の 採用 が 可能 と な り , また 高周波 
に お ける 特性 も より 安定 と な る . た だ し 敷設 ゃ 修理 
に 共 し て は 可 携 形 の 場合 の よう に , ケー ブル と ほぼ 
同一 に 取扱 うと と は 困難 で ある の で , 特殊 な 工法 が 
要求 され る . 

と うし た 中 継 器 の 利得 は , 最高 周波 数 で 60dB 位 
が 限 席 で ある. 太平洋 テー ブル の 場合 , CCITT 規 
格 の 4kc 間隔 で 96 通話 路 (3 kc 間隔 な ら 128 通 
話 路 ) と すれ ば , 最高 周波 数 は 約 1Mc と な る . し 
た が っ て 約 20 海里 ご ど と に と うし た 中 継 器 が 挿入 さ 
れる こと とき 交 る 訳 芯 ある を る. 

(c) "電源 は ケー ブル の 両端 末 の 陸上 局 か ら , 中 
心 導体 と 地 気 を 利用 し て , 高圧 直流 で 供給 され る 
と の 場合 は 所 要 電 圧 を 2 分 し , 通常 両端 末 か ら 逆 極 
性 と し て 半分 ずつ 供給 する . し た が っ て ケー ブル 区 
間 の 中 央 近く で は , 中 心 導体 と 地 気 と の 電位 差 は 最 
少 と な る . : 

さて , 中 継 1 区 間 に お ける 電圧 降下 は 中 継 器 1 個 
を 含め て , 約 80V と な る . 今 東 京 ・ ハ ワイ ィ イ 間 の ケ 
ー ブ ル 長 は 4,500 海里 と な る の で , と これ に 挿入 され 
る 中 継 器 数 は 約 225 個 に 達する . し た が っ て 所 要 供 
給電 圧 値 は 計 18,000V と な り , と うし た 高圧 に 売 
分 耐え うる ケー ブル を 使用 する と こと は 経済 的 で な い 
の で , 東京 ・ ハ ワイ 間 に 少 な く と も 1 か 所 の 陸揚げ 
地点 を 設け る 必要 が ある こと こと と な る . 


2.4 国際 会 議 の 動向 


わが 国 は その 地理 的 位置 か ら , と か くく 国際 的 な 電信 
電話 の 動向 に つい て は 践 遠 た に なり 勝ち で あっ て , と これ 
が 国際 通信 の 計画 や 技術 を 推進 し て ゆく 場合 に 常に ハ 。 
ン デ ィ キ ャ ッ プ と な っ て くる し た が っ て 国際 会 議 の 
場 に な お いて 明らか に され る 各国 と くに 欧米 諸国 の 意向 
に は 常に 注目 を 要 ず る. 


| 信用 の 全 送信 機 の 不要 ふく 射 を 新 3 
| 御 限 内 に 収め うる 見 通し を 得 た 。 ^ ペド 


】 は , 不要 ふく 射 50mW 以下 と い 


有 | dB 以下 と な る の で , 一 部 な お 検 
| 射 の 余地 を 残し て いる . 


」 条件 に 対し て も , 欧米 諸国 の な か 
有 有 】 に は な お 不満 足 で ある と し , さら 
に 一 段 と 厳格 な 基準 の 適用 を 要求 
「 する 意見 も あり , また 新興 国 に は 
これ に 反対 する 国 も 多い . し か し 


妥 和 34 年 に 集中 的 に 開催 され た 重要 な 国際 会 議 の 
最後 の し めく くり を つけ る , 国際 電気 通信 連合 全権 委 
員 会 議 と 無線 通信 主管 庁 会 議 は , いずれ も 現在 ジュ ネ 
ー ブ に お いて 続行 くさ れ で いて , まだ 結論 を えて いな 
いい 計 層 だ が みみ で こさ で で は 4 月 に ロス アァ ン ゼ ルス で 開 
か れ た 第 9 回 CCIR 総会 と , 5 月 東京 で 開催 され た 
CCITT プラ ン 答 員 会 アジ ア 会 議 に お ける 討議 の うち , 
と くに 国際 通信 の 将来 に と っ て 注目 を 要する も の を 和 紹 
介する に 止め る . 

(1) CCIR に お いて は , まず 周波 数 と くに 短波 
周波 数 の より 効率 的 な 利用 を 計る た め の 技 術 基準 の 
確立 に 議論 の 中 心 の ひと つが 置か れ た . その 結果 と 
じ て , 第 1 に 短波 国際 通信 の 発射 電波 の 質 を 一 層 向 
上 する た め の 新 し い 電 波 規 正 条件 が 勧告 され た . と 
れ は 今後 新設 され る 送信 機関 し て は ,4Mc な いし 
29.7 Mc に お ける 周波 数 の 許容 偏差 を 現行 の 半分 す 
な わ ち 100 万 分 の 15 と する と こと, お よび 30 Mc 
以下 の 電波 に 伴う 高調 波 な どの 不要 ふく 射 を , 基本 
波 電 力 の 40dB 以下 で , か つい か な る 場合 も 50 
mW を こえ て は な ら ぬ と する も の で ある . 

と うし た 傾向 に 対し て , われ われ は 既に 現存 する 
送信 機 に つい て も , と の 新 基準 が 確保 で きる よう 対 
。 策 を 検討 し て きた . その 結果 , 周波 数 安定 度 に 関し 


"て は , 水晶 発振 子 お よび 発振 回 路 の 標準 化 を 強化 す 


る と と に よっ て , 既に じす べ て の 送信 波 を と この 新 許 容 
偏差 内 に 収め る と と に 成功 し た . 一 方 , 不要 ふく 射 
の 皇 要 部 分 で ある 高調 抑圧 対策 に つい て は , 全 送 信 


 ]「 機 を 周波 数 遂 倍 段 の な い 直 線 増幅 様式 に 改造 する と 
と る も に, 空中線 と の 出力 結合 部 に 周波 数 和 帯 に 応じ た 


高周波 低 域 ろ 波 回 路 を 挿入 する 等 
| の 措置 を 講じ た.。 と これ に よっ て 通 


~ 
2 “. 
G 
= 


ri 


| た だ 大 電力 の 国際 放送 機 に つい て 


うぅ 条件 は 聞 本 波 に た いし て -60 


と の よう に 強化 され た 電波 規正 


東南 アフ リカ 
西アフリカ を 経て 英 還 へ 
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全体 と し て は , とこ うし た 技術 基準 を 除 々 に 向上 させ 
て ゆく と と は 止む を 得 な いと する 意向 が 強く , われ 
われ も 次 の 段階 に 備え て 研究 を 進め る 必要 が ある . 

第 2 に , 周波 数 を 能率 的 活用 する 多 宣 方 式 , と 
くに 短波 の 多重 電信 方 式 の 開発 と 標準 化 に つい て も 
色々 と 論議 され た . その 結果 今回 は ARQ 多重 装置 
の 国際 標準 を 細部 に わた っ て 確定 する と と も た に, 
ARQ の 使用 を 推奨 する 勧告 が 採択 され た . また ト 
ッ ウイ ンプ レッ クス 2 通信 路 方 式 並び と とれ と ARQ 
装置 を 組合 せ て , 4 また は 8 通信 路 を うる 多重 方 式 
に つい て も 運用 の 標準 を 定め た . 

第 3 に , 短波 周波 数 以外 の 電波 に よる 長 距離 通信 
の 実用 性 に つい て も , 検討 が 加え られ た . 結論 と し 
て は 現在 な お 短波 通信 に 代え うる よう な 無線 通信 方 
式 は 求め られ ず , 次 の 段階 と し て 人 工 衛 星 に よる 中 
継 通信 方 式 に 大 き な 期 待 を 浮 び あがら せる 結果 と な 
ドー 

すなわち , 電離 層 お よび 対流 較 散 乱 波 通 信 方 式 , 
並び に 流星 電離 を 利用 する 間 け つ 通 信 方 式 な ど に つ 
いて 検討 され た が , いずれ る も 国際 通信 に 広く 利用 す 
る に は 距離 に 制限 が あり , 一 般 性 が な いと と が 次 第 
に 明らか に され た . 人 工 衛 星 中 継 通信 に つい て は , 
と くに 米国 が その 実現 に つい て 確信 を る っ て お わり , 
海底 同軸 ヶ ケー ブル 方 式 の 次 に , 国際 通信 の 有力 手段 
と し て 登場 する も の と し て , その 開発 た 全力 を あげ 
て いる . 現在 当面 する 最大 の 問題 は , 衛星 を いか に 
し て 通信 に 最適 な 軌道 に た , 確実 に 打ち 上 げ る か に あ 
る 。、 た だ , と れ が 解決 し た 場合 , 次 に その 衛星 を , 
各国 が どの よう な 取 極 め に よっ て , 広く 国際 通信 だ に 


図 2.4 CCITT プラ ン 委 員 会 アジ アァ 会 識 で 採択 され た 海底 ケー ブル 計画 
(98 ) : 


rr 


Or. 
こ 2 KK 
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共通 に 利用 する か が , 国際 的 な 解決 を 要する 問題 と 
OE I 

(2) 5 月 の CCITT プラ ン 委 員 会 アジ ァ 会 議 に 
お いて は , アジ ア 地 域 を めぐ る 海底 電話 ケー ブル 綱 
の 構想 が , 米 ・ 英 お よび わが 国 か ら 提 案 さ れ , 各国 
の 同意 を 得 て 採 択 さ れ た と と が 最も 注目 され る . 

と の 海 座 ケー ブル 計画 は 図 2.4 に 示す る も ので, 第 
1 た を 日 本 を 中 心 と し て 東 は 米国 と , 西 は 台北 ・ 香 
洪 ・ マ ニラ 等 を 経由 し て 東南 ア 各 国 を 結ぶ ケー ブル 
網 と , 第 2 に 演 州 か ら 北 上 し て マレ イィ イ 半島 に 至り , 
さら た に 西 に の び ぴ び て イ ンド ・ セ イロ ン ・ パ キス タン を 
経由 し , アフ リカ を 回 り 英 本 国 に 行く , 英 連 邦 世 界 
一 周 ケ ー ブル 網 の ふた つが , その 中 心 を な す もの で 
ある . 

こと の 両 ケ ー ブル 網 は , 図 の よう に マレ ー 半 島 に お 
いて 相互 接続 が 可能 な 形 と な っ て いる が , 一 方 に お 
いて わが 国 か ら 東 南ア に の びる ケー ブル 綱 は , す で 


に プラ ン 奏 員 会 の 欧州 , 中 東 ア ジア 会 議 で 決定 され 
て いる .。 ア ジア 各 国 を 陸路 経由 し て , 中 近東 か らち 欧 
州 に の びる 通信 軸 線 に も る , 直接 接続 され る よう 計画 
され て いる 点 が 注目 され よう . 

と この ケー ブル 網 計 画 は , さら に 昭和 35 年 秋 の 第 
2 回 CCITT 総会 に 付議 され , 正式 た 決定 され る も 
の と 思わ れる . し か し , と の 計画 の 実現 に つい て は j 
関係 各国 の 緊密 な 協力 と に まつ と と ころ が 多く , と の 場 
合 そ の 建設 に 必要 な 多額 の 資金 を どの よう に し て 調 
達する か が 問題 に な ろう .。 し た が っ て 日 ・ 米 ケー ブ 
ル の 場合 と 異な り , と こう し た 大 通信 幹線 が 完成 を 見 
る まで に は , な お 多少 の 年 月 を 要する もの と 思わ れ 
る . この 場合 アジ ア に お ける 通信 の 先進 国 と し て ; 
わが 国 と 東南 ア 諸 国 を 結ぶ 海底 ケー ブル の 建設 を 率 
先 提案 し た 日 本 の 責務 の 大 な る と と を 心がけ る べき 

(で あお る ろう 


3.1 は し が さき 


昭和 33 年 度 に つづ いて テレ ビ 受 信 契 約 者 の 増勢 は 

著しく , 遂に た 33 年 度 ま で の 総数 の 2 倍 を 越え , 三 百 
万 の 線 を 突破 し た . 殊 に 東京 都 等 4 都府県 が 30 必 以 
上 の 普及 率 を 示し 全国 平均 も 17 必 強 と な っ た と と は 
TV が 国民 生活 に 深く 結び つい て 来 た と と を 如 実 に 物 
語 う で て で いる. 
一 方 放送 局 の 建設 も 着 々 進み , チャ ネル プラ ン 発 表 
の テレ ビ 放 送 局 (NHK, 一 般 放 送 局 ) 109 局 の 約 70 
が 完成 し , こと これら の 局 で サー ビス で き な い 地区 の 対 
策 と し て 小 電力 局 の 設置 と いう ぅ TV 局 建 設 の 第 二 段 階 
が 大 きく クロ ー ズ アッ プ さ れつ つ あ る . 

| 本 年 3 月 , 番組 の 自主 的 な 適正 化 , NHK の 公共 的 
性 格 の 明確 化 , 一 般 放 送 の 息 主 性 の 確保 等 を 中 心 と す 
る 「 放 送 法 の 一 部 を 改正 す る 潜 律 案 」 が 国会 を 通過 


] し , 放送 法制 定 後発 展 の 著しい 放送 界 の 現実 た 則 し , 
その あり 方 を 規定 する と こと と な っ た . 


*3-Broadcasting. By YOSHIKATSU SAWAMURA, 
Member. (Japan Broadcasting Corporation, 


| Tokyo). [資料 番号 4512] 
ET 2 0 の - @99 う 


UDC 654.19 (520) “1959” 
= 
克 (上 理 本 放送 協会 ) 


又 こ の 年 は わが 国 に お ける 教育 TV 発足 の 年 と じ で 
も 記念 する べき で あろ う . その 他 , 超短波 放送 の 必要 
性 が 一 層 認 識 さ れる と 共に その 使用 周波 数 帯 に つい て 
真剣 な 議論 が 行なわ れ , 生み の 苦し み を 味 っ て いる 
叉 国際 放送 は 実質 的 な 大 拡 却 が 行なわ れ た . 

四 月 に は 皇 太 子 殿 下 御 成婚 の TV 中 継が 行なわ れ , 
全国 民 が と き を 同じ くし て 奉祝 有 押し 上 げた と と は 新 
し い 時 代 の 御 府 事 に ふさ わし いこ と で , また TV 中継 
と し て も 種々 の 新しい 試み が な され た . 


人 


昨年 6 月 1 日 は 3 年 に 1 度 の 標準 放送 再 免 許 の 年 で 
あっ た の で , 郵政 省 で は 特に 都市 雑音 の 増加 並び に 外 
国電 波 混 信 等 に 対処 し て , 標準 放送 周波 数 割当 計画 の 
一 部 修正 を 行なっ た . 概要 は 次 の と お り で ある . 


'} Ci15) 
(94) 
一 般 放送 19 27 (101) 


周波 数 変更 は 10 月 1 日 に 一 斉 に 行なわ れ , 増 力 を - 


NC 
a i 
* 
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認め られ た 局 は 10 月 1 日 以降 原 次 増 力 を 実施 し つつ 
ある . 

叉 8 月 か らち ら ジ ジュネーブ で 開か れ た 無線 主管 庁 会 議 で 
は 新興 国 の 電波 要求 が と りあ ぁ あげ られ , 特に 韓国 か ら 
は , 同国 の ラジ オォ 放送 用 電波 の 要求 に 対し , わが 国 の 
好意 的 協力 を 求め て 来 て お り , 出席 中 の 両国 代表 の 間 
で 折衝 が 行なわ れ た が , わが 国 と し て も ある 程度 の 考 
殿 を 払わ ざる を 得 な い 情 勢 に あり , 増大 する 混信 波 や 

音 の 影響 も 相まって 標準 放送 用 の 周波 数 は ます ます 
鶴 迫 を つげ る も の と 思わ れる . 

2 A NHK 

前 述 の よう に , けい 光 灯 お よび その 他 の 電気 器具 等 


表 3.1 NHK 昭和 34 年 度 新 増 設 ラ ジオ 局 計画 表 


臣 計 力 き | 、、 新 | 漠 カ 
10kw | | 四 12 般 岡 1,2 
5kW | 防府 12 
徳島 等 18 局 各 第 1 
1kw | 鳥取 等 13 局 各 第 2 
0.5kw | | 佐世保 172 
01kW | 第 1 放送 8 局 ( 計 穫 ・ 衝 | 新居 誠 等 7 局 各 第 1 第 ?2 
才 ・ 清 河 ・ 相馬 原町 
第 る 誠 迄 局 (も 尼 ・ 都城 * 


・ 新 見 ・ 阿 久 根 ・ 城 辺 ・ 池 
田 ・ 上 田 ・ 小 林 ・ 根 室 ) 
0.05kW 格 す 放 傘 り 局 ( 河 失神 間 r 


以下 川本 ・ 串 間 ・ 輪 島 ・ 古 座 ・ 
宇和 ・ 郡 上 八幡 ・ 島 原 ) 


表 3.2 一 般 放送 局 昭 和 34 年 中 完成 局 一 覧 表 
( 昭 34.12.1 現在 民放 連 弘 報 部 調べ ) 


増 カ 
大 限 朝 日 。 大 阪 毎日 大阪 


注 テレビ は 砂 育 TV を 含む , 12 月 開局 予定 局 (NHK 4 局 一 般 放送 4 局 を 含ま 
Eg 

*2 テレ ビ で は 0.05kW 以下 . 

ラジ オー 般 放 送 で は 0.04 kW. 


の 著しい 発展 に 伴う 雑音 の 増加 , お よび 外国 電波 等 に 
よる 夜間 混信 被害 を 救済 する た め , 
の よう に 放送 局 の 新 増設 並び に 既設 局 の 増 力 等 が 実施 
され つつ あぁ あり, 全部 完了 する と 第 1 放送 は 99.2 少 , 
第 2 放送 は 96.4 紀 の カバ レー ジ と な る 予定 で ある :! 
3.2.2 一 般 放 送 

表 3.2 の よう に K, 12 月 まで に 6 局 が 新設 , 開局 し , 
再 免 許 に より 増 力 を 認め られ た 局 (27 局 ) の うち , 13 
局 が 増 力 を し た . な お , 34 年 度 中 に は あぁ と 6 局 が 増 力 
する 予定 で ある . 

3.2.3 外国 電波 の 混信 
表 3.4 の よう に 外国 電波 の 到来 状況 は 逐 年 増加 し て 
いる が 今年 は 前 記 の 再 免許 に も と づく 周波 数 変更 お よ 
び 表 3.1,3.2 の よう な 新設 増 力 が 行なわ れ た に も か か 
わら ず , な お , その 被害 は 増加 する 勢 に ある . 

表 3.4 外国 電波 到来 状況 の 推移 (電界 強度 別 ) 


lmVim | 0.3~1 |0.1~0.3 |0.03~0.1 計 
年 以上 | mvim | mVim | mVim 
昭和 27 年 12 月 2 渋 2 渋 7 波 
* 29. 12 1 8 23 
* 31. 12 3 7 32 
” 32. 11 2 8 34 
* 33. 11 5 7 36 
» 34. 11 3 9 42 


3.3 テレ ビジ ョ ン 放 送 


昭和 34 年 は , 前 年 に 引続き , 昭和 32 年 -10 月 一 
斉 予 備 免 許 を うけ た 局 が 相次い で 開局 し NHK お よび 
一 般 放 送 局 合計 40 数 局 が 放送 を 開始 し た . 東京 で は 
年 頭 に 世界 最高 を 誇る 「 東 京 タ ワー」( 約 333 m) が 売 
成 し , NHK 総合 テレ ビ を は じ る め 3 局 が 放送 を 始め , 
明 年 中 に は , 出力 50kW へ の 増 力 , NHK 教育 TV, 
ラジ オ 東 京 TV の 移設 な ども 考慮 され て いる 。 又 電波 
法 諸 規則 の 改訂 に より 既設 局 , 新設 局 共 , 音声 送信 機 
出力 を 映像 送信 機 出 力 の 1/2 か ら 1/4 へ 減 力 す る 変更 
も 順調 に 行なわ れ , 予定 どおり 6 月 に 完了 し た . 

また , と これら の 局 の 周辺 で , 充分 サー ビ 
ス を 得 ら れ な い 地 区 た つい て の 小 電力 局 
(いわ ゆる サテ ラ ィ イト 局 , ブー スタ 局 ) に 
つい て も 順次 予備 免許 が 与え られ た . 一 方 
TV 局 の 増設 に より , その カ パ レ ー ジ も 全 
国 世 帯 数 の 約 80 必 に 増加 し , 聴 視 者 数 る 
増加 の 1 途 を た どり , 10 月 に た は 300 万 世帯 
を 突破 し た ( 表 3.5). 

又 テ レビ ジョ ン に 投 ぜ られ た 広告 費 も 


(100) 


34 年 度 は 表 3.1「 


0 0 
0 4 7 0 攻 123 101 4.7101 4.7 10A 


100 信 円 を と な ラジ オ の それ に 迫っ て いる . 
放送 事業 の 拡充 特に TV 放送 の 曜 進 に 伴い , ロー カ 
ル 放 送 の 必要 性 か ら 各 主要 都市 に 総合 的 な 放送 会 館 の 
_ 和 建設 が 盛ん に な っ た . 
NHK で は 9 月 東京 内 幸 町 の 旧館 に 隣接 し て , 延 約 
3,650 坪 の 新館 を 増築 し , 旧館 と 合せ て 約 12,000 是 
の 大 会 和 と し に 外 , 札幌 , 福岡 に も 放送 会 館 を 新設 し 
に 一般 放送 も , 東京 ・ 名 古屋 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 熊 本 
の 他 各 地 に 近代 的 な 放送 会 館 を 建設 し 34 年 内 に 完 
A し た oR 十 指 を 越え , 35 年 3 月 まで に 完成 
本 予定 の 8 の を 含め る と , 約 15 a 
に 総合 テレ ビジ 


表 3.6 NHK 困 和 34 年 開局 TV 局 一 覧 表 


局 名 | Ch | 場所 | 映像 出力 | 空中線 開局 年 月 
福 鳥 9 | 笹 森 山 3kW 6ST ‘4.988 Dt 
鳥 取 | 31 鉢伏 山 | 1kW | 8ST( 指 ) | 34 
徳島 3 | 帳 山 1kW 6 ST 

診 有 森 3 | 應 森 山 5kW 8ST 

防府 9 上 詳 滋 ) 寿 1kW |10SG( 指 ) 

福 井 9[ 喝 ' 羽 「 由 中 SEWw 6ST 

RR 2 | 十文字 原 3kW 6 ST 

甲 府 2 | 坊 ヶ 財 | 3kW 6 ST 

8" 続き 灯 計 再 lkWw |12ST 

浜 松 4 | 生 山 lkW 8 SGGE) 

帯 ・ 広 4 | 三 東 ! 凸 1kWw |12ST 

名 路 9 |「 縮 ヶ 岡 1kW |12ST 

引っ 江 も.[ 受 , : 林 ) 夫 3kW |12ST 

矢 訓 調 8 森 5kW | 12ST 


10kW 
10kW 


東京 都内 
12 | 生 愉 山 | 3 
局 が 開局 し , 43 局 と な り 東京 , 大 阪 は そ 
4 局 ず つが キー・ ス テー ショ ン と し て 活 忠 し で 
また 長野 。 所 地区 く と 対し て , 一 般 放送 と し て 始め て 
の 小 電力 テレビ 局 の 予備 免許 が 与え られ た 。 RN 


n 
MN 


3:4 カラ ー・ テ レビ ジョ ン 

VHF 帯 の カラ ー・ テ レビ 実験 放送 は , 昭和 34 年 2- 
月 か ら ラ ジオ 東京 も 開始 し た の で, 34 年 度 は NE 

表 3.7 商業 放送 局 昭 和 34 年 開局 TV 届 下 CE 


長崎 稲佐 山 


; 1kw 
ww emiiOn 68% を カペー し て い だ 日本 間 音 テレ ピ | 10 [mem | roxw 
長崎 放送 佐世保 | 10 | 佐世保 鳥 帽子 岳 | 1kW | 12ST 
の と お り , 10 局 が 開局 し た ほ 富士 テレ ピ ビ | 8 | 東京 都内 、 10kW 
。 東京 総合 テレ ビ の 井 給 を 始め , 画 館 , 松山 毎 日 放 送 | 4 | 大 阪 生 区 山 | 10kW 
、 4 九州 朝日 放送 * 福岡 市 内 10kW | 
力 を 匠 し , また _ 月 末 ま で に は 帯広 日 本 海 テ レビ | 1 | 鳥取 鉢 供 山 | 1kW 
RT SFE その カバ レー 北海 道 放送 室 開 | 14 | 室 開 訓 生 山 | 1kW 
北日本 放送 ド 富山 。 披 山 3kWw_ 
REA ER tm 4 | 広島 黄金 山 | 5kw | 
ラジ オォ 熊本 11 | 熊本 金峰 山 | 1kWw | 
ラジ オォ オ 南 日 本 | 1 | 鹿児島 城山 SkW 
東 放 送 | 1 | 人 騙 10kWw 
札 レビ 放送 | 5 | 札幌 市 内 っ 10kwWw 
る え 高知 | 8 | 高知 五台山 | 1kwW |12987 
四 LK 1 徳島 周山 1kwW | 6ST 
岩 手 - 放 送 | 6 | 岩手 新山 | 3kW」 
ラジ オ 青森 | "1 | 青森 訂 森 山 - | 5kW 
>) ォ 山 中 | 1 | 徳山 大 平山 lkW_ 
8 生存 i 二 5N 大 作 に 邊 次 字 眼 3TEW 
ラ ジオ 山陰 | 10 | 松江 枕木 山 | 1kW | 12S 
夫 A 寺 tO | 甲府 坊 ヶ 燥 3kW_ i 
em: 1kW 2 sr 


承 ぎ 
1kW wT 


102 昭和 34 年 度 に お ける 通信 ※ ょ び 電 子 応 用 の 事業 展望 * 放送 


NTV. と 共に 東京 の 3 テレビ局 で , ほとん ど 毎日 , 
カラ ー の 定時 番組 が 組ま れる よう に な っ た . 本 放送 の 
開始 に つい て は , 前 年 に 引続き 論議 され た が , わが 国 
の 標準 方 式 の 決定 は 34 年 内 に は 行なわ れ な か っ た . 
し か し , NHK が 9 月 14 日 か ら カ ラー 番組 の 送出 を , 


従来 の 技術 研究 所 の 仮 ス え タ ジオ か ら 放 送 会 館 新 館 に 新 


設 じ 7z カ ラー 専用 スタ ジオ に 移し た の を は じ め , 各局 
Re ラフ イフ が 22 
テー プレ コー ダ 等 の カラ ー 用 放送 設備 の 充実 整備 に 努 
め , また カラ ー 番 組 の 製作 に も 力 が 入れ られ た . 
NHK の カラ ー・ ス タ ジ オ は 増築 完成 し た 新館 内 で 
約 100 坪 , 平均 照度 5,000 ルッ クス 程度 まで 得 ら れ , 
カラ ー カ メラ 3 台 を 設備 し , 映像 切替 装置 , 音声 調整 
装置 , その 他 付 属 装置 一 式 を 副 調 整 室内 に 設備 し て あぁ 
る . ; 


ロワ ッ ト の 封 止 形 ク ライ スト ロン は こと の は ほど 試作 に 成 
功 し , 更に 大 衝 力 全 きす で ドア の 必 衝 
得 ら ちら れつ ゝ ある . 


3.6 国際 放 送 


再開 後 聞 年 拡 克 の 一 途 を 辿っ た わが 国 の 国際 放送 も 
昭和 32 年 度 の 15 方 向 , 15 時 間 を 頂上 と し て その 人 後 
足 ぶ み 状 態 を 続け て きた が 昭和 34 年 3 月 , 放送 法 の 
改訂 と により, 政府 命令 に よる 国際 放送 以外 に NHK 自 
営 の 国際 放送 も 行なう と こと ゝ な っ た ゝ め 今 まで に 例 を 
見 な い 画 期 的 な 拡充 が 行なわ れ た . 

その 第 一 次 拡 學 と し て 4 月 1 日 か ら 新た に 中 米 向 を 
開始 し た ほか 従来 1 方 向 1 時 間 の 東亜 向 を 一 躍 4 時間 
30 分 に 拡 却 し て 16 方 向 , 19 時 間 30 分 と した. 

更に 8 月 1 日 か ら 第 二 次 拡 碗 た に よっ て 今 ま で の 1 方 


また , カラ ー・ テ レビ 調査 会 で は , これ ら の 実験 放 向 1 時 間 の 醒 を 破っ て . 南米 向 , 比島 ・ イン ド ネ シ 
送 を 受像 し て , 広く カラ ー・ テ レビ に 対す る 一 般 大 衆 ァ 向 お よび 印度 ・ ペ パキスタン 向 を それ ぞ れ 30 分 . 
の 批判 を 調査 し た . 欧州 向 , 近東 向 , 印度 支那 ・ タ イ ・ ピ ル マ 向 , お よび 

一 方 , カラ ー・ テ レビ 送 像 受像 装置 の 改良 お よび 国 東亜 向 を 各 1 時 間 増 加 し て 。 16 方 向 , 25 時 間 と 7 制 


産 化 研究 る 大 い に 進 め ゆめ られ, NHK 技研 で は , 性 能 の 


有 良い , か つ 和 輸入 品 よ り も 小形 化し た スタ ジオ 用 カラ 


0 


ー・ カ メラ を 設計 試作 し て 実用 に 供し た ほか わが 国 の 


| 実情 に 適し た 17 イン チ 受 像 管 の 試作 , 開発 も 進め ら 
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集 に 努め て きた . 


UHF 和 杏 へ 移行 し , 


) れ て いる 


3 3.5 FM 実験 放送 


NHK で は , 32 年 度 に 東京 , 大 阪 に お いて 実験 放送 
を 開始 し , 更に 33 年 12 月 に は , 東海 大 学 の 多重 放 
実 験 局 が 運用 を 開始 し て 以来 , 諸 種 の 技術 資料 の 収 
特に 昨年 に つづ く 遠 距離 異常 伝 ば ん 
の 調査 並び と テレ ビ ・ チ ャ ネル 帯 へ の 混信 妨害 の 調査 
「 な ど が 進め られ た. 

一 般 公 衆 の FM 放送 に 対す る 関心 は 次 第 に 高まり , 
FM 放送 局 開設 申請 も 約 140 局 に 達し た が 郵政 省 で 
| は , 将来 の FM 放送 の 発展 を 考慮 し て , 従来 者 えて き 
た VHF 可 で は , FM 放送 と し て チャ ネル 敷 が 不足 し , 
現在 UHF 技術 も 可 成 り 進 歩 し て いる の で , FM を 
テレ ビ を な VHF 帯 で 行なう と 言う 


近い 大 幅 な 時 間 姓 長 を 行なっ た . 戦時 中 の 最 違 期 に は 
まだ 遠く お よ ば な い が 。, 昭和 27 年 の 再開 当時 に 比 し 
て 実に 5 倍 の 増加 で ある . と これ に 加え て 本 年 春 頃 か ら 
準備 中 だ っ た , 八 俣 送信 所 の 新鋭 50kW 送信 機 が 完 
成 し た の を 期 に , 12 月 1 日 か ら 更 に 第 三次 拡充 を 行 な 
今 ま で 1 方向, 2 周波 同時 発射 を 建前 と し て き 
た の を , 近東 向 と 欧州 向 は 100kW で 3 周波 同時 発 
射 と し た ほか , 今 ま で 20kW だ っ た 東亜 放送 の う 3 
ち , 日 本 時 間 の 21 時 か ら 23 時 30 分 まで (2 時間 
30 分 ) を 除き 他 は 全部 100 kW に 増加 し た . 今回 の 放 
送 強 化 で 目立つ 点 は 含ま で 20 kW の 東亜 向 を 100 kW 
に 上 昇 し た 上 . と れ に 使用 する 空中 線 は 二 つ の 姜 形 空 
中 線 を 適当 に 組合 せ 広 範囲 の 近 距 離 放送 に 適する よう 
に 設計 され て いる と と で こと これ は 現在 計画 中 の 全 世 界 向 
放送 (ゼネ ラル サー ビス ) の 東亜 地域 を 担当 する よう 
計画 され て いる .、 ) 

現在 の 国際 放送 用 送信 機 は 総 て 3 波長 組 込 機 で ある 
た め 類 わし い 周 波数 切替 え の 要 求 に 応じ きれ ず 、 電 波 
発射 方 向 が 増加 し , 放送 時 間 の 延長 され た 今日 で は 著 


っ た . 


RG 


中 究 課 順 を 9 月 提示 し た . し く 不 便 を 感じ て きた が 今回 新設 され た 59kW 機 は 

有 】 その後 , 郵政 省 で は 関係 団体 と も 度々 懇談 を 行ない 5 流 自 動 切替 方 式 を 採用 し た ゝ め 周 波数 の 切替 え が 容 

| 意見 の 調整 に 努め て いる . NHK で は , 従来 か ら の 上 易 に た なり. この 本 が 表 で も 座 和 お と と と 思わ 

有 有 DHF 放送 の 研究 を 更に 押し 進め , 基礎 資料 の 収集 に 。 れる . 
| 孝 め て いる . と の よう な 送信 施設 の 整備 拡 売 に 並行 し て 会 館内 の 
3 NHK 技研 で メー カ と 共同 研究 中 で あっ た 出力 10 キ スタ ジオ 設備 も 一 剛 充 実 さ れ 8 月 1 日 の 第 二 次 拡充 か 
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映像 機器 へ の 応用 が ます ます 盛ん に 進め られ た . 
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ら 3 系 統 同時 送出 を 行なっ て いる . 


3.7 放送 技術 の 動き 


3.7.1 ラジ オ 関 係 

(A) トラ ンジ スタ 化 微 電力 無人 放送 機 。 NHK で 
は , 難聴 地区 救済 の 一 手段 と し て , 放送 機 を トラ ンジ 
スタ 化し , 停電 対策 と し て アル カル 電池 を 採用 し た 無 
人 角 天 放置 式 の 遠隔 制御 放送 局 を 開発 し , 実験 局 と し 
て 秋田 県 小坂 で 運用 し て いる 

(B) 新 方 式 の 立体 放送 の 開発 ステ レオ 音 板 や 
再生 装置 が 普及 する に つれ て , 立体 放送 る 次 第 た 強化 
拡 売 され る 機運 に ある が , と れ に K 伴 な っ て , 従来 の 2 
電波 を 用 いる 立体 放送 に 代わ っ て , 1 電波 回 路 を 用 い , 
じ か も 立体 と し て 聞か な い 受 信者 た 対し て サー ビス の 


| 備 下 を 来 た さ な い , いわ ゆる コン パチ ブル な 立体 放送 


方 式 が 要望 され , CCIR で も 研究 課題 の 一 つ に 採り 上 
げ ら れ て いる . と これ に K 対 し て , 副 搬 送 波 , 複合 変調 
時 分 割方 式 な ど を 用 いる 各種 の 方 式 が 提案 され て いる 
が , わが 国 で も 種々 検討 が 行なわ れ た . 

(C) 磁気 円 板 録音 の 実用 化 磁性 粉 と 塩化 ビニ = 
ー ル を ね り 合 わせ て 作っ た 円 板 に 磁気 録音 する 磁気 円 
板 録音 方 式 の 開発 が 進め られ , 実用 化 の 段階 に 入ろう 
と し て いる . と れ は 消去 し て 反復 録音 で きる テー プ 録 
音 の 利点 と 。 再生 操作 の 簡便 な 円 板 録音 の 長所 と を 薬 
ね 備え た 特長 が あり , 放送 用 の ほか に る も 広い 用 人 和 途 が 期 
桂 さ れれ で いる 。 

3.7.2 テレ ビジ ョ ン 関 係 

(A) テレ ビ 放 送 所 の 自動 化 テレ ビ 放 送 所 は 不 
便 な 山頂 な ど に 設け ちら れる と と が 多い の で , か ね て そ 
の 自動 化 あ る い は 達 隔 操作 が 要望 され て いる が , ば つ 
ぼ ばつ 実 現 の 機運 が 見 えて きた .. す な わ ち , NHK では, 
昭和 34 年 8 月 か ら 長 野 局 美ヶ原 放送 所 を 対象 と し た 
遠隔 制御 , 自動 制御 の 実用 化 試 験 を 始め た . と これ は , 
長野 演奏 所 か ら の 打合せ 用 VHF 回 線 に , 制御 お よび 
監視 信号 を 重ね 合 し て 送り 放送 所 の 送信 装置 を 遠方 
制御 ある い は 自動 制御 する 方 式 で ある . 

(B) テレ ビジ ョ ン 用 機器 の トラ ンジ スタ 化 
国産 トラ ンジ スタ の 性 能 が 向上 し た の に 伴っ て . その 
特に 


本 年 度 は , イメ ー ジ オル シコ ンカ メラ お よび 付属 装置 
が トラ ンジ スタ 化 さ れ , 各 テ レビ 局 で 現用 に 供 せ られ 
る よう に な っ た . と れ は 容積 , 重量 と る 普通 の カメ ラ 
の それ ぞ れ 1/3 程度 に , 電源 も 簡易 化 さ れ , し か る 画 
像 は そん 色 が な い の で , 飛行 機 上 , 水中 , 高山 山頂 な 
どか ら の 中 継 を は じ め , スポ ー ツ や 水害 地 の 実 況 な ど 
の 放送 た 大 い 亡 活用 され た. 

3.7.3 電子 管 関係 

従来 の イメ ー ジ オル シコ ン 撮 像 管 の 欠点 の 一 つ で あ 
る ブラ ッ ク ボ ー ダ (被写体 の 特に 明る い 部 分 の 周辺 で 
黒い くま どり を 生じ る 現象 ) を 改善 する た め , ダダ ブル 
メッ シュ 形 イ メー ジオ ル シ コ ン が な が NHK 技研 で 開発 さ 
れ た . と これ は , ブラ ッ ク ボ ー ダ の 原因 と な る 過剰 三次 
電子 を 吸収 させ る た め に , ター ゲッ トメ ッ シ ョ と 平行 
に さら に 一 つの メッ シュ を 設け た も る の で , 葉 記 の 現象 


. は 著しく 軽減 され る . 


同 技 研 で は , また 偏平 形 受 像 管 の 開発 研究 に 着手 
し . その 第 一 段階 と し て , オシ ロス コー プ 用 の 訪 聞 ブ 
ラウ ン 管 を 試作 し た . これ は , 時 間 軸 の 偏向 に アイ ケ ゲ 
ン 形 偏平 受像 管 の 方 式 を と り 入 れ た 構造 の ブラ ウシ 管 
で 50x240 mm の 長方形 の 観測 面 を も っ て いる . 時 間 
軸 が 長い た め , 波形 全体 を 現 わ し て 細部 の 観測 ぁ す る 
と と が で きる の で , 過度 現象 や 低速 現象 波形 の 観測 な 
ど に 利点 が ある . 


62 泊 を 0 


ジュ ネー プ で 8 月 か ら 通 常 無線 主管 庁 会 議 , 10 月 
か ら 全 権 委 員 会 議 が 開催 され , それ ぞ れ 4 ヵ月 お よび 
2 ヵ月 に わた っ て 無線 通信 お よび その その 国際 規約 に 
つい て 討議 され た . 日 本 か ら は 多数 の 代表 が 参加 し 7 
高周波 放送 プラ ン , 放送 用 周波 数 帯 の 拡張 等 を 含む 議 」 
題 に つき わが 国電 波 権 益 の 確保 伸展 の た め 努 力 し た , 

ォ リ ン ピ ッ ク 放 送 の 準備 も 着 々 進め られ , ロー マオ 
リン ピッ ク に 対し て は , わが 国 は NHK と 一 般 放 送 と 
が 共同 じ て , 中 継 取 材 す る と こと と し , NHK が 代表 し 「 
て 契約 し た . 

5 年 後 の 東京 オリ ン ピ ッ ク に 対し て も 準備 を 進め , 
忠 進 する 各種 の 技術 を 活用 する TV の 国際 中 継 等 を 研 
究 し て いる . 
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4.1 概 況 

第 一 次 5 か 年 計画 も , 34 年 で 3 年 目 を むか を , 鉄道 
の 各部 門 に を の いち じ る し い 上 成果 を あげ て いる ・ 前 年 
度 に ひき つ で でき, 旅客 輸送 サー ビス , 貨物 輸送 サー ビ 
ス 等 の 鉄道 顧客 に 対す る サー ビス は , 更に 飛躍 的 な 
発展 を と げ , デラ ックス 特急 々 さく ら ^ の 新設 , 日 光 
線 電 化 に と も な う デ ラッ クス 人 準急 日 光 号 の 新設 , 殊 に 
34 年 度 ま より 増強 を 始め た , ジー ゼル カー に よる 準急 列 
車 の 各 中 小 都市 間 直 通運 転 , 11 月 か ら 戸 日 か ら 戸 口 へ 


の キャ ッ チ フレ ー ズ で 発足 し た : 東京 大 阪 間 の コン テ 


ナ 列 車 等 , めざまし いも の が あっ た . 

電化 は 各所 に お いて 工事 が 進め られ て お り , 山陽 本 
線 岡 山 , 東北 本 線 福島 (交流 ) , 常盤 線 水戸 (交流 ) , 
鹿児島 本 線 久 留 米 (交流 ) まで の 工事 が 順調 に 進捗 し 


表 4.1 国鉄 通信 主要 統計 
(34-3-31 現在 ) 


UDC 621.394/.395 +654.1] : 656(520)‘“1959°’ 


通 信 " 
平 (日 本 国有 鉄道 


て いる ・ 更 に は , 四国 の 6kV に よる 人 簡易 交流 電化 も 
検討 され , 注目 の 的 と な っ て いる ・ 世 紀 の 夢 と し て さわ 
が れ た 広軌 新幹線 も , ルー ト 決 定 中 間 駅 決定 等 で 一 歩 
前 進 し , ず で に 新 丹 元 ト ン ネ ル は 着工 され て いる . こ の 
よう な 中 に あっ て , “こと こだま” に よる 163km/h の 最高 
速度 樹立 は , 新幹線 の 将来 に 明る い 希 望 を あぁ た えた. 

一 方 , これ らち 近代 化 た 欠く ど ご と の で き な い , 診 質 ; 
迅速 な 情報 の 伝送 を うけ も つ 通 信 の 分 野 に お いて は , 
本 土 巡 貫 の マイ クロ ウェ ー ブ 建 設 , 裸 線 の ケー ブル ル 化 
事務 近代 化 , 近年 ク ョ ロー ズ ァ アッ プ さ れ て きた , 電子 技 
術 の 応用 に 力強い 歩み を 示し て いる ・ 国鉄 の 33 年 度 忌 
お ける 主要 統計 は 表 4.1 の 通り で ある . 


4.2 無 線 


前 年 度 に ひき つく で き , 鋭意 工事 を すゝ め る め てい た: 
SHF 多重 通信 網 の うち , 東京 大 阪 間 が 4 月 完成 し て , 
国鉄 の 通信 に 1 ェ エポック を 画 し た . つづ いて , 東北 方 


ーーー 年 間 35,641,822 通 (0 $3 面 は 仙台 まで (180 ch) , 山陽 方 面 は 岡山 まで (240 ch) 

に te lo ¢ 48,744,669 通 (て * 9 完成 し , 35 年 7 月 と は, 本 土 を 縦貫 し 北 は 札幌 か ら 南 
信 i 2 5,088,986 

> ti: は 鹿児島 に 至る SHF 多重 通信 網 が 完成 する こと に な 

bari 2,673 か 所 る . な お 東北 方 面 の SHF ルー ト の うち , 盛岡 か ら 害 

3 a 森 に 至る ルー ト は 、 地 形 や 中 継 回 線 網 構成 の 利 点 か 


鉄道 電話 交換 所 数 
電話 中 継 線 数 

交換 加入 電話 機 数 
直通 電話 加入 電話 機 数 


333 か 所 (内 無人 34) 
3,830 回 線 (903 区 間 ) 
84,730 こ 


ら , 秋田 を 回 り 青 森 に 至る ルー ト に 決定 され た . 
旅客 サー ビス や 運転 保安 の うえ か ら も , 強く 要 詞 さ 
れ て いた 列車 無線 も 具体 化 さ れ 、 今年 夏 頃 に は 使用 開 

始 の 予定 で ある . 対象 と する 列車 は さしあたっ て 策 


架空 裸 通信 線路 。 . 豆 長 
: rn 延長 449,309 km T , 第 2 と だ ず #, 第 や 第 2 つば め の 上 TF8 本 と する . 


0 林 半 ta 使用 周波 数 帯 は 移動 410 Mc 帯 , 固定 460 Mc 帯 で , 
/ 電話 機 数 130,477 こ 表 4.2 列車 無線 伝送 系 
生き 手動 電話 交換 機 数 1,216 護 
WN | 備 自動 電話 交換 機 数 79 忠 a て 53 和 > 
は 抑 送 電信 端 局 (1 ch, 2 ch) 94 組 京 % 間 南 賠 谷 松 礼 炭 屋 " 原 津 郷 孤 
gu | 塊 送 電 末 堺 局 | ] ] 
‘1 lch, 2ch, 3 ch) 725 紀 1 
十 長 中 短波 無線 機 733 組 7 
| 供 | 直 短 波 無 線 機 224 組 Fi 
8 極 下 短波 無線 機 119 
4 _ * 無線 端 局 44 組 
通信 回 線 数 87,189 回 線 
A *' 豆 長 662,727 km 
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地上 固定 局 は 伝 ぱ ん 試験 の 結果 , 表 4.2 た 示す ご ど とく 
14 局 に 決定 され た . 


4.3 有 線 関 係 


ケー ブル 化 た つい て は 東海 道 線 で 積極 的 た, すま ひめ 
られ て お り , 特に 8 月 の 7 号 台 風 で 函南 静岡 間 , 15 号 
台風 で 豊橋 , 米原 間 の 裸 線 の 被 者 は な は だ し く , 35 
年 5 月 まで の 予定 で と の 区 間 の ケー ブル 化 (38p 又は 
54p) が 進め られ て いる . と これ に と も な っ て , オー ル 
トラ ンジ スタ の 短 搬 (実装 12ch, 容量 24ch) が 設 
置 さ れる . 


z= 


4.4 自動 交 換 


SHF に よる 中 継 線 が 増 備 さ れ て いる 現在 , 自動 化 
が , その テン ポ に 追い つか ず , 特長 を 充分 に 生か し き 
れ な いき らい が ある . 自動 化 た に つい て は , まだ 小 規模 
な 施工 を 行なっ て いる 程度 で , 部 内 で は 将来 の 自動 化 
に そ な ぁ を て 各種 交換 方 式 の 検討 を ず すま ぃ め て いる . 

中 継 交換 方 式 も , ほな で 決定 し た . 国鉄 特有 の 線 状 に 
伸び た 地点 の 交換 所 の 自動 化 に は , 大 容量 の 交換 所 よ 
り , 小 容 量 の 交換 所 の 方 が 有利 で ある か ら , 小 自動 交 
換 方 式 (極端 に 言え を ば, 各 申 間 駅 に 小 交 換 機 を お く こ 
と を も 考え られ る ) が 検討 され , 試験 的 に 実施 の 段階 に 
あぁ ある. 自動 交換 機 の 保守 方 式 と し て , 現在 電電 公社 で 
行なわ れ て いる よう な , ある 程度 以上 の 障害 が 発生 し 
た 場合 に の み ァ アクション を と る 新 方 式 を 一 部 試行 中 で 
あぁ あり , 今後 自動 交換 が 普及 し た 場合 の 重要 な 参考 資料 
中 が る の ある る 


4.5 事務 近代 化 


国鉄 の 事務 近代 化 は I.D.P. 方 式 を と っ て お り , と 
の た め , 中 央 と 末端 系 と を 連結 する 伝送 回 線 が 必要 で 
ある 現在 で は 一 部 , 車 送 だ よっ て カー ド を 集め て い 
る が , Up to minute を 目標 と する 将来 は , すべて 電 
送 た より, と これ を まかなわ な けれ ば な らら ない. とこ の た 
あめ SHF 申 継 線 , ケー ブル , 裸 搬 の 瞬 断 , 雑音 等 の 影 
結 み 調査 する 目的 で , 1,000 ボー か ら 2,000 ボー の 高 
速度 伝送 試験 を 実施 し , その 資料 を 作成 中 で ある . こと 


「 れ は I.D.P. の みな ら ず , 信号 や 列車 制御 の た め の 情 


報 伝 達 手段 と し て も , 非常 た 意義 の ある とこ と で ある -. 


その 他 , 国鉄 用 に 試作 し た T.T.P. (Typewriter 
Tape Punch) 1 同形 , 2 呈 形 を 一 部 現場 に 設置 し て 試 


用 中 で あり , 近く その 結果 が 出さ れる ・ 叉 伝送 回 線 に 
_ARQ (Automatic Request) を 試用 中 で ある が 結果 


(105) 


: f 
rg i 


は 良好 で ある . 


4.6 電子 技術 応用 


経営 の 合理 化 た , 電子 技術 は 非常 に 有効 な 手段 で あ 
り , 列車 運転 の 能率 向上 や 保安 度 向 上 た は 」 必要 不可 
欠 の も の で ある . とこ ト 数 年 来 , 部 内 で も その 応用 に たつ 
いて 種々 討論 され , 研究 , 試作 試験 を 強力 に 推進 し て 
いる . 

試作 第 1 号機 と し て 画 期 的 な も の は , 鉄道 技術 研究 
所 で 開発 し た , 座席 予約 用 電子 計算 機 で ある ろう . と これ 
は MARS-1 (Magnetic electronic Automatic Rese 
rvation System) と 名 付け られ , 東京 駅 た 設置 され 試 
験 中 で ある . ( 図 -4.1, 2, 3, 4) と この 装置 は 』 犬 きく 
わけ て 中 央 装置 と 予約 装置 に わかれ, 前 者 は 東京 駅 計 
算 機 室 に 置か れ , 後者 は 乗車 券 セ ンタ , 東京 駅 八重 洲 
, 有楽 町 , 新橋 , 横浜 , 渋谷 , 新宿 , 上 野 の 各 販 お 
よび 交 運 公社 を センタ に か れ て いる . 予約 装置 で 乗車 区 
間 , 列車 , 等 級 , 日 付 , 枚数 等 を ボタ ン で セッ トト すれ 
ば , 約 秒 で その 解答 が 得 ら れ , 予約 が で きた 場合 は 


図 1 中 央 役 理 装置 


図 -4.2 中 央 処理 装置 ( 開 鹿 の 状態 ) 
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図 4.3 磁気 ドラ ム (400,000 ビ ピット) 


4.4 "制御 般 ( 左 ) と 入出 力 装置 ( 右 ) 
LYES」 できない 場合 (満員 等 た に よって) は ,「NO」 の 
ラン プ が 灯 き , 解答 バラ ンプ で 表示 され る ほか, タイ 
プラ イタ を 起動 させ て , 解答 を 印字 し , 記録 た 残す よ 
i うに な っ て いる . 外国 の 航空 会 社 に も 計算 機 を 用 いた 
座席 予約 装置 が ある が , 国鉄 の 場合 は 座席 位置 指定 を 
行なう た め Seat searching を する の が , 大 き な 特 長 
で ある さじ し あたり 第 1 , 第 2 と こと だま, つば ぱ ば め , は と 
の 下り 4 人 簡 列 車 を 対象 に し て いる が , 将来 は 札幌 , 東 
京 , 大 阪 , 博多 に 大 容量 の 計算 機 を 設置 し て サー ビス 
を 開始 する 計画 で ある . 

前 項 た の べた 事務 近代 化 の た め の UFC (Univac 
File Computer) が , と の 12 月 に 本 社 に 設置 され , 
諸 統 詩 に , その 供 力 を 発揮 する とこ と と な っ た . 者 頃 ま 
7 で に 調整 , プロ グラ ム テ スト が 終了 し 所 次 運用 開始 の 
予定 で ある . 

運転 関係 者 の 要 詞 に より 運転 曲線 計算 機 が 試作 され 
て 彰 相 当 の 効果 を あげ た が 更に 完全 な も の と する た め 
運転 基本 性 能 曲 線 ( 柳 曲 線 お よび 荷電 曲線 ) 計 人 算 機 を 
試作 中 で , これ が 完成 すれ ば 在 来 , 新 製 車 が 出る ど ご と 
に その 基本 性 能 曲 線 計 算 の た め , 費やさ れ て いた 労力 
の は と ん で ど 全 部 が これ に 置き 換え る とこ と が で き , その 


効果 が 期待 され る . 
柳 曲 線 計 算式 
dV TT,—(WirfL, t+WEr ep) 
6 ( 風 方 筆 式 ) 
V: 列車 速度 km/h 
7T。: 動輪 周 上 引張 力 kg/ton 
Wz : 機関 車 軍 量 ton 
な : 走行 抵抗 kg/ton 
Wr : 客車 軍 量 ton 
* を 7p: 走行 抵抗 kg/ton 
G: 勾配 量 kg/ton 


* 一 般 に テー=g 寺 +5V+cV: で 表 さ れ , a,b,c は それ 
ぞ れ の 車種 に つい て , 固有 定数 
計算 は G を 助 変数 と し て 距離 速度 曲線 を 画 か せる. 
荷重 曲線 計算 式 
To Wi t+) 
Trt+rg 
ァ g 勾配 押 抗 
こと の 計算 は zg。 を 助 変数 と し て 速度 一 引張 力 曲 線 を 画 
か せる も の で ある . 

前 年 度 試作 を 完了 し た 貸 報 計算 機 は 試験 の 結果 種々 
不備 の 点 が 発見 され 改造 中 で あぁ る. と これ を 更に 発展 さ 
せ た . 配車 用 計算 機 は まだ 研究 の 段階 で ある . 大 容量 
の 磁気 ドラ ム を 使用 し た , 列車 運行 シミ ュ レ ー タ が 考 
えら れ て お り , 技術 研究 所 で 研究 中 で ある . 


4.7 信 号 関 係 


信号 に よる 近代 化 の 効果 は , 保安 度 向 上 と 列車 密度 
の 増加 が あげ られ る . 従来 , 人 力 と よっ て 転換 し て い 
た 分 岐 器 も 各駅 構内 の 分 岐 器 と 信号 機 と の 連動 を 継 
電器 化す る こと に よっ て 、, 前 述 の 目的 を 達する こと が 
で きる . 2 月 た は 東北 線 の 交 直 接続 駅 で ある 黒磯 駅 の 
継 電 化 が 完成 し , 作並 駅 に つ ヾ いて 征 2 番目 の 交 直 地 
上 切替 駅 と な っ た . その 他 , 宇都 宮 , 国府 津 , 福島 の 
各駅 の 継 電 連 動 が 完成 し た . 

操作 場 の 自動 化 は , 長年 の 懸案 事項 で ある が , その 
第 1 歩 と し て 生 沢 操車 場 で , 貨車 自動 仕分 装置 が 竣工 
し な た 。 

信号 関係 に も ェ レ クト ロニ クス 化 が 真剣 に た, と りあ 
げ ら れ , 車内 融 報 の トラ ンジ スタ 化 が ず すま ひめ ら れ て お 
り また 小 規 模 の ェ レ クト ロニ クス CTC (Centralized 
Train Control) が 技術 研究 所 で 試作 され た . 自動 列 
車 制御 , 自動 定点 停止 等 , 列車 制御 た 関し て , 諸 研 究 
が すず きま ん で お り , 新幹線 に 応用 され る 日 も 間近 いこ と と 


Wr= ( 原 方 程 式 ) 


kg/ton 
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東京 を 中 心 と し た 電車 区 間 に , 旅客 案内 , 事故 通報 
等 を 伝達 する 旅客 情報 綱 が 設置 され , 旅客 の 誘導 和 案内 
に K 適 切な 処置 が と れる よう な っ た . 

川崎 の 新 火 力 発電 所 に 炉 内 監視 と , ドラ ム 水 面 監視 
の た め , 1.T.V. が 設置 され 活躍 中 で ある . 


給電 所 の 負荷 を 時 々 刻々 , 給電 指令 に 伝え て , 負荷 
配分 の 指令 を 適切 な らし め る よう , 給電 所 負荷 集計 装 
置 を 工事 中 で ある . と これ ら に は 専用 の テレ ヌメ ヌー タ リン 
グ 回 線 を 設置 し , 電力 線 搬 送 は 用 いな い . 

運転 用 直流 変電 所 は ユニット サブ 方 式 を 用 いて いる 
た め , と れ ら 中 央 で 一 括 制御 する 必要 が あぁ る. 東北 線 
で 初 の ころ み と し て SHF 回 線 を 使用 し 試験 し た が 
結果 は 良好 で る ・ 


正中 和田 


5.1 電子 計算 機 


胎 和 34 年 の 電子 計算 機 は 明る い 面 と 暗い 面 を 織り 
ませ た 複雑 な 推移 の 中 に 終っ た . 

明る い 面 は 6 月 に パリ で 催さ れ た “情報 処 理 ” の 第 
一 回 国共 会 議 に 付属 し た Auto Math 59 で の 好評 で あ 
る . 日 立 か らち パラ メトロン 計算 橋 HIPAC-101, 日 本 
電気 か ら ト ラン ジス タ 計 算 機 NEAC-2201 , 沖 電気 か 


ら 高速 テライン ・ プ リン タ , お よび 東京 電気 化学 か ら パ 
ラメ トロ ョ ロン 関係 の 部 品 が 出品 され て 欧米 人 の 強い 関心 
を 医 い た と こと と で ある . 

米国 の オー トメ ーション 関係 の 雑誌 Datamation は 


UDC 621.37/.39 +681.142](520) “1959” 
応用 
弘 (電気 試験 所 ) 


と の 状況 を 次 の よう に 報告 し て いる . 
会 議 の 委員 は 日 本 人 の 出席 し た と と に は 僅か な か 
っ た が , 日 本 の 計算 機 メ ー カ と ュー ザ と が 大 挙 じ て や 
っ て 来 た の に は いく 分 驚か され , 更に 日 本 製品 の 各種 
の 組み 合わ せ と 質 の 美 事 な の に は 全く 殴 か され た こ 
れ ら を 参観 し た 人 か ら は “非常 に 代表 的 で あり ”“ 想 
い "” と いう 批判 が し ば ぱし ば 聞か れ た 」. と 前 置き 以 て 
他国 の も の と は 桁 違 いた に 詳しく, 各社 の 機械 の 性 能 を 
写真 入り で 報じ て いる 
海外 で この よう な 賞 護 を 得 て い た 間 に , 国内 で も 表 
5.1 に 掲げ た よう な 機械 が 完成 し た . こと に 電 予 工業 
振興 協会 に 付属 の 計算 機 セ ンタ ー が 開業 し た こと は 


34 年 に 完成 し た 計算 機 


数 値 | 命 令 
て 0 客人 ー デ ー 


表 5.1 


記 憶 装置 | 栗 換 速度 | 電 カ 
ーー 2 メー カ 
工人 FP ms) CEVA)| Gke) 


HH | HIPAC-101 33.12| ペラ メト a ロン | 2 40| 18 11, FF 4 1,02438.5me|, 9:5 1.5 10 |E 
.9 

東大 , 工学 部 | TAC 34.2 真 空 管 | 2 浮 35| 38 1/2 2 オリ アム 1,024 8 gs p a 40 330 | 東 大 

沖 電 気 | OPC-1 34. 3 バラ メト ロン |10 浮 7| 26 2 | ドラ ム 1,00010ms 60 1.5 10 | 沖 電 気 

目 本 電気 |NEAC-2202 |34.4| トラ ンジ スタ |10 8| ポ ボード 3 | マト リグ ケス 27 74s | 25 0 | 150 | 暫 電 

101 | y 8.4 ( 浮 ) 

電子 振興 協会 RAO 208 34、5| トラ ンジ スタ |10 浮 12| 87 72 | ド ラ ム 2,040 3ms 54( 還 ) | 0:5 | 200 | 香 電 

A EF ラン と スタ 放 4107 870 。 dF スス. 1;9607 3mal, 13 0.5 230 | 日 立 

て AGO bi2) P1018 78 1 マト リク クス. 3270 gs 15 5 14 | 富士 通 

RN ヶ | トラ ンジ スタ | 10 10 | ポー ド 1+1 | トラ ンジ スタ 18 20gs | 16 0.5 50 | 東 を | 

刻 応 大 学 |K-1 34. 5| トラ ンジ スタ |10 浮 12| 7 12+①IF ラム 1,000 3ms 12.5 a 0 200 放 

: 4 8| 2 a E22 1,000 10Zs | 22 0 
電気 試験 所 | ETL Mark 4A |34.8| トラ ンジ スタ | 10 lz |? 0 ; 

クス 120 7gs |8:4 ( 浮 ) : 
東京 電力 | (NEAC-2203) |34. 9 トト ラン ジス タ |10 浮 12|1 87 1 1 | 200 


= 


+*2 進 , 10 進 の 区 別 お よび 小数 点 形 式 の 浮動 の も の . 
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いろ いろ な 意味 で 興味 が ある. また 慶応 大 学 工学 部 が 
自ら 設計 し , 部 品 を 購入 し て 自ら 組立 て 調整 し た 
K-1 の は , 商品 を 購入 ずる 場合 の 費用 に 較べ て , 数 分 
の 一 で 済ん だ よう だ . 価格 の 他 に 使用 し て みて 改良 や 
する に も , 増設 する に も , 教育 効果 か ら 見 て も まこ と と 
に 好ま し いと 思わ れる ・ 

また 本 年 早々 完成 する 予定 の も の に , 通信 研究 所 の 
M-1B , 電気 試験 所 の Mark 5, 富士 通信 機 の FACOM 
=222, 日 本 電気 の NEAC-1103 な ど が ある -. 

一 方 , 純然 た る 商品 と し て 取引 され た も の は , 東京 
電力 が 購入 し た NEAC-2203 を 叶 矢 と し よう . 

輸入 PCS は を 含め て , 年 間 を 通じ て 80 億 円 に 遅 
し た こと を 想起 する と , わずか 1 台 だ け に 終っ た こと 
は 泊 し い . これ は 計算 機 を 普通 の 製品 と 同じ よ ょ うな 態 
勢 で 作る に は ;」 まだ メー カ の 能力 が 足り な い の が , 最 
を 大きな 原因 で あぁ ろう. し か し PCS を 伴っ た 計算 機 
を , ユー ザ が 好 く 傾向 が 強い と こと は , メー カ と し て は 
どう に も な ら な いこ と と な の で , いき お い IBM と の 技 
術 提携 を し た が る 方 向 に 走ら せ , その 結果 提携 の 問題 
「 玉 片付く さまで, 量産 体制 に 踏み 切り た に くい 面 が ある よ 
うに る も 見 受け られ る .・. 

し か し テー プ だ け を 取扱 う 計 算 機 へ の 理解 も 次 第 に 
諾 まっ て いる . テー プ に よる 分 類 が パン チ ・ カ ー ド よ 
り 有 効 な こと と, 文字 の カー ド を パン チ ・ カ ー ド の 代り 
に 使う 研究 も 進ん で いる .、 コ ー ド も 一 応 定まっ た し , 
事務 計算 機 に も 国産 機 が 次 第 に 採用 され る 気運 が 進ん 
で 。 量産 が 軌道 に 乗る こと を 期待 し た い . 
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情報 バル ス の 通路 
~~ 制御 パル ス の 通路 


図 5.1 「 や ま と 」 の 本 体 磁気 ドラ ム 
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表 5.2 磁気 テー プ 装 置 の 主要 性 能 


ー | 形式 知 ーー | デ ャ ネ ル 数 


~ 


日 本 電気 | 頁 空 式 | 2mls | 5ms 以 下 8 
東 芝 A a "| 1.5m/e 5ms ~ 8 
i > 所 ” 2 m/s 5ms * 7~9 
日 立 * 1.5 mis 10ms »~ 8 
東京 電気 音響 ” 2 m/s 5ms »~ 7 


と の 他 に , 電気 試験 所 で ETL-RTC と いう 計算 機 が 
作ら れ た : いま まで 作ら れ た 計算 機 で は , 実 時 間 Creal 
time) の 計算 を する に は , 遅 す ぎる と いう 趣旨 か ら 企 
図 さ れ た も の で ある . モー タ を 含む 生産 工程 を 計算 機 
で 制御 し ょ うと する よう な 場合 を 対象 と する も の だ : 
し た が っ て , 数 値 の 桁 数 は 2 進 法 で 12 桁 で ある が ; 
電子 管 を 使っ て クロ ッ ク が 4 相 2Mc で , 演算 速度 は 
加減 等 で 3xs, 乗算 で 10 gs,500 語 の コア ・ マ トリ ク 
ス と 8,000 語 の 磁気 ドラ ム を メモ リー と し て 持っ て い 
る ・ 入 出力 信号 は 4 チャ ネル の A お よび D/A コン 
パー タ を 通し て , アナ ログ 計算 機 と 連結 され て いる . 

国鉄 の 座席 予約 機 MARS-1 と 電電 公社 の 電話 料金 
用 CAMA は 省略 する ・ 

次 に 主要 部 品 の 中 で , 磁 心 マ で トリ クス と 磁気 テー プ 
装置 に つい て 触れ て お く 、 

5.1.1 磁 心 マ で トリ クス 

磁 心 マト リク ス は 32 年 度 の 通産 省 の 補助 金 で 各社 
が 試作 し た 経験 か ら , 実用 機 に も 装備 され る よう に な 
っ た . 個々 の コア に も , また マト リク ス に も 規格 らし 
いも の が 見 当たら な か っ た が , 昨年 コ ァ に つい て の 試 
pa 験 法 と その 暫定 規格 が 定まっ 

Fl た . いずれ は マトリクス に つ 
| いて の 規格 が , これ に 代 る こと 
な ら ろう 、 

5.1.2 磁気 テー プ 装 置 

磁気 テー プ 装 軒 の 開発 は 遅 
れ て いた が , 34 年 現在 で は 各 
社 か ら 表 5.2 の よう な も の が 
市 販 さ れる よう に な っ た . 


5.2 翻訳 機械 
英文 を 和訳 する 特殊 な 計算 
機 が , 電気 試験 所 で 完成 し , 
「 や ま と 」 と 命令 くさ れ な た. 本 機 
は 図 5.1 に 示す よう な 構成 で 
あぁ る. すなわち , 記憶 装置 と 
し て の 磁気 ドラ ム は , 富士 通 
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生生 入 00 の ん 
も の が 200 トラ ッ ク に 分 けち れ , 図 の 右端 に ある よう 
に その 86 トラ ッ ク に 英 単 語 約 1,000 語 と , 相応 ずる 
訳語 が 入り ,「 表 」 と 書か れ た 54 トラ ッ ク に それ ら の 
半 語 に 相当 し て 機械 が 取扱 いや すい 8 ビッ ト 8 字 で 構 
成 し た 「 機 械 語 」 が 記入 され て いる . 英 単語 の 処理 , 
文章 構造 の 処理 法 な ど を 指示 し た も の が , プロ グラ ム 
較 | と 書か れ た 32 ドラ ッ ク に 入っ て いる . そし て 処理 の 
過程 で 文章 は ST 記載 され て ある . 

翻訳 時 間 を 短縮 させ る た め , 2 アド レス 方 式 を と り , 
| 「 冬 典 を 引け 」 な ど と いう 宮 訳 独 得 の 命令 も 含ま れ て 
Re る 出力 装置 と し て は , 沖 電 気 製 の タ 

イプ 箱 式 テレ タイ プ が 備え られ て いる が , 文字 読取 装 
| 皿 が 入力 装置 と し て 付属 し て いる と と が 特長 で ある , 
文字 を 読む と と は パタ ン 認 識 の 重要 な 一 部 と し て , 各 
。 国 で 乙 ん に 研究 され て いる . 本 装置 で 判断 で きる 文字 
は 英文 タイ プラ イタ に よる アル ファ ベッ ト の 大 文字 , 
| 小文字 , 数 字 と 句読点 な ど 合 計 73 字 で あっ て , 認識 
計 力 は , 三 値 論理 を 使っ て 設 計 さ れ た ダイ オー ド ・ マ ト 
リク タス に よっ て いる . 
i yy _ 
0 5.3 アナ ログ 計算 機 
| 雷 要 が 順調 に 増加 し た アナ ョ グ 計 算 機 を 顧み る と , 
| Mmeastisshiec re, KBEU ch 10 
a 
OC 
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き で , 8 120~160 dB, 政子 電流 
er i RS ポ 形 
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を 試作 し た . 同 所 で は 牧 気 増幅器 で 舞 立 で た 電 溢 相 折 
形 の 計算 機 を 作っ た . 電子 管 を 使う 従来 の 計算 機電 
en Er 
高く 外界 の 影響 を 受け や すく , その 上 脆弱 な た め k 保 7 
守 に 手数 が か ヽ る な どの 欠点 を 除去 する と と を 目的 と 
し た も の で ある . 演算 器 の 所 要 電 力 数 百 mW, 最大 
出力 10 mA , 増幅 器 の 電流 利得 80dB, 演算 誤 療 7 
約 0.2% で ある . 特殊 の 定 電圧 装置 も いら な いか 5 ら 」 
全体 と し て は 電子 管 式 の も の より 小さ く な っ て いる 

5.4 自 動 制御 


a 
A 


の 内 透 を 図っ て いる 1 つ は ディ ジタル 計算 機 の 
oy 他 は プロ ョ ャ ス 制 御 装置 の 電子 化 で ある . 
5.4.1 お 半 称 坦 示 有 


な る デー タ ・ ロ ガー ー の 機能 か ら 計 算 ョ ガー へ と : 
さら に 石油 精製 工程 の 制御 指針 を 求め て PD 坪 入 
指令 させ られ る こと と を 示し た . 日 立 で も 計 代 機 に 4 
変換 器 を 取付 て 同じ 方 式 を 発表 し た . と の 1 ” 
換 器 の 出力 に 簡単 な 計算 を 施し タイ プ す る テ 
ロガー ーー とか, ブ ョ ャ ス 制 箱 系 の 詳 量 を 計 光 表示 する : 
ィ ジ タル 電圧 計 や 詩 踊 は 各社 か ら 発売 され た 
5.4.2 プロ セス 制御 装置 の 電子 化 
i OR Ss 


i デー Ep 
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信号 は 直流 5 ご 25mA と 統一 され て いる ; 
tr 年 電圧 回 中 補償 回 路 , 商 


。 妨 用 し た ホー ル 発 電器 
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測定 技術 や 記録 調節 部 , 操作 部 に 広く 使わ な けれ ば な 
ら な い が , と これ ら 全 部 を 通じ て , 電子 回 路 部 品 と し て 
電子 管 を ー つ 使わ ず す べ て トラ ンジ スタ , ダイ オー 
ド な どの 半導体 部 品 を 採用 し て , 半永久 的 な 安定 動作 
を 期し て いる . 

と と に 検 出 端 に も 半 
導体 が 活用 され て い 
る ・ 位置 の ズレ を 検出 


する こと と は 多い が , こ | 本 


の た あめ に ホー ル 効 果 を 


変位 棋 構 へ 組合 す 


は ゲル マニ ウム 素子 を 
図 5.3 の よう に 使っ て 
いる -. 

5.4.3 工作 機 の ディ ジタル 制御 

工作 機械 を ディ ジタル 制御 する こと は , わが 園 の よ 
うな 多 品 種 の 部 品 を 少量 生産 する の に 適する の で 関心 
を 持た れ て いる -・. 

34 年 5 月 の 東京 国際 見 本 市 に は , 機械 試験 所 の ジ 
グリ 盤 (精度 1 々 , 回 転 , 送り , 上 下 , 工具 の 着 腕 が 
押 ボ タ シ ひ と つ で 行なえ る ) フラ イス 盤 を 始め , 富士 
通信 機 と 日 立 精 機 の 共同 製作 に よる 横 フ ライ ス 盤 , 日 
立 の 横 フ ライ ス 毅 , 富士 通信 機 と 池上 躍 鉄工 と の 共同 し 


図 5.3 ホー ル 発 電器 


| た 自動 旋 質 , 中 ぐり 艇 , 東芝 と 芝浦 工 機 と の 蛋 タ レッ 


“. 
する 


) 
F 


Cj 
放 


ト 旋 盤 な ど が 出品 され て 注目 を 浴び た . 

こと の 他 に 富士 通信 機 製 の 図面 か ら 直 接 加 工 を する た 
| や の 自動 曲線 追跡 装置 , 縮尺 され た 図面 で 直接 鉄板 を 
切断 する 拡大 式 ガ ス 切 断 機 な ども 出品 され た . 


| | な お 工作 機 の みな ら ず , 電動 力 を 使う 大 形 の 産業 機 


械 で も , ディ ジタル 技術 を 利用 する 傾向 が 高まっ て 来 


| 大 え を 計測 し て 自動 的 に と れ を 制御 する よう に し た も 


| の ゃ 実用 され て いる . 


5.5 シミ ュ レ ー タ 
有 有 計算 格 を シミ ュ レー タ と し て 利用 する と と は 次 第 に 


| 有 詳 及 し て 来 て いる . まだ ァ アナ ロ ョ グ 方 式 の も の が 多い . 
| 主 な る も の を 挙げ て みよ う . 


" 箇 Elda は 文字 通り 電力 の 需要 に 応じ て 各 発 電 所 ある 
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い は 融通 線路 に 負荷 を 配分 する に 当り , 最も 経済 的 な 
方 法 を 求め る アナ ログ 計算 機 の 一 種 で ちる . 経済 的 と 
いう の は , 送電 損失 を 考慮 に 入れ , 使用 し 得る 水力 を 
最大 限 記 活用 し て , 火力 発電 所 の 燃料 費 を 最小 た に す る 
と と を 意味 する . 交流 計算 磐 の よ ょ うに 実際 の 電力 系 統 
を 接続 盤 上 に 模擬 させ て 使う の で あぁ る . すなわち 
既知 の 諸 量 を 機 上 に 設定 し て や る と , 必要 と する 諸 
量 は 自動 的 に 計測 され , A 変換 器 と し て の 数 字 式 電 
圧計 を 通し て 記録 作製 され る . さら に テレ メー タタ 回 線 
に 接続 する こと も で きる よう に な っ て いる ・ 

建設 省 土 木 研究 所 の 洪水 流出 計算 機 (日 立 製 ) は ァ 
ナ ロ グ で , た と を ば 湾口 の 千 折 を 行なう と , そ で 流 
入 す る 河川 が 洪水 時 に 持 込む 水量 , 水位 を 算出 する の 
で , 工事 の た め の 設 計 資 料 が 求め られる. 工 技 院 資源 
研究 所 の 流体 綱 解 析 機 (東芝 製 ) は , 炭 録 の 中 に お け 
る 通風 系 を 解析 する た め の ア ナ ロ ョ グ 装 置 で , 鉱 道内 の 
通風 を 設計 する の に 使わ れる . 

気象 庁 の 波浪 解析 機 MERIAC-1F ヵ ( 日 本 電気 製 ) 
は 周期 が 長く て 数 分 に も お よぶ 波浪 の 周波 数 成分 を 解 
析 す ずる 一 種 の フー リエ 解析 機 ま た は スペ クト ラム 計算 
機 で ある . 信号 の 周期 が 遅い か ら , これ を 一 旦 A 有 D 変 
換 器 を 通し て テー プ に さん 孔 し , 出力 装置 で は これ を 
D/A 変換 器 を 通し て 音声 周波 領域 まで 周波 数 を 高め 
て , フー リエ 分 解 を 行ない , その 結果 を 記録 する も の 
で ある . つま り デ ィ ジ タル と アナ ログ の 両方 式 を 併用 
し た も の で ある 

制御 装置 を 試験 する と き の シ ミュ レー タ と し て , 三 
姜 電 機 で 行なっ た 直流 機 の 静止 レオ ナー ド 和 制御 た 使う _ 
5,000kVA の イグ ナイ トロ ン の 試験 で は , 電動 機 系 を 
ァ ナ グ ワ ロ ョ 計算 機 で 模 捧 し て , と の イィ イグ ナ イ ト ロン 系 の 
動 特性 試験 を 行なっ た . 


eR 、 


防衛 訂 用 の レー ダ の 試作 , レー ダ 用 マグ ネト ロン の 
量産 な ど は 次 第 に 活発 に な っ て いる . と の 他 , ミリ 
波 レ ー ダ と し て 、, 港湾 の 監視 な ど を 目的 と し た 8.6~ 
10mm の 波長 を 使う レー ダ が , 東芝 , 日 電 , 三菱 , 
沖 電 気 , 日 本 無線 な ど で 試 作 さ れ た . 
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6. 電 波 監 理 * 
正 員 二条 呆 - 基 (電波 監理 局 ) 
され な た. 
6.1 序 言 の 


わが 国 の 電波 の 利用 は ます ます 盛ん た に た なり, 昭和 34 
年 も 電波 監理 の 面 か ら は 多忙 を きわ め た . 陸上 海上 の 
無線 局 に お いて は , 限ら れ た 電波 の 波数 を 有効 た 用 う 
る た め に SSB 化 に よっ て 帯域 の 利用 度 を 上 げ る こと と 
が 進行 し , 又 一 波 の 共用 に 対し て は 選択 呼出 方 式 の 採 
用 を 進め た . 一 方 アマ チ ュ アァ 無線 局 の 増加 と 不法 アマ 
チュ ア 局 の 対策 の 一 環 と し て クラ ブ 局 の 免許 へ と 一 歩 
5 踏み 切っ た -. 

放送 に お いて は 再 免許 の 年 に ちあ た っ た た め は に, 一 部 
チャ ネル プラ ン の 修正 が 行なわ れ て , 外国 電波 た に よる 
妨害 の 排除 と 難 膨 地 域 の 改善 を 目的 と し て 各局 の 増 力 
が 行なわ れ た . また FM 放送 に つい て る も 検討 が 加え ら 
ん た < 

テレ ビジ ョ ン 放 送 は 多数 の 免許 局 が 放送 を 開始 し た 
の で , 受像 者 の 数 が 急速 度 で 増加 し た の が 目立っ た . 

一 方 昭和 34 年 は 電波 に 関す る 国際 会 議 の 年 に あ た 
り , CCIR 第 9 回 総会 , ECAFE 通信 委員 会 に た つ ヾ い 
て 無線 主管 庁 会 議 , 全権 委員 会 議 が 行なわ れ 各 代表 は 
わが 国 の 電波 国際 的 地位 の 向上 と 権益 の 拡張 の た め に 
活躍 し た - 以下 これ ら に つい て 述べ る . 


6.2 電波 関係 法令 の 改正 


本 年 3 月 第 31 国会 と に お いて 放送 法 の 一 部 を 改正 すず 
る 法律 が 成立 し た . 履正 の お も な 点 は , 放送 法 施行 後 
に お ける 放送 事業 の 顕著 な 発達 と 放送 が 国民 生活 に お 
よ ほ す 役割 , 影響 力 の 増大 と に か ん が 有 み , 放送 番組 の 
向上 適正 化 を 図っ た と と お よび 日 本 放送 協会 の 業務 , 
財務 , 機構 の 整備 , 放送 番組 の 編集 お よび 放送 の 準則 
の 明確 化 等 より, 放送 お よび その 受信 の 進歩 発達 を 
図り , も っ て 同 協会 が 一 層 積 極 的 な 活動 が 行ない うる 
よう に し た こと 並び に 放送 番組 た 関す る 協定 の 基準 を 
設け する と と 等 と より 一 般 放 送 事業 者 に お ける 放送 の 自 


| 主 性 の 確保 を 図る た め , 所 要 の 規定 を 整備 し た こと 等 


で あぁ ある. な お , と れ に 伴い 本 年 4 月 放送 法 施 行 令 の 一 
"部 が 改正 され , 本 年 5 月 放送 法 施 行 規則 の 一 部 が 改正 
*6.-Radio Wave Regulation. By TANEMOTO 
' NIijo, Member (Radio Regulatory Bureau, 
「 Tokyo). [資料 番号 4515] 
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テレ ビジ ョ ン 放 送 局 の 実情 た か ん が み , 電波 監理 上 
の 必要 か ら 本 年 6 月 1 日 と これら の 一 斉 再 免許 を 行 な 
わな いよ う , 本 年 3 月 テレ ビジ ョ ン 放 送 を 行なう 放送 
局 の 免許 の 有効 期間 の 臨時 特例 を 定め る 省令 が 制定 さ 
a 

気象 援助 業務 用 放送 設備 お よび 人 簡易 無線 業務 用 無線 
設備 の 占有 周波 数 帯 幅 , F。 電波 を 使用 する 送受 信 装 
置 お よび 単 測 波 帯 を 使用 する 送受 信 装 置 の 条件 を 定め 
る た め , 本 年 4 月 無線 機 形式 検定 規則 の 一 部 が 改正 さ 
れれ 

放送 局 の 免許 , 運用 等 が 改正 放送 法 の 規定 の 趣 結 並 
びに 最近 の 電波 科学 の 進歩 お よび 放送 事業 の 発展 た 即 
応ずる よう 本 年 5 月 電波 法 施 行 規則 , 無線 局 人 免許 手 続 
規則 , 無線 局 運用 規則 お よび 放送 局 の 開設 の 根本 的 基 
の 一 部 が 改正 され た . 


6.3 周波 数 割当 の 状況 


無線 局 に 使用 する 周波 数 は 郵政 省 に お いて 作成 され 
た 周波 数 分 配 表 た に も と づい て , それ ぞ れ 各局 に 割当 で 
られ る . な お お わが国 の 周波 数 分 配 表 は , 国際 無線 運 信 
規則 に 定め られ た 国際 周波 数 分 配 表 に も と づい て 作成 
され た も の で ある . 現在 わが 国 で 無線 局 に 割当 て られ 
て いる 周波 数 の 数 は 表 6.1 の ど ご と く で ある ・ 

と の 1 年 間 に お ける 周波 数 割当 に 関す る 六 な 動き を 
述べ て みる 長 中 波 関 係 と し て は 16.2kc た に て 長波 の 
標準 電波 の 実験 局 が 開設 され , 又 1,850 kc に て ロラ 
ン 局 の 運用 が 開始 され た . 短波 関係 と し て は 無線 局 を 
SSB 化 し て , 周波 数 え スペ クト ラム 使用 の 能率 化 を は か 
り , 叉 従来 比較 的 使用 され て いな か っ た 26-27 Mc 帯 
の SSB 化 た により, 海上 , 陸上 業務 用 と し て 開発 が すず 
\ め られ て いる . 超短波 関係 と し て は , 300-400Mc の 


表 5.1 割当 周波 数 の 数 


昭和 33. 9 月 昭 和 34. 9 月 


1,600kc 以 下 180 194 

1,600~4,000 kc 348 375 

4,000 kc~27.5 Mc 897 962 

27.5~300 Mc 176 792 

300Mc 以上 236 266 
i 


2,437 


信 。 計 ンー 


0 (11) 
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間 に 列 車 無 線 用 の 周波 数 を 定め 又 700-1,000 Mc の 間 
に て , TYV 中継 用 ウォ ェ ー キ ー ル ッ キ ー, 工業 テレ ビ , 
対 沖縄 ネ キ ャ ッ タ 回 線 の た め の 周 波数 を 定め た . マイ 
タロ 波 関 係 と し て は , 10 Gc 以上 の 開発 が 進み , 10 Gc 
付近 だ に て テレ ビ 中 継 , 多 軍 公 衆 通信 が , 又 2,400 Mc, 
3,400 Mc を 用 いて レー ダ の 実験 が 行なわ れ て いる 

な お ポ 」 ジュ ネー ブ に お ける 無線 主管 庁 会 RS 
は 国際 周波 数 分 配 表 の 論議 が 行なわ れ て いる の で , そ 
の 結果 に よ ょ っ て は わが 国 の 周波 数 分 配 表 の 変更 が 行 な 
われ, 既設 無線 局 の 周波 数 の 変更 も 行なわ れる 可能 性 
が ある ・. 


6.4 各種 無線 局 の 動き 


6.4.1 陸上 関係 無線 局 
陸上 関係 の 無線 局 は ます ます 増加 の 傾向 が 衰え ず , 
特記 34 年 度 よ り 実 施さ れ た 電信 級 お よび 電話 級 の い 
わ ゆ る 初級 アマ チュ ア 無 線 技士 制度 に よっ て , アマ チ 
ュ = ア 局 の 増加 は 人 驚異 的 な も の に な りつ は ょ あり, 34 年 8 
月 まで で 約 6,520 局 , 前 年 同期 た と 比 し 約 1,600 局 の 
増加 で ある . アマ チ ュ ア 局 以 外 の 過去 1 年 間 に お いて 
増加 の 著しい も の で は , 相 変 ら ず 陸 上 運輸 用 が 最も 多 
| さく, 電力 事業 用 , 公衆 通信 用 , 消防 用 , 将 察 用 等 が こ 
| れ に 次 いで いる . 34 年 8 月末 に お ける 陸上 関係 無線 局 
の 総数 は 2,741 局 に 達し , 前 年 同期 た 比 し 約 34.5 
導 の 増加 で あぁ る. 特に 伊勢 湾 台 風 等 の 災害 時 に お いて 
は その 彼 害 が 災害 地 全 域 に わた っ た 有線 回 線 に 比 し 
| 問題 に なら な い 程 度 で あり , その 復旧 も 早く 有線 に 代 
| わっ て 目 党 し い 活躍 を し , 無線 な る も の の 利用 価値 が 
| 認め られ , 名 方 面 に おい て 使用 要求 が 出さ れ 一 周 増 加 
へ 拍車 を 加え % る も の と 思わ れる . こと の 電波 利用 の 玉 
肛 表 求 に 対し て 29.7 Mc 以下 の SSB 化 , 超短波 帯 の 
放 チ ャ ネル セパ レー ショ ン の 圧縮 等 に 加 %, 更に 選択 呼 
| 則 潤 Mt の c+ る 同一 周波 数 の 共用 等 の 行政 措置 が 
及 と られ つく ょ あぁ ある. 
有 】 ⑭) SSB 通信 方 式 の 実施 。 SSB 通信 方 式 採用 
| の 法制 化 に ょ り 新 設 の 局 に つい て は 規則 通り で ある が 
有 既 説 の も の に つい て も 全面 適用 の 時 期 (37 年 12 月 ) 
有 | を 待た ず 極 力 早い 機会 に 切替 え を 勧告 し て いる . DSB 
局 数 は 約 800 に 近い 数 が あり , 34 年 度 に お いて 約 40 
| 局 程度 の 切替 え が 計 画 さ れ て いる . な お 34 年 度 の 新 
半鐘 の を 合え 70. 選 で ある. 
(B) ITV の 無線 伝送 従来 有線 に より 実用 の 段 
| 隊 に 入っ て いる ITV (Industrial Television) は , 由 
元 的 , 経済 的 等 の 制約 に と たより, 無線 伝送 に よる 免許 が 


a a 


eh og マン 


要求 され , 34 年 7 月 無線 局 と し て の 免許 方 針 が 決定 さ 
れ , 今年 8 月 た に その 第 1 号 と し て の 実用 化 試 験 局 が 大 : 
上 阪 の 三 和 銀 行 に よっ て 開設 され た : 無線 伝送 に よる 
ITV の 実現 に よっ て , 今後 各種 工業 ぉ よび 企業 の 合理 
化 や 教育 用 , 医療 用 等 多 方 面 に わた る 利用 が 増加 する 
も の と 思わ れる ・ 

(C) 選択 呼出 装置 の 実用 化 電波 の 電 要 の 増加 
に より , 全て の 施設 者 が 専用 波 を 持つ こと は , 周波 数 : 
が 有限 で あぁ る と こと より 望め な く な る の で , 同一 周波 数 
を 使用 し て , いく つか の 施設 者 に よっ て 混乱 を 起 さ ず 
秩序 整然 と 通信 を 行なう た め に 考え られ た 選択 呼出 装 
置 は , その 適正 な 使用 に より , 電波 利用 の 公平 か つ 能 , 
率 的 使用 が 一 段 と 向上 し 専用 波 を 使用 し た 場合 と なほ と 
ん ど 変 らち な いも の と すず する こと こと が で きる . この 装置 は ず 
で に 局 数 の 多い 施設 者 (船舶 無線 , 行政 無線 等 ) の 一 
部 で 運用 衣 率 を 高 あ る た め に 採用 され て いる も の で あ . 
る が , 同一 周波 数 共用 の た め に こと の 装置 の 採用 を 勧 禁 
する 業務 と し て は , 地方 行政 の 公報 業務 用 , タク シー 
事業 用 , 運送 事業 用 , 広告 事業 用 , 販売 サー ビス 事業 
用 等 を 考慮 し て いる . タク シー 事業 用 と し て は , 34 年 
3 月 名 古屋 に お いて 2 社 で , 同年 7 月 東京 に お いて 同 
じ く 2 社 で それ ぞ れ 実験 的 に 実施 され て お だ お り , 将来 そ 
の 利用 範囲 は 一 層 拡 大 され る も の と 思わ れる ・. 

6.4.2 海上 お よび 航空 関係 無線 局 

海上 お よび 航空 関係 無線 局 の 過去 1 か 年 間 の 増加 を 
8 月 末 現 在 の 資料 に と よっ て 調べ て みる と 表 6.2 の よう 
に な る . 


表 6.2 
昭和 33 年 8 月 | 昭和 34 年 8 
Es 政 来 昌 在 上 | 増加 迷 


た ヾ し , 無線 測位 局 は 無線 航行 隙 上 局 , 無線 航行 移 
動 局 , 無線 方 向 探知 局 お よび 無線 標識 局 を 含 も の で 
あっ て , その 増加 の 大 部 分 は 漁業 用 の ラジ オブ イィ で あ . 
る 次 に トピ ッ ク を 一 , 二 紹 介する . 

(A) 海上 保安 庁 の ロラ ン 業 務 の 開始 ロラ ン 航 . 
法 は 最も 有効 な 船舶 の 電波 航法 の 1 つ で あり , 既に 米 
軍 の 日 本 に お ける 施設 は あっ た が , わが 国 に お いて 
も , か ね て か ら 海 上 保安 庁 に おい て, 太平 洋 q ラ ン 網 
建設 計画 を た て , 所 要 の 措置 と 施設 の 研究 を 行なっ て 
いた . そし て まず 本 州 東北 時 海 域 の た め に 昭和 34 年 
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て ョ ラン 用 の 無線 航行 陸上 局 を 実用 化 試験 局 と し て 開 。 波数 30 c/s の 位相 は 送信 局 か ら 受 信 点 を 見 た 方 位 に と よ ょ 
設 し た . その 電波 の 形式 は Po, 周波 数 は 1,850 kc, っ て 定まる 科 
空中 線 電力 は 主 局 110 kW , 従 局 140 kW (いずれ る も 送信 局 か ら 30 c/s の 基準 位相 信号 を 送信 し て ゃ れ ば ” 
失 頭 電力 ) で ちっ た . と の 実用 化 試 験 局 は 主として 設 受信 点 で は 送信 指向 特性 の 回 転 に よっ て 生じ た 30cjs Ey 
| 地 の 安定 、p ラ ンチ ャ ー ト の 較正 等 に つい て 行なわ れ の 位相 信号 を 基準 位相 信 過 と 比較 する と と に より 送信 
放 」 て いた が 、 よ う や くそ の 成果 を みた の で , 1 月 実用 局 。 局 か ら の 方 位 を 測定 で きる も の で ある . に 二 


| 5 月 , 犬 金崎 ( 主 局 ), 波崎 ( 従 局 ) お よび 落石 ( 従 局 ) cs で 振幅 変調 され た 電波 が 受信 せら れ , 。 その 次 病 同 


に 切り 換え られ , と ま \ に わが 団 で は じ め て の ロラ ン 業 6.4.3 放送 関係 無線 局 < 
3 務 が 正式 た 開始 され た . (A) 標準 放送 昭和 34 年 6 月 1 日 の 標準 放送 。 や 
3 (B) 単 側 波 帯 通信 方 式 (SSB) に よる 漁業 用 無線 局 の 再 免許 に 伴い , チャ ネル プラ ン の 一 部 を 修正 し 
4 亡 の 免許 可 等 の 方 針 の 決定 漁業 無線 に 関す る SSB た. 技術 的 に は スー パ ・ ヘ へ テ ョ ダイ ン 受 信 機 の 普及 度 
月 の 採用 に つい て は , 漁業 者 の 経済 的 事情 二 よ び 関 係 規 。 か Wea 一 受信 機 よ りえ スー パ ・ へ ヘ テ ョ ダイ 
| 4 の 改正 その 他 電 波 監 理 上 考 南 すべ き 点 が あっ た た 受信 機 に 変更 し とれ ER 

| つや, 従来 は 特に 利用 を 希望 する も の に つい て の ふみ 認め を 行か また 、 外国 放送 波 の 実態 を 調査 し その 実状 」 
EP られ て いた が , その 後 漁業 無線 界 の 意向 を 勘案 し た 上 , お よび 都市 人 工 雑 音 の 増加 等 を 勘案 し , 既設 局 の 周波 」 
| 本 年 2 月 郵政 省 は その 措置 方 針 を 決定 し た . と の 方 針 数 の 変更 お よび 空中 線 電力 の 増加 を な し 得る よう 

た よれ ば 漁業 局 の SSB 化 た に つい て は , さ し む き 強 制 ャ ネル ブラ ン の 修正 を 行なっ た 1 
有 | の 展 を と ら ず 行 攻 拍 導 に より 行なう こと と し て お り 、 すなわち , 周波 数 変更 を 行なっ た も の NHK 放送 局 " | 


| その 移転 の 時 期 は 原則 と し て 漁 楽 用 海 沖 局 に つい て は 62 局 , 一 般 放送 局 19 局 , 増 力 が 可能 た な っ た も の 
有 】 新設 の 場合 ね よび 既設 の 海 骨 局 の 無線 電話 設備 の 取 震 。 NHK 放送 局 19 局 , 一 般 放送 局 27 局 と な 
| を 増設 を 行なう 場合 , また 漁船 の 船舶 局 に つい て は , ャ ネル 使用 数 も NHK 第 1 放送 綱 33 
有 | SSB 方 式 の 海 単 局 を 相手 と する も の で は , 新設 の 場合 。 懲 27, 一 般 放 送 事 業者 35, その 他 騙 留 軍 向 け 
| ちよ ょ び 既 設 の 船 前 局 の 設備 の 取 替 , 増設 を 行なう 場合 。 と な っ た . し か し , この 修正 に より 完全 に 外国 混信 が 
有 | 並び に 前 記 以 外 の 船 前 局 は 昭和 35 年 1 月 1 日 以降 に 軽減 し , 区 財 地域 が 救済 され た と は 言い 難く 年々 ’ 
| 新設 する 場合 お よび 既設 の 設備 の 取 夫 又は 増設 を する 加 す る 外国 混信 3s よび 人 工 雑 音 の 増加 に に 対 色 、 
3 : 場合 に は SSB 方 式 の 設備 で な けれ ば な ら な いと し 良好 な 聴取 状態 を 確保 し , 周波 致 の 有効 な 科 
Yo る た め 更 に 新た な る 方 策 が 必要 で ある . そ Z 
際 こ な 旦 和 34 年 10 月 現在 SSB 方 式 の 無線 電話 し て 精密 同一 周波 同一 プロ グラ ム 放 送 局 の 実 
有 を 使用 し て いる 漁業 局 は , 漁業 用 の 海 骨 同 7 局 , 漁船 。 2 放送 局 の 周波 数 閥 を 0.1c/s 以内 に 同期 
. の 角 8 局 約 100 局 で ある が 之 次 増加 の 個 向 を た どっ ー プ ログ ラム 放送 を 行なう 方 式 ) を 行ない 
る: 可能 性 に つい て 調査 が 行なわ れ た 。 
CC - 新しい 対空 無線 半生 近 有 迷 運 答 前 (B) テレ ビジ ョ ン 放 送 和音 
: + ICAO et ビー の 0 ⑧⑪ 白黒 式 テ レビ ジョ ン : 昭和 32 年 6 
ーー れ た チャ ネル プラ ン は 一 部 修正 され て , 合 
テレ ビジ ョ ン 放 送 局 が 設置 され る こと と 
E 運用 中 の も の は NHK 39 局 , 一 般 放 
方 な 10 月 既に 工事 が 完 = あり , 予備 免許 中 の も の 8 局 で ある 、 
or 夫 RA ER ア 電電 
Ben < 


- ジラ ン は 目下 栓 詩 中 で ある 
の es: = テレ ビジ ション: ‘CCIR 
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て , Band IV お よび V'(470 Mc か ら 960 Mc) の カ 
ラー テレ ビジ ョ ン の 標準 方 式 た 関す る 討議 が 行なわ れ 
た ・ と れ ら の 会 議 で ヨー ロッ パ の 諸国 は NTSC 方 式 の 
標準 の 一 部 を 修正 し た いと の 意見 を 提出 し た . し か し 
走査 線 625 本 , チャ ネル 間隔 8Mc の 点 で は ヨー ロッ 
が の 各国 の 意見 は 一 致し た が , バン ド 幅 は 7?Mc と 8 
Mc に 分 れ , 映像 搬送 波 と 音声 搬送 波 の 間隔 は 5.5 Mc 
と 6.5Mc に , 色 副 搬送 波 周 波数 は 4:3'Mc と 4.43 Mc 
に それ ぞ れ 意見 が 分 れ た . 米国 は すでに NTSC 方 式 
を 実施 し て ぉ おり, わが 国 は 意見 の 提出 を 見 合わ せ , 討 
議 の 結論 は 得 ら れ な か っ た . わが 国 で は カラ ー テ レビ 
ジョ ン 実 験 局 は NHK (ch3 ポ ぉ よび 600Mc 帯 ), 日 
本 デレ ビ (ch4) お よび ラジ オ 東 京 (ch 6) で 運用 され 
て いる - カラ ー テ レビ ジョ ン 調 査 会 は これら の 実験 局 
利 用 し て , 34 年 9 月 た 20 個 の 街頭 受像 機 に よっ て 
聴 視 状況 の アン ケー ト 調 査 を 行ない , 今後 の 調査 の た 
め の 基 礎 資 料 と し た . カラ ー 受 像 管 試作 委員 会 は , 17 
タン シンチ ジャド ウマ スク 形 カ ラー 受像 管 の 試作 を 行なっ 
cra 
(で 〇 ) FM 放送 現在 わが 国 に お いて FM 放送 の 
在り 方 と し て 根本 的 に VHF 帯 と UHF 帯 で 実施 する 
場合 に つい て FM 放送 の 需要 , VHF-FM と UHF-FM 
有 有 | の 技術 的 比較 , UHF 帯 の 将来 に お ける 開発 の 見 通し 。 
諸 外 国 と の 関係 等 に 関し て , 両者 の 比較 検討 が 行なわ 
れ て いる . VHF-FM 実 験 局 は 現在 シン プレ ックス と し 
「 て NHK の 局 (東京 87.3 Mc 10kW, 大 阪 88.1Mc 
10kW, 加川 85.45 Mc 250W, 移動 用 85.45 Mc 50 
放 や や が あぁ あり, マル チ プ レッ クス は 東海 大 学 の 方 
(84i!5 Mc 1kW) が ある . シン プレ ックス FM に 関し 
| では, 10 kW の 伝 ば ん 資料 , 送信 機 の 各種 資料 等 を 得 
y | る よう に 増 力 設 備 変 更 を 行なっ た . マル チ プ レッ クス 
FM に c 図 し て も FM 委員 会 より 技術 資料 が 提出 され , 
引続き マル チチ + ネル の 基 漠 等 に 関す る 研究 を 実施 し 
て いる . 
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6.5 電波 監視 の 活動 


有 電流 の 利用 を 確保 する こと を 目的 と し て , 無線 同 が 

正しく 運用 され て いる か どう か , また , 他 の 電波 に よ 
っ て 炉 害 され て いな いか どう か を 監視 し , 又 同時 に 不 
| 法 無線 局 の 探査 が 常時 国内 9 か 所 の 監視 部 に お いて 行 
有 < われ て いる これ に より 正しく 運用 され て いな いも 
の に 対し じ て は 規正 を 行ない , 妨害 を 受 け て いる 場合 
は 調査 を 行なっ て 適当 な 措置 を し , 不法 無線 局 は 捕捉 
| し 状況 に よっ て は 摘発 が 行なわ れ た . 
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また 国際 監 視 と 称し て , あぁ あらゆる 電波 の 入 感 状況 を 
経常 的 た 調査 記録 し て , これ を 国際 機関 で ある IFRB 
に 送付 し , 周波 数 割当 対策 上 必要 な 資料 を 提供 し た . 

昭和 34 年 に お いて は , 監視 の 面 で は 電波 の 質 の 監 
査 回 数 は 月 平均 11,000 件 で 周波 数 偏差 過大 や 容 生 発 
射 等 の 事故 が 0.5 必 , 無線 通信 の 運用 に 関す る 監査 は 
月 平均 58,000 件 で , この うち 事故 件 数 は 1:7 必 が そ 
れ ぞ れ 発 見 され て いる . また , 不法 無線 局 で 捕捉 され 
た も の は 月 平均 1,300 件 で , と の うち 摘発 され た も の 
は 49 件 で あぁ る. さら に 混信 状況 調査 は 月 平均 8 件 , 国 
際 監 視 の 関係 で は 月 平均 調査 時 間 300 時 間 で 周波 数 測 
定 件 数 は 5,100 件 と な っ て いる . 

な お, 監視 施設 の 面 で 拡充 され た 主 な も の を あぁ あげる 
と , 新 形式 の 短波 受信 機 , 遠方 制御 式 方 向 探 知 機 , 時 
間 率 電界 強度 自動 記録 装置 の 付 属 し た 電界 強度 測定 
器 , 頂部 負荷 形 広帯域 空中 線 の 設置 等 を 引 続 い て 行 な 
っ て いる が , この 他 に 電界 強度 測定 も 可能 な UHF 拍 
受信 機 (25~470 Mc/s) , トラ ンジ スタ を 用 いて 小形 軽 
量化 し た 携帯 形 方 向 探 知 機 , 超短波 方 向 探 知 機 用 の 広 
帯域 指向 性 空中 線 , 容 間 に 発射 され て いる 電波 の 周波 
数 , 電界 強度 , 形式 , 入 感 時 刻 , 不 密 状況 お よび 雑音 
分 布 状況 を 連続 か つ 自 動 的 に 記録 する 電波 自動 監視 記 
録 装置 等 が あぁ る. 

また , 電波 監視 に 関す る 国際 的 な 技術 基準 の 設定 に 
つい て は CCIR を 通じ て 世界 各国 に お いて 研究 され て 
いる が , 新しい 通信 方 式 の 開発 に 対応 し て , 電波 の 質 
の 測定 法 お よび 測定 器 の 完成 が 望ま れ て いる . 

こと これら 諸 問 題 の うち , 特に フェ ー ジ ジング, 雑音 等 選 
よっ て 変形 され た 電波 の 占有 帯域 幅 の 測定 法 に 関す る 
調査 お よび 各種 形式 電波 相互 間 の 混信 許容 限界 を 決定 
する た め の 混 信 保 護 比 に 関す る 調査 を 実施 し た . 

また , 電波 監視 の 空中 線 と し て 2~30 Mc/s の 周波 数 
範囲 が 受信 で きる 広帯域 無 指向 性 空中 線 を 製作 し た 、 


6.6 国際 会 議 


始め に も 述べ た よう に 昭和 84 年 は 電波 界 に と ら で 
は 多く の 国際 会 議 が 行なわ れ た . まず 4 月 に は CCIR 
の 第 9 回 総会 ベロ ス ァ ン ゼ ルス に お いて 開か れ , わが 
国 か ら は 浜田 主席 代表 他 11 名 が 参加 し た . こと の 会 議 
で は 後述 する 無線 主管 庁 会 議 で 客 議 され る 国際 無線 規 


則 に 関す る 問題 を 含め て , 無線 技術 の 多く の 問題 が 討 


議 さ れ た . 


次 に 5 月 に は 東京 に お いて ECAFE と ITU の 電気 


通信 専門 家 作 業 部 会 が 開催 され た と れ に は ECAFE 


be 
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囚人 生 所 生 休 各 会 寺 計 筑 4 基 二 号 5 
0 の 加盟 国 20 か 国 が 参加 し た ほか ITU, ICAO, UNE. (3) 適 難 通 信 を 始め と する 無線 周 周 軍 用 手続 の 歌 知 
SCO WMO ぉ よび IEC か ら オ ブザー バ が 出席 し た . (4) 国際 無線 電報 制度 に 関す る 問題 


この 会 議 で は ECAFE 地域 各国 の 経済 的 発展 の 基礎 と 約 150 件 の 提案 を な し , 叉 同時 に に IFRB の 改選 と も 立 
な る 電気 通信 の 発達 を 促進 させ る 方 策 が 協議 され , 多 。 侯 補 し た . 
大 の 成果 を 上 げた . 10 月 より は 同じ 場所 で 全権 妥 員 会 が 開か れ た . こと の 
次 に 8 月 か ら 12 月 に は 国際 電気 通信 連合 の 国際 会 。 会議 は 国際 電気 通信 連合 の 最高 会 議 で 国際 電気 通信 条 
議 中 の 通常 無線 主管 庁 会 議 が 開か れ た . この 会 議 は 国 約 の 改正 管理 理事 国 の 改選 基地 連合 の 基本 釣 問 題 


et Raimi の の 解決 を 主 目 的 と する 会 議 で , わが 国 は 西 竹宮 政 大 臣 
PE 登録 委員 会 選 を 主 有 目的 と する も の < 
を 主席 全権 て 他 17 名 が 出席 し た . と の 会 聞 

、 で , わが 団 か ら は 西崎 代表 以下 2 名 の 代表 が 出席 し Dai gag i の 

た 」 こ の 会 議 に 対す る 各国 の 提案 は 4,000 件 の 多き に ご は 音 国 の 提案 は 約 300 件 で わが 国 か ら も 
達し た . わが 国 も (1) 連合 組織 お よび 運営 の 改善 ; “2 

| (1) 周波 数 の 再 配分 , 周 波数 の 登録 お よび 通告 手 i Sais od BE 8 
続 の 改正 , 呼出 符号 の 追加 要求 Pe re RA び 主 貸 庁 会 議 の 任務 等 : 3 
(2) 技術 関係 諸 規則 の 改正 , 無線 局 の 技術 条件 の に つい て 20 祭 件 の 提案 を 行ない , 一 方 管理 理事 国 の | 

隊 改善 改選 に は アジ アァ お よび 渡 州 地域 より 立候補 し た i 


電気 通信 学会 「 寄 季 の し お ぉ お り 」 に つい て 

; 寄稿 者 の か た が た は 執筆 する 前 に 「 寄 積 の し お り 」 を 一 応 読ん で いた だ きた い 
a と 思い ます -・. (昭和 33 年 7 月 号 716 ペー ジ ), な お 御 入 用 の 方 は 郵 券 8 円 お 送り 
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る eIEC ニュ ー デ リー て 開催 


1960 年 の 国際 電気 標準 会 議 (TIEC) 総会 は 11 月 1 日 
より 16 日 まで イン ド の ニュ ー デ リー で 本 年 開催 され る 
と と に 決定 し た 。 な おぉ お TC-12, TC-39, TC-40 な どの 
比 電 関 係 の 委員 会 お よび それ ら の 分 科 会 に つい て は , 
開催 地 , 期 日 は 未定 で も る が , 例年 の ょ うに 7 月 上 和 旬 
ョ ヨー ロッ パ で 行なわ れる 公算 が 大 きい 。 わが 国 か ら の 
参加 者 は 毎年 他国 に 比 し 少な い が 本 年 は 多数 の 参加 が 
望ま れ て いる . 


る マイ クロ 波 電 子 管 国 際 会 議 ミ ュ ン ヘン て 義 催 


マイ クコ ロ 波 電子 管 国際 会 議 は 第 1 回 が 1956 年 パリ ー 
で 第 2 回 が 1958 年 ロン ドン で それ ぞ れ 開催 され た 
が 第 3 回 は 本 年 6 月 711 日 ドイ ツ ッ ツ の ミュ ン ペ ヘン で 
開催 され る と と と な っ た :. これ は マイ クロワ ロ 波 電子 管 全 
般 に わた る 大 規模 な も ので, 二 極 管 , 三 極 管 , 速度 変 
調 管 , 進行 波 答 , 後進 波 管 , 磁 電 管 , 空 胴 共振 器 , 遅 
波 回 路 , 空間 電 共 波 管 , 雑音 , 電子 銃 並び に 電子 ビー 
の 形成 法 、 メ ー パ , ガス 放電 管 , アン ジュ レー タ , 
チェ レン コ フ ふ く 射 , 測定 法 お よび 製造 技術 が 含ま れ 
て いる . 


を 仙台 市 外 ク ロス パー 局 開 通 


か ね て 建設 中 の 仙台 市 外 ク ョ スパ ー 己 (34 年 8 月 号 
ニニ テー ス 欄 参照 ) は 工事 を 遅滞 な く 完 了 し , 昭和 34 年 
11 月 1 日 開通 し た . 

仙 合 局 は , 長 距離 市 外 中 継 交換 (LTS : Long Dis- 
tance Inter-Toll Switching System の 略 ) と 市 外 着 


注 ) ーー LTS 開通 に と も な う 基 幹 回 線 

LTS 開通 に と も な うぅ 直通 回 線 

35 年 度 に 開通 予定 の 回 線 

数 字 は 回 線 数 を 示す 

仙台 し TS 設置 に と も な うぅ 即時 回 線 綱 


信 衣 換 (LIS : し . Incoming S$. の 略 ) を わが 国 は じ め 
て クロ スパ ペー 交換 機 に ょ っ で 実現 し た も の で ある . こと 
れ に より 東北 6 県 導 ょ び 東京 相互 間 は 直通 回 線 お よび 
仙台 LTS を 経由 する 基幹 回 線 を も つと と に な り ( 図 
参照 )。 市 外線 を 高 能率 に 使用 で きる と と も に サー ピ 
ス は 向上 し 相互 間 を 全て 即時 通話 と な っ た . 各地 の 発 
信 扱 者 が 市 外 局 番号 + 相手 加入 者 番号 を ダイ ヤル する 
と 仙台 LTS にょ り 自 動 中 継 交換 が 行なわ れ 相 手 加 入 者 
まで 全て 自動 的 に 接続 され る . 

開通 に 先立っ て 行なわ れ た 接続 試験 に よれ ば , 局内 
接続 率 は 99.7 少 > トラ ブル レコ ー ダ カー ド は 1,000 呼 
当り 1 枚 と いう 好成績 で あっ た . また 新た に 実用 化し 
た ワイ ャ スプ リン グ 継 電器, クロ スパ ー ス イッ チ 等 の 
部 品 に つい て も と くに 欠陥 は な く 信 頼 度 の 高い も の で 
あぁっ た . 

開通 後 約 1 か 月 間 の 接続 状況 は , 運用 側 か ら の 申告 
か ら ろ みて 良好 で ある 。 また 共通 制御 方 式 の 特徴 を 充 分 
に 発揮 し 各種 の 統計 資料 お ょ び 障 害 の 精確 な 検出 を 行 
な っ て いる . 今後 の 市 外交 換 の 安定 度 向 上 に 資す る と 
と ころ は 大 きい . 


る 24 Gc 伝 ば ん 試験 実施 


電電 公社 電気 通信 研究 所 で は ; 11Gc 以上 の 周波 数 
帯 に つい て , 地表 を か すめ る 低い 伝 ば ん 路 の 伝 ば ん 特 
性 を 基礎 的 に 調べ る た め , 栃木 県 佐野 市 と 埼玉 県 深谷 
市 と の 聞 (距離 約 30km) で と の は ほど 24 Gc, 11 Gc, 
6 Gc の 伝 ば ん 実験 を 行なっ た . と の 実験 で は 田園 地帯 
に お だ お ける 接地 性 ダク ト の 影響 お ょ よび 等 価 地 球 半 径 係数 
の 変化 に ょ る 地表 樹木 や 地 物 の 陰影 効果 な どの 検討 と 
電 点 が お か れ た . kk お よび 接地 性 ダク ト の 観測 は 通路 
の 中 間 , 群馬 県 館林 市 郊外 で 地上 75m の 鉄塔 に ょ り 
行なわ れ た .。 ダク ト の 発生 と に と ょ る 電波 の 到来 角 の 変化 
は か な り 大 きく , 10m の 狭 ピ ー ム 裕 中 線 (半値 幅 0.07°) 
で 垂直 面 内 に ビー ム を 走査 し て 得 た 24 Gc 電波 の 到来 
角 と , 11 Gc で 位相 差 の 検出 か ら 得 た 到来 波面 と は そ 
れ ぞ れ は ほぼ 一 致す る と と が 分 り , また 多重 波 到 来 角 の 
分 光 も 行なわ れ て いる 。. 接地 性 ダク ト の 発生 は 概して 
夜間 に 多く 見 られ 電波 の 到来 角 も 同様 に 夜間 高く な る 
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「 けけ で あぁ る が , 
| 周波 数 が 高く な る ほど 等 価 抵抗 の 低い 発振 子 を うる と 
と が 困難 に な る ・. 


和 35 年 1 月 


と こと が わか っ た . こと の 場合 樹木 の 陰影 領域 で 受信 され 
た 電界 は 上 昇 す る 傾向 が 得 ら れ , k は 標準 値 ょ り 大 き 
いと と が わか っ た 、, 到来 角 の 変動 の 最大 は ビー ム の 中 
心から 上 方 0.3° に も 達し た . と の 実験 で 従来 検出 し 得 
な か っ た わずか の 到来 角 の 変化 や 多重 波 が 測定 きれ て 
いる の で , 従来 より も 詳細 な 機構 の 解析 が 得 ら れる も 
の と 期待 され る . 更に その 機構 の 解明 か ら フ ェ ー ジ ン 
グ ゃ や ゃ 伝 ぱ げん ひずみ に 対す る 上 体 的 な 救 落 対 策 の 方 法 が 
見 出さ れる も の と その 成果 が 注目 され て いる . 


る UHF 放送 用 大 電力 クラ イス トロ ン 完 成 


現在 UHF 帯 の 利用 面 は , SHF, VHF 帯 に 比 し か な 
ぁ あるいは 


り 遅 れ て いる が , と と 数 年 来 見 通し 外 通 信 , 
UHF-TV な ど に 使用 され て き で て で おり, わ 
が 国 に お いて も UHF の 大 電力 と た ょ る 遠 距 
郊 中 継 , UHF 放送 な ど が 問題 と な っ て き 
た . と の 開発 の 一 環 と し て NHK 技術 研究 
所 と 東芝 が 共同 し , UHF 帯 の TV ゃ FM 
放送 終 段 送信 管用 に 大 電力 クラ イス トロ ン 
の 研究 を 進め て きた が , 34 年 .9 月 出力 10 
EW の も の の 試作 に 成功 し た . 

と の クタ ライ スト ロン は 写真 に みち られ る と 
率 り , セラ ミッ ク 封 じ を 使用 し た 空 胴 外 付 
形 4 空 胴 で , 定格 出力 は 10kW, 陰極 は 
純 タ ンタ ル 衝 撃 加熱 方 式 。 電子 銃 の パー ビ 
デン レン ス は 1 で あぁ る. 周波 数 は さ し あ た 
り 670 Mc 付近 で 試験 され た が , も っ と 
低い 周波 数 で も 使用 で きる 見 込 . 外形 は 空 
窒 数 が 異な る 他 は アイ マッ ク の 3K50,000 
LE に 似 て いる が , 内 部 構造 は 独自 の 設計 に ょ っ て い 
る と いう . 


る 125 Me 水晶 発振 子 の 試作 に 成功 


電電 公社 電気 通信 研究 所 で は か ね て か ら 高 周波 水上 曲 
発振 子 の 研究 を 進め て いた が , ぽこ と の な ど 125 Mc 水 品 
発振 子 の 試作 に 成功 し , と れ を 同 研究 所 師 きい て 試作 
中 の 「 中 間 周 波 伝 送 特性 直視 装置 」 に 実用 する と と に 
次 っ た . 

水 卓 発振 子 な 高い 周波 数 に お いて は 発振 周波 数 が 水 
品 板 の 厚 さ に 逆 比 例 す る 厚 味 振動 を 用 いる . し た が っ 
て て 水晶 板 を うす くす れ ば する ほど 周波 数 は 高く な る わ 
水晶 板 の 仕上 げ の 精度 な ど に 支配 され て 


と どの た め ア メリ カカ r み に お いて を も 90Mc 


「 以上 の 発振 子 は 市 販 さ れ て いな い の が 実情 そ あ を る . と 
の ほど 試作 され た 発振 子 は 厚 さ が 0.066 mm, 直径 が 
| 14mm と いう 極め て うす い 水 唱 板 を オプ チカ ルフ ラッ 
| ト と 同様 に 平行 か っ 平坦 (精度 0.24) に 磨き 上 げた 
座 で ある 。 5 


電 気 , 通信 
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と の 発振 子 は 基本 波 周 波数 が 25 Mc その 第 5 次 オ 
ー パ ・ ト ー ン 125Mc た に お ける 等 価 抵抗 人 な 409 以下 
(並列 容量 7pF の 場合 ), 周波 数 温度 係数 が 1x10 で 
以下 , 製造 後 1 か 月 間 に わ た る 周波 数 漂 動 は , 恒温 横 
を 用 いな いで 1x10-5 以下 と いう か な り 優 れ た も の で 
ぁ あぁ る . 

また 同 研究 所 で は 最近 第 3 次 オー バ ・ ト ー ン を 用 い 
て 周波 数 が 140 Mc, 等 価 抵 抗 が 15Q と いう 画 期 的 な 


性 能 を 有する 発振 子 の 試作 に も 成功 し て お おり, と こと れ な は 
諸 外 国 に も 例 の な いも の で ある と され て いる . 
今後 は , と これ ら の 発振 子 の 量産 性 の 検討 周波 数 安 


定性 の 改良 を 進め て ゆく も よう で ある . 


る トラ ンジ スタ 製造 用 精 室 マ スク の 製作 に 成功 

メサ 形 ト ラン ジス タ は 超 高 周波 パワ ウー ト ダ ンジ ズ スス 
に 最も 適し た 構造 を も ち , 量産 に も 適し た 工程 を 取る 
と と が で きる の で , 各国 と も を 試作 な いし 造 を 始め よ 


うと し て いる . と これ の 製造 技術 上 最も 困難 な 点 の 一 つ 
は , 電極 蒸着 , エッ チン グ の 形状 を 決定 する マヌ ク の 
製造 で あぁ る が , と これ に は 厚 さ 数 十 * ミ クロン の 金属 第 に 


大 さ が 数 十 ミ クロ ン 程 度 の 正確 な 形状 を 持っ た 小さ い 
孔 を , 多数 規則 正しく 並べ て 明け る と と が 必要 で 極 
あめ て 高い 精度 を 要求 され る . と れ の 国産 化 は ト テ ンジ 
スタ 製造 者 に と っ て は 甚だ 重要 な 問題 で あっ な た. 
凸版 印刷 (株) で は , か ね て こと の 種 の 蒸着 用 精密 マ 
スク の 上 製造 方 法 を 研究 し て いた が , 耐久 性 の ある 優秀 
な も の が で きる よう に な っ た の で , 近く 専門 の 平場 を 
設け て 生産 を 開始 する と いう . 


る アイ ル ラ ンド へ 初 の プラ ント 輸出 

ソニ ー (株 ) で は アイ ル ラ ンド の シャ ノン 特 晶 宏 洪 
に トラ ンジ スタ ラジ オ 工 場 設立 を 計画 し て いた が | 政 
府 の 認可 が 下り , 近く 生産 設備 を 終り , 本 年 3 月 か ら 
トラ ンジ スタ ラジ オ の 生産 稼動 に 入る と と に な っ と た . 
会 社名 は な ソニー リ ミ ッ テ ッ ド シャ ノン 会 社 で , 資本 全 
額 ソ ニー の 払込 (5 万 英ポンド ) の 独立 法人 で ある . 
最初 の 計画 は 月 産 1 万 台 で , 必要 部 品 を 英 本 国 ) また 
は アイ ル ラ ンド で 購入 し , トラ ンジ スタ お よび その 他 
部 品 を 日 本 より 輸入 し て 組立 て る と と に な っ て いる と 
Rc 


る 台湾 へ TR 化 12 ch 宰 撮 の 初 輸出 


人 台湾 電信 監理 局 で は 台北 近傍 の 近 距 離 搬 送 回 線 と し 
て 12 通信 路 の トラ ンジ スネ タ 々 裸 撮 を 採用 じ , 富 証 通 信 
機 (株 が 製造 を 行ない , 34 年 9 月 た 納入 され た . 

と の 装置 は 電電 公社 の T-12-Tr 方 式 と 同様 前 攻 お 
ょ び CCITT 基 訂 群 を 経由 し て 6~54 kc, 60~108 kc _ 
の 線路 周波 数 を 作 茂 し , 群 別 二 線 式 伝送 を 行なう も の 
で あり , 出力 な 0dB/ch で ある. 


0 0) 


| で 大 量 に 復 製 が で きる の で, 


シー ト の 面 に 磁気 シー ト を 貼り , 
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手動 等 化 お ょ び 自 動 等 化 (1 
周波 パイ ロッ ト に よる 傾斜 調整 
を 含む うた に より 2.9mm 銅 線 を 
考え た 場合 , 約 100 km まで の 
線路 損失 を 補償 し 得る . 

搬送 電流 お よび パイ ロッ ト は 
4kc の 恒温 槽 入水 上 晶 を 使用 し 
で 宇 発振 器 の 高調 波 よ り 得 て お 
り 』114 kc の 群 撮 送 波 の み は 独 
究 発振器 を 使用 し て いる . 全 周 
波 に 対し , 予備 機 へ の 自動 切換 
を 行なっ て いる . 

か パイ ブリ ッ ト お よび AC リン 
クダ ウン 装置 も 自 蔵 し , これ ら 
の 機器 が 高 さ 2m の 標準 籍 体 
鉄 架 に 実装 され て いる . 


る 音 の 出る 印刷 物 市 販 さ る 


昨年 は 録音 再生 機器 に 新しい 方 式 が 続々 発表 され た 
が 特に 興味 の ある とこ と は 「 聞 く , 読む , 見 る 」 を キ 
ャ ッ チ フレ ー ズ と し て 印刷 に 類する 方 法 が 録音 に 応用 
され 書籍 店 の 店 頭 で も 発表 され た と と で ある . 

磁気 録音 に 関し て は 録音 され た シー ト を マス タ と し 
一 般 に 音 の 印刷 物 と 言わ 
れる よう に な っ た . まず キャ ノン カメ ラ で 既に 製造 さ 
れ て いる 「 キ ャ ノン ・ シ ンク ロリ ー ダ 」 は 印刷 され た 
表面 の 文章 等 を 見 
な が ら , 録音 され た シー ト の 再生 音 を 聞く も の で , 静 
幅 し た シー ト 交 対し て 3 個 の 磁気 ヘッ ド の 取付 けら れ 
だ ター ン テ ー ブ ル が 回 転 し な が ら 移 動 す る の で , 磁気 
トラ ッ ク は 円 紋 状 を 画 く . 叉 磁気 シー ト は 1 枚 の 録音 
ジー ト を マス タ と し て プリ ンタ で 多数 復 製 し , ファ イィ 
ルル し て 保存 で きる . 

理研 光学 で 発表 し た 「 リ コー シン クロ ファ ックス は 
原理 な は 凸 記 と 同じ で あぁ る が 静止 し た シー ト に 対し 1 個 
の ヘッド が 渦巻 状 に 走査 され 録音 再生 が 行なわ れる . 
さら に 日 本 ビク ター が 発表 し た 「 ビ クタ ターフ ワ フォンテ 」 
は 葉書 大 の 磁気 シー ト が 極め て 遅く 動き , 2 個 の 磁気 
ペッ ド が 振子 状 に 交互 に 動き 蝶 形 の トラ ッ ク を 行なっ 
で 録音 再生 する 。 な お シー ト の 外 ロ ー ル 巻き の 磁気 録 
音 紙 も 組 込 め る 構造 と な っ て いる . 

レコ ロー ド プ レー ャ を 使用 し て 聞く も の と し て は , 
垢 化 ピ ニ ー ル フイ ルム を 大 量 た に た プレス し て レコ ー ド を 
作り , 7 印刷 され た 雑誌 に 綴り 込ん で , 雑誌 の まま ぁ る 


|W は 取り は ず し て LP プレ ー ヤ を 開く も の で , コダマ 


プレ ス 社 の 「KODAMA」「AAA」, 朝日 ソフ プレ ス 社 
の 『 朝 日 ソフ ノラ マ 」, 毎日 新聞 社 の 「 マ イニ = チェ コー」 
等 が あり , 音 の 印刷 物 と 見 る こと が で きる だ ろう . 


③ テ レビ 受像 機 お よび ラジ オ 生 産 増大 
好景気 に よる テレ ビブ ー ム お よび 輸出 増大 の た め あめ, 
テレ ビ 受 像 機 お よび ラジ オセ ッ ト の 生産 は 昭和 34 年 は 
月 ご ど と に 増加 を 示し て いる 。 ラジ オセ ッ ト の 輸出 は 10 
月 で 1,159,188 台 と な っ て いる . 


生 * 密 71 炎 (単位 台 ) 
| ラジ オセ ツ ト テレ ビ 受 像 機 
昭和 32 年 ] 3,756,773 | 615,352 
33 年 5,278,368 1,223,762 
34 年 1 月 557,588 157,282 
月 631,867 176,067 
3 月 629,039 186,134 
4 月 671,543 201,741 
5 月 754,153 228,974 
6 月 858,201 248,094 
7 月 860,036 250,559 
8 月 931,959 256,604 
9 月 1,058,548 266,036 
10 月 1,179,859 282,152 


る トラ ンジ スタ の 生産 大 い に あ が る 


わが 国 の トラ ンジ スタ 々 工業 は 急速 に 進展 し て お り , 
各社 と も 需要 を 充足 する た め あめ 生産 設 備 の 第 二 次 増 強 を 
昨夏 完了 し た 生産 は , つぎ の 表 の ょ うに 急速 に 伸び 


っ つつ ぁ あり, 1959 年 の 10 月 まで の 月 平均 は 米国 より 上 回 
sb で ws. 


日本 お よび 米国 の 生産 数 (単位 個 ) 
ダイ オー ド | トラ ンジ スタ ドラン ッ スッ ドラ ンマ スケ 

1956 年 1,350,846 | 564,798 — | 12,840,000 
1957 年 3,862,818 | 5,746,034 2,439 | 28,738,000 
1958 征 9,910,678 | 26,736,328 | 12,223 | 47,050,814 
1959 年 1 月 | 1.588,742 | 4,521,814 5,195,317 
2 月 | 1,766,108 | 5,228,931 5,393,377 

3 | 1,912,621| 5,486,321 6,310,286 

4 | 2,168,531| 5,849,068 5,908,736 

5 月 | 2.498,394 | 6,126,492 6,358,097 

6 月 | 2.752,951 | 7.114,661 6,934,213 

7 月 | 2,978,870 | 6,712,943 6,030,265 

8 月 | 3,362,994 | 7,698,951 7,129,696 

9 月 | 3.505,129 | 8,338,951 8,652,526 


10 月 3,673,742 | 9,339,868 9,105,367 


る 米 海 軍 短 波 遠 距離 レー ダメ の 可能 性 に 注目 


米 海軍 で は 同 技術 研究 所 W.J. Thaler 博 士 の 提唱 す 
る 短波 遠 忠 離 レ ー ダ の 可能 性 に 注目 し ACF Industries 


社 , 米国 標準 局 ) リン カー ン 研 究 所 , 海軍 航空 試験 所 
な どの 協力 を 得 て , 研究 開発 を 推進 し て いる と 伝え ら 
れる 


と の レー ダ の 原理 は , 短波 が 電 離 層 と 大 地 の 間 を 次 
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選 に 反射 し な が ら 遠 距離 伝 ば ぽん する 際 , 電波 エネ ル ギ 
の 一 部 は 伝 ぱ ん 路 を 発射 点 た に 向っ て 逆 進 する こと と を 利 
用 し た も の で ある .。 と の 現象 に た ついては, すでに:10 年 
も 前 に 米 空軍 が ロー ム 航 空 技術 研究 所 で 短波 レー ダ を 
と りあ ぁ あげ た と きか ら 知 られ て いた が , 当時 は 目標 六 航 
空 機 で あっ た た め , 実用 化し うる 程 の 効果 が 上 ら ず , 
と の 計画 も 撤 棄 され た いき さ つ が ある . 今般 の 海軍 の 
計画 で は 目標 を ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン の 高温 排気 や 枝 爆 
発 に よっ て イオ ォ オン 化 され た 大 量 の ガス の 検出 に 置い て 
いる の で , 普通 の レー ダ の よう な 見 通し 内 の 範 囲 た 限 
定 き れず, 大 陸 間 下 離 で も 可能 性 が あぁ ある. も っ と る も 短 
波 を 利用 する た あめ, 太陽 の 黒点 な ど た による 伝 ぜ ん 性 へ 
の 致命 的 な 影響 は 避け られ ず , まな た 目標 近傍 た に お か れ 
た 小 電 力 の 妨害 送信 機 た よ ょ る 効果 減殺 も あり , 今後 研 
究 祭 地 の あ る 弱 味 も 残さ れ て いる と いう . 

(Aviation Week より) 


る アメ リカ の メー カ 11 社 「 信 頼 性 セン タ 」 を 結成 


アァ アメリカ, オハ イオ 州 の Battelle Memorial Insti- 
ES た の が スク mn ニス 2 リー が 011 社 
の 共同 出資 に ょ り , 電子 部 品 信 頼 性 セン タ を 結成 , 業 
務 を 開始 し た . 

同 セ ンタ の 規約 に よる と , 後援 メー カ は 各 2 万 ドル 
(720 万 円 ) を 出資 する か わり に , 毎年 4 回 発行 の 定 
期 報告 書 と , 個別 要求 た ょ る 特別 報告 書 を 受取 る と と 
に な っ て いる . 

と の セン タタ の 初 年 度 事 業 と し て は , トラ ンジ スタ , 
ダイ オー ド , タン タル ・ コ ン デ ン サ , リレー な どの 報 
告 が 予定 され て いる だが, 11 社 の 中 に は , B.T.L., R.C. 
A., I.B.M., や ロッ キー ド の 名 前 も 見 えて いる . 

な お , セン タ で は 各 参 加 メ ー カ に 係員 を 派遣 し て 社 
内 の 負荷 寿命 試験 , 無 負 荷 寿 命 試験 , サイ クル 寿命 試 
験 ある い は 社外 事故 報告 な ど に 関す る な ま の デー タ を 
費 い これ を 集計 整理 の 上 , 統計 的 解析 を 行なう と と に 
な っ て いる . 同 Institute で 結成 し た 共同 研究 グル ー 
プ と し て は , 他 に 合金 半導体 研究 グル ー プ , 電子 冷凍 


研究 グル ー プ な ども あり , 相当 の 成果 を 挙げ て いる と . 


Ns (Electronic News より ) 


採録 決定 論文 
1 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 
渡辺 竜 起 : 逐次 時 限 継電器 回 路 の 構成 理論 [34. 8. 12] 
林 鉛 也 ・ 電 界 効果 トラ ンジ スタ の 一 形式 [34.10.22] 
芝 野 卓雄 : 合金 接合 トラ ンジ スタ の ベー ス 抵 抗 [34.9. 
et 7 


| 渡部 和 : ろ 波 器 の チェ ビシ ェ フ 近似 理論 [34.8.20, 


TO 


(本 会 記事 p 121 参照 ) 


口 . 会 計 収 支 状況 


会 計 別 収支 状況 ( (昭和 34 年 11 月 分 ) 


会 計 別 | 上 破 2 さ 出 | 差 人 は 漢 


i 
特別 事業 会 計 
収益 事業 会 計 
奨学 資金 会 
稲田 記念 資金 会 計 
岡部 資金 会 計 
退職 積立 金 会 計 
に ま 寺 
計 


737,750 2,323,596 | 人 
281,043 532,249 | 人 
1,572,340 1,795,205 | 人 
— 330 | 人 ム 
58,019 58,019 
2,649,152 


1,585,846 
251,206 
222,865 


330 


4,709,399 |A 2,060,247 


資金 月 末 現 在 高 (昭和 34 年 11 月 30 日 現在 ) 


年 度 
得  0 に 4.8.34 
財産 目録 


前 月 末 


11 月 30 日 


年 度 初 
と ' の 其 


預 金 |5,539,293|7,336 ,430 


内 [ 昔 通 預金 995,304 
当座 預金 


894,188 
18,192 


赤 を 4,363,989|6,424,050 


振替 貯金 | 553,967| 248,573 
現 金 | 577,742| 693,855 
計 6,491,002|8,278,858 


5,186,473|A 172,820 
690,753| 人 A 304,551 
15,420 15,420 
4,480,300 116,311 
158,481 A 395,486 
873,657 295,915| 


6,218,611| 人 A 272,391 


前 


yr 
"= 


る 9 
六 


A2,149,957 
A 203,425 
N2772 
A1,943,750 
A 90,092 

179,802 
A2,060,247 


標準 電波 の 偏差 表 


郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mcl/s, 5 Mcls, 10 Mcl/s, 15 Mcls, 


Date 


Frequency Lead of JJY Dat 
Deviation limpulses on 


1959 | Parts in10°| J.S.T. in 
milliseconds 


0900 
June| . Jy.s;T; |.0900 J.S 


COAG MhwRE 


++ キキ + ナナ + キナ +++ 
た に た WL LPHRRRSGS 


Ny 


| 


June 


16 
A 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 


| Frequency!Lead of JJY 
Deviation limpulses on 
1959 | Parts in10% 


キナ + キナ キナ オナ ++ 二 寺 キ キ + 寺 填 
Onn や on 


The values are based on the Time Service Bulletin 


from the Tokyo Astronomical Observatory. 


* Adjustments were made on the days indicated by * 
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FS an 
09 millisecond 
ST 0900 J.S.T. 
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本 会 記 事 


昭和 34 年 12 月 18 日 , 午後 4.30 惣 崎 腎 治 君 ( 東 芝 ) 大 友和 蔵 君 ( 通 研 ) 

第 8 回 理事 会 ( 朱 人 事務 所 会 ミ 議 室 | 土居 靖夫 君 ( 電 電 公 社 ) 安田 一 次 君 (N 了 HK) 

永井 会 長 , 関 (委任 ), 井上 (委任 ), 高木 各 副 会 長 , 清水 修 蔵 君 (N 了 H KK) 古橋 好夫 君 (K D D) 
黒川 理事 , 妻 藤 (庶務 ), 田島 , 林 (会 計 ), 碧 崎 , 安 斎藤 時 君 (藤倉 電線 ) 田中 末 雄 君 ( 早 大 ) 
田 』 伊藤 (編集 ), 岡村 (調査 ) の 各 幹 事 お よび 服 土 主 2. 選 毛 規程 の 再 検討 に つい て | 
事 出 席 第 3 回 理事 会 に お いて 現行 規程 の 再 検討 を 行なう と | 
議 事 と を 決定 し た が , 高木 委員 長 不 在 の た め 検 討 が 遅れ て | 


お り , 今回 検討 の 予定 で あっ た が , 都合 に ょ り 次 回 理 | 
1. 次期 役員 候補 者 (会 長 , 副 会 長 , 理事 , 監事 ) 。 京 信 まで に 検討 する と と と し た 


の 選定 に つい て . 3. 会 員 の 入会 承認 に つい て 
『 役 員 , 幹事 お よび 評議 員 候補 者 の 推 旧 お よび 会 長 指 次 の 通り , 新しく 入会 申込 が あっ た 
客 の 評議 員 の 選定 に 関す る 覚書 」 に も と づい て , さき 正 員 大 田 廉 三 外 19 名 , 
選 各 役員 , 幹事 お よび 評議 員 が 寄せ られ た 候補 者 の 推 准 員 渡辺 幸 維 外 10 を りり 計 103 導 
薄 結 果 か ら 推薦 数 の 多い 順に (同数 の 場合 は 年 長 , 職 学生 員 志村 正道 外 71 名} 
専門 を 考慮 し て 次 の 通り 各 4 名 を と り , と の 中 か 東大 1 東工 大 4. ' 中 大 1。 理大 上 .」 明 大 6。 ] 
らら 投票 に よっ て 選挙 規程 第 3 条 に 定め る 候補 者 を 選定 法 大 8. 工学 院 9. 電通 大 6. 新潟 大 1. 東北 
する と と と し た . 大 9. 広島 大 2.. 九州 大 12. 九州 工大 1. 福井 
会 長 候補 者 大 7. 愛媛 大 3. 


米沢 泥岩 ( 通 。 研 ・ 森 田 清 君 (東工 大 ) な おぉ, 今後 の 入会 手続 は 雑誌 の 発行 部 数 決定 、 その 他 
小林 正 次 君 (日 電 )・ 広田 胡 義 君 ( 早 大) の 事務 処理 上 毎月 理事 会 の 前 日 を も っ て 締切 る こと と 
| 「 玉 会 長 (在京 ) 候補 者 する が , 理事 会 以後 の 入会 希望 者 の うち その 月 分 の 雑 
高木 7 純一 君 ( 早 大)・ 三 態 文雄 君 (N 了 H K) 誌 を 入 用 と する も の に つい て は , 入会 承認 は 翌月 と す 
| 利 省吾 君 ( 電 波 監 )・ 関 雅雄 君 沖 電工 ) る が ,。 パッ ク ナ ン パ が ある 場合 に 限り , 該当 会 員 の 会 
| 娘 会 長 (地方 ) 候補 者 費 額 に よっ て 殖 布 する こと と と し た . 


代々木 卓 夫 君 (近畿 電通 )・ 落合 宜 之 君 ( 名 。 大 ) 4. 日 本 航空 学会 シン ポジ ウム 共催 に つい て 
EN 内 田 」 英 成 君 ( 束 北 大 )・ 菅田 栄治 君 ( 阪 大 ) 第 7 回 理事 会 に お いて 状況 に より 事後 承認 する こと 
理事 修 補 者 と し た が , 明 年 中 に 4 回 開催 され る シン ポジ ウム の う 
| 野 村 」 達治 君 (CN HH K)・ 下村 尚 信 君 (東芝 ) ち も 1 回 だ け (経費 5,000 円 以内 ) 共催 に 応ずる と と と 
計 ・ | 西尾 秀彦 君 ( 日 。 電 )・ 岡田 " 成 敏 君 ( 沖 電 工 ) と た 、 
i 殴 事 候補 者 5。 そ の 他 
佐原 邊 治 君 (N HK)・ 梨 谷 勲 君 ( 通 研 ) イ . 岡部 記念 研究 組 励 金 申請 に つい て 
近藤 清美 君 (東洋 通信 機 )・ 培 政樹 君 ( 沖 電工) 本 年 は 用 紙 請求 が 2 件 , 申請 数 は 皆無 の 状態 で ある 


ph 

yt Ne 幹事 ぉ よび 在京 評議 員 候補 者 は , 推 燕 候補 者 の た め 申 請 期 限 を 2 か 月 延長 し て 35 年 2 月 末 と し , そ 
| 中 か ら , 次 の 通り 理事 会 推 候 補 者 を 選定 し た ・ なお, の 間 に 前 年 と 同様 関係 各 方 面 へ 趣 引 の 徹 護 を 計り ,。 申 
| 地方 評 識 員 に ついては, 名 支部 長 か ら の 推 菩 を まっ て , 請 を 奨励 する と と と し , 同時 に 1 月 号 雑誌 会 告 へ も そ 


| 次 回 理事 会 に お いて 選出 する と と と し た . の 旨 掲 載 す る こと と し た . 
有 有 上記 の うち , 席 務 和則 事 の 推計 は 14 名 各 1 票 で も っ 日 本 学術 会 議会 員 選 挙 の 結果 に つい て 
た た る め 出 席 各 役 員 の 間 で 同 職 域 を 避け て の 無記名 2 名 下記 の 通り 選挙 結果 の 報告 ぶ あ っ た . 
eb る 投票 の 結果 選出 され た も の で ある . 全国 区 当選 者 
3 間 石川 武 二 君 (電電 公社 ) 三 学会 推 式 
宙 猛 須 ( 日 電 ) 柳井 久義 君 ( 東 大 ) 小林 正 次 君 (日 電 ) 
会 計 則 束 後藤 以 紀 君 ( 電 試 ) 


の 柿田 光 君 (電電 公社 ) 香西 寛 君 ( 早 大 米沢 滋 言 ( 通 研 ) 


調査 幹事 こ 林 宣 憲 君 ( 京 大) 
有 打 太一郎 君 (富士 通信 ) 宇都 宮 徴 男 君 ( 東 大) 地方 区 当選 者 
| 集 幹事 北海 道 浅見 義弘 君 (北大) 三 学会 推 
放 拘 井 叉 二 君 (N 了 H K) 小西 一 郎 君 (電電 公社 ) 関 東 丹羽 保 次 郎 君 (情報 セン ター)  / 
| 太 加 弘 衝 (K エ た ) 関口 診 科 君 ( 通 。 研 ) 中 部 小林 明 君 (名 大 ” 
水利 康 君 (東芝) 山本 周三 君 (電電 公社 ) 近 袖 熊谷 三郎 娠 ( 阪 大 ) ” 
年 京 議員 全国 区 4 名 推 誌 。 1 名 当選 , 地方 区 4 名 推薦 , . 


| 計 ※ 寿 ( 電 電信 社 ) 田島 一 郎 大 (安立 ) 4 名 当選 
電 (120) 


昭和 35 年 1 月 電 気 通信 
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ハ . 朝鮮 民主 科学 者 協会 か ら の 呼び か け に つい て 
朝鮮 の 平和 的 統一 の 促進 を 目的 と する 朝鮮 民主 科学 
者 協会 か らち の 呼び か け に 対し 学会 と し て は 別段 の 動き 
Rh 
・1960 年 度 第 5 部 関係 国際 会 議 派遣 代表 候補 者 の 
推薦 依頼 に つい て 
推 革 締 切 期 日 が 12 月 末日 で ある か ら 規格 調査 会 , 
技術 委員 会 両 会 長 に 一 任 し て , その 結果 に つい て 次 回 
理事 会 に お いて 事後 承認 と する と と と し た . 


報告 事項 
イ , 会 員 現況 (昭和 34 年 11 月 30 日 現在 ) 
会 員 別 | 名 巻 員 | 雑 持 員 | 正 員 | 准 員 | 学 生 員 | 特殊 員 | 計 
穫 7,699| 1,497 172| 10,617 


18 
)141 


(— 


173| 10,663 
1 46 


口 , 会 計 収 支 状況 (別表 p 119 の 通り ) 


ハ , 各 委 員 会 会 合 状 況 
イ ・ 編集 関係 , 
a. 海外 論文 委員 会 12 月 1 日 4.00 p.m. ) 
ュー 徐 員 会 5.30 p.m. 
CcC。 論文 委員 会 12 月 3 日 3.00 p.m. 
本 会 事務 所 会 議 室 
d. 特集 号 (35 年 4 月 号 ) 執筆 者 打 合 会 
12 月 11 日 , 本 会 事務 所 会 議 室 
ロロ: 四 学 会 連合 大 会 委員 会 , 12 月 2 日 , 
5.30 p.m. 電気 クラ ブ 
ハ ・ 教科 書 委 員 会 幹事 会 , 12 月 26 日 
11.30 a.m. 本 会 事務 所 会 議 室 
=. 広告 委員 会 ; 12 月 16 日 
+ 1.30 p.m. 本 会 事務 所 会 議 室 
ホ .。 電気 通 信 規 格調 査 会 本 委員 会 12 月 28 日 
5.30 p.m. 本 会 事務 所 会 議 室 


RN 昭和 34 年 12 月 18 日 , 午 後 6 時 

第 2 回 評議 員 会 (人 事 和 所 会 識 写 
来 井 会 長 , 高木 名 会 長 , 妻 衣 ( 許 務 ), 田島 , 林 (会 
計 )。 県 崎 , 安田 , 伊 共 (編集 ), 岡村 (調査 ) の 各 湯 


事 , 滝川 上 , 柳井 , 杉山 の 各 評 議員 お よび 肥 土 主事 
出席 
議 事 
策 5 回 第 8 回 まで の 理事 会 決議 事項 中 下記 の 主要 
事項 に つい て 関係 幹事 より 報告 が ぁ っ た . 
1. 維持 員 増 強 成績 たつ いて (次 表 の 通り ) 
2. Oliner 教授 招待 選 つ いて 
3. 嘱託 制度 の 明文 化 た に つい て 
4. 事務 所 の 拡充 に つい て 


5. 上 半期 収支 決算 に つい て 


巡回 専門 講習 会 に っ いて 
_ 険 員 就業 規則 及び 給与 規程 の 一 部 改正 に つい て 


8. 次 期 役 員 候 補 者 の 推薦 に っ いて 
と れ に 関連 し , 現行 覚書 に よる 幹事 お よび 評 | 
議員 の 理事 会 推薦 候補 者 の 選定 方 法 に 多少 の 問 
題 点 が ある か ら 検討 せら れ た い 旨 の 意 貞 が 述 ペ 


られ た 
(本 件 は 理事 会 で 早急 に 改正 案 を 検討 す る と ど 
も た) 
9. 選奨 規程 の 再 検討 に つい て 
10. 日 本 航空 学会 シン ポジ ウゥ ウム 共 供 に っ いて 
表 1 維持 員 増 強 成 績 (34.4.1 以降 ) 
社 名 増加 | 新規 | 計 | 支部 別 | 蔽 考 
明 電 舎 5 5 | 東京 | 高木 副 会 長 
北海 道 放送 5 5 | 北海 道 
柱 幌 テ レビ 3 3 2 
に 2 2 財 花 深 隊 
中 還 に 電 こ 3 6 | 中 | 
東京 芝浦 電気 20 40 | 東 京 | 岡部 藍 事 
電 源 開 発 10 10 < 高木 副 会 長 
1 2 2 ” 
長谷 川 電 機 2 2 ~ 泥 美 幹事 
那須 電機 鉄工 2 2 。 2 
y = = 6 10 永井 会 長 : 
ラ ジオ 新潟 2 2 | 信 越 
神田 通信 工業 3 3 | 東 京 | 泥 美 幹事 
東北 金属 工業 | 2 3 | 東北 | 未 井 会 岳 
西日本 電 線 2 EN 
福 井 放 送 の 2. 直江 で 克 本 
ーー 10 | 10 | 関 7 柄 
ジグ a 2 2 る 7. 東 * ゃ a 束 
東京 計 圭 4 4 < 高木 副 会 長 : 
世 木 " 世 タ ッ タ ーー 2 2 2 鳥 監 事 
日 新 電 機 1 4 | 関西 | 井上 副 会 長 : 
山 中 電 機 2 る 東和 間 齋 
新 日本 電 気 4 4 | 関 西 | 嶋津 編集 長 . 
岩 手 放 人 送 1 lr 北 
理研 光学 工業 2 区 
神 戸 放 送 2 | 2 | 関西 
R.K.B 毎 月 放送 2 ペド 州 
ジィ ジ オオ . 福 . 委 2 20 東 慈 
山形 放送 0 東 生生 
年 度 小計 | 3 |72 |ioe | | 
現 在 数 (171 社 ) 1,108 ロロ 
表 2 支部 別 増強 調書 10 月 13 日 現在 ) 
34 年 度 増 強 現 「 在 数 
ーー 
増加 | 新規 | 計 | 社 数 | ロロ 汰 
北 海道 § 8 P 2 
北 2 4 6 10 54 


ゆ 圭吾 圭 選 守 病 諸江 別 
池 画 百 司 本 記 普 
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標準 信号 発生 間 


ARM - Ws 805 型 
2 信号 選択 度 特 性 が 容易 た 測定 で きる 短波 標準 信号 発生 回 完成 ! 


ass 周波 数 の 調整 の 細 カ サ , 安定 サ , 確度 が 従 玉 の も 
の に くら べ て 非常 に 改善 され まし た . 減速 比 が 大 
きく ガタ 々 の な い ダ イア ル に よっ て 周波 数 が 容易 に 10 
変え られ る と 共に , 見 易い 周波 数 直読 目 局 に よっ 
て , 5~6 桁 の 周波 数 が 容易 に 読み と れ ま す -. 


出力 レベ ル は 7592 の 出力 イン ピー ダン ス で 1V 

が 得 ら れ ,APC (自動 出力 レベ ル 調 整 回 路 〉 の 動作 に 

に よっ て , 出力 レベ ル は レベ ル 調 整 を し な く て も 中 央 目 條 の 計る 10.6974 MM<3 

図 と 示す よう に 周波 数 特性 が 少く な っ て お り ます 周波 数 ダイ アル 目 

変調 の 特性 が 改善 され まし た . 
変調 歪 率 は 軽減 され 図 た 示す よう な 波形 に な り 
まし た . また 緩衝 増 巾 器 の 作用 た よっ て AM 
に 伴う FM が 実際 上 問題 た な ら な い 位 減少 し 図 
の よう な スペ クト ラム を 示し ます . 

と れ 等 の 点 は いづ れる も 将来 の 高級 標準 信号 発生 器 

の 進む べき 方 向 を 示し て いる も の と 申せ まし ょ う 


規 格 


周波 数 範 囲 | 30 ke~30 Mc 


主 目盛 て, 圭 0.5% , 玉 目 盛 で (校正 し て )0.02% 
周 液 数 確度 | 14 Mc 9 ( 可 8 


周 以 数 目 店 
詳 柳 日吉 130Mo に お いて 2ke 


周波 数 安定 度 | 30 分 後 10 分 間 の 変動 が 0.02% 以下 

ーー 100 kc マル チバ イプ レー タ , 1 Mc 水晶 発振 器 、 

周波 数 校 

| 検出 衝 を 内 蔵 し 校正 で きる 。 1 Mc, 400 cls 85% 変調 30 Mc, 1000 c/s 40% 変調 
タダ 150 VSWR1.2 A 


イン ピー タンス ce 変調 波形 の 1 例 変調 スペ クト ラム の 1 例 
出力 レベ ル 範 囲 | —10 db~120 db 5 


出力 レベ ル 確 度 | 上 +1db(0~120 db), 土 1.5 db(-10~0 db) 


内 部 400 c/s 1000 c/s, 外部 50~10,000 V 
変 曽 周波 数 | は い 搬送 周 波数 の 9% 以下 a 


変 。 沿 率 | 0~100% 
変調 率 確度 | 土 (指示 値 X0.05+2) % 

30% 変 両 で -40db 以下 ・80% 変 本 で -25db 
変 0 科 | 


雑音 | 30% 変 調 で 50 db 以下 
る | ARM-5709 型 側帯 波 分 析 器 で 見 出せ な い 
M| (30 Mec) v 

源 | 100 V, 50~60 c/s, 約 160 VA 


属 品 | ne 組 , 表示 灯 メ 4, ヒ 。ー ズ マメ ゞ 1, 
ロー ド X1, 取扱 説明 午 X18 計測 験 成 積 書 X2_ 
法 重量 | 9 凍 交 X28) X20 遇 生 ) mm 


天 
環 外 
東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 39 電話 (473)2131( 代 ),2141( 代 ) 
営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 電話 元町 《@) 3614( 代 ) 


琴 サ ー キ ミュ レ ー タ は 、 多 端子 回 路 に フェ ライ ト 移 相 器 を 組合 は せ て 条 環 的 に 一 方 向 だ け に だ | 
電波 を 通す 回 路 で 、 前 進 波 ・ 後 穫 波 を 分 離 で きる 点 で 、 方 向 性 結合 器 よ り も 高 能率 で あり ま 隊 : 
すす 。 ょ た 不 合 の 悪 影 拓 を きけ られ る 点 で 単 向 管 と 同じ 特長 を も ち 、 ペ ルス の みな を ら ず 、 運 上 
線 3a に で 度 好 に 得 作 し ます の で 、 エ KR 管 の デア デュ ブ プレ クサ より も すぐ れ て いま すす 2 十 | 剛 
衝 リ ンー 等 の 信号 と 増 巾 波 ・ 発 振 波 の 分 離 に 適合 し て いる の み で な を く 、 レ ー タ の デュ プ アレ | 
タク ササ と し て も 用 和 途 が 多く 、 下 に か ・ げ る 特性 の も の は これ 等 の 使用 目的 に 便利 な よう に 向 3 電 
平面 内 に 3 ヶ の 入出 力 端 子 を そなえ な た 構造 と な っ て いま す 。 0 


i Wg 


島田 理化 エ 業 株 式 合計 


末社 ・ 本 社 工場 。 東京 部 中 野 区 富 二 見 町 1 7 番地 
: 誠 % 放っ 中 P380166==9 ; 6297 8971 


新 管 種 の 開発 に より JRC8 


JRC 計 数 放電 


発表 以来 , こ 好 評 を 博 し て 
参り まし た この た び 新 管 種 を 
eon 
et 寿命 あ 
ら ゆ る 点 で 他 の 追従 を 許さ きぬ る も の 
が あぁ ありま す 。 


+ 
評 は 


DC10A-2 を 


| 旧名 称 DC10A-2 
シン グル パル ス | オク タル | | 剖 時 計数 状 削 で 便 用 す る 。 高 速度 計 
DK13 97.5+2.5 | 41 300 | 190 | 1.5 完全 な 動作 を し 、 高速 計数 装置 
、 連 時 En| か を < | の 初段 に : 適 し て 居り ます 次 段 以降 
| は DK18 が 適当 し て いま す 。 
ーー トー トー トー 
| 旧名 称 DU10-2 
シン グル パル ス 3 ne 
DK14 B8—6180 2325134 300 19 | 0.8 tS ー 散 トー “GT 管 型 新規 設 
WW 出 カ 計 に は 本 管 種 を 挫 義 し ます 。 
D U10B-2 
ダ プ ルフ パル ス re ta hh 4 
DK15 B8—6|80 +2.5| 34 300 | 175 | 0.5 ルス 一般 計数 用 小型 
単 出 カカ "F 
寺本 | ED RE に 
ダブ プル パル ス | 特殊 | 旧名 称 DM10B-2 
4 間 出 カカ | 14 用 5 400015K15 の 本吉 放電 
シッ グル パル ス | 3 ン 旧名 称 DM10A-2 
を 旧名 称 DC10A-2H 
ERMA 4 - 般 計数 用 ,D K13 と さき し か え 可 能 
DK18 10.000 | ー 
単 出 カカ | ペー で みり ます 
尚 。 J RC 計数 放電 管 に は 一 本 毎 に 表 tt り 、 特殊 口金 の 


JRC 


DK16, DK17 に は ソケット が - 2 いて 居り ます 


日 氷 無 線 株 式 全土 


東京 ・ 5・ 之 田村 ユー7 第 3 森 ビ ル (59)9311(10), 
大 阪 ・ tA 堂島 中 1ー22 (36) 4631-ー6 
品 岡 ・ 新開 町 3 一 5 3 立石 ビル 西 局 (2) 0l27 7 


後 一 3 


9321(5) 
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品 同 中 幸 了 テ ンジ タダ の 推奨 シリ ー ズ ジノ ょ 
* 超 高周波 用 合金 拡散 弄 
OCT70・ OC171 ノ fee…………I1O00MC 
高周波 用 ドリ フト 型 
. MC1I0! "MCI102・MCI03. MCI104/ feca BOMC | 

独自 の 特長 品種 を 発表 し て 、 ご 好評 を 


F 


/。 2 
‘FLA 
に 4 


博 し て お り ま す ナ ショ ナル で は 高周波 用 
トド トラ ンジ スタ の 分 野 で も 、 短 波 ト ラ シ ジ 
スタ の 先駆 を 切っ た ドリ フト 型 、FM ラ 
ジオ 、 テ レビ 用 と し て 遮断 周波 数 1 0 0 
MC を 有する 合金 拡散 型 の 0C170、 
GI eters 
一 一 我国 トラ ンジ スタ 界 を リー ド す る 画 
期 的 な 新品 種 を 開発 し て 、 ト ラン ジ 尺 タ 
の 応用 範囲 拡大 に 努力 いた し て お り ま す 。 
高周波 用 トラ ンジ スタ を ご 使用 の 際 は 
信頼 度 高 い 次 の 推奨 品種 を お 選び 下さ きい 。 
Er 高周波 用 トラ ンジ 


0 電流 増 巾 率 
| 

すす 

i 

et 

“< 4 - 

4” ジス タゲ デ ゲルマニウム ダイ オー ド 、 シ リコ ン バ リ オー ド 


A シリ コン ペ ワ ダイオード の 各 品 種 が あり ます 。 


視 ア 工業 村 素 次 圭 


a 
東京 支社 
営業 所 
内 揚 


神戸 市 兵庫 区 和田 山 通 一 丁目 五 番地 電話 神戸 (6)5081 番 (大 代表 ) 
東京 都 中 央 区 入 宣 洲 三 丁目 七 番 地 電話 東京 (27) 7221~5 番 
札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 
神 Es de 


dc 15Mc 


A < I 4 miu oe ul - - 


規 格 
CT=5 ド lA 弄 


e 使 用 プラ ウン 管 5UP1(F) 

e 垂直 軸 偏 向 感 度 0.1V/cem~ 30Vdc/em 

周波 数 特性 dc~1Me 偏差 3db 

@ 時 間 軸 掃引 速度 3psec/cm~ 1 sec/cm 

掃引 方 式 トリ ガー 掃引 お よび くり か え し 掃引 


CTー521 星 型 


使用 プラ ウン 管 。 130Hー BI1A CT511A 型 
e 垂直 細 偏 向 感度 0.05V/cm~ 20 V/cm 

e 周 波数 特性 dce~15Me 念 差 3db 正 価 145,000 円 
e 時 間 軸 掃引 速度 0.1gp sec/cm~ 5sec/cm ; y 

掃引 方 式 トリ ガー 掃引 お よび くり か え し 掃引 


【 お 問合せ は 】 最寄り の ナシ ョ ナル 計測 器 販売 
代行 店 、 ま た は 、 営 業 所 まで 、 


新知 CT-521BB 型 
衣 半 正 価 360,000 円 
本 社 大 阪 府 北 河内 郡 門真 町 1006 
東京 工場 東京 都 品川 区 東 品 川 5 の 2 4 
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@⑧ 挟 き ” や きき ・ 日 琴 き 企 宮 旋 せ 盾 平 蘭 眉 
や 昌 ポ RN も 交 能 民 鞭 宏 直 計 選 *w 
導い" レ っ 2 つっ CAP uJ リー 
ペー( ペ ヘ ペー ホー) せき さ 全 に た 能 尼 攻 や 8 窪 
も や 息 昔 呈 器 境 暴 損 会 理 肖 6° 
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⑧ 強 電 機 製作 50 年 の 豊か な 経験 と すぐ れ た 技術 ./ 


者 品田 区 き 和 町 3 一 39 


京 
CR 
ee 
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r 八 
市 下 土 圧 町 3( 人 住友 ビ ル 内 ) 


ij 
4 
ti 


庄 


アノ テ ナ の 電 舞 典 業 様式 会 


東京 都 品川 区 大 井 元 芝 町 880 電話 (76)3111( 代 表 ) 


後 一 7 


A -~10 


本 社 ・ 東 京 都 時 田 区 寺島 町 2 の 8 電 話 611 局 101~7 
営 薬 ) 部 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 電 和 会 館内 電 話 (54) 2021~9 
大 阪 販 売店 ・ 大 阪 市 北 区 梅田 町 47 新 阪神 ピル 7 階 704 号 室 電話 大 阪 (38) 3658・1171 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ビ ル 電話 本 局 (23)0284 
福岡 出張 所 ・ 福 岡 市 上 注 崎 町 42- 電話 東 (3) 4397 
仙台 貴 在 員 事務 所 ・ 仙 台 市 名 掛 丁 38 電 話 仙 台 3515 
札幌 駐在 員 事務 所 ・ 札 幌 市 北 三条 西 四 丁 目 (第 一 生命 ピル ) 電話 札幌 (4)1768 


邊 所 6 そ の 他 人 
KY 2 - 坦 、 
” WEK-1 型 寺 戻 し 付 」 
: 0 
分 解 能 600/min ; 
詳 析 1- 赤 5 析 * ド 
と 二村 
消費 電力 供 少 っ 
_ 窓 開 寸法 48X12 mm 
数 字 3X5 mm 
Ws CN 衝 a ) て 4 
(MEW 電気 計測 句 ・ 工 業 計器 na 
oR J 1 
ーー 電子 管 機器 ・ 制御 機器 ; 
渡辺 電機 工業 株 式 会 社 
) a 電話 背 如 (40}.6141 一 4 


ン デア 
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各種 通信 用 高 性 能 ア ン テ ナ 
大 型 バ ルー ンジ ン アンテ ナ (パラ バル ー ン ) 
アン テ ナ 附 属 品 
方 向 性 結合 器 
テレ ビジ ョ ン 
受像 用 アン テ ナ 
テレ ビ 取 付 工事 
お よび サー ビス 
直径 8 米 パ ラバ ルー ン 
我 囲 で 最初 の 大 型 パ ルー ン 型 パラ ボ 
ラ ア ン テ ナ で プラ ステ ィ ッ ク 膜 の 折 罰 
みみ 可 搬 型 で あり ます の で 各種 伝播 試験 


i 利 で * rn a 
に 非常 に 便利 で あり ます - 人 業 株 式 會 + 
(電電 公社 通信 研究 所 納入 ) 人 度 エ DA 件 ルポ 


本 社 及 工 場 川崎 市 中 丸子 川 向 1202 番地 電話 中 原 (047) 6184,6185 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 豊島 親 13 番 地 電話 東京 (866)1144,1145,2829,0825 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 曽根 崎 上 1 丁目 55 番 地 電話 大 阪 () 6971~3 


DODOOOOOOOOOOODOOOOOOOOO OE 
DO ee ee 
DOOODODOODODOO00000000000000000000000 OO 
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六 テ レビ 受像 機 や 測定 器 
に は 必ず 使い ま 9 


に 
DDO 


OB 管 高圧 高周波 電源 の 整流 
O 〇 高圧 パル ス 整 流 
〇 逆 耐 電圧 10,000V 

〇 外 径 10 ミ リ 全長 52 ミ リ 
OE;=1.25V Iy=200mA 


〇 ガイ ガー 計数 管 及 測定 器 電 源 の 
整流 

O 高 圧 パ ルス 整流 

〇 逆 硬 電圧 1,500V 

〇 外 径 10 ミ リ 全長 25 ミ リ 
OE;=0.7V 1;=65 mA 


へ 
大 陽電子 株 式 会 社 
本 社 ・ 場 東京 都 品川 区 東 戸 越 5 22 
電話 住 原 (78) 8833・4625 番 
研 究 所 東京 都 品川 区 平塚 6-917 
IE ee i 電話 花 原 (78) 5 4 3 7 番 
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牙 : 埋 OW ER 
そ 鶴 が ER | 
で 区 溢 こ 拓 湊 っ 9 電 環 - 
[Rr | ma | 2ma [isoxnlsoxa 箇 
| RA |150Kn [400kn | 25kn lisokn 2o 250K2 | 
.05%| 252 | 25n | 50n 0 KD 
1%| 10n | i100 | a | dg 
5%| 50 | 50 | on | ] 
5%| 10.| 10 | 29 
1%l0ia |oin : 
[wol 1 | 2 
a 0 1 0 
[FF | i100 | i1500 | 27 | 
に § 
Rmax 最大 抵抗 値 , Rmin 最小 抵抗 値 , Rp 抵抗 温 庶 係数 +1、\3 X10-*/ で (0.1%1 以 下 2 X10ー*),R4 士 0.2 X10-*/C' W40 温度 上 昇 40*C,W20 温 許 上 昇 20°C ' 
s 「= | « 
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= Cc A カタ ログ 
作 所 人 区 長谷 戸 MT 番地 電話 (46)0712.8037 


(真下 


NE C 高 信頼 管 の 特長 
初期 不良 が な い の で 従っ て 平均 寿命 が 長い 
特性 変動 が 少 い OR 
特性 が 均一 で そろ っ て い ぁ か 
絶 線 、 耐 圧 が 良く 陰極 以外 の 電子 放射 が 少 い 
振動 、 科 撃 に 強く マイ クロ ホ ニ ッ ク 雑 音 が 少 い 

主 な る 営業 品目 i 
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陣 護 いま 笛 黄 呈す ます 
陳 民 i 
に に に に と の 


用 
me 4 謀 験 回 路 用 
多 陣 避雷 器用 抵抗 
アテ アク トル に 対す る 高 抵抗 分 路 用 

無線 電信 発 受信 機 及 し ン トゲ ン 機 
抵 抗 用 


索 海 高熱 工業 株 式 会 計 


本 社 東京 都 千 代田 区 神田 如 町 2 大 著 ビ ル 電話 (25)5131( 代 ) 
大 明 7 名 「 吉 ) 屋 > で 福 1 図 SN 2 倫 
ei 名 いき 古屋 (次 款 都 


‘ 0 oy 
本 3 性 a - Ws 企 串 , で 馬 放 内 が プラダ イン 方 式 で る も 


7 る | | きま | きす 邊 ま 
ーー トー ーー 


SE |leVvilme | Iov a 0 \ 40mm eile 


tb bs Was are one 805 0 61% KE 
特性 ~34 ~34db NIOKC-3 & | 生 挫 : 現 本 
能 官 オ リ rmaans 
« LL a | 


フ " ラ i 
直 泊 更 人 計 >, 竹屋 訂 
4 見 閉 利 見 穴 ! トト る を も 4 


1 
Ll で にょ ます RE 


名 種 広 皿 因 の SEAR A 
誌 名 必 記 入 
カタ ログ 送 旦 


wi 下記 式 オ ロラ 7 


A | i 高速 現 名 の 記 を 系 


0O ペ ン モ の 9- 性 導 周波 族 特 性 直流 70CPS 記 補 折 て 傍 重圧 力 . 振 動 、 加 連 度 張力 電圧, 電流 き の 


OE linAim 波形 。 位相 の 記録 入山 さき 注 Fg, 
南柏 性 20om<10% 0 時 休 必 由 坦 下 才 二 自 , 三 有段者 巾 婦 の 規格 品 の 導電 あ り hf 外人 廷 工 程 の 筑 視 に 


0 応仁 弦 り の 連 護 リー60mm 10 入 人 切替, 同期 キー ター 供用 Ot 他 各 電 性 訣 の 所 島 習 民 由 回 も 臣 作 中 


Mr i 時 
0 計 も t 
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ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金属 材料 


MINIRON S52 : 


軟質 ガラ ス 封 入 用 
Fe-Ni-Cr 合 金 

- ' 平均 膨 用 係数 8~10-yC ] 
A (20°C~500°C) 
E : 放 
; 中 里 合 名 会 社 - 
3 ei 本 休 還 夫 i 
3 電話 東京 (85) 局 5124 。5125 、5126 | 
! 由 造 株 式 会 社 。 林 箇 を 材料 赴 千 部 


ー フ ルス ケー ル DC 50mV 1 基 の 他 製 品目 

DC10mV 電子管 式 自 動 平衡 記録 計 で 

DC lmv 4 仙 
aa し 記 一 素子 電子 管 式 自動 平衡 記録 計 追従 速度 。 フ ルス ケー ル _ 


直流 磁化 (B-HD) 自動 記録 半 置 。。 。 品 カ タロ グ 了 明和 


i 所 東京 都 目黒 区 中 目黒 3-1119 
電話 目黒 (712)3549 


JDM 3 


高 3 上 年 月 性 を きき 千 る 


千種 回 転機 禁 


届 


8 ー モ ポー ター 東京 都 大 田 区 大 森 5 丁目 232 番 地 電話 (76) 9125 一 9 


非 直 線 抵 抗 休 ‘ 


の 電源 電圧 が 虹 光 電圧 (Vg) 以下 , 接点 電流 が 最小 電 弧 電流 (Imin) 以 
下 で あぁ あれ ば CR 回 路 で は 得 ら れ な い 特 長 を 持っ て いる 。 
⑦C を 使用 する 場合 の ょ うな 閉 入 時 た に お ける 電 々 流 に ょ る 接点 の 消耗 
が な い 。 
② 乾 式 整 流 喘 素 子 を 用 いた も の に 剛 べ 劣化 が な く , 過 電 流 に ょ る 破壊 が 
な く 寿 命 は 半永久 的 で ある 。 
の 用 濾 時 の 高い 電圧 に 対し て 瞬間 的 に 低 抵抗 と な る の で 常時 の 電力 損 を 
非常 に 小さ くし て も 充分 火花 消去 の 機能 を 発揮 する 。 
の CR 回 路 に 較べ て 取付 けが 簡易 で 小型 軽量 で ある 。 
⑦ 以 上 の と と か ら 他 の 消去 法 に 較べ て シリ スタ ー に よる 接点 火花 消去 の 
相対 メリ ッ ト は 非常 に 高い 。 
火花 消去 , 異常 電圧 保護 , 制 
御 及 検出 回 路 , リ ミ ッ タ ー, 周 波 
」 数 和 信 及 分 割 , 自動 等 化 , 縮 伸 S80 
RN | I・YV 回 路 , 電話 交換 機 回 路 , 剛 串 UT 
@= ーー 電鉄 リーG 調 整 等 - 
km ラジ オ 東 京 新 ネ タマ ジオ に て 火花 消去 に 御 採用 


カタ ログ No. 5 技 将 資料 No. 1 贈 星 平 30 


i _ " 3 


旧 株 式 会 社 石塚 電機 製作 所 


石塚 電子 株 式 会 社 Oa エ 8 4 Teele 
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F P U/ 7 ホラ 7 遠隔 
制 拍 装 画 


東京 タワ ー 鉄 塔 150 米 上 に | 
取付 けら 泌 た 四 装 置 の 内 一 台 | 
を 示す 。 


a ) 
« | 
3 i 
3 1 
| > 
| be 
: Dr 
§ 0 
«Wy KC 
K 9 3 


中 半 本 法 四 は TV 放送 司 に ね いて, TV 映像 の 移 重 中 同 より の 受信 に 使用 する パラ ボラ 宮中 線 | 
和 置 で 』 パラ ボラ 装置 を 鉄塔 上 に < 設備 し 遠隔 制御 に より 任意 の 移動 中 継 局 より の 映像 受信 を 全 方 向 み ペー 測 
する と と が で きる 。 A 

親 格 エロ ) 使用 周波 数 6875Mc~7125Mc (2) 利得 35db 

(32| VSWR 1.1 以下 (4) 開口 梨 4 県 (開口 径 6 県 に も 便 用 出来 る ) 


有 | 且 = パラ ボラ, 回転 蓄 置 を 含み 1 組 の 重量 は 約 450 区 で ある 。 て 


和 i < 
有人 科 棒 (1) 水平 旋回 角度 左右 各 130 度 ( 三 台 使 用 の 場合 )。 Ce 
OO 2) 生 男 MAK 上 上 各 5 度 下 各 15 i 


3 i の は 制御 に よ り 水平 旋回 は 操作 貞 表 面 じ 各 パラ ボラ 有 方 向 を 20 万 分 の 1 の 地図 上 ur 


a: 指針 に 依り 方 向 を 指示 され 垂直 人 仰 角度 は 操作 各 上 に その 角度 を 目 選 板 に 指示 され る 構造 と な っ て い i 3 
の る 。 ま た クラ ッ チ を 切替 える と と に より 下 直方 向 共に 容易 に 手動 に て 操作 で きる 。 NC 


の EF 1 3672. ‘0093 VS 和 


a EO 
” 4 ro 
WE ; ンー 
4 | ph, ! \ 

<“ 


TATEISI 
加 出 振興 
芝 昌 商 品 海 注 へ ペ 
斬新 な 志 サ イン 。 正確 な 六 長 究 命 で 誤差 は 0.5 % 以下 で す 
2 ベベ _ 交 2 重 指針 で 動作 中 の 時 間 経過 る * 
いつ で も わか り ま す 
六 と りつ け は 極め て 簡単 で す 
次 0 一 10 秒 か ら 0 一 24 時 間 ま で 


机 待 せま だ 


カカ で さま た 
は か に マイ クロ きゃ スイ ッ チ 、 フ ロー ト な し ス 


イッ チ 、 和 電磁 継電器 、3 EE モー タ ・ リ レー。 誘 
導 形 保護 継電器 、 圧 力 え イッ チ な ど 製 作 


OO③ 還 座り 


雑 軍 器 - 錬 動 制 御 


アル ミニ ワム 環 面 処理 専門 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , そ の 他 各 
O 〇 アル ミラ イ ト 法 に 依る 半生 及び 防 処 理 一 式 ( 硬 > ッ キ 及び 別 地 仕 上 ) 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 


〇 ① (特許 ) アル ミニ ウム 超 硬質 処理 ( 面 絶縁 性 , 耐容 人 触 性 , 耐 麻 困 性 ) 等 に 最適 


〇 ① 鍼 金 処 理 ( ア ルミ ニウム 及び アル ミ 合金 に 各種 電気 メッ キ ) 


電化 硫 膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (73) 3169 
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フイ ジス チコ シン の 特 性 


フジ スチ コン は 次 の よう な 和 持 長 を 有 し て お ぉ おり ま す 。 (1) 
(2) 絶縁 抵抗 が 征 来 の コン デン ササ の い り も 高 (3) 
(4) 容量 値 の 安定 性 が 極め て 高く 、 定 値 を \ る 。 


i 係数 が 従来 の コン デン サ の いす 


た 電 体 吸収 が 他 の ( 


れ よ り も 小さ い 。 
\ ず れ の コン デン サ よ り も 小 い 。 


$) 


量 共 化 率 


1. 正確 で 安定 し た 容量 値 
iS oie i tre ii の 6-9 
これ ら の 容量 値 は 独 持 の 材料 を 使用 し 、 厳 密 な る 製造 方 法 を 実施 する こと に より 到 分 安定 性 を 確保 し て いま す 。 
この 結果 と し て 最高 土 0.5% あ る い は 土 1 pF の 容量 許容 偏差 を 保証 する こと が 出来 ます 。 
2. 容量 値 の 温度 特性 
温度 の 変化 に 伴 な うぅ 容量 値 の 変化 に で 10*C~ 二 60* C の 温度 細 囲 の 全 領域 に わた っ て 完全 生 5m 
に 直線 的 で 可逆 件 を も ち 、 そ の 温度 係数 は 負 で 標準 値 は ー1 0 (4 CC で あす すま の 容量 変化 
oer ル 等 の 他 の 回 踊 部 品 の 温度 に よる 変化 を 補償 する こ 3 
と が 可能 と な り ま 
3. 損失 係数 (tan8 ) : Q 
ポリ スチ ロー ル を 誘電 体 と し て お り ま す の で 損失 の 小さ いこ と は マイ カコ ン デ ン サ 等 の 追随 を 許し ませ ん 。 
正 に 理想 的 な コン デン サ で あり 、 そ の tand 一 容量 特性 は 第 3 図 の ご と く で ぁ り ます 。 


4. 引 緑 拭 抗 


絶 緑 抵抗 も 損失 係 政 同様 に 他 の を 許し ませ ん 。 有 即ち 
値 を 示し ます が 普通 に は 測定 困 ます 


5. 誘 電 体 吸収 


する 


サ よ り 1 一 2 桁 高い 10 MQ 程度 以上 の 


第 3 図 tand 一 容量 特性 


最近 の 電子 計算 機 等 に ポリ スチ ロー ルコ ン デ ン サ ok く ヾ から ざる も の と され る の は 実に その 誘電 体 吸 収 が 僅少 
で ある と いう 特質 に よっ て お り ま す 。 そ の 上 内 を 第 4 図 に ます 。 
6. 電 圧 
電圧 系 列 は 原則 と し て 次 の 通り で | 店 圧 は 
DG) | 125V| 250V| 500v 1 分 間 以 内 WVx1.2 
RN 馬 で 基 生 Ee : PE ND 
I | 375V| 750V I 1,500v (実効 値 ) WVxu.5 
直流 間 圧 お よび 交流 電圧 波高 値 の 総和 が 定格 使用 電圧 を こ ょ な いこ と 。 
7. 肌 選 イング ゲ ケ クタ ンス 
形式 お よび 寸法 に より 自己 イオ ンダ クタ ンス の 値 は 一 定 し ませ ん が 、 リ ー ド 線 の 長 さ を 5 mm と し た 場合 
標 維 eeeee 20—30 x10-*H 無 誘 導 ’ ceereeeer 10—20 x10*H 
特に 無 誘導 型 ! は 老い 財 穫 数 に お いて 使用 する の に 最適 で あり ます 。 ol 
標準 型 5 ,0 リー ド 線 の 長 さ を 2 mm と し た と き の 高 周波 イン ピー ダン ス の 大 きき さ は 第 5 図 に 示す 0 LE ND 
ラン 電 便 を 短絡 し た 時 間 ( 秒 ) 
8. 使用 温度 趣 囲 | 何 電 共 ( 相 付 値 ) 
純 ポ リス チロ ー ル を 誘電 体 と し て いる 関係 上 、 温 度 60*C 以上 で は 容量 変化 が 直線 性 より 外れ る 傾向 を 示し ます 。 > ィ +mWW| 5 c|25'cles'c 
な な 、 本 攻 電 器 の 絶縁 材料 の 性 質 上 70*C を こえ ね よう 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 ECC ER RE 
9. 湿度 の 影 閣 007723) | 回 
フジ スチ コン は ケー ス に 収納 され て いな いも の で も ポリ スチ ロー ル の 吸湿 性 が 億 少 で ある た め に 実用 上 問題 と は [et- 419| 15 | 25 | 30 
な り ま せん 。 放 際 に 1.000pF 程度 以上 の も の は 100 2 湿度 中 に 1 週 環 度 放置 し た 後に な いて も 容 紙 、 損 失 共 に は ほ と 0 大 a 
尺 ど 変 化 を 認め ませ ん 。 た だ 小 容量 の も の は 容量 、 損 失 の 増加 が 認め られ ます が 、 自 然 較 燥 に より 完全 に 回 復 し 、 軸 革 人 
な ん の 影 響 も 残し ませ ん 。( 第 6 図 、 第 7 図 参 昭 ) Wipe hy | 
な おち お 、 密封 ケー ス 型 は 温度 の 影響 を 全く 受け な いも の で あり ます 
(1)) ラジ スチ コン 
(2) スン の 由 基 の 
壇 超 小 の スチ コン で トラ ンジ スタ 回 路 、 プ リン ト 配 折 用 


機 製 造 株 式 会 社 特 約 代 理 店 
製造 会 社 拾 数 社 特約 ・ 代 理 店 


無線 


4 


は ポー 


第 7 図 Q 一 湿度 特 中 


タブ ルセット その 他 の 超 小 形 機器 に 適当 で す 。 


WF WV- 1 | 
凌 0 。 
A EE 


MW UUM WM 


3 4 
A 周 玉 0 (MC) 
第 6 図 容量 一 湿度 特性 第 5 回 イン ピー ダン ッ ンス 特性 


御 電話 下さ れ ば 富士 の 社員 同伴 資料 特 参り 上 御 説明 に 伺 ひ 
ます 。 神田 に 御 光 来 の 節 は 神田 電機 器 問 屋 街中 心 の 当社 へ 


株 社長 東京 都 竹 代田 区 神田 仲町 1 ーー 3 
(別館 千代 田 区 金沢 町 1 3) 
29 一 5411 ( 代 表 ) 二 5 
TEL 25—0606 ・2958 ・3322 ・7011 
9r 一 0750 ・3889 ( 研 究 
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e 敵 局 装置 の 性 能 を e 送受 信 機 の 性 能 e を 空中線 の 性 能 る 
活 話 路 数 <i 60ch 癌 波数 総 暑 ーー 2450-2700Mc 時 各 人 条 0 

( 外 に 打 合 回 線 を 有 す る ) 容 市 方式 FM( 周 波数 訟 調 ) 
閣 声 有効 伝送 帯域 ……300 34009& | 市 継 方 大 o… デジ ォ 中 総 る に ER 
区 磁 前 群 周波 数 域 …12 24 Ke abet ON 1 W 3 eo TPR - 
閣 鹿 評 周 波数 各 域 * 60108 Ke ーー 
伝送 周 洪 数 帯域 60~ 316 Ke 受信 機 帯 域 帆 6 Me 


ょ また は 8-264Kc 受信 機 稔 病 指 数 "12db}) 下 


mm (2500Mc 用 SSB-FM 方 式 ) 


. の - 
ee 多重 無線 通信 装置 
て ルル 水上 出 上 百 衣 皿 . 
三 鞭 電機 株 式 会 社 Nukarmanon.# 
本 庄 の 転載 は 自由 で す が 出 所 を 明記 する と 共 で 転載 誌 を 2 部 学会 へ 送 附 し て 下 0 定 価 
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